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1.序 文

千葉県の北総地域の自然環境でも白井市は近年,その土地の生活者の暮らしを,特に鉄道敷設を伴

う積極的な都市開発によつてその様神を大きく変化させてきた.筆者は主に有剣類のハチを調査して

いる採集者であるが,この白井市には過去にどのような種類のハチ類が生息し,そ して近年はどのよ

うな種類のハチ類が分布しているのであろうか。今般「白井市自然環境調査」にハチ類調査の専門調

査員として参画する機会を得て,初めて白井市内に分布しているハチ類の野外採集調査を実施した。

白井市のハチ類の調査に当たつては,先ず過去の文献資料を調査し,その時代の生活者との関わり

をもつ生息漿境に適応したハチ類の種の分布状況を確認することが必要である。その上で時を経た現

在と比較することにより,その時代の自然環境の実態を的確に捉えることができる。筆者の手元には

ハチ類に関する専門誌,機関誌,同好会誌,専門家の報告書,図鑑,参考書などが所蔵されている。

しかし,残念ながら公の文献類にはこれまで白井市に焦点を当てたハチ類の分布状況に関するまとま

つた報告を見つけることはできなかった。ただし,非公開あるいは一般に目にしない大規模企業の開

発に伴 う環境影響評価書や,学校の生物誌などの限られた範囲に配付する報告書には多少記録がある

かもしれない,これらの報告書の種の同定は一般の人が入手できる図鑑類によつて決定されているこ

とが多い。つまり,専門的立場で正しく同定されているかどうかということで判断すると,一部を除

きそのほとんどが誤同定あるいは疑問種となってしまう。したがつて,も しも注目種が存在していた

としても,その現物標本を専門家が再検査し,確認を取らなければ分布種として取り上げることはで

きない。大ま力Wこいうと学会誌や学術研究誌,ハチ類同好会誌などで専門家が執舘したり,専門家の

同定を得たものであればその時点での種名は正しく,参考文献として引用できる。ただし,専門学術

報告書の中には検査標本として白井市にて採集したハチが使われていないとは言い切れない.特に筆

者の専門外の有錐類およびフ′ソミチ亜目の文献類は詳しく見る機会も少なく,あったとしても見逃す確

率は高いが,推測では余り期待できない.

白井市のハチ類分布確認調査は,残念なことに,先人達に白井市および近郊にハチ類の研究者・趣

味人がいなかつたことに加え,興味深い著名な自然観察地 。施設,名所旧跡が知られていないこと,

特に変化に富む自然環境地ではないこと,交通の便が悪かつたことなどわぎわざこの地に足を運んで

調査しようとした専F号家がいなかつた模様である。こういつたことから過去に白井市のハチロを記録

したまとまつた報告書は無かつたと推測される。したがつて,この間に急速な自然環境の変化・破壊

に適応できず種の維持が困難となり絶滅してしまつた種のハチも数々あったのではないかと思われる。

本調査は筆者が白井市で 2005年から2007年の3年間という短期間に 105日 間,ハチ類の分布確

認 a採集という野外実態調査を実施,これを基に乾燥標本を作製すると共に,多数の専門家の同定も

得て,精度の高い『 白井市のハチ剰 40科 598種 (種名判明は 35科 403種)の確認リス トを報告

することができた。更に,その結果を評価して分析,本市の様相と特徴,地域別や特定地区などの実

態・本目違,近隣地域との比較,千葉県レンドリス ト種の生息状況,千葉県新記録や希少種の確認記録,

注目種や問題種などについて言及した。なお,本報告書は簡略化した年度別調査活動 (予報)を纏め,

種の分布リス トを作成したものである。したがつて,正式の報告書としては本報のみをF閉J物とした。
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2.白井市の調査対象としたハチ類

本調査は 2005年度から3年間,集中的に白井市内のハチ類の野外生息調査を実施し,白井市のハ

チ類相を究明することを目的にしたものである。

一般の人に分かりやすく説明すると,系統分類学でいうハチロ (膜翅日)はハチとアリから構成さ

れている。今般調査対象をハチ類としたのは、このハチロのうちアリ類 (ア リ科)を除いたグループ

である。

多くの人がハチと認識しているのは調査人の専門としているハナバチやカリバチで構成される有

剣類のハチである。つまり,ハチは刺すからllrtぃ と思われているグループである。しかし,実際には

多種類の寄炒 ミチが存在する有錐類 (ヤ ドヅバチ類)と ,主に幼虫が植物食のハバチ類 (広腰亜目)

も調査対象である。専門外の有錐類のハチは体長が l llllnに も満たない阪小種のコバチ類も多く,現
実には体長4 mm前後以下の種を採集対象から除外した。また, 日本産の有錐類のハチは総体的に分

類・解明度は低く,例え中～大型種でも名前 倅名・和名)の付けられないものがかなりある。一方,

初めて見る人はこれはアブではないかと思わせる形態をしているハバチ類も未記載種が多く存在す

る。ただし,ハバチ類はその生′自こ環境から,高い山の無い千葉県内では夏季の山地出現種 (北方系な

いし寒地系種)も殆ど見られず,自井市は勿論,県内に分布する種類数は少ない,

日本に生′雹、する昆虫のうちハチ類は非常に多くの種類を持つグループであるが,前述のように一部

のグループを除いては種の分類研究が進んでいない。したがって,分類群によつては多くの未記録・

未記載種,つまり,不明種が存在するのが現状である。このため図鑑類や学術論文と照合しても識別

できない種が多く生じる。筆者の専門分野でも種の同定ができないグループもあり,ま して専門外の

分野での種の同定は不可能に近い。これを敢えて図鑑類で無理やり絵合せ的に照合させて種名を決定

させてはその真実性に疑間が残る。

このように未記載種が多く存在するグループを含むハチ類の生物分布調査を実施するには,種の同

定に苦慮する。例えハチを採集し標本を作製しても,種を確認するための多くの日数や各分野の専門

家がかかわらなければ目的は達成できない。こういつた現状から多種類のハチ類を広範囲の市レベル

で全域的に調査することは非常に難しい.第一,趣味で昆虫採集をする研究者は移り変わる時代の流

れにより極端に少なくなり,ま して,ハチ類をその対象とする人は更に少ない.万が一,ハチに興味

を持つ人が現れても,採集したハチの名前が分からないこと (種を同定できる図鑑が無いこと,必ず

しも多数の専門家に同定を得られるとは限らないこと),美的標本を作りにくくコレクションとして

見栄えがしないこと,標本の保存スペース確保などの理由から次第に敬遠されてしまう。こういった

背景から,これまで,この白井市を主調査地としてハチ類を専門に調査対象とする人も現れず,その

結果,分布調査が全く進んでいない状況が続いていたようである,

今般白井市のハチ類分布確認調査はたった一人ではあるが,有剣類のハチを主として採集している

趣味人が本格的な調査活動に参画できたことは意義深いものがある。

因みに総合的に日本の昆虫を調査した「日本産昆虫総目録」 (平嶋,1989)に よるこの段階でのハ

チロは 71科 1,180属 4,359種 御路亜種を含まつ が学名のある種として記録されている。このう

ちアヅ類の 1科 55属 165種を除くと,ハチ類は 70科 1,125属 4,194種である。しかし,この学名

のある種名判明のハチは種レベルで見ると,この数字は実在する日本のハチ類相のせいぜい 1/3か

ら 1/8程度のものであろうと推測されている (寺山,1999)。 なお,千葉県では分類の解明度が高い

有剣類のハチは多少調査されているものの、種類は非常に多いものの分類研究の遅れている有錐類の

ハチが殆ど調査されていないため,「千葉県産動物総目録」のアリ類を除くハチ類 (須田・薄葉,2003)

で種名の確定しているものは 38科 203属 446種となつている。ただしこの後,「市川市のハチ類」(須田,

2004)でかなりの追加記録があるものの,千葉県全体という形でのハチ相を示す報文は出されていない.
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3.白井市のハチ類調査の採集方法 “標本 日同定 B保存
ハチ類の分布確認調査に当たっては野外に活動しているハチを目撃しただけで種名を決定しない

ことである。つまり,同種内においても雌と雄の色彩・形態差異,新鮮個体と老朽個体による変質,

個体異常という変異,出現季節よる変化,地理的個体群の変化,大 。小個体による形態変化,内部寄

生による変化などを考えておく慎重さが必要だからである。また,野外の目視では同種と思われる個

体でも採集してみると別種であることもある。まして小型種となると顕微鏡下でないと種が確認でき

ない。例え普通種といえども近似種がいることを認識し,証拠として採集,標本を保存することであ

る。また,現在の分類基準が必ずしも支持されるとは限らず,世界的規模での研究が進むことによっ

て,現在の 1種が2種となつたり,別種と思われたのが同種であつたり,亜種が種に格上げされるこ

ともあり得る。更に近年では地球的規模で自然破壊が進行していることから,多種多様な野生の動植

物の生態系は崩れ,ハチの中にも絶滅ないし消息不明と思われる種が増えてきているからでもある。

このような背景下,自井市のハチ類生息確認の基礎的リス トを作成するためには,筆者の専門とす

る有剣類のハチだけではなく,ハバチ類,更に最も敬遠していた有錐類のハチも積極的に集めること

にした。問題は種名が分からないグループがかなり出てくることが予想されるが,これは標本を残す

ことによつて今後判明していけば良いと考える。とにかく種名が判明しないハチを含めて白井市には

どのようなグループがどのくらいの種類分布しているかを調査しておくことである。

ハチ類の採集方法としては捕虫網を使った見つけ採り法 (ネ ッティング),掬い採り法 (ス ウィー

ピング),仕掛けを使つたマレーズ トラップ・ライ トトラップ・ノくントラップ・営巣 トランプ,ジユ

ースを使つたスプレー法,土壌採集法,虫えい採集法などがある。それぞれの採集方法には長所 。短

所があるが,一部の採集方法ではZ要以外の種類や同種でも必要以上に数量を得てしまう。また,ハ
チの種類を効率的に多く確認するためには,体験的学習力・関連知識・技術面の優劣,場所 。時期・

天候,人数(難る専門分野)。 日数の多少といった条件面での優劣などが結果として大きく左右してくる,

筆者のハチ類採集歴は 50年ではあるが,あ くまでも趣味人として継続してきたものであって,こ
の点多様なハチの採集力には正比例していないことを断つておく,そ して,筆者の野外採集方法は効

率は悪いが期間的条件面で目的を達成しやすい捕虫網を使用した一般的な “見つけ採り"である。

基本的にはその日の調査地 (調査区分)ごとに 1種当たり雌雄,各 1～ 2頭づつを目途に採集した

が,野外では類似種との判定が困難な種,裸眼では識別困難な小型種,専門外で知見の浅い種,研究

上必要な種はなどは少し数量を増やした。しかし,調査に必要以外のハチ類はネットから逃がし,決
して乱獲・殺虫することはしなかった.採集に当たつては一応体長 5111m前後以上のハチロを対象種

に,同定困難な一部のコバチ類とアリ科のものは除外した。

その日の調査地区分ごとに毒瓶に入れ採集してきたハチは,数日かけて研究用に展翅・展足作業を

し,十分乾燥させ研究用標本を作成した,その際,採集データはその日毎に異なる色紙を使った仮ラ

ベルを作成した,これは後日,正式ラベル移し替えの際に起こしそうな単純作業ミスを防ぐ慎重さの

ためである。なお,標本作成に際しては個体を破壊すること無く,研究用に必要な箇所も見られる細

めの標本針を使用した。したがって殆どは 00～ 1号で, 2号はスズメバチの大型種かクマバチ程度

である。微小なハチも三角台紙に添付せず,微針を使用して微小展翅板で標本を作成した。

今般の白井市ハチ類分布調査では確認資料として 2005年度 2,768頭,2006年度 5,605頭,2007

年度 207頭,層合計 8,580豆期 を採集,展翅・孵 を作成した。

集められた有剣類とハバチ類の大部分の標本は,これまでに専門家に同定してもらったことがある

ため,一部の科を除き記載・検索文献中心に筆者が同定した。また,筆者の専門外の有錐類と不甥種

のグループはそれぞれの専門家に同定を依頼した。専門家に同定依頼した一部の標本はその研究機関

で標本を保存してもらうが,その他は全て調査した筆者が標本を大切に保存する。
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4.白井市のハチ類調査地

調査地は日夢日39年 (東京オリンピック開催の年)9月 1日 に印格郡白井村が自井町になり,平成

13年 4月 1日 に千葉県 32番目の市として白井市になつた。この町が誕生した当時の人日は 8,217

人で人口密度は 233.4と いう数字であつたが,37年後に市が誕生した頃には人口が 6倍以上の

50,431人で人口密度は 1,432,7と 鵞激な変化を遂げている。因みに市誕生 7年後の平成 20年 9月

末現在の人口は59,427人,人口密度は 1,678.3と その後は多少の増加にとどまっている。

白井市は千葉県北西都,いわゆる北総の東経 14ば 1′ ～ 14ば 7/ ・北緯 3ず 4『 ～35° 50′ に

位置し,東西に 8,5 km。 南】Bこ 7.5 kmに広がり,面積は 35,41k∬である。この人口密度 1,678,3

が示す数字は住宅地・商工業地など開発による都市化が人口増加を示し,反対に農地・森林・公園緑

地・草地・池・沼など自然度盤かな面積が狭まってくることから1つの指標になる。因みに隣接市の

人口密度は,船橋市 6,650,0,鎌ケ谷 4,870.3,人 千代市 3,525,0,柏 市 3,315,6,印 西市 1,122.4

(いずれも平成 17年国勢調査による)と なり,南東の東京都寄りほど高密度の数字を示している。

更に概観を得るための統計資料として参考指標となる「地目別面積の構成率」を自井市と後刻ハチ

類相を比較考察する都市化の著しい祠 |1市 (人 口密度は 8,123.4)と で比較してみた (播弧内は左 :

白井市//右 :T初 |1市).宅地 (18.7ノ/47.5),畑 優7。 1/10.4),田 (11.2/2.7),山林 (16.3/2.2),

池沼 (0.4/0.3),原野 (0.5/0.2),牧場 (0.5/0。 0),雑種地 (14.6/11。 3),その他 (10,6

/24.9)で ある (その他とは地目が基地・境内地・運河用水・水道用地 。用悪水路 。溜池・堤 e井溝・

公衆用道路・公園).

調査初年度の 2005年は,初めて現地調査に訪れる地であるため,このような統計資料などを念頭

に現状の白井市の自然環境の保全状態を概観して,ハチ類が多く生息していそうな効率的な場所を選

定することから出発した。

そのハチ類の調査場所の選定にあたつては,本白井市自然環境調査座長の東邦大学理学部・長谷川

雅美先生にご教示いただいた地区を基本に,他の昆虫担当調査員の情報提供,自井市全図 (1■0,000,

株式会社パスコ調勢 ,全千葉市街道路地図帖の白井市部分 (1■0,000,東京地図出版株式会櫛 ,千

葉県都市地図の白井市 (1:49,000,昭文櫛 ,国土地理院の白井 (1:25,000)な どを参考とした。

この白井市全体の地図を見ると,下総台地と沖積平野が入り交じつてはいるが地図上で読み取れる

標高は 2.5～29.5m,その標高差は僅か 27.Omし かない低地帯で構成されている。

大まかに見ると南西部の北総開発鉄道北総公団線寄りに新興住宅団地 a商業施設,北部に工業団地

が集中,東部にゴルフ場がある。ここを除くと恐らく古くから守られてきたと思われる神崎川・手賀

沼・金山落付近に里山の風景,田や畑,名産の梨園,森林,神社仏閣などが見られ,昔懐かしい生活・

自然環境を紡彿させるところも見られる。反面,自然環境をそのまま保全するような大規模な公共施

設は見られないが,運動公園には造園都分に隣接して雑木林や杉 。檜林もある。ただし,小規模自然

緑地では平塚自然キャンプ場,神々廻市民の森,所沢ふるさとの森がある。この内自然キャンプ場は

使用時以外は閉鎖されている。古ヤ▼申社やお寺はあるが,鎮守の森といわれる程の深い林に包まれて

いるような貴重なところは見られないように思えた。

しかし,実際に回つて見ると大型霊園を始め墓地が多いこと,ゴルフ場と林間に芝生を敷いた練腎

場が数々あること,馬場もあること,産業廃棄物処理場などの大規模施設があること,建築資材置き

場・廃材置き場が多いこと,荒廃林・休耕田・空き地もあること,調整池なども見られる。特に杉・

檜の植林地に問伐・下草刈りなどの手入れが行き届いて無い林もあり,日差しも入らず,ササや ドク

ダミで覆われていたり,ツタが覆いかぶさる光景を目にした。このため林床部の野車が単調になりが

ちだつた.更に残念ながら人通りの少ない管理の行き届かない場所には,自 家用車を始め大型電気器

具などの大型ゴミの廃棄・放置があちらこちらに見られた。
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図 1.白井市のハチ類2005～2007年の採集調査地コース
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写真 1～ 11.白 井市のハチ類の定点調査地域および特定調査区域

写真 2,折立 (2006年 4月 28日 )

写真 8.神々廻市民の森 (2006年 4月 24日 )

写真 4.木 4「 I)

写真 5.復 (2005年 6月 1日 )

写真 1.平塚 (2006年 5)14日 )

写真 7.白 井市運動公園 (2006年 9月 10日 )

写真 3.神 々廻 (2006年 9月 10日 )

写真 9.所沢ふるさとの森 (2006年 4月 22日 )

(2006イF9月

写真10.手賀沼畔 (2006年 9月 2H)

谷田 (2006年 8月 10日 ) 写真11.神崎川小池橋付近 (2005年 8月 10日 )写真 6
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白井市全体という広範囲を,3年間という限られた調査年度 (調査日数)で,たつた一人で効率的

にハチ類の種類数を多く確認すること,このためには,なるべく異なった生息・自然環境の場所を調

査すること,偏つた地域にならないこと,緑地や都市公園などの公共施設の有無,調査可能な草地 。

林・市民農園の有無などを念頭に置いた。一方,この地を調査をするための最大の問題点は,調査地

までの足の使である。市の南部には北総・公団線が東西に通つているが,こ こを通る各駅からの調査

では南部だけに限られ,しかもどこよりも先に調査したい場所は 1～ 2か所しかない。市内には循環
バスも走っているが,調査時間帯を考えると余りにも便数が少なく,ま ともな調査ができなくなる。

結局,自 家用車で現地に行くしかない。こうなると駐車場がある場所力、駐車スペースが確保される

場所からの調査に限定される。現地下見調査会では白井市役所と神々廻運動公園の駐車場,神崎川の

折立橋たもとの空き地が利用できることを教わつた.これに後日,白井聖地公園の駐車場が使えるこ

とが分かつた。更に翌年には谷田で農家の駐車スペースを利用させてもらつた。

調査地区分については基本の地賂区分を「町」 (ただし,白井市では脇 に町は付かない)単位と

した。この調査地区分「町」でも広い面積を持つ町も狭い町もある。しかし, 1日 の調査行程・時間

をかけてしっかり調査することを考慮すると,面積の狭い町でも1日 に 1つの町しか調査できない。

このため調査コース選定に際しては2つの町をまたがないこととした,

本調査は企画段階から調査期間が不明確な点があった。このため問題は野外調査期間が最低 2年間

しかなかった場合,予定された調査地別に定期的調査日数がこなせる範囲であるかどうかを考慮する

と,調査地を余り多く広げる訳にはいかない,また,決定した調査地については,生息環境の違いに

よつて現れるハチ類の生息・適応性の違いという比較検討も確認してみたい。こういつた点から,先
ず 2年間でほぼ同条件で野外調査期間中の調査日数を同日数となるようにする,これら諸条件や制約,

調査目標などを総合的に考えて,2005～ 2006年の調査地の数を5～ 6か所と絞り,その後調査年度

が増えた場合は調査地数を増やすという基本的考えを決めた。

2005年度のメインとする調査地は現地下見調査会で回つた折立地域・ネ申々 廻地域と,地図で示さ

れた谷田地域を基本に候補地を考えた。その結果,ハチ類の調査地候補は調査人自身が注目した “平

塚地域",現地下見調査会で教わつた“折立期 '・ `4申々廻地研',自井市役所を起点に調査可能な `殊

地げ '・ “復地域"の 5地域と決めた。そして,候補としたいが駐車場所がネックとなつて保留してい

た “谷田地研'も地元でご厚意に預かり解決したため,2006年度から追加し6地域とした,

この調査は2～ 3年間の野外調査という条件面での制約もあり
｀
定点 。定期調査地"をこの平塚・

折立・神々廻 。木・復・谷田の6地域に決定した。しかし,白井市全体のハチ類分布確認調査という

ことを考慮すると偏りがあり,少なくとも北部の名内地区と南西部の富士地区くらいの調査地を加え

ればもう少し調査地区バランスが良かつたと思われる.

地域を選定する段階で,神々廻地域の「白井市運動公園」・幣申々 廻市民の森」,木地域の「所沢ふ

るさとの知 ,平塚地域では「手賀沼畔」,谷田地域では 幣申」印 |り |1監荊 という異なつた自然環境を含

む場所を含んだ。このことは地区別の自然環境の違いによるハチ類の生息種に異なる結果をもたらせ

るのではないかと考え,この5か所を “特定調査区域"と した (図 1参照).

実際の調査に当たつては,「白井市自然環境調査・調査員」と書かれているオレンジ色の目だつた

腕章をつけて回つた。このため地元白井市民とは調査コースで注目されることもあり,度々ハチに関

する質問を受けたり,情報を受けることも多かった。調査コースはなるべく車の多い道路を避け,昔
からある曲がりくねった一般道,あれば未鏑装の道,林の中を抜ける小道,農道,日畑の畔道,川の

上手道,沼縁の道など道端沿ヤヽ こ生獣するハチを中心に探して回つた。また,道のない広場や草地の

場合は縁沿いに調査することが多いが,草花や樹木の関係によってはその場所もよく調べに行った。

数か所の市民農園では管理する人がいる場合は'照調査させてもらつた。



(1)定点「定期調査地

①平塚 (写真 1)

基本的な 1日 の調査距離は 7.5 1ul,調査地の標高は 3～24m.

地図で注目した “白井市自然キャンプ場"を確認すべく最初に調査に出向いたところである。ここ

は常に開放されている場所ではなく,八日に門があり施錠されているので何時でも自由に調査するこ

とはできない,夏季にキャンプが行われた際場内を見たが,予想以上に面積が狭く,植生も乏しい。

林間は薄暗く,林床部の下草も無く,あまリハチ類を確認できる場所では無かった。次に注目したの

は “手賀沼のほとり"であるが,この採集地については次項の特定調査区域に詳しく述べる。最初に

この地域を訪れた段階で真本ノ内～船戸～向台地区を歩き回り,南西部の自井メモリアノレミークを含

め足を延ばした。しかし,好採集ポイントを通り抜けるこの地域で効率的にその糊欽を表す変化のあ

る生息環境コースを探し得なかつた。盛夏に2度目に調査に出てから徐々に環境の異なるコースを決

めていった.基本は白井聖地公園の駐車場をスター ト地点に,墓地の周縁道路に面した台地斜面部の

日だまり,林縁部と道端の野車を見て回つた。特に正面入日近くの斜面部と本郷の集落に抜ける小道

での調査はバラエティー豊であった,ただし,これは調査開始時間との関係もあるようで,往路で効

果的であるが復路では全然成果が上がらなかつた。そして,昔からの面影を残している本郷の集落に

入るが,こ こは何となく古く永く共生しているハチ類が残存しているように思えた,この集落では畑

の花に訪花するものや地面に営巣するハチ,民家の生け垣,外面の花壇などをよく見つつ歩く.途中

の延命寺でイ弱主車場の砂地面,花壇,建物の周辺,上を高くした塀に面した付近I腐朽木,植木など

でハチを採集した。鳥見神社はあまり大きくないが,本陰で生息するものや地面に営巣するものもい

るが,木造の古い社には巣穴が無かった,この奥の白井第二小平塚分校への細道イ欝申4tTRllの 崖面にな

った赤土に営巣するカリバチ類と寄生種,木陰となった林面でヤドリバチ類が見られた。このすぐ北

部の人幡大神宮への細い参道は殆ど日差しが通らずヒメバチ類は多少の種類が見られるものの,ホノ

アシナ埒′ミチ,ク ロスズメノミチ,ツチバチ,ク モバチなど数種見つかる程度で,春先に期待したハバ

チ類も期待外れだった。この後この台地から坂道を下るが,日 の当たる南面を中心とした切り通し面

に営巣するカジバチ,枯れ木の中に寄生するヒメバチ類など見逃せないポイントである。次に車道を

北へ水田地帯を進むが道端や畔道の野車に集まるハチ類が中心である。ここではあまり多くの種類を

確認できないので急ぎ足で通過することが多く,この後のカンナ街道では殆ど素通り状態であった,

手賀沼までの農道は所々草刈りされていたり農薬散布で何も生えていないところもある。それでもそ

こまで手が回らないところもあり,このオープンスペースに生活するカヅバチ,ハナバチと意外に多

かったのイラ1理のとメバチ類であつた。手賀沼の調査を終えて船戸の集落地に入る前は花のある畑を

必ずチェックした。民家の間の細道を抜け人間生活と共に暮すハチ類を探す。自然キャンプ場のある

丘には南から西に迂回するコースで、畑や民家の回りの草花,小さな墓地周辺,道端の野草や路地面

などのハチを探して歩く。ここから南に抜ける道は不法投棄が多い暗い道の林で車の往来もあり,ハ
チもあまり見つからない。この前後の畑はチェックポイントとした。この先はいろいろの道を回つて

みたがあまり結果が伴わなかった。元の道に戻り向台の集落地を少しチェックしてから西側の水田に

降りる林の中の坂道でヒメバチ類中心に時間を掛けてハチを探した。田園日に出てからは南北の林縁

部の畔道で調査した。ここに来るのは必ず年後になり,台地斜面下の西面は日が当たり,日 だまりに

活動するハチが期待できたからである。この後畔道を抜け調整池から斜面下を通り延命寺の裏手に出

るコースのこともあるが,大抵は午前中通つた本郷のコースで,気になる場所に年後になると日当た

りができて何か出てくるのではないかと再調査した。また,延命寺と白井聖地公園との間に梨園と墓

地の前に畑があり,こ こにそれぞれのシーズンに花が咲いていたので訪花性のハチを採集し白井聖地

公園に戻る。最後に日当たり側の林縁部を再調査して終了した。



②析立 (写真 2)

基本的な 1日 の調査距離は 8.5 kn。 調査地の標高は 12～20m.

この調査地は現地下見調査会で教わったコースをベースに付近の調査をしつつ徐々に基本コース

を作成していつた。自家用車の駐車スペースが神崎川の折立橋脇にあつた関係で,こ こがスターと点

になつた。この空き地は駐車スペース以外は野車に覆われている。この橋を起点に最初に川沿いで調

査,西に向かう途中で北側に進むハンノキのある農道の車間や野草の花上のハチ類を探した。ただし,

厳密にいうとこの水田部は河原子であるが,記録上は折立に入れた。下見調査会では真っ直ぐ西に向

かう林道から入つたが,午前中の太陽を浴びる方向から,主に斜面林下の南面を西に進むコースとし

た。このコースの特徴としては,午前中に日を浴びる採集場所が多いこと,気温が高い年後に林内調

査が多いこと,白井市の名産の梨園の側を 10か所ほど通ること,谷津の湿地部があること,畑・菜

園・草原・水田の畔道・河選劉辟 雑木林・屋敷林など昔ながらの里山の環境を残した場所の調査がで

きることである。フジヨー再資源化センター南の雑本林内 (夢の里・理想郷)は散策路がある.日 は

入らず下草もないが枯れ葉も積もるが地面も出ている。幹は細いが立枯木も見られるため寄生蜂類が

よく見られ,筆者自身初めてのツノヤセバチ科の 1種も採集した。この対面の水田の畔道沿い,休耕

田を覆う野草,サツマイモ畑と盛り上面も注視するが,なんと言つても重視したのは台地下の南西か

ら西に続く斜面林沿いの採集である。路面林縁部や雑木林の小道での葉上・花上・土壌面,道端の野

草の草間・花上,赤土が出ている崖面,立枯木・腐朽倒木など,主に日の当たっている時に見られる

ハチ類の調査ができた,西に進むと県道 280号に出るが,この方向に夏季にアレチウン・ヤブカラ

ン・ノブ ドウが群生している場所があり,訪花するハチと訪花する昆虫類を狩るハチが集まっていた。

元の道に戻り分岐を北西に進み,一旦暗い林の未舗装の道をヒメバチ類を探しつつ小墓地に行く,こ

の道では木陰を好むホノアンナガバチ,ぬかるみの轍にはドロを集めに来ていたモンキジガバチがい

た。この先の墓地隅の明るい場所に伐採木が積まれていたがハチは見られなかつた。元の道を戻つて

庚申塔のある分岐の先から南の細道に入り,明るい谷津の低湿地に出る。ここは車も通れず湿地本来

の値物も自然に生えている。この野車に覆われた場所をチェックして,対面の林の細道を抜けひまわ

り保育園の横に出る。県道 280号と国道 16号の間に折立ふるさと農園があつた。しかし,作業に来

ている人が少なかった為殆どその外面でネットを振る程度でその回り中心の調査だつた。この近くの

畑にも花畑があり,野菜畑周囲のナノハナ・ニラ・ハツユキノウなどと共に見て回つた,次に梨園の

横を通り来迎寺へ.駐車場横の畑はハチ類がよく集まる花を付けた野菜類の種類も多く,ポイントで

あった。来迎寺横のカエデは春季,ヒ メハナバチ中心にハチが集まっていた。この横の坂道の崖面も

風が当たらない日だまりで必ずチェックした。この先では畑と空き地のハチを探した。元に戻り北方

の屋敷林を抜け大下方面に進む。この途中には檜にニホンミツバチの自然巣が道路面にある.広い草

原もあるが私有地のようなので道路面に近い所を調査した.その先は住宅地付近までの林縁部を調査

して戻つた。庚申塔のある分岐まで進み北の中地区への林道を進む。林の途中に本がぽつかりない草

原の空き地に小墓地があつた。このような場所は種々の昆虫類の溜まり場でもあつた。また,林道で

も本漏れ日の当たる所では少なからずハチが確認できた。林を抜けると明るくなり栗園があり,花の

咲く季節はポイントであつた。この横の中峠団地手前に広い空き地があり,花畑・野草を見て回つた,

調査後分岐に戻り,今度は林の中央の東の道に入るが余り暗いところではハチが殆ど見られなかつた。

種類が多く確認された場所は庚申塔からすぐ近くの区画された菜園で,こ この花に来るハナバチ類中

心に採集した。この林道の中央部にも広い開放部があり,梨園・耕作地もあるが,野草に覆われた空

き地もある。したがつてここでも明るい場所に生息するハチ類が急に現れた。この先はまた木陰の林

道でハチの姿が見られなくなる。この台地の出日のフジコー再資源化センター付近は採集には不向き

であつた。最後にもう一度台地斜面部下を確認,農道,神崎川縁を通り折立橋に戻り終了した。
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③榊々廻 (写真3)

基本的な 1日 の調査距離は 9.5 kul.調査地の標高は 13～22m,

神々廻を地図で見ると面積は広く,隣接する町は白井・河原子 。平塚・十余―・清戸で南は船橋市

小室町に面している。最初は地図上で “白井市運動公園"の施設と駐車場の設置を確認して出掛けて

みた。その際,小さいながらも 幣申々 廻市民の森"の存在を知った。ただし,この筆者の探し回つた

ポイント探しのコースは林の中と資材置き場を通り,最後には草道に長い道程となつてしまう採集効

率の悪いものであった。ところがその翌日,東邦大学の長谷川雅美先生の案内による現地下見会で山

林の中に興味深い “車原広場"のあることを知り,ここを含む白井市運動公園・神々廻市民の森・草

原広場の 3か所をメインにコース設定を考えた。したがってこのコースでは広い面積の神々廻地域の

うちの北都調査という形になつた。また,この調査域は3か所の異なった自然 。生息味境を持つが,

白井市運動公園と神々廻市民の森は次項の特定調査区域に詳しく述べるため,こ こではこの2か所を

除く草原広場を中心とした調査コースを紹介する。調査距離はこの 1日 に回つたすべての距離を示す。

白井市運動公園には無料駐車場が完備されている.神々廻市民の森の入日面は少し広まった場所があ

りここを利用する人が自動車を置いている.林を抜ける道に面したところにある草原広場は道幅もあ

り路上駐車が可能である。このような状況であつたので問題なく調査起点を自井市運動公園とした。

したがって,最初に時間を掛けて白井市運動公園内の調査を終え,丘の下の車道に出るのは大抵は白

井市民プールの東からの出日である。通常はここから 200m先の神々廻市民の森まで車道の南面・斜

面部の木々や草間,露地面などに出て来るヒメバチ・カリバチ・ハナバチなどを探して歩くが,こ こ

にはハギが咲く頃に訪花するハチがいた。道路の反対側は崖状になリー面に草木が生えているが,特

に注目する程ではなかった。また,数回ではあるが白井市民プールから水田に面した北への車道をサ

イレントパーク・ネ申々 廻霊園の直前まで進み,白井市運動公園側の斜面部に人が殆ど通らないような

細道に入り野車の花上や車聞,露地面のハチも採集した。白井市運動公園の正面日から南に 500m真

直ぐに神々廻市民の森に出て来ること,あるいは復路にこのコースを通ることもあつたが,大抵は

神々廻市民の森日から白井市運動公園方面に 200mほ ど行つて戻ることが多かった。この道路際では

木漏れ日の差す葉上のハチ,雑木林の中に春はウグイスカグラ,夏はカラスザンショウ,秋はハギと

いつた花と,道端のハルジョオン・ヒメジョオン・ヤブカラシ,花壇の花々がハチを寄せ集めていた

からである.特に神々廻市民の森口に近いところのカラスザンショウではコモンツチバチ・オオフタ

オビドロバチ・サ トジガンペチ・ヒメハキリバチ 。キムネクマバチなど数多くの訪花が見られた,神々

廻市民の森をゆつくり調査した年後,北側の林の道から梨園,更に雑木林・梨園・工場の間を抜け,

目的の草原広場に出る,一部に芝生を数き詰めたゴルフを練習するところとコナラ・ヒノキが並んで

いるところもあるが,殆どのスペースに野草が生い茂つている.嬉しいことに時々刈り込んである(一

度に全てを刈り込まない)ので草丈の短い種類も多く,他の地域でも見られない植物がここだけには

ある。草花に訪花するハチ,草間で狩りをするハチ、寄主を求めているハチ,地面などで営巣するハ

チ,雌を求めて飛び回る雄バチなど,広場と林縁部の調査をする。ただし,草刈 り直後に調査した時

は当然成果が上がらなかつた。ここでの調査はいつも巡回コースの関係で午後 1～ 2時頃になってし

まった為,も しも午前中のハチの活動時間帯に調査ができていれば,記録された種類数はかなりあつ

たと思われる。この後,種々の本がある植木屋さんのところでフジ・カエデ・ツグの訪花するハチや,

本々にからまっているヤブカラシの花で種類を増やした。更に平塚方面の道沿いを調査したが,脇道

のウド畑は期待外れだつた。自動車修理工場のある農道から雑木林・梨園を抜けて日陰となつた杉林

横の道から白井市運動公園の正面口に戻る。次に東側の公園脇の道を突き当たりまで,主に野草やハ

ギの花に飛来するハチを調査したが,雑木林の小道内・畑の周りも見て歩く.最後に時間があればも

う一度,白井市運動公園内を回つて調査を終了した。



④木 (写真4)

基本的な 1日 の調査距離は 9,Okm,調査地の標高は 15～27m.

白井市役所を起点に,復地域とともに決めたコースである。注目した調査地は“所沢ふるさとの森"

があることである。このコースの特徴は田畑に果樹園,月り||に雑木林といつた昔懐かしい農村の里山

風景が残されていることである。白井消防署横の道を耳印こ入り木下街道を渡り,白井第一小学校横が

調査のスター ト点となる.小学校の角の草地,その前の空き地の野草,西日前の畑をポイントにする

が,特にここの畑は各種の花が咲いているので訪花するハチが多く見られる.勿論放置されたままの

場所や道端のシロツメクサ・ヒメジョオン・ヤブカラシ・ノブドウ・アキノノゲシなどにもハナバチ

やカリバチが盛んに訪れていた。梨園の細道に入り民家側のハギ,太い立枯木,空き地のスペアミン

ト・ヤブカラシの花を調査した後,工場横の野車の多い小道をチェックして野口橋へ`ここでは神崎

川の上手や道端の野車の花と草間を飛ぶハチを探したが,盛夏から初秋に掛けてはヤブカラシやアレ

チウリに覆い尽くされてしまう程だつた。そして中秋になるとアメリカセンダングサやアキノノゲシ,

晩秋にはセイタカアフダチソウで黄色に染められていた。ここは早々に切り上げて,水田地帯を越え

て木集会所横から梨園もある雑木林の暗い道を登つた,途中に切り通しの崖面もあるが,日差しも届

かず少し期待外れであったが,この横の小墓地付近は開放域で日当たりもあり,多少の種類を採集で

きた.林を抜けると景色は一変して新興住宅地の七光台に出るが空き地を見た後引き返す。一旦戻つ

て,溜池のある水田沿いに道際の車花のハチを調査しつつ,ヒ メバチがよく見つかる雑木林を抜けて

野口の集落に入る。梨園と農家のある道を過ぎると,開放された畑作地帯になる。畑の周りのニラ 。

シゾ・スペアミントなどの花には各種のハチが集まり,地面近くにはツチバチやジガバチも飛んでい

る。畑の作物ではサツマイモの葉に来るハチを特に注視した。この後,梨園を越えて国道 16号線に

出る。ここを渡らず,小墓地のある道を梨園越えに所沢ふるさとの森に行き丁寧に調査,いつもこの

調査中に昼食を取る。この調査の後は国道 16号線を渡り,北へ梨園と畑作の道を進む.左側に1軒

作業場のような建物があり,この道際に太い古木が置いてあり気にかけていたがハチは見当たらなか

つた,白井ライディングクラブ付近は野生のハギの花がポイントになる。この先を真直ぐ進む前に日

の当たる梨園への道をチェックして来る。今回の調査でたつた 1頭しか見つからなかったホシセダカ

ヤセバチ・ナガセヒゲクモバチを見つけた場所である。戻つてから雑木林の道に入る。木陰の道でヒ

メバチ類中心に少し前に所沢ふるさとの森で見つけたヨコバイバチを探したが見つからなかつた。こ

こを抜けると一転して明るい場所に出るので,この環境に適応したハチ類が車原・道端で確認できる。

馬場のある所の道が折立地区との境界になる。この四圃沿いの野草と民家の外側に植えてあるホタル

ブクロ・オミナエシ・ミゾハギ・ハギなどに訪花するハチを調査しつつ,東から南の道を進む。この

南の道は雑木林の東面となるため,調査時間帯の年後は日が当たらない。そのため,この日の当たら

ない道の日と,明るい雑木林の上の細道を調査する日もあつた.県道 280号線 。国道 16号線付近に

は畑や塀の外面に花を咲かせているので,野草の花とともに訪格ハチ類がチェックできる。辮 申社も

上って調査対象とするが成果なし,所沢小橋では年後活動している神嘲 ||の上手や道端の野草の花と

草間を飛き チヽを調査した.橋を渡った後,民家の直ぐ横の畑道に入る。クリの細枝に虫えいがたく

さんある木があつたが折つては来なかった。畑道は花畑・野菜畑・梨園と野車に覆われた休耕田・空

き地もあり道端を含め,採集可能な場所でネットを振つた。この道は白井第一小学校の北側に出るが,

この手前は雑木林を開拓してあり,崖面には赤土面に営巣するハチと,この寄主に寄生する寄生バチ

が見られた。2005年度の調査で唯―ツマムラサキヨツバセイボウを見つけた場所はこの赤土面であ

った。この先の本下街道に抜ける途中は近年分譲住宅ができた場所で,残つていた野車に覆われてい

た空き地もすぐに分譲宅地用に整地されてしまつた。このため,殆どの調査コースは崖面付近を調べ

た後,少 し手前から畑の脇道と雑木林の隅を通り抜けてスター トのコースに戻つた。
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電剪笈 (鍔鬱蒸5)

基本的な 1日 の調査距離は 8.5拍L調査地の標高は 10～21m。

復は船橋市北部に隣接して南北に長いが,近年の地区開発により中部に住宅団地中心の新地名の南

山・堀込・池の上が入り組んでいる。調査は白井市役所をスター ト地点に復地域の昔ながらの人と自

然の関わりをもつた北都の里山を回つた。白井消防署の東面に広い空き地があり、しばらくは花畑と

して自由に入れるようになつている。ただし,花を常に咲かせておくほど植物イま植わっていないが,

その反面,車原部分もある。したがつて,明るい開放部に生息するハチ類がヒメジョオン・シロツメ

クサ・ヤブカラン・アキノノゲシなどの花上や章間に見られる,こ このギシギシには調査の度にハグ

ロハバチの発生が見られた。この横の東南に伸びる道路沿いを入るが,先ず白井市文化センター側の

林が広く伐採された空き地となつている。この面にはヤドリコハナバチの他は余り見掛けなかったが,

反対の雑本林側は下草にフジバカマやアザミなども生えており,外の道にもハナバチ・カリバチ・ヒ

メバチ類が出て来る。この伐採地と梨園の間の道は地上を低空飛行するハチ中心に確認できた。梨園

前は草で覆われた空き地になつており,こ この柵に夏季はヤブカラシやノブドウが絡み付いていた。

これを蜜源にアナバチ・ツチスガリ・クモノミチ・ァシナガバチ・コハナバチ・ミツバチなどが訪花,

訪花する昆虫を狩るスズメバチ,この葉を食べて育つイモムシに寄生するコマユバチなどが観察され

た。この先の白井市文化センター南東面は広く雑木林になっていた。ところが残念なことに,大木は

かなり伐採されており数か所に山積みされていた。ここは長年力Чすてできた自然豊かな雑木林の伐採

とともに薬剤散布による下草の処理のため,当然生息していると思われるハチを含め極端にハチの種

類は少なかつた。ただ,この林の中には使われなくなつた作業小屋があり,山積みになった竹竿にヤ

マ トルリジガバチが営巣,これに寄生するミドリセイボウも確認できた。道路に面して小墓地がある。

近年は大型の公園霊園が多いが,この地には畑の一角に見られるこのような墓が多く見られ,環境変

化の少ないこの霊地に生息するハチも見つかる。この先の畑では特にニラが畑沿セW乙植えてありここ

にハチ達が訪花したリパ トロールをしていた。その先の栗園の生垣を覆っているヤブカランとノブド

ウも常にハチか訪れていた。畑を抜けて熊野神社に行き,境内・物置などを見て回るがハチ類を探す

機会は少なかった。一旦少し戻り,畑道を進むが,この道沿ヤWこは草地・荒れ地・夢購詞・藪・切り通

しなどもある,国道 16号下をくぐり,水田横の道を畔道面・崖面・荒れ地などをチェックしつつ県

道 189号を越えて下長殿に行く。日だまりの林縁部や草地を調べた後,坂道を登り下長殿ふれあい

公園へ行く。ここでは明るい草地と林縁部の隅に見られるハチ類を探す。盛夏の調査では露地面にク

ロアナバチ,砂場にハナダカバチが営巣活動していた。この先北側の坂道と水田側を戻る小道は調査

時間帯から木陰の部分が多くなる。県道 189号から国道 16号下までは往路のコースを戻ることにな

る。国道 16号を抜けて上長殿から法目にかけての調査は,今度は台地下の水田沿いの道路を進む.

ここでのチェックポイントは道沿いに植えられている花壇や木・畑の回りの花・空き地や畔道の野

草・農家の生垣などであつた。仏法寺では採集せず,隣の人幡神社は調査コースに入れた,寺の上の

墓地も回ることがあつたが,基本コースは畑の回りの調整池の道とした。この斜面下は年後調査に来

るので常に西口を浴び/″ チヽを見つけやすかつた。なお,こ このクヌギは樹液が出ており,オオスズメ

バチが来ていた。ホームセンターの値木のコーナ→横から畑道を抜けて,梨園・植木置き場の横を通

り,畑のハチを調査した後,法 目ふるさと農園に行く。この市民農園は面積は狭いが,主に訪花目的

のハチ類を効率的に確認できる場所である。この市民農園には様々な野菜や生花が植えてある。畑仕

事に来ている人がいる場合は入つて調べ,誰もいない場合は道路面の花に来るハチを採集した。この

後,白井市文化センターの樹木類中心に調査することもあつたが余り成果がなかったので,殆どの日

は少し戻つてから梨園の間を抜けて,伐採作業が進んでいる雑木林内のいろいろの道で調査した。最

後に自井市役所前の花畑のハチを再調査して終了した。



⑥谷田 (写真6)

基本的な 1日 の調査距離は 9.51tln,調査地の標高は 4～24m.

本地域は初年度に調査地の範囲 (数)と駐車場の確保という問題点から保留し,調査 2年度目に追

加したところである。この谷田を加えることによつて東南部の調査域が新たに増え,白井市全体の調

査という面では更にバランスが良くなった。先の統計にも示した通り谷田に面した印西市の方が人口

密度も低く,緑地部分が広い。自然の豊かさは調査地だけでなくこの調査地を取り囲む環境がどうで

ある力斗こよってその生′g、種や生′自t数に影響する,その点で谷田に生息する昆虫類は面的広がりを持っ

ている。谷田はその殆どの部分が昔のままの農村・里山風景を示していて,丘の上には畑・梨園・針

葉樹林・広薬樹林・竹林,丘の斜面を背する道沿いに農家の屋敷,低地は水田と一部湿地・荒れ地,

そして神崎川が流れている,実イ滸申崎川を加えることでこの自井市のハチ類調査が興味深くなると考

えたからである。つまり,北部の手賀沼のほとりと対比した水辺の調査が得られるからである。谷田
の調査起点は県道 280号線の西福寺の側である。ここの畑面から水田面に掛けての畔道沿いの車間

や上手部分の上面に結構多種類のハチか見られた。最初にこの貸していただいた駐車場の付近を調べ

た後,こ の丘の下の北側を調査するが,こ こは早朝あまり日が当たらないので夕刻再度調査すること

も多かった。ここは水路があり清流を好むカフトンボも多く見られた。ハチではヒメバチ中心であっ

た。少し戻つて清戸へ抜ける住宅間の道に行く.こ この農家の道路側に薪置き場があり寄生コマユバ

チが飛んでいた。その先の林の日当たりでコツチバチなどを見つけた後,子安観音に入るが網を振っ

ても入るのは力だけであった。薬王寺下から農家の前の道に入る.生垣の外側や道端に花壇を作った

り,小さな畑がある。ナノハナ 。そらまめ・シゾ・ミツハギ・メドーセージなどが訪花ハチを呼び集
めていた。北総聖地麓園入日前から元に戻り西福寺境内を調べる,筆者は山梨県の神社や寺院の社殿

で虫穴に営巣したり,軒下や床下で種々のハチを確認しているが,こ この建物は古かつたがそのよう

な光景を目にしなかったここの後住民しか通らないような丘の道を抜け,国道 464号線を渡り南東
の丘下の道を進む,この農村道は花壇もあり,道際は畑もある.時々田圃の畔道に野草の花を見に行

きハチ類を確認していつた。木の花ではナツメ・ネズミモチで多くの訪花ハチを記録した。この道か

ら人千代市小池に抜ける水田の道に進む.田国際に生えているヒメジョオン・ノブドウ・ヤブカラシ。

ニラなどの花上のハチを探して神崎川小池橋へ。この神崎川左岸の調査終了後,印西市武西との境界

沿いの道を耳Ыこ進み丘下の農道を西に戻る。この道は斜面下で日当たりもよくシーズン毎に思いがけ

ない収穫もあつた。竹林のある坂道を上り樹液の出るクヌギに来ているスズメバチを確認しつつ,畑
道から県道 280号線を渡り畑作地へ.踏み固められた畔道でジガバチやッチスガリの営巣を確認 ,

休耕田や空き地の野草でハチを探した後,国道 464号線手前から東の雑木林に入る。雑木林の入日

付近は木漏れ日も差し数種のハチを確認できた。入口近くに芝生を敷き詰めた広場があり,こ こで側

縁部の立桔木に来ていたヒメバチを採った。雑木林は市境界近くまで進み,途中の湿地に降りてから

戻つた。国道 464号線を耳いこ渡つてからは北側の大きな林に入るが, 1つは車道沿いを東に進み,

道が見えないほど草丈のあるハンノキの生える湿地帯を通り飯細権現を経由するコースである。しか

し,大抵は国道 464号線を渡つてから西福寺方向に抜ける細道を通り,荒れ地・田圃を経て,小墓

地,梨園,畑から混合林に入るコースである。林道も数本あるが基本は小墓地から真直ぐ桜台へ伸び

る道である。早春から初夏までは桜台テニスガーデンの柵沿いを東に進み,この林の先端近くの開け

た場所に出る.雑木林の近くは本来自生していた車花があり,ホタルブクロやアキノタムラノウなど

にハナバチ類の訪花が見られた。ところが広場の殆どは芝生が敷き詰められていた。この芝生の中に

栗園となっているところもあつた。ただし,このコースは盛夏以降はテニスガーデンの横が章で覆わ

れて通れなくなる。したがって,夏以降は途中の梨園から雑木林の中に入つて,日 だまりに出てくるハチ

や立枯木の寄生ベチを探しつつ薦 コースとした。なお,初期はこの雑木林を先に調査することもあつた。
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(2)特定調査区域

①白井市運動公園 (写真 7)

調査地の標高は 15.0～ 20.8m。 競技施設を含む全体の開設面積は 116,000ポ .

白井市運動公園は台地の山林内に施設があり,陸上競技場 。テニスコー ト周辺は芝生を中心に庭園

型の造園が成されている.しかし,こ こを取り囲んで長年植林されてきた杉・檜林,雑木林,梨園な

どの緑地帯があり,臨時駐車場に造成され野草が生い茂つている場所,桜を植樹し花見ができる広場

もあつた。初期は陸上競技場の周囲や国内の植林樹の花・花壇の花 ・々生垣などを見て回つたが,結

局は人手を加えた部分の調査は駐車場付近に多く見られた花壇であつた。ここはほぼシーズンを通し

て花盛りで,いつも何種類かのハナバチ類が来ていた。コースとしては競技場南の駐車場付近の花壇

を見た後,西側の杉・檜林と梨園の間の臨時駐車場スペースに入る。この時間帯日当たりの関係で杉 。

檜林の林縁部・林床部と車原部分,立枯木中心に白井市民プール上までハチを探して歩いた,このプ

ール側の方は砂利を敷き詰めてあつたが,使用 される時は少なかつた,こ の後,林の中の道をテニス

コー ト方向に進むが,こ の道の西側が民有地でヨナラ中心の雑木林となつている。ここでは主に木漏

れ日の当たる場所を中心にヒメバチ,ツチバチ,クモバチ,アシナガバチ,コ ツチバチ,ヨ コバイバ

チ,ハバチなどが確認できた。次にこの調査地で注目したテニスコー トの西,サイレントパーク・ネ申々

廻霊園南にあるサクラ広場に向かう。車原の丘の大部分にサクラが植わり,斜面一帯はシャクナゲを

群生させている。日当たりのよいこの広場は南に接して雑木林もあり,ハチの種類を確認する場所と

しては好適であつた,犬の散歩に来る人はいるが人の出入りは少なく,野車も草メ1り の合間に花を咲

かせている。もちろん日当たりの場所に生活するハチ類が中心であるが,こ こには地面に営巣するハ

チ,その巣穴を狙う寄生バチも見られた。特筆すべきは筆者も初めて観察したシロスジフデアシハナ

バチのコロニーである,コ ロニーは3か所ほどに分かれた小規模のもので,これは多分野車が多密度

にはびこつていて上の出る部分が少なかったことが影響しているようだ。その面でも決してよい環境

が保たれている場所ではなかつたが,それでもこれ以上の生息環境のところはこの付近では見られな

かった,この後,神々廻霊園東口に通じる脇の道を調査,夏はクロアナバチ・コクロアナバチ・ジガ

バチ。キンケハラナガツチバチ eヒ メハラナガツチバチなどやや大型のハチがこの道端を飛んでいた

が,印象的だつたのはここに数株あるハギにハキヅバチ類中心のハナバチが多く見られたことである。

一通り調査した後,元の道を戻り市民プールロに出る。このプール上の辺りは斜面の上にあり日当た

りも良く,小型のカリバチ・ハナバチが見られた。この場所ではアカメガシフの大木があり,この花

には各種のハチが訪れていた,その後、林の中の暗い坂道を抜けて市民プールロに出るが,こ こに湿

った腐朽木が廃乗されており,この回りをアカスジツチバチが飛翔していた。コースの最終はプール

横の駐車場から運動公園に上る階段付近の簡単な調査である。このコースで大体 8時 45分から 11

時くらいまで調査,時として神々廻コース終了後の 16時頃に花壇・臨時駐車場の車地・サクラ広場

を足早に再調査することもあつた。

C榊々廻市民の森 (写真 8)

調査地の標高は 15。 3～19.8m。 弁天池を含む全体の開設面積は不明.

神々廻市民の森は丘の雑木林と梨園の間に谷津 (湿地・河り||。 溜池)を有する昔ながらの自然景観

を残した保全地域である。ここでは他の地域に見られないハチ類もいるが,谷津は開放域が殆どなく

直射日光をあまり浴びない為,植相の違いがハチ類相にも現れていた。ただし,車道に面した東面の

弁天池前には花壇があり,訪花性のハナバチ・カリバチが見られた。特に、夏季に大株のオミナエシ

とハギで多種類確認できた。春に見られたヒゲナガハナバチやミツバチはこの面の花壇のスミレや斜

面部のタンポポやシロツメクサに訪花していた,弁天池の北側を入ると,その左側は赤土の崖面とな

っている.午前中に木漏れ日の当たるこの崖ではドロバチ・ジガバチモ ドキ・ヒメクモバチなどが営



巣用の上を集めに来ていた。ここを含めこの崖面となったところには小型のヒメバチ類がよく見られ,

春は小型のキマダラハナバチが地表近くを飛翔していた。この散策路にヒメハナバチの巣穴もあつた

が,右側の池側斜面にはコハナバチの巣穴があり,寄生ヤ ドリコハナバチも飛んでいた。枯れ葉の多

い場所には小型のコツチバチが見られた。また,この手前は車を良く止める人がいる為,湿つた地面

に轍ができモンキジガバチが来ていた。調査はこの木漏れ日がある北側中心に実施した。少し先に階

段がありこの上の丘が広場になつていて遊具もあるが,こ こは整備され過ぎている為ハチの活動する

種は少なかつた。この階段手前に丸太の杭が立っていて,この裂け目を利用してエントツドロバチが

営巣していた。弁天池先の梨園側に樹液を出しているクヌギがあり,夏頃からカナブンを追い出して

オオスズメバチが占拠していた。この先の木の下車に笹と野車が生えている川沿いの道でハバチ・ヒ

メバチ類と小型のカリバチを採集した。立枯木ではオナガヒメバチ類を採集したが,一番奥の橋際の

太めの立枯本ではヤ ドヅキバチも見つかつた。この橋を渡つた先の道には杉の倒木があリオナガヒメ

バチと共にオナガキバチも見られた。また,倒木の根元の上の部分にも営巣材料として上を採りに来

ていたハチがいた。南側の道は丘の上に梨園があり斜面部が杉林となっている為,たまに木漏れ日が

当たる程度でハチの種類も数も少なくなるが,ヨ コノヾイノミチ・ツヤアジバチ・アリバチ・アリバチモ

ドキ・ゴキブジヤセバチなどはこの道で採集した。太い杉の立枯木にミカドジガバチの営巣が見られ

た。杉林の下に廃棄してあるシイタケのほだ木があつたが何も営巣していなかった。調査はこの谷津

の散策路を2巡した後,奥の橋の左の北東に伸びる雑木林の立枯木でオナガヒメバチ類を探した。下

車では小型のヒメバチを見つけられるが,有剣類のハチは殆ど活動していなかつた。この後,広場側

の八日に出て終了した。なお,このコースは大体 11時 30分から13時くらいまでの調査が多く,時
として神々廻コース終了前に広場側日に戻つて来て再調査することもあつた,

③所沢ふるさとの森 (写真 9)

調査地の標高は 19.2～20,Om.開設面積は 9,000∬であるが調査は隣接の雑木林含む。

所沢ふるさとの森は東面は梨園,北面は雑木林,西面は新興戸建住宅,南面は畑に囲まれている。

また,こ の北側の先には国道 16号線が通つているが,所沢ふるさとの森前の道は七次台3丁目への

抜け道となつている.ただしこの道は未舗装の幅の狭い農道であることから今のところ居住民の車で

の往来はないようである。この上面のでこばこ道が林を通り,車も人もあまり往来しない環境がこの

調査時の結果に出ていたように思える。車止めのある八日に案内板がある通り,杭で囲まれた散策路

のある場所は殆ど杉・檜が植林された狭い林であった。その杉・檜林の散策路は白い砂を敷き詰めて

いるが林床都は緑の草はなく枯れ葉で埋まった状態である。したがつて, 360mも あると書いてある

散策路をくまなく回つても,この内部では調査期間中に限られた種類のハチを見樹寸すただけであつた。

その為ここは足早に回つて,七光台に抜ける道を中心に調査した。道を挟んでふるさとの森の対面が

落葉樹と針葉樹の入り交じつた混合樹林である。この方は日当たりのよい場所に下車もよく繁茂し,

開放域で活動するハナバチやカリバチが確認できた。また,林間の道では木漏れ日の当たる木の葉や

車の上,道端の草間や枯れ葉問,切 り通し面,道路の轍などでハバチ。キバチ・ヒメバチ・クモバチ・

ドロバチ・ジガバチモ ドキ 'ヨ コバイノミチ 。モンキジガバチなど見つけることができた。またこの林

に2方向から入リギングチバチ・ツチバチ・ホンアシナガバチ・ トガヅハナバチなどの種を加えた。

杭で囲まれた以外のふるさとの森では七光台口近くから入り,春先には草間で トグアシベッコウ,ウ

グイスカグラの花でコガタホオナガヒメハナバチなどを見つけたが,木漏れ日の入らない夏以降は薄

暗くなり種の確認はヒメバチ程度だった。七光台に出てからはこの森を西から南に,道沿いの林縁部

を崖面と外側の本の花中心に調査をした。したがって,エゴノキのキムネクマバチ・コマノL/ハナバチ

などはここを調査した為確認できた。なお,こ この調査は大体 ■時 45分から13時位までで,所沢

ふるさとの森八日前の日当たりの道で昼食をとりつつ採集をした。



C手賀沼畔 (写真 10)

調査地の標高は 3.1～ 3.5m.調査距離は沼のほとり850m.

印繕手賀県立自然公園の手賀沼はその殆どが我孫子市と柏市 (合併前は東葛飾郡沼南町と柏市)に

ある。この大きな手賀沼の東に判 ||が流れ,分岐して下判 ||と なり東南のより/Jヽ さな手賀沼に続

いている。この小さな手賀沼を “下手賀沼"(周囲 6.l kEllと も呼ぶようである。この下手賀沼は柏

市・白井市・印西市にまたがっているが,今回の調査はこの下手賀沼の白井市平塚に面したほとりで

実施した。調査の初期は場所探しに戸惑い,船戸の北側の沼辺を市境まで 400mほ どの距離で実施し

た。この沼辺での問題はまつたく小道が作られていない箇所があること,春を過ぎると蔓性の草と背

丈のある車が伸びて通行ができなくなる箇所があつた。つまり,沼辺の道は釣人が作り,土手の部分

の草刈 りは農作業に支障がある場所だけに見られた。最終的に落ち着いた調査区域は本郷を抜けカン

ナ街道に出て西に進み,農道を通つて下手賀沼のほとりに着く,ここを起点とした。起点から西の沼

辺は釣人の作つた比較的通りやすい道が続き,一部には自動車も侵入していた。この道を進むと今井

との境界になる。この境界・下手賀沼の西端まで行き折り返し,最初の沼辺に戻つたら今度は東に通

れる所まで行き,また戻る。結局調査コースはすべて往復する形になった。このコースは北側に沼,

南に水田の上手の道である。この為風の影響は他の場所より強く受けた,原則的に本はないがアカメ

ガシフとハギがあり,コハナバチ・メンハナバチ・ハキリバチ 。ヒゲナガッ′ヽナバチなどを確認した。

通路の上面に小型のコハナバチ,車間にヒグナガハナバチの営巣も観察された。ヨシやササのある所

ではヒメバチ類がよく見られたが,ジガバチモ ドキもいた.基本的にはハアレジョオン・カラスノエン

ドウ。タンポポ・ヒメジョオン・ノゲシ・シロツメクサ・ヤブカラシ・ノブドウ・カガイモ・アレチ

ウリ・アメリカセンダングサ・セイタカアフダチノウなどに飛来する訪花性ハナバチ・カヅバチを採

集した。また、草間に活動するドロバチ・アンナガバチ・アナバチ eク モバチも多く確認できた.な

お,分布リス トなどでの名称は手賀沼畔とした。ここの調査は大体 11時 30ケ渤ち 13日線 でで,その

時期の花のポイント場所で昼食をとりつつの採集であった。

⑥神崎川左岸小池橋付近 (写真 11)

調査地の標高は 5,5～ 6.Om.調査距離は土手道の 500m。

この特定調査区域は手賀沼ほとりとの比較研究に興味を抱き追加した場所である。白井市の最も大

き期 ||イ群嶋 ヽであるが,調査区域は白井市では最も下流部の谷田の小池橋付近で,この ||の印西市

武西との境界までである。この川の右岸は船橋市小池と市境となつている,神崎川のこの周囲は稲作

の水田地帯で,両側とも川から丘下の農村地帯までは 250m程離れている。したがつて,基本的には

ここで生まれ生活するハチと移動活動する飛翔力のあるハチが活動している。例えば土手面や田国の

畔道の野草を食車とするハバチは見られるが,農村部や森林地帯で発生するハバチは見つからない。

ヒメバチも上手面を食草とするチョウ・ガなどの幼虫に寄生する種になつているようである。この調

査地の神崎川左岸小池橋付近とは,小池橋の上流・西に 200m,下流 。東に 300mの距離で,調査は

2往復した。ここは印緒沼のほとりと違い白井市の道路管理が成されており,時々道路面中心の草刈

りが成されている。したがつて,草ばうぼうで通れない程の時と草刈 り直後の丸坊主の時は確認数は

極端に低くなつた。川辺のヨシや季節毎に種類を変える野草の周辺ではハバチ・カリバチ・ハナバチ

と様々な寄生種のハチ類が見られた。川岸で夏季にキゴシジガバチが湿つた上を集めに来ていた。採

集の中心は訪花するハチ類であるが,早春のナノハナ・オオイヌノフグリ・ホ トケノザ・タンポポ・

ハルジョオンに始まり,ハコベ 。ノグシ・シロツメクサ・アカツメクサ 。ポピー・ヒメジョオン・イ

タドリ・ヤブカラシ・ヨウシュヤマゴボウ・キクイモ・イノコズチ・タカサブロウ・ガガイモ・アレ

チウリ・アキノノゲシ。アメリカセンダングサ・セイタカアフダチノウなどと季節毎に変わる野車の

花で調査した。なお,こ この調査は大体 ■時 30分から12時 30分位までであった。



5、 白井市のハチ類野外調査活動

(1)調査期間 B調査日数

精度の高い調査結果を示すバロメーターに野外調査日数の多少,野外調査時間の長短,野外調査日

の間隔ばらつき度 (短 C長,定期的・不定期的),野外調査日の気象状況など野外調査日に絡む条件

と,調査地の自然環境条件 J制約条件・タイミング,採集技術の優劣 (採集方法,経験,専門範囲・

知見の広例 ,調査人数の多少 (専門分野の分散化)な どがある。また,一方で主に同定に掛ける調

査日数の多少,同定方法の正確性,専門分野以外の種の同定をどう処理しているか (多数の専門家の

協力の有無)と いつた質的面での高さといつたデスクワークでの重点の置き方がキーポイントになる,

ハチ類調査の専門員に当たつた筆者は,ハチ類の採集を始めて 50年になるが,経験の割には採集

技術力が高いとは言えない。もちろん採集技術はハチの種類によつて得手・不得手があり,専門の有

剣類でも,例えばクモバチ類の採集は苦手で,折角ネットに入れても殺虫瓶に移す際逃がしてしまう

こともある。専門外でも行動が鈍感なハバチ類は採集しやすいが,特に森林性の寄生バチ類はその生

息舜覧に力が多いので集めに行かないことがあった。

筆者のこれまでの知見によると,通常千葉県のハチ類が目に見えて活動するのが3月 中～下旬で,

同様に終息するのは 11月 下旬頃である。ただし,12月初旬になってもヒメバチ・アシブ トコバチ・

ツチバチ・スズメノミチ・コオロギバチ・ミツバチなどが気温の高い日に活動していたのを確認してい

る (須田,1976)。 更に,冬でも南面の日当たりの崖にコオロギバチ,サザンカの花にミツバチが見

られることもある。

また,年による気温の高低といつた気象条件が植物の生育や昆虫類の活動時期を変えることになる。

例えイ∴ 調査年のサクラの開花時期 (東京)は 2005年 3月 31日 (平年より3日 遅い)・ 2006年 3月

21日 (同 7日早ヤう・2007年 3月 20日 (同 8日早い)と一定しておらず,桜に訪花するハチ類はこ

の変化に対応した活動をすることになる。また,サクラの若葉を食草とするハバチ類も同様である。

日本には古来から24気 という節気があり,啓蟄 (3月 6日 頃,千葉の平年の気温は最高 11.3℃ ,最
低 3.3℃)が冬ごもりしていた虫が外に出てくる頃というが,どうやら千葉県のハチが目に見えて活

動しだすのは今のところもう少し遅いようである。この 24節気で見るハチの活動時期の目安は次の

春分 (3月 21日 頃)で千葉の平年の気温 (最高 13.0℃,最低 4,9℃),終息時期の目安は小雪 (11

月 22日 頃)で千葉の平年の気温 (最高 15.5℃ ,最低 7.4℃)と 見られる,

自井市自然環境調査の調査期間は企画段階であいまいな点があり2年間になることも考えられた

が, 1年目を経過する段階で3年間の調査が可能となつた。しかし,野外調査・標本製作,整理・分

類・同定,報告書作成を考えると,基本的には2年間の野外調査を実施して結果を求めることとした。

そこで,具体的な「白井市のハチ類」の確認調査に当たつて初期,筆者のこれまでの千葉県各地の

経験から,早春に出現するハチの活動初期から晩秋にハチの活動が極端に減少する4月 上旬から 11

月上旬までを野外調査期間と設定した,しかし,調査期間の延長が可能となつたことと,近年のサク

ラの開花期の早まりや晩秋の降霜の遅れ,地球温暖化現象など考慮すると,かつてと比べて早春のハ

チの活動は早まり,晩秋から初冬のハチが見られなくなる時期が遅くなつていることから,初年度に

計画した調査年度と調査期間を見直し,調査年度は『 2005～ 2007年』,調査期間を『 3月 下旬から11

月下旬まで』とした。具体的には下記の通りである。

2005年は各地の基本調査 33日 間,下見調査 1日 ,合計 34日 間.

2006年は各地の基本調査 66日 間,部分的な補完調査 1日 ,合計 67日 間。

2007年は各地の基本調査 3日 間,部分的な補完調査 1日 ,合計 4日 間.

この結果を纏めると,野外調査年度は“2005～2007年",生′自i確認期間は“3月 21日 ～■月 29日 "

までの 254日 間.基本調査は 102日 間,補完調査は 2日 ,下見調査 1日 ,“合計 105日 間"実施した。



(2)調査活動実態

C条件 B計画 '実施

野外調査の理想は,調査地毎に複数年度で,“定期的かつなるべく同条件に近い形で,できるだけ

多日数調査すること"である.野外で見られるハチの成虫の活動期間は,ほぼ周年見られるミツバチ

のような種は例外で,1か月も経つと見られなくなる種も多い。とくに,雌と雄の発生時期の長・短,

早・遅を考慮すると尚更である。このため,多様な種を確認する機会を増すためには,調査日を定期

的・短期間ごとに数多く設定する必要がある。

筆者のこれまでの知見で種々のハチの確認ミスを少なくするためには,同一調査地に上・中・下旬

の “月 3回調査すること"が理想である。しかし,今般の「白井市自然環境調査の実施計画」の限ら

れた調査年度を考慮すると現実には不可能である。つまり,調査地を減らせば月 3回の調査は可能に

なるが,白井市のなるべく幅広い調査地として決定した前章の調査地は減らせない。理想に近い形で

結果を求める答えは『月の前半と後半に各 1日 の月 2回調査』の実施である。しかも,許される状況

であれば 15日 の間隔に近い形に持つて行くことである。また,その月のハチの活動時期を逃さず掴

むためには,調査地区全体で上・中・下旬の採集を心掛けたい。ところが,実際の採集に大きく左右

される採集条件の気象状況が,計画を阻むことになる。その代表は梅雨や秋雨時期で,採集条件をク

リアできない日が続くと旬にこだわつてはいられなくなる.

ハチ類調査は自然現象面の天候によって大きく左右される。調査日は “晴天無配'しかもむし暑い

日が良く,更に前日まで悪天侯であつた日を選べたら最高の調査結果をもたらす。しかし,そのよう

な日はめつたに遭遇しない。結局,その日の朝の天気予報で採集するか否かを決めることになった。

実施条件は少なくとも晴れ間のでることと強風でないという気象状況である。ところが調査地に着く

と,天気予報とは裏腹な天候になり,現地で回復を待つ乱 好転せず,採集をあきらめて藩 日もあつた。

ハチの中にはミツバチやマノL/ハナバチのように,かなり気温が低くても太陽が昇らない明るさでも

飛翔活動する種類もあるが,大半のハチ類は太陽が昇り気温が上昇してから活動する種が多いことか

ら,これらの活動時間帯に焦点を当てた調査を実施した。このハチが最も活発に活動する時間帯は午

前中である,花の蜜や花粉を求めるハチは蜜や花粉量が豊富に出る午前中に,中には昼を過ぎると花

を閉じてしまう種もある。したがつて,訪花性のハチはもちろんのこと,このハチを狩るハチも集ま

つてくる。このことは,調査コースに影響し,午前中に調査した場所の方が種類が多く見つかつてい

る。したがつて,も う少し回数を増やした調査ができる場合は,調査コースを逆に回る日と交互に実

施すると,年後に回つたコースの種類も増えたものと思われる。

1日 の調査時間は基本的にはハチの野外活動特性に合わせ午前中中心になる。中には年後に良く見

つかる種もあるが,調査時間は効率的な採集ができなくなる前に終了した。調査シーズンを通しては,

気温,日長,季節,気象状況など,その時期の活動種の特性により変わるが,総体的に早春・晩秋は

短く,夏季は長めになつたが,盛夏はあまり気温が高くなり過ぎるためハチの活動も鈍り短くなつた

日もあつた。一方,天気が急変し終了時間を早めた日,晴れ間を待つたが結局調査時間帯に一度も晴

れず,採集個体数・種類数が少なかつた口,予想以上の強風になリハチがあまり活動しなかった日,

筆者の体調が優れず成果が出なかつた日もあつた。なお,千葉の日長は夏至 (6/22)が 14時間 35

分 (日 出 4:24, 日入 18:59),春分 (3/21)が 12時間 08分 (日 出 5:43, 日入 17:51)である.

鮪 果》.一番早く調査を始めた時間は 8時 15分 (9/4),一番遅く調査を終了した時間は 16

時 15分 (5/12, 6/19).→ 番長時間調査をしたのは 7時間 30分 (7/26:8,40～ 16.10), 1日

の平均野外調査 (,議櫛 時間は『 5時間 55分』であつた。また, 105日 間の野外調査時間は延べ『 609

時間 20分』, 1日 平均ハチ採集数 (基本調査日)で 隋4頭』であった。
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表 1.白 井市のハチ類の地域別基本調査実績表
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②調査地 H調査日別気象データなど (表 1参照)

前項に示した通り,調査年度は “2005～ 2007年",調査期間を千葉県のハチ類が目に見えて活動を

夕台める時期と活動が見られなくなる時期ということから,“ 3月 下旬から 11月 下旬まで"と決めた。

この調査期は 24節気の春分から小雪頃に相当するが,これを千葉県の季節現象から見ると『霜』が

降りない時期と一致するようである。因みに,千葉県統計年鑑による 2005～2006年の千葉の霜の降

りた初日は 12月 1日 ,籍の終日は 3月 16日 であつた。このことは筆者もハチが急速に見られなく

なるのが霜が降りる日を境としているのをしばしば体験している。霜に直接当たること,生存できる

気温以下になること,エネルギー源の花蜜が無くなることなどで殆どの種が死んでしまうようである。

結局今般の調査は,『 3月 21日 を初日,11月 29日 を終日』,つまり,『 1調査地当たりの基本調査

は 17日 間』で実施した。ハチの活動時期は積算温度や発生時期直前の気温とも関係があるようで,

活動終了時期よりは低気温のようである。実際の調査日は,殆ど “晴だ 'と いう日を選んでいる。し

たがつて,調査開始日も調査終了日も平均温度より高かつた。調査開始日の 3月 21日 は最高気温で

14.8℃,平年より 1,3℃高い。調査終了日の 11月 29日 は最高気温で 17.5℃ ,平年より 3.1℃高い。

また,調査開始日近くで最高気温が→番低かつた日は 4月 1日 で 13,9℃,調査終了日近くで最高気

温が一番低かつた日は 11月 25日 で 13.3℃ と春の調査時期より低かつた,ただし,春は気温が多少

低くとも太陽の日差しを浴びるとある程度のハチの野外活動が見られるが,秋の場合はハチの野外活

動種が目に見えて減少していたようだ。調査期間中の最高気温は平年より,高い日で 8℃,低い日で

-4℃位であつたが,“平均では 2,2℃高く"なつていた。なお,調査期間中の “日長"は最短の 11

月 29日 が 9時間 59分 (日 出 6:28,日 入 16:27),最長の 6月 22日 が 14時間 35分で,その差は 4

時間 36分もあつた。

調査時間は特に朝方の曇の状態や霧の回復待つて出掛けたり,午後に急変した降雨や落雷など天気

の影響で時間を短縮させられることがある。同条件下の基の調査といえども気象状況によつて,その

日のハチの活動状況に影響が出る。これらの概況を一覧して分かるように『調査地別気象データ。調

査メモ』を記録する。これは年度別の活動報告書を省略して作成したもので,配列は季節変化が分か

りやすいように “月日を優先"させてある。気温は新聞掲裁の “千葉市"であるが,隣の我孫子市と

イま2005年の平均気温で 1.3℃ より高い。曜日の後の *マークは補完調査, 祥マークは下見調査であ

る。採集頭数は種類数ではない.調査地域でも定点・定期調査地に特定調査区域がある場合はその区

分別に重複して記録しているため,採集頭数は神々廻>平塚>折立>谷田>木 >復の順位となった,

下記のデータを一覧する「白井市のハチ類の地域別基本調査実績表」を表 1に示した,

平塚地域 (手賀沼畔含む)

基本調査コース=白井聖地公園南部の道路際→西側斜面林下の細道→平塚東区集会所→本郷集落

内の道→延命寺→白井第二小平塚分校前→鳥見神社→人幡大神宮→舗道の坂道→丘下と田園沿いの

舗道→カンナ街道→手賀沼ほとり→名内境界→東の小道の行き止まり→船戸集落→白井市自然キャ

ンプ場前―/1h墓地→向台T宇路→白井メモリアノレ ―ヾク方向→白井市聖地公園東日付近→向台T宇

路→斜面林内の坂道→白井第二小平塚分校前→延命寺→畑道・万違 地→平塚東区集会所→住宅横の細

道→白井聖地公園南部の道路際.

1.2007年 3月 23日 (金 )。 天候 :l閃晴,午後少々風あり. 気温 :最高 16.6℃,最低 :7.4℃ ,

調査時間 :9時 45分～15時 15分までの 5時間 30分. 採集数 :78頭 .

2.2005年 4月 6日 (木).天侯 :快晴,微風 . 気温 :最高 21.2℃ ,最低 :9。 1℃ .

調査時間 :10時 05分～14時 20分までの 4時間 15分.採 集数 :49頭 ,

3.2006年 4月 18日 (火),天侯 :晴れ,年後は少々風あり。 気温 :最高 19.8℃,最低 :10,9℃ .

調査時間 :9時 35分～16時 10分までの 6時間45分.採集数 : 157頭 ,



4,2006年 5月 4日 (木・iり 。天候 :晴れ後快晴,やや風強.気 温 :最高 20.1℃ ,最低 :11.0℃ .

調査時間 :9時 30分～15時 50分までの 6時間 20分.採集数 : 186頭 .

5,2006年 5月 22日 (月 )。 天侯 :薄曇リー時晴れ,やや風強.気 温 :最高 24.7℃ ,最低 :17.5℃ .

調査時間 :9時 45分～15時 45分までの 6時間 00分・採集数 : 111頭 .

6.2006年 6月 1日 (本)。 天候 :jl■R訂知青れ,微風 , 気温 :最高 28.6℃ ,最低 :19.2℃ .

調査時間 :9時 30分～15時 35分までの 6時間 05分.採集数 : 123頭 .

7.2006年 6月 17日 (■l,天候 :曇 り後晴れ,午後少々風あり.気温 :最高 28。 6℃,最低 :21.3℃。

調査時間 :9時 30分～15時 50分までの 6時間 20分。採集数 : 112頭 ,

8.2006年 7月 3日 (月 ),天候 :曇 り時々薄日,微風. 気温 :最高 28,7℃ ,最低 :24.0℃ .

調査時間 :8時 55分～15時 30分までの 6時間 35分.採 集数 :98頭 .

9,2006年 7月 22日 (■l.天侯 :曇 り,無風 . 気温 :最高 25。 4℃,最低 :20,7℃ .

調査時間 :9時 05分～15時 20分までの 6時間15分.採 集数 :84頭 .

10.2005年 8月 5日 (ω .天候 :〕閑礁 微風` 気温 :最高 35.3℃,最低 :26.1℃ .

調査時間 :8時 45分～14時 30分までの 5時間45分.採 集数 :65頭 .

11。 2005年 8月 18日 (湘 .天候 :曇り後晴れ,多少風あり, 気温 :最高 31.6℃ ,最低 :23.1℃ .

調査時間 :8時 35分～15時 10分までの 6時間 45分。 採集数 :74頭 ,

12.2006年 9月 2日 (―D。 天侯 :晴れ,微風 . 気温 i最高 29,9℃,最低 :18.1℃ ,

調査時間 :8時 40分～15時 40分までの 7時間 00分.採 集数 :91頭 .

13.2006年 9月 15日 (金).天候 :R青織 々曇り,やや風敵。 気温 :最高 25,7℃ ,最低 118,0℃ .

調査時間 ,8時 35分～15時 45分までの 7時間 10分.採 集数 :92頭 .

14.2006年 10月 9日 (月・初 。天侯 :!脚青,微風 . 気温 :最高 25。 4℃,最低 :16.3℃ .

調査時間 :8時 45分～15時 25分までの 6時間40分.採 集数 :88頭 .

15.2006年 10月 21日 (_D.天候 :晴れす時曇り,午前やや風.気温 :最高 22.0℃ ,最低 :17.0℃ ,

調査時間 :9時 00分～14時 50分までの 5時間 50分.採 集数 :42頭 .

16.2005年 11月 2日 (水).天候 :円晴,無風. 気温 :最高 19.2℃ ,最低 :8.8℃ .

調査時間 :9時 30分～14時 20分までの 4時間 50分.採 集数 :48頭 .

17.2006年 二月 18日 (〕 .天侯 :快晴次第に薄曇り,無風. 気温 :最高 15。 8℃,最低 :6.8℃ .

調査時間 :10時 00分～14時 35分までの 4時間 35分.採 集数 i35頭。

折立地域

基本調査コース=折立橋→北側の田圃道→フジコー再資源化センター下の雑木林→台地下南西か

ら西の谷津沿い道路縁・畔道・雑木林内→梨園脇・墓地→庚申塔ち谷津の湿地→杉林・竹林→ひまわ

り保育園横→折立ふるさと農園→畑道→来迎寺→丘の上の畑→屋敷林 B大下方面の車地→集合住宅地
→庚申塔→山林部→墓地と草原→中峠団地日の空き地・花畑→庚申塔→林道→市民菜園→林道→フジ

コー再資源化センター前→斜面林に面した木方向の道路縁→畔道→神崎,|り |1縁→折立橋,

1.2006年 3月 24日 (金),天侯 :晴れ一時曇り,少々風あり,気 温 :最高 15,5℃,最低 :8.5℃。

調査時間 :9時 55分～15時 00分までの 5時間 05分.採 集数 :46頭 .

2.2005年 4月 9日 (―D#.天侯 :悧晴,微風 . 気温 :最高 18.4℃,最低 :10,4℃ .

調査時間 :10時 30分～■時 30分までの 1時間 00分.採 集数 :8頭 .

3.2005年 4月 14口 (木),天侯 :〕脚乱 微風。 気温 :最高 17.8℃,最低 :4.8℃ .

調査時間 :10時 00分～14時 30分までの 4時間 30分.採 集数 :32頭 .

4。 2006年 4月 28日 (金).天候 :晴れ,微風. 気温 :最高 20。 9℃,最低 :9,2℃ .

調査時間 ;8時 40分～15時 55分までの 7時間 15分.採集数 : 118頭 .
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5,2005年 5月 9日 (Ll.天候 :晴れ一時曇り,多少風あり・ 気温 :最高 22.8℃ ,最低 :11.8℃ ,

調査時間 :10時 55分～15時 55分までの 5時間00分・採集数 : 108頭 .

6.2005年 5月 27日 (何 ,天候 :ll■H青,多少風あり. 気温 :最高 23.6℃ ,最低 :12.2℃ .

調査時間 :8時 50分～15時 10分までの 6時間20分.採 集数 :77頭 ,

7.2005年 6月 6日 (月 ).天候 :'脚青,微風 . 気温 :最高 27.7℃,最低 :16.8℃。

調査時間 :8時 45分～15時 00分までの 6時間 15分.採 集数 :97頭 .

8.2006年 6月 20日 (火).天候 :曇 り後晴れ,少 風々あり. 気温 :最高 28.4℃,最低 :20,4℃ .

調査時間 :9時 25分～15時 35分までの 6時間 10分.採 集数 :64頭 .

9,2006年 7月 14日 (金).天候 :晴れ後一時曇り,微風,  気温 :最高 34.8℃,最低 :25,8℃ .

調査時間 :8時 50分～15時 00分までの 6時間 10分.採 集数 :67頭 .

10.2005年 7月 28日 (木),天侯 :I脚青,微風 . 気温 :最高 31,4℃,最低 :25.1℃ ,

調査時間 :8時 45分～14時 20分までの 5時間 35分.採 集数 :73頭。

11.2006年 8月 3日 (刑 *.天侯 :快晴,微風 . 気温 :最高 30.0℃ ,最低 :21,9℃ ,

調査時間 :9時 00分～10時 30分までの 1時間 30分.採 集数 :19頭。

12.2005年 8月 14日 (日 ).天候 :!lA晴後H青れ,微風 . 気温 :最高 31.6℃ ,最低 :24.7℃ .

調査時間 :8時 30分～15時 10分までの 6時間 40分.採 集数 :95頭 .

13.2006年 8月 27日 (日 ).天候 :薄曇り後本曇り,微風.  気温 :最高 27.8℃,最低 :23.1℃
`

調査時間 :8時 55分～15時 25分までの 6時間 30分.採 集数 :96頭。

14.2005年 9月 12日 (月 ).天侯 :jl却罰郷青れ,無風. 気温 :最高 29。 6℃,最低 :22.4℃
`

調査時間 ;9時 00分～14時 40分までの 5時間 40分.採集教 :103頭 .

15.2005年 9月 23日 (金・おけ。天候 :曇 リー時薄日,無風. 気温 :最高 30,0℃,最低 :20.8℃。

調査時間 :8時 40分～15時 00分までの 6時間 20分.採集数 :116頭 .

16。 2005年 10月 12日 (刑 .天候 :晴れ,やや風あり. 気温 :最高 23.0℃ ,最低 :16.2℃ .

調査時間 :8時 55分～15時 05分までの 6時間 10分.採 集数 :86頭 .

17.2005年 10月 21日 (働 ,天候 :日青れたり曇つたり,少々風.気温 :最高 22.3℃ ,最低 :15,6℃ .

調査時間 :9時 00分～14時 35分までの 5時間 35分.採 集数 :69頭 ,

18,2005年 11月 5日 (r_l.天侯 :快晴,無風 . 気温 :最高 21.8℃,最低 :12.2℃
`

調査時間 :9時 30分～14時 45分までの 5時間 15分.採 集数 :67頭 .

19。 2006年 11月 25日 (上).天候 :快晴,微風 . 気温 :最高 13.3℃,最低 :4.7℃ .

調査時間 :10時 00分～14時 05分までの 4時間 05分.採 集数 :27頭 .

神々廻地域 (白井市運動公園 B神々廻市民の森含む)

基本調査コース=白井市運動公園正面日の花壇→南西に伸びる臨時駐車場の林縁。車地→白井市民

プール上→林内の道→サクラ広場→テニスコー ト先の道端→林内の道→白井市民プールロ→東西に

伸びる車道際→神々廻市民の森正面口→白井市運動公園正面道路沿い→神々廻市民の森内 2巡回→

北束の雑木林わ神 廻々市民の森北東日→神々廻木戸方面→草原広場→平塚方面植木屋→畑道→梨園・林縁

沿いの道→白井市運動公園正面日→運動公園東側道端→畑・雑木林→白井市運動公園正面日の花壇.

1.2006年 3月 27日 (月 ),天侯 :晴れ一時曇り,少々風あり,気 温 :最高 15.9℃ ,最低 :8,5℃。

調査時間 :9時 55分～15時 10分までの 5時間 15分.採 集数 :88頭 .

2.2005年 4月 8日 (働 ,天侯 :〕閃晴,微風. 気温 :最高 24.6℃,最低 :16.5℃ .

調査時間 :10時 30分～14時 50分までの 4時間 20分.採 集数 :98頭 .

3,2005年 4月 9日 (D#.天侯 :快晴,微風. 気温 :最高 18.4℃,最低 :10.4℃ .

調査時間 :12時 00分～13時 00分までの 1時間 00分,採 集数 :3頭 ,
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4.2006寄i4月 24日

5,2005年 5月 4日

(月 ).天候 :曇つたり晴れたり,微風. 気温 :最高 20.8℃,最低 :12.3℃ .

調査時間 :10時 35分～15時 45分までの 5時間 10分.採集数 : 127頭 .

13.2℃ ,

124頭 .

11.7℃ .

(水
。祝)。 天候 :〕閑晴,やや強風. 気温 :最高 23.1℃,最低

調査時間 :9時 00分～15時 45分までの 6時間45分.採集数 :

6.2005年 5月 26日 (木 )。 天候 :快晴,微風。 気温 :最高 24。 9℃ ,最低

調査時間 :9時 00分～16時 00分までの 7時間 00分.採集数 : 148頭 ,

7.2006年 6月 4日 (日 )。 天候 :曇 り後晴れ,少々風あり, 気温 :最高 22,2℃,最低 :15。 1℃ .

調査時間 :9時 30分～15時 25分までの 5時間 55分.採集数 : 101頭 .

8.2006年 6月 24日 (D。 天候 :薄曇り後晴れ,少々風あり,気 温 :最高 29,2℃,最低 :20.7℃ .

調査時間 :8時 55分～15時 40分までの 6時間 45分.採集数 : 126頭 .

9。 2006年 7月 13日 (木),天候 :薄曇り後晴れ時々曇り,微風.気温 :最高 30,7℃,最低 :25.4℃ ,

調査時間 :9時 05分～15時 20分までの 6時間 15分.採 集数 :92頭 .

10,2005年 7月 27日 (水).天候 :j閑亀 やや風強 . 気温 :最高 36.3℃,最低 :24,4℃ ,

調査時間 :9時 00分～14時 45分までの 5時間45分。 採集数 :89頭 .

■.2006年 3月 7日 (月 )。 天候 :晴れ後時々曇り,午後多少風.気温 :最高 33,8℃ ,最低 :25.8℃ .

調査時間 :8時 40分～15時 45分までの 7時間 05分.採集数 : 123頭 .

12.2006年 8月 21日 (月 )。 天侯 :晴れ時々曇り,微風 . 気温 :最高 32.8℃,最低 :25,2℃ .

調査時間 :8時 40分～15時 40分までの 7時間 00分.採集数 : 133頭 .

13,2006年 9月 10日 (日 ).天候 :晴れ後快晴,午後やや風あり.気温 :最高 32.3℃,最低 :26.0℃ .

調査時間 :8時 35分～15時 00分までの 6時間 25分.採集数 : 105頭。

14.2006年 9月 28日 ∩ .天候 :憮晴,午前少々風あり,  気温 :最高 29.0℃ ,最低 :19。 4℃ .

調査時間 :8時 50分～15時 20分までの 6時間 30分.採集数 , 125頭 .

15.2005年 10月 14日 (a,天侯 :快晴次第に曇り,微風. 気温 :最高 25.8℃,最低 :16.3℃ .

調査時間 ;9時 00分～14時 50分までの 5時間 50分.採集数 : 108頭 .

16.2005年 10月 23日 (日 ),天侯 ;'閑靴 やや風あり. 気温 :最高 20,9℃,最低 :13.6℃ .

調査時間 :9時 00分～15時 00分までの 6時間 00分.採 集数 :91頭 .

17.2005年 11月 8日 (火 )。 天候 :快晴,やや鳳強.     気温 :最高 22.0℃,最低 :13.7℃ .

調査時間 ;9時 30分～14時 45分までの 5時間 15分.採 集数 :56頭 .

18。 2006年 ■月 22日 (刑 ,天侯 :'閃晴次第に薄曇 り,微風.気 温 :最高 16.9℃,最低 :10,3℃ .

調査時間 :9時 50分～14時 00分までの 4時間 10分.採 集数 i34頭 .

木地域 (所沢ふるさとの森含む)

基本調査コース=白井第一小学校横の空き地 B畑→梨園間の細道→住宅道 Btt aェ場脇→野口橋・

川縁→木集会所→小墓地→雑木林の道→七次台日→木集会場→野日の集落道→畑・畑道→国道 16号

線日→梨園間の道→所沢ふるさとの森→七次台口→国道 16号線→梨園間の舗道→白井ライディング

クラブ前の       笏道■馬場横の車地→折立境界→田圃に面した舗道→丘卜の畑道→国道 16号

線下→鷲神社→所潟引騒り
'1縁

→菜園・畑道→小学校裏の崖面→畑沿いの脇道→小学校横の空き地・畑.

1.2007年 3月 22日 (木),天候 :晴れ時々曇り,午後少々風強.気温 :最高 16.2℃ ,最低 :5.5℃。

調査時間 :9時 50分～14時 55分までの 4時間 55分.採 集数 :50頭 .

2.2006年 4月 1日 (■l.天候 :'閑晴,微風 . 気温 :最高 13.9℃,最低 :5.3℃。

調査時間 :9時 50分～15時 10分までの 5時間 20分.採 集数 :62頭 .

3.2006年 4月 22日 (■l.天候 :晴れ,多少風あり,   気温 :最高 17.1℃,最低 :S,8℃ .

調査時間 :9時 35分～15時 45分までの 6時間 10分.採集数 : 101頭 .
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4。 2006年 5月 5日

5,2006年 5月 24日

6.2006年 6月 2日

7。 2006年 6月 19日

8,2006年 7月 11日

9。 2006年 7月 26日

10.2005年 8月 8日

11,2005年 8月 19日

12.2006年 9月 4日

13.2005年 9月 19日

14,2006年 10月 8日

15。 2005年 10月 20日

鯰】・祝)。 天候 :晴れ,強風,

調査時間 :9時 25分～15時 10分までの 5時間45分.採 集数 :84頭 .

(水),天侯 :曇 り後晴れ,午後多少風あり,気温 :最高 26.6℃ ,最低 :18。 8℃ .

調査時間 :9時 30分～15時 45分までの 6時間 15分。 採集数 :86頭 .

(金).天侯 :曇り,微風. 気温 :最高 23.6℃ ,最低 :18.7℃ .

調査時間 :9時 30分～14時 50分までの 5時間 20分.採 集数 i50頭 .

鯛 )。 天候 :曇 り後快晴,微風 . 気温 :最高 27.8℃,最低 :13.8℃ .

調査時間 :9時 45分～16時 15分までの 6時間30分.採 集数 :94頭。

俳c).天候 :曇 リー時晴れ,やや風強. 気温 :最高 30.6℃,最低 :25。 2℃。

調査時間 :8時 55分～15時 30分までの 6時間 35分.採 集数 :56頭 ,

(水).天侯 :晴れ後'脚青,微風 . 気温 :最高 32,0℃,最低 :22.5℃ ,

調査時間 :8時 40分～16時 10分までの 7時間 30分.採集数 : 113頭 .

鯛 )。 天侯 :晴れ時々曇り,微風。 気温 :最高 31.4℃ ,最低 :26,7℃ .

調査時間 :8時 45分～14時 10分までの 5時間 25分.採 集数 :53頭 .

(金).天侯 :〕閑晴,やや風あり, 気温 :最高 32.6℃ ,最低 :26.6℃ .

調査時間 :8時 40分～14時 40分までの 6時間 00分.採 集数 :92頭 .

硯 )。 天候 :晴れ後一時曇り,少々風あり。気温 :最高 30。 7℃,最低 :22.0℃ .

調査時間 :8時 15分～15時 15分までの 7時間 00分。採集数 : 115頭 .

(月・10.天候 :ど閑晴,やや風あり.  気温 :最高 28.9℃ ,最低 :24.0℃。

調査時間 :8時 40分～14時 30分までの 5時間50分.採集数 :102頭 ,

(日 ).天侯 :快晴,強風. 気温 :最高 26,0℃ ,最低 :19。 6℃ .

調査時間 :8時 55分～15時 00分までの 6時間 05分.採 集数 :68頭 .

(木)。 天候 :`閃晴,少々風あり, 気温 :最高 22.4℃ ,最低 :14.4℃ .

調査時間 :8時 50分～15時 00分までの 6時間 10分.採 集数 :91頭 .

16.2005年 11月 4日 (金).天候 :j脚青,無風. 気温 :最高 21.9℃ ,最低 :10.9℃ .

調査時間 :9時 30分～14時 45分までの 5時間 15分。 採集数 :74頭 .

17.2006年 11月 21日 ∞ .天侯 :快晴後一時晴れ,微風。 気温 :最高 18.4℃,最低 :11.0℃ .

調査時間 :9時 55分～14時 45分までの 4時間 50分.採 集数 :36頭 .

復地域

基本調査コース=白井市消防署横の花畑・草原→南東の道路沿い→雑木林→′よヽ墓地・畑→熊野神社
→畑道・空き地 。坂道の崖面→上長殿Ъ国道 16号線下→田圃沿いの道路・畔道→県道 189号線→斜

面林下の田圃沿いの道→白井橋手前→下長殿ふれあい公園→下長殿住宅地道路 。坂道→県道 189号

線→斜面林下の田圃沿いの道→国道 16号線下→上長殿から法目の田園沿いの道・畑・花壇・生垣・

畔道→法目)|1南の雑木林→人幡神社‐調整池→ホームセンター/8置き場横■畑道→植木屋→法目

ふるさと農園→梨園の道→雑木林→小墓地→白井市消防署横の花畑・草原→白井市役所前の畑 .

1,2006年 3月 21日 (火・棚 .天侯 :快晴,年後多少風あり.気 温 :最高 14.8℃,最低 :7.3℃。

調査時間 :9時 55分～14時 30分までの 4時間 35分.採 集数 i30頭。

2.2006年 4月 4日 的 .天候 :lle罰郷青れ,微風. 気温 :最高 17.3℃,最低 :9.3℃ .

調査時間 :9時 45分～15時 25分までの 5時間 40分.採 集数 :72頭。

3.2006年 4月 17日

4,2006年 5月 1日

例 )。 天侯 :J脚青,少々風あり, 気温 :最高 17.6℃,最低 :9.2℃ .

調査時間 :9時 45分～15時 45分までの 6時間 00分.採集数 : 102頭。

硯 )。 天侯 :快晴,強風 .
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調査時間 :9時 30分～15時 30分までの 6時間 00分,採 集数 :76頭 ,

5。 2006年 5月 21日 (日 ).天侯 :I閃晴,年後は少々風あり, 気温 :最高 26.1℃ ,最低 :17,5℃ .

調査時間 :9時 30分～15時 10分までの 5時間40分,採 集数 :92頭 .

6.2005年 6月 1日 (刑 .天候 :晴れ時々曇り,微風 . 気温 :最高 25.0℃ ,最低 :17.7℃ .

調査時間 :8時 45分～14時 45分までの 6時間00分.採 集数 :59頭 .

7.2006年 6月 14日 (水 )。 天候 :曇 リー時薄日,無風 , 気温 :最高 26.3℃,最低 :18.9℃ .

調査時間 :9時 50分～15時 30分までの 5時間40分.採 集数 :65頭 .

8.2006年 7月 2日 (日 )。 天侯 :曇り時々晴れ・雨,やや風強.気温 :最高 29,9℃ ,最低 :24。 1℃ .

調査時間 :9時 00分～13時 45分までの 4時間45分.採 集数 :49頭 .

9.2005年 7月 21日 (刑 `天侯 :晴れ,少々風あり. 気温 :最高 28.9℃ ,最低 :23.5℃ .

調査時間 :9時 00分～14時 15分までの 5時間 15分.採 集数 :68頭 .

10。 2005年 8月 4日 (利 .天侯 :晴れ,微風. 気温 :最高 34.1℃ ,最低 :25。 6℃ .

調査時間 :8時 45分～14時 30分までの 5時間 45分.採 集数 :57頭 .

11.2005年 8月 17日 (水).天侯 :晴れ一時曇り,多少風あり,気 温 :最高 32.1℃ ,最低 :22.9℃ ,

調査時間 :8時 40分～15時 20分までの 6時間40分.採 集数 :85頭 .

12.2006年 9月 3日 (日 ).天侯 :〕閃晴一時晴れ,少々風あり,気 温 :最高 30。 4℃,最低 :21.6℃。

調査時間 :8時 35分～15時 35分までの 7時間 00分.採集数 : 108頭 .

13.2006年 9月 19日 (火).天侯 :晴れ後曇り,風強. 気温 :最高 31.2℃,最低 :25,7℃ ,

調査時間 :8時 40分～14時 55分までの 6時間15分.採 集数 :65頭 .

14.2005年 10月 2日 (日 ),天侯 :晴れ後lk・
H青,やや風あり。 気温 :最高29,0℃,最低 :21.5℃ .

調査時間 :8時 45分～14時 45分までの 6時間00分.採 集数 :90頭 .

15.2006年 10月 16日 (月 ).天候 :〕脚青,少々風あり. 気温 :最高 24.8℃ ,最低 i15,3℃ .

調査時間 :8時 50分～14時 50分までの 6時間 00分.採 集数 :63頭 .

16。 2005年 ■月 1日 (水),天侯 :Jl■R青,無風, 気温 :最高 18,1℃,最低 :8.9℃ .

調査時間 :9時 30分～14時 45分までの 5時間 15分.採 集数 :64頭 .

17.2006年 11月 16日 (木 )。 天侯 :快晴,微風。 気温 :最高 17,7℃,最低 :9.4℃ .

調査時間 :9時 50分～14時 30分までの 4時間 40分.採 集数 :31頭 .

谷田地域 (神崎川左岸小池橋付近含む)

基本調査コース=北総聖地霊園南側の畑道・田圃道 。空き地→西福寺の北側→子安観音→西福寺→

丘の住宅道→国道 464号線→田国際の舗道・畔道→小池橋→神崎川左岸西 200m→小池橋→神陶 ||

左岸東 300mの印西市武西の境界→武西境界の農道→斜面林下の農道→丘に上がる坂道→県道 280

号線→畑道・空き地→国道 464号線南側の雑木林内の道→国道

“

4号線→北側の谷津への抜け道→

田国際・空き地→梨園・畑道→小墓地→桜台に抜ける雑本林の林道→梨園脇→雑木林内の細道・草地
→小墓地→県道 280号線寄りの畑道・田圃道.

1.2007年 3月 26日 (月 ).天侯 :曇 り次第離 ,年後やや風強.気温 !最高 17.4℃ ,最低 :9,7℃ .

調査時間 :9時 55分～15時 30分までの 5時間 35分.採 集数 :63頭
`

2.2007年 4月 5日 (刑 *.天侯 :】脚青,やや風あり, 気温 :最高 14.9℃,最低 :4.0℃ .

調査時間 :■ 時 45分～13時 30分までの 1時間45分.採 集数 :16頭 .

3.2006年 4月 8日 (D,天候 :晴時々曇す時雨,やや風強,気 温 :最高 18.0℃,最低 :7.3℃ ,

調査時間 :9時 45分～14時 50分までの 5時間 05分.採 集数 :49頭 .

4.2006年 4月 26日 (水 )。 天候 :薄曇り後曇り,微風 . 気温 :最高 17,0℃ ,最低 :7.0℃ .

調査時間 i9時 40分～15時 05分までの 5時間 25分.採集数 :109頭 .
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5.2006年 5月 12日 (金 )。 天候 :晴れ一時曇り,多少鳳あり,気 温 :最高 20.8℃,最低 :14.0℃ .

調査時間 :10時 10分～16時 15分までの 6時間 05分.採集数 :114頭
`

6。 2006年 5月 25日 (木),天候 :〕脚青,多少風あり, 気温 :最高 22.5℃ ,最低 :13.7℃ .

調査時間 :9時 20分～15時 40分までの 6時間 20分・ 採集数 :89頭。

7,2006年 6月 7日 (水).天候 :薄曇リー時雨・晴れ,無風.気 温 :最高 24,0℃,最低 :17.5℃ .

調査時間 :9時 20分～16時 05分までの 6時間 45分.採 集数 :78頭。

8.2006年 6月 28日 (水),天候 :薄曇り時々晴れ,微風.  気温 :最高 29.3℃,最低 :22.7℃ .

調査時間 :9時 00分～15時 45分までの 6時間45分,採 集数 :92頭 .

9.2006年 7月 15日 (D。 天侯 :晴れ後曇り,微風 . 気温 :最高 35.5℃,最低 :25,9℃ .

調査時間 :8時 35分～14時 00分までの 5時間 25分.採 集数 :68頭 .

10。 2006年 7月 29日 (D,天候 :曇 リー時晴れ,微風 , 気温 :最高 32.4℃,最低 :24.2℃ .

調査時間 :8時 30分～15時 30分までの 7時間 00分.採 集数 :79頭 .

11,2006年 3月 10日 (刑 。天候 :!閑晴後晴れ,午後多少風あり,気温 :最高 31.8℃,最低 :24。 2℃ .

調査時間 :8時 30分～15時 30分までの 7時間 00分.採 集数 :98頭。

12.2006年 8月 22日 (火)。 天候 :日青れ一時曇り,午後多少風`気 温 :最高 32.6℃,最低 :24.6℃ .

調査時間 :8時 30分～15時 00分までの 6時間 30分.採 集数 :80頭 .

13.2006年 9月 5日 ∽ .天侯 :J閑晴,やや風あり. 気温 :最高 33.3℃,最低 :23.6℃ ,

調査時間 :8時 85分～15時 00分までの 6時間 25分.採 集数 :87頭。

14。 2006年 9月 21日 (刑 .天候 :晴れ,年後少々風あり,  気温 :最高 28.6℃,最低 :20。 8℃ .

調査時間 :8時 35分～15時 45分までの 7時間 10分,採集数 : 121頭 .

15。 2006年 10月 10日 しり。天侯 :1際晴,年後多少風あり. 気温 :最高24.8℃,最低 :16.6℃ .

調査時間 :8時 55分～15時 15分までの 6時間 20分,採 集数 :92頭 .

16.2006年 10月 26日 (刑 ,天侯

調査時間

晴れ,微風 . 気温 :最高 22.2℃,最低 :14,4℃ .

9時 10分～14時 55分までの 5時間 45分.採 集数 :68頭 .

17.2006年 11月 13日 (月 )。 天候

調査時間

18.2006年 ■月 29日 m.天 侯

け韻青, 鶴頬軋, 気温 :最高 17.4℃,最低 :10.5℃ .

9時 55分～14時 45分までの 4時間 50分。 採集数 :57頭。

脚 渤鮮訥 ,伽 . 気温 :最高 17.5℃ ,最低 :10。 2℃ .

調査時間 9時 55分～14時 50分までの 4時間 55分.採 集数 :43頭 .

6.白井市のハチ類分布目録

今般の白井市のハチ類分布目録作成においては,『 日本産昆虫総目剣  (平嶋,1989)の分類体系を

基本とした順列に,有剣類のハチについては山根・幾留・寺山 (1999)お よび寺山 (2004),ハナバ

チ類は C.D,Michener(2000)お よび多田内 (2003)を参考に修正した。分類体系は上科→科→亜

科の基に種を記録し,族の配列は行わなかつた。学名と不E略 の画諺町は一部のグループに和賂のついて

いない種や学名未決定種などが多くなるため,見易さと統一感から学名→和名とした。亜属名や亜種

小名がある場合は今後の学名の変動も考慮しこれを入れて記入した。専門家に同定依頼中の種や不明

種は分かる範囲内の位置付けで sp。 とした.ヒ メバチ上科の不明種は雌と雄の組み合わせが明確か,

雄の特徴が明ら力斗こ異なる場合以外は,確実性を記すため種の数としての記録を控えた.

[採集記録]は採集地,頭数,♀ lkl,♂ (雄)区分,採集日 (年・月・日を早ラW慣に)記した

が,一部の有錐類で雌雄の判別ができなかった種は頭数のみで ex.,exs。 と表記した.なお,社会性

のハチで外部形態から明確に女王 (Q)と 働き峰 (w)に分けられる場合以外の雄はすべて雌とした。

6分類の定点・定期調査地に特定調査区域が含まれている場合は別々に記録した。したがって,その

場合は寇煮・定期調査地と特定調査区域を加えた記録が真の地域調査地の記録となる。

その種について調査雑記や特記すべき事柄がある場合は [ノ ー ト]と して,なるべく記述した。
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HYMENOPTERA ハチロ

Symphyta ′V｀チ亜目

Tenthredinoidea ′Vヽチ上科

Argidae ミフシ′Vくチ科

ミフシ′Vミチ (三節葉蜂)科の′Vヾチ,ラよ迎 で,体はやや太い.触角は3節,つまリミフシである.第 3節は非常に長く

雌はパント状であるが,雄はプラシのような毛の生えた角状のものが多く,鍬型の二股に分かれたものもいる.千葉県に生

息している殆どの種は春から秋にかけて食樹の回りを弱々しく飛んでいる.幼虫I渕咲茶樹の灌木を食べるものが多く,時に

は公園・街路樹・庭木などを加名 大発生して丸坊主にすることがある.日本には 5属約 38種が記録されている (吉田,

20∝)というが,近年新たにトゲチュウレンジ属 (影″%町9)の新種など 6種が記載されている CIara&Sltinohara,20061.

千葉県では 6種 (須日,2003),莉 |1市で 7種 (須田,2004)の文献記録があるが,筆者の手元には種名確定の 3種と不明

種があることから少なくとも10種の標本を保存している。なお,今般の白井市の調査ではクワガタノVミチ亜科G面的 hれ随)

に属す種は確認できなかった。

Arginae ミフシハバチ亜科

1.ん♂襲卵りぬ盟徴的割随鳳扮 アカスジチュウレンジ

際 記録]折立 (1♀ ,2005.912;1♀ ,2006.7_14),

[ノ ート]本種の幼虫,ラミラ類の葉を食べ,成虫は年4～ 5世代の発生が知られている。平地から低山地に普通に産する

といわれているが,県内での発生は少ないようで,自井市でも調査期間中この僅か 2頭を確認したのみである.

2々解即 e向 チュウレンジパチ

際 細 折立 (1♂,205923,1♀ ,20“ ,7.14);神々廻 (1♀ ,2016624),白井醜 園 (1♀ ,2067.13);

木 (1♀ ,200662,2♀ ,20∝.7.26,1♂,20069.4);復 (1♀ 1♂,200672);谷田 (1♀ ,2006.628);神 崎川

左岸小池橋付近 (1♀ ,2006.6.28).

[ノ ー ト]本種の幼虫もパラの葉を毎代 成虫は年3～ 4世代の発生が知られている。白井市内の各地で確認された。い

ずれの地でもバラの付近で見つけたが,発生個体数は少なかった。

3カ♂釦げ盟α SmidaJ ニレチュウレンジ

麟集認刺 復 (1♂,21X6.521).

[ノ ート]本種の幼虫の寄主植物はニレ類で,成虫は年2～ 3世代の発生が知られている.本種も普通種のようであるが,

千葉県内での確認記録はあまり多くない.

4乃v試前為御孤m呵  ルジチュウレンジ

隣 記録]平塚 (1♂,2CD5,85,1♀ 1♂,2GX5,722, 1♀ 1♂,201■ 9,15);折立 (1♂,2005.7.28, 1♀ ,205.
9.12, 1♂,20∝,6.20; 1♂ ,20068");神 々廻 (1♂,2005,10.23; 1♀ ,2006.6.4);木 (1♂,2∞58.8, 1♂ ,

2005,9,19, 1♀ ユ♂,2CXJ6 5 5, 1♂ ,2096.2, 1♀ 1♂,錮砺 726; 1♂ ,2016.9,4);鵬るさと疎  (1♀ l

♂,206.55, 1♂ ,2006.6.2, 1♂,206.726);復 (1♀ l♂ ,21X15,7.21, 1♀ ,2005.102; 1♂ ,2005,10.16; 1

♂,20CM.5,1,1♀ ,205,6.14; 1♀ ,2006 9 3i l♀ l♂,2059.1911♀ ,200610161;谷田 (1♂,20∝ 67,1
♂,2006.628: 1♂,2臨 729, 1♂,2晰.95, 1♀ ,206.921),

[ノ ー ト]幼虫はツツジやサツキ類の葉を食べる害虫として有名で,雌は楽縁に産卵する.孵イヒした幼虫は若齢時に集団

で摂食しているが,特には丸坊主にされる木を目にすることがあるため嫌われものである。年に3～ 4回発生するとい

われ 白井市では5～10月 まで毎月確認されたが,大発生している場所は見られなかった。日本各地に分布しているこ

の属では最も普通種のようである.食樹の値え込みの回りに雄の飛翔がよく見られるが,雌でヤプカラシ。ノブドウ・

ニラ・ボタンボウフウなどでの訪花を確認した.

Citticidac コンボウ′Vくチ科

コンボウノVヾチ 朧 蜂)科は体型がややずんぐりむつくりした中～大型種のグ′レープで,触角の先端が太丸くこん棒

状である。御卿腿節の太い楓 前・中胆節に歯状突起のある樋 大顎が発達して大きい種などもいる.幼虫はチョウロの幼

虫に似て大型で円筒形金 広業樹を寄主植物としているが,群れを作らず,静止時は渦巻状に体を巻いている.千葉県には

春から初夏に出現する平地性の種しか確認されていない。雄は好んで見通しの良い梢に止まり,飛んでは元の位置に戻る習

性がある.酢料こは 2亜科 10屈 34種が記録されている (吉田,2C筋)と いうが,これほど理 の多いグループにもかか

わらず未謙 鰤 も存在する。襟 県には 4属 4種 顔 四,2003)の文献記録があるが,峯都攀 の 2種を

保存しているので実際には 5属 6種の分布を確認している.白井市の名産のナシやサクラ・ポケなどを食樹としているある

種のスズメパチに似た大型のナシアシプトノVミチは見つけることができなかった.

なお,吉田 C2006)は亜科でAbiimの和堪をコンポウ′ソ チヾ亜科,Cinlbicmacを アシプトノVミチ亜科としているが,本亜

科を含む科 Cimbicinlを従来通リコンボウノVミチ科の和嘱て牧用している.両亜科に属す種の和略を見るとAb山障はコ

ンボウ′▽ミチ,c�blcIM lまアシブトノVミチ・モモブト′ソミチ・ヒラク弁′▽ミチが使用されており,亜科の和賂と所属の種

の和賂はほぼ■致している。ところが科名は亜和名とイよ逆の和名となつている。Cinabicimを アシプトノソミチ科と改称すれ

ばすっきりするが,Cimbicinの もとでコンボウ′ソミニ期封ヤま古くから使用されてきた馴染みのある名称である。このような

学名と和名の混乱は有剣類でも分類学の進展と共に整理されてきた。筆者イン∨ミチ亜目の専門家ではないが,ここでは鞠
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と和名の統一陣 ミ欠け混乱したままであることを指摘,不「略改称の必要性を提唱しつつ従来通りとした.

Abl irlae ョンボウ′V｀チ亜科

1豹陶館α膨うデ,蜘  アケビコンボウハバチ

際 記録]折立 (1♀ ,2∞5414);神 廻々 (1♀ ,2CX15 4 8);白井市運動公園 (1♀ ,2006327),神 々廻市民の森

(1♀ ,2CX4 3 271.

[ノ ート]本種の食草のアクビは雑木林の林縁部で度 確々認したが,その害叫戟 虫の見られる機会が少なく, 1か所で複

数見ることはなかつた。平地～低山地にやや普通の種といわれているが,出現潮が短いため確認しにく力めたようである.

Cinbicinae アシブト′vヽチ亜科
2.物 加鈎り9馳力徴T∝印ゆ ホシアシプト′▽ミチ

睡 記録]平塚 (1♀ ,21X354),折立 (1♀ ,2006.428),木 (1♀ ,2006.422).

[ノー ト]本種は頭胸部の大部分が青藍色,腹部が黄橙色に点状紋を具える美麗種である。日だつた色彩のため千葉県内

では数か所で確認されているが,生懲教は少ない種である.食樹のエノキの葉上およびその付近で成虫を見つけたが,

谷田では未採集であるがかなり大きな幼虫も観察できた.

Tenthredinidae ′vヽチ科
ノソミチ (葉蜂)科は小～中型種を中心としたグループで,触角は通常 9節の糸状であるが,ク シヒ少 ∨ミチの雄のように

櫛状のものもいる。食車は広範囲でシ糊 力ち殆どの種翻 7妥望rが,一般には単食性で雑食性のものは少ない。そう
いつたことかられ略に食革に因んだ種の名前が付いているものも多い。特に寄主植物の豊富な森林地帯や林縁部に多く見ら

オ転 暖地や平地では春乳 寒地や山地では晩春と盛夏に出現する種が多い。総体的に寒地や山地に種類が多く,暖地や平地

に種類が少ない。つまり,北海道や山梨県では種類が多いが,琉球や千葉県では種類が少ない。′Vヾチ科は種類が多く日本
から約 5∞ 種が知られている (吉田,2006Jというが,種卵 明が進んでいないグループもあることから,今後かなりの種

類が追加されることが予想される.千葉県では徹底した調査trrTわれておらず不明種を含んで 19属

“

種 額 田,2003),市
川市のみで不明種を含んで28属 63種 (須田,20041の文献翻 あ`る。筆者の手元には千葉県で採集した本科の標本を多

数保存しているが,同種であるん現噸 であるかも分からないものもあり,これらを含めれば よ∞種にはなるものと思われる.

この仲間は有剣類のノ′`チのように飛翔防はないため,食草・食樹と密接に関連した生活をしており,移動的よ極めて低い。

したがつて種の多様性を保つにh生 態系の保全・回復を図る施策が必要である。この認識と施策がない限り,自然環境破

壊と共に種が失われてゆく仲間である。種の同定に関してはこれまでに′▼ミチ類の専門家に同定していただいた知見を基に

記録した。なお,今般の白井市で採集した標本で不明なものを富樫■次博士に同定いただいた。この同定していただいた分
には ■マークを記した。

Selandriina9 シダ′Vヽテ亜科
1.rr9Prpp9Jfls ψ.1 ナナフシノVミチの1種

防嚇猛鰯]所沢ふるさとの森 (4♂ (2♂ *),20064.221.

[ノー ト]本亜科はウラボシタ▼ミチ亜科とも呼ばれる。本属は日本に4種誕瞬されているがそのいずれでもないようである.

2R6町ЙSψ.1 ホウシク▼ミチの1種

陽集認刺 谷田 (1♀ 1♂,2006.6.71,

[ノ ート]農道の草間にて採集したもの。

3.Sclandriinaesp.1 シダ′vミチ亜科の1種

朧 記録]折立 (1♂,20054,14)。

4.駐肱辻�語Sp.2 シダハバチ亜科の1種

朧 嗣 神 廻々市民の森 (5♂,205,4.24).

Dolerinac ス千ナ′V｀チ即

5 ar9rtattw9riArh ナガスギ井″Vミチ

際 記録]平塚 (1♀ ,2006.4.18,2♀ ,2Ch 5 4);折立 (2♀ ,2006428)i神 々廻 (1♀ ,200554),神 廻々市

民の森 (1♂,2005,4.8, 1♂,20“.424);復 (2♀ ,20065,1);谷 日 (1♂,20∝ 48,4♀ 3♂,201X5420,

[ノ ー ト]本亜科はツクシ′ソミチ亜科あるいはムギ′vミチ亜科とも呼ばれるが,本亜科をシ舛′Vミチ亜科に含む分類体系

もある。ここではD滅脇弓b″酒 の 2属を独立した亜科として扱つた。ナガスギナ′ソ チヾはスギカ′Vミチによく似て
いるが,体色は黒で体はより大型で長い.食事のスギナの生える道端や車原に見られるが,千葉県ではスギナ′Vミチょ

り分布地・数とも少ないようである.市川市の記録 (須田,2C8)でaヵ明ψ■としたものは本種である。

6.ar9PT4fsip,れ】炒
'閉

Kiuオ スグロノVミチ

陽集認刺 甲啄 (2♀ 3♂,2(溺,46;1♀ ,2C筋,5.4;

l♀ ,2CX3,7.3, 1♂ ,201b,915; 1♀ 2♂,2007.3.23)

♂,2006.5,4,1♂ ,2007.323);折 立 (1♀ ,2mS.4,14;
4,8);神々廻市民の森 (1♀ 1♂,20“.48);木 (1♀

1♀ ,20CX5.5,22;1♀ ,2006.6.1,1♀ 1♂ ,2014.6.17;

;手賀沼畔 (2♂,2005.46;1♀ l♂,20∝,4.18, 1♀ ユ
1♀ ,2056.6;1♀ 1♂,2006.4.28);1申 力廻 (2♂ ,2005,

2♂,20064.li l♀ 1♂,郎 ,4.22, 2♀ ,20065.5; 1
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♂,20∝.524; 1♀ 1♂,200662;2♂ ,201j7322);復 (2♂,205,61,1♀ 1♂,2005102;2♂ ,2016.321;

2♂,20644,1♀ 2♂,2006,417,1♀ 1♂,2006.51,1♀ 1♂,2006.521,1♀ よ♂,201b.614;1♂ ,20∞,9,19),

谷田 (2♂,20∝ 48, 1♀ 1♂,20∞ 426; 1♀ 1♂,2006512, 1♀ 1♂,2006´ 921:2♀ 2♂,2007.326).

[ノート]雌の胸・腹部は黄褐色中心の体であるが,雄は全体黒色をしているのが和略の出来である。成虫はスギナの芽

が出る3月 下旬から初夏にんWすて食車のスギナ付近に発生しているが,秋季にも少ないながら発生が見られた。草原・

畔道・道路際などに生えているスギナに春季には癖が沸くように群れ飛ぶ光景を目にする。興味深かつたことはある梨

園の回りに群生しているスギナにはまつたく見られなかったが,その続きの畑際には多数の成虫が見られた、恐らく梨

国で害虫防除のための農薬散布を行つたことでこのような極端な光景となったようだ。神々廻市民の森は正面口前の開

放域にいたもので,スギナの見られない林には所沢ふるさとの森を含め見られなかつた。また、開放域置ありながら白

井市運動公国内と神崎ナ1隆洋小池橋付近には見られなかつた。

7.a疵解 翻 γ泣拗腑 R Smih スギ)′ Vミチ

籐 記録]手賀沼畔 (1♂,2th.4.18);折立 (1♀ ,2006.428);神 々廻 (1♂,2005.4.8);復 (1♂,2006,4.4;2

♀,2006.4.17,1♀ ,2006.51)1谷田 (1♀ 2♂,2CX16.4,8,2♀ 2♂,2006.426;1♀ ,2GX5.512,1♂ ,21X16.426),

[ノート]本県に見られる2種のこの仲間では大型の黒いスギナを食草とするハバチの内の1つである.ナガスギナノソミ

チに似ているが,本種は多少金属光沢を呈している.畔適や休耕田で見られたが,今般の6調査地ではナガスギナ′∨ミ

チとほぼ同じくらいの乞まであった.

8.a滋″

"肋
疵肋魏的RohHg フタホシアVミチ

聴 記録]平塚 (1♂,20",3");復 (1♀ ,2006,4.1の ,谷田 (1♂,知∝ 48).

[ノ ート]本種に近似のグループに胸部が赤色である種や体が青色の金属光沢を示す種がいるが,白井市の今回の調査で

は未発見に終つた,雄の同定は難しいため多少?がつく,本種の幼虫はスズメノカタビラを食べる。

9.励那 の9防切町,9b3・cvab・ ωh肋⑬ ヒメムネアカ′Vミチ

際 嗣 鞍   (2♀ ,2006.418);平 賀深糾F(3♀ ,201b.4,18, 1♂ ,21X17323).

[ノート]野外では久種のカタアカスギカ′▽ミチと区別ができないが,雌は胸部の赤色の斑紋で識別できるが,産卵管の

形氏 特に太く幅広いので明瞭である.共に食草のスギナの生えた田園の畔道・沼際の小道で採集した.千葉県では次

種が極めて多く発生しているのに紺し,本種はかなり発生が少ない.

10.丘諺 μ 解陶効期防 加成 泣滋 保れ脚の  カ タ アカ ス ギナノVミチ

聴 記録]平塚 (3♀ ,2006.4.18, 1♀ ,2CX4.541,手賀沼畔 (1♀ 1♂,2m546, 1♀ 2♂,2006.4.18; 1♀ 1

♂,2006.5,つ ;折立 (2♀ 2♂,2005,4.14; 1♀ 1♂,206.4.28);神 廻々市民の森 (1♂,20%.424),木 (1♀ 3

♂,2006.4:め ,所沢ふるさとの森 (1♀ ,2CX4.4.22),復 (1♂,2006.321,1♀ ユ♂,2CX6.4.4,1♀ 2♂,21X5,417;

1♀ 1♂,2006.5。 1);谷日 (2♂,郷∝ 48,2♀ 1♂,2006.4.26;2♀ 1♂,2CX6.5,12;2♂ ,2007.3261i神 崎ナ||

左ヂシ!常切衛付芝こ(1♀ ,201b.420。

[ノ ート]3月 下旬から5月 中旬まで,食草のスギナの付近に見られたノ▽ミチである.千葉県内ではところによつて異常

に多く,雄が群飛していることがある。前胸背板が赤褐色である以外は殆ど前種に似ていることからヒメムネアカ′Vミ

チモドキといわれていた種であるが,その部分が黒色になっているものもいる。雌の産卵管は細長い.

NglBtitte ヒゲナガ′V｀チ亜科

■.0崩ぬ評薔正帥 �的  クシヒゲ′Vミチ

躁 記録]折立 (1♀ ,2005。 9,121;神々廻市民の森 (1♀ ,20066.24).

[ノート]本亜科はヒメ′Vミチ亜科とも呼ばれる.本種の幼虫インミラ類を食べて育つ.春季出現個体と夏・秋季出現個体

では翅の曇り具合が異なつている。今般は見つからなかったが,本種の雄の触角は複数の枝状に伸びて櫛のように見え

ることがこの種の出来である。

12.勒 鰍ダう激協 D�陵麓 キイチゴヒメハバチ

膀鰺誦融剥 復 (1♂,21S.4.14)。

[ノ ート]手持ちの千葉県の記録を見ると4月 ヽヽ から9月 中旬まで出現している,

13.Nminaesp■  ヒグナガノVミチ亜科の1種

際 記録]神々廻市民の森 (1♂,2006.3.271.

BlerrlocttpinaC マル V｀チ醐

14.Dめ 滅 漸 効 悶 pFimEi・ 9仙的  イ ′Vミチ

朧 記録]平塚 (2♀ ,201b.4.18,3♀ ,20065,22);折立 (2♀ ,2006428),神々廻 (1♀ ,2CX3 4.241;白 井市運

動公園 (1♀ ,205424J;木 (2♀ ,205,■22;1♀ ,20X.5.5;2♀ ,21X4.5.24J;復 (2♀ ,2006.4.4,2♀ ,2006.

4.17, 1♀ , 2αI.5.1),考黎田 (3♀ , 2006.48; 2♀ ,2CS.426, 1♀ ,2006.525).

[ノ ート]本亜科はシモツクノVミチ亜科とも嘲まれる。本種はすべて4～ 5月 に記録した.秋季にも色彩の異なるものが

出現するというが千葉県ではまだ確認していない.本種の幼虫はイグサ類を食べる.

15.め 盟加∫肋鰤,9甑切)ル イスアカマノレVミチ

陽集認刺 復 (1♀ *,2006.9.19.
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16.2叩 切 整 鍬 期 即 iGpTOgSi ヒ ゲ ナ ガ ク ロ′Vミチ

陽礫剤録]平塚 (1♀ ,2006.54);折 立 (1♂,200559);白井市遭動鋼司 (1♀,2005.5,261;神 々廻市民の森 (1

♂,2005.5.41i本 (2♂,20065.5).

[ノ ー ト]白井市では雑木林の下草や草原に生えている食車のアマ ドコロ・ナルコユリなどの付近で確認された。千葉県

内では各地に分布していると思われるが,個体数はあまり多くないようである。

1■ 虎瑠粉m知簡′卵 監肺鷹  ムネアカキアシノ▽ミチ

謗集認囀 平啄 (1♂ *,2CX4.5,41.

[ノ ー ト]筆者はムネアカキアシ′Vミチではないかと同定したが,正確を記すため専門家の同定を得た,

18.晟効切η戯り耽剪8閉 0山副Ю タマノアシガタノ▽ミチ

陽麟零謳剥 木 (1♂ *,2067.11).

[ノ ー ト]筆者はウマノアシガタ′Vミチではないかと同定したが,正確を記すため専門家の同定を得た.

1身 乃服漸渤熔ヵ伊 伽 TabiciusJ ヤチダモ′Vヾチ

隊 記録]神々廻市民の森 (1♂ *,2006.3271.

20 BttЩ団輿)�缶Sp.1 マ′レVミチ亜科の1種

際 記録]折立 (2♀ 1♂,2006.3夕);神々廻 (1♂,2006.327);白 井市運動公園 (3♀ 2♂,2006.327);所沢ふ

るさとの森 (2♀ ,2007.32);谷 日 (1♂ ,20".326).

21.BlmomapiMesp.2マ ノレV▼理職の1種

隣 記録]平塚 (3♂,205,4.18;5♂,207323);谷 田 (3♂,2007,3.20.

[ノ ート]シモツケマノレ▽ミチと思われる種

22.B障Ⅸ題Щ測随ψB マ′1/ハバチ亜科の1種

際 記録]神 廻々市民の森 (1♂,2006.4.241.

23.BImoma誠慶 sp4マノレVミチ亜科の1種

籐 記鰯g耳義素(3♀ 2♂,20m.52と ,2♂,2臨 61).

[ノ ート]クサイチゴの葉にいたもの.

AHantinae ハグロ′Vミチ亜科

24.旭励加版効傍∝SmihJア グ`ロ′Vミチ

醸 記録]平塚 (1♀ ,2005.8.S,1♀ 1♂,2005,8.18,2♂ ,2006418,1♂,2006.54,1♂,20∝,522,1♀ ユ

♂,206.6.17; 1♀ ,2006.7.3; l♂ ,20067.22,1♂ ,劉皓 9.15),手賀沼畔 (1♀ ,2CS,5.4; 1♀ ,2006617;ユ

♀,2006.■ぬ ;折立 (1♂,20“,4.14;1♀ l♂,2m5.5,9,1♂ ,2005,6.6,1♂ ,20筋.7.28,1♀ 1♂ ,2005,8.14;

1♀ 1♂,2059,12;1♀ l♂,20“ 92),1♀ ,知510,12, 1♀ ,200510.21, 1♀ 1♂,201b.428; 1♀ ,2断.6.20,

1♂,206.714, 1♀ ユ♂,知∝.8271;神 廻々 (1♀ ,2005.5.26,1♀ ,2006.424i l♀ ,21X4,7.13);白井市運動公

園 (1♂,205,7271;木 (1♀ ,2005.8.8;l♀ よ♂,201b,9.19,1♂ ,206.4.22;2♀ ,205.5,5;l♂ ,2006.5.24;

I♀ l♂,206619, 1♀ 1♂,2014.7.11, 1♀ ,205.7.261,復 (1♀ 1♂,2005.7.21; l♀ ,別
“

8.4i l♀ 1♂ ,

2005.8.17; 1♀ ,21D5.10.2, 1♀ ,205■ .1, 1♀ 2♂,朋 .4.17, 1♀ 1♂,駈 5.1, 1♀ 1♂,瓢 `&14i l

♀ 1♂,2006.9.3;1♀ 1♂,21X4,9,19;1♀,20∞ 10.16)i谷田 (1♂,20∝.426;1♀ 1♂,21X6512;1♂,2006

5.25, 1♀ ,2006.6.28; l♀ ,20∝ .■ 15, 1♂ ,206.猛29, 1♂ ,2006.8.10, 1♀ ,21X6.822; 1♂ ,20069.5,1

♀ 1♂,知∝,921,1♀ ,2006.1010);神 崎川左岸小池橋付近 (1♀ l♂,20笛.4.26,1♀ 1♂,20∞.512,1♀ ,2CXXS,

5,25, 1♂ ,2006.6,7; 1♀ 1♂,2CX4.628,1♀ ,知∝,7.15, 1♀ ,2006.7.29,1♀ ,21Xb.8.22; 1♀,201b921).

[ノ ート]年に5～ 6世代の発生が見られる種■ 4月 中旬から■月上旬に力ヽすてほぼ絶え問なく目撃された。畔道や川

縁・車間に生えるスイパ・ギシギシ・イタドジなどの食草付近を弱々しく飛んでいる,この食草にはかなり幼虫を見掛

けることも多く,時 殆々ど食害されているのを見掛けた。開赦域の各調査地で普通に目撃したが,森淋部では食車がな

いためまつたく確認できなかつた。雑木林を伴う調査域ではすべてそれ以外の開放域での記録である,

25旭肋 体 ヵ屯p解 解ravG飾 リ  タデ′ソミチ

醸 記録]平塚 (1♂,2005.8.5;1♀ ,2006.6.17; 1♂ ,20“.95);折立 (1♀ ,205.6.20);神 廻々市民の森 (1

♀ 2♂,ス筋,624),木 (1♀ ,2006`619,所 沢ふるさとの森 (1♀ ,別随 5.24);復 (2♀ ,2006.6141.

[ノ ー ト]食車のミゾノバある日園・湿地やその近くで見られるノソミチで, 5～ 6月 と8～ 9月 に出現している。

26.267?物肋

"猶

勿 彦確Ctta遭o ウンや ▽サ

朧 記録]平塚 (2♂ ,2CX4.4.18).

[ノ ー ト]食樹のウンギは耕作地や雑木林の林縁部に見られるが,調査期間中で確認できたのはこの一例のみだつた,千

葉県では3月 下旬から5月 中旬に力Wナて出現を確認しているが,北部の下総台地はあまり多くないが,南部の房総丘陵

にはかなり普通に見られる。

27.地筋肋,"脇力仰剛ω セグロカプラ′▼ラ

肋朋筆酸剥 平塚 (1♀ ,2CD5 4.6, 1♂,2005,11.2; 1♀ 2♂,2006.418, 1♂ ,2Ch 5.4i l♀ l♂,郷%.5.22; 1

♂,2006.6.1,1♂,206.7.3;1♂ ,20∝.915;1♀ 1♂ ,21XXS.10.21),手 賀沼畔 (1♀ 1♂,2006,5,4;1♂,21X6.

5.22,1♀ ,20∝ 61,1♀ ,20067.22),折立 (2♀ 1♂,200S.5.9,ユ ♀,2005.5";1♂ ,2005,6.6,1♂ ,20“ 10.12;
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1♀ 1♂,20“.10,21; 1♀ ,2005.11.5, 1♀ ,2006.4.28;1♀ ,206.620),神 廻々 (1♀ ,2005.5.4;I♂ ,2005,526;

1♀ 1♂ ,2CX6.424, 1♂,2006.6.4, 1♀ ,20∝ 7.13,1♀ ,2006,910;1♀ ,2006.9,28);白 井市運動公園 (2♀ ,

20055,4;1♀ 1♂,2∞5.5,26;ユ ♀ l♂,20∝ ,424, 1♂ ,2006624, 1♀ ,2006928);神 廻々市民の森 (1♀ ,

2005.5,4; 1♀ 1♂,205.5.26; 1♀ 1♂,200_S,1014; 1♂ ,20510.23; l♂ ,2005,■ 8: 1♀ ,2臨.4.24; 1♀ 1

♂,21X664; l♂ ,2006.6.24; 1♂ ,2067.13; 1♀,206.87; 1♀ ,2006910, 1♀ 1♂,2006.928);木 (1

♀ 1♂,2005.10.20; 1♀ 1♂,2005.■ .4; 1♀ 1♂,200641盪 ; 1♀ ,200655; 1♀ 1♂,2鵬 .51熟 ; 1♀ ,2006

6.2; 1♂ ,206.6.19, 1♀ ,2断,726; 1♀ ,21X3.9.4; 1♀ 1♂,200610.8);D鵬 るさとの森 (1♂ ,2005.8,8;

1♂,2CX15.819, 1♀ 1♂,�5,9,19; 1♀ 1♂,2005,10.20, 1♂ ,206422, 1♀ ,21X355, 1♂ ,2CXX5 6 2; l

♀,2006.6.19; 1♀ ,2006.7.H, 1♂ ,206.726; 1♀ ,2006.9,4; 1♀ ,205,10,8);復 (1♀ l♂,2005.61; 1

♂,2嚇.8.4; 1♀ 1♂,20058.17, 1♂ ,21X15.10.2, 1♀ ,200651, 1♀ ,21X4.521, 1♀,2057.2, 1♀ ,2006.

9.3;1♀ 1♂,20∝ .10.161i谷 田 (1♀ 1♂,2006.4.26,1♀ 1♂,20065,12,1♀ ,2006525;1♂ ,20∝.6.7,1

♀,20∝ .6.28, 1♂ ,知∝,7.15: 1♀ I♂,2006.7.29,1♀ 1♂,2006.8.10;1♂ ,2006.9.5;l♀ 1♂,2006.9.21,

1♀ 1♂,2006.1010,1♀ l♂,200610.26,1♀ 1♂,2006■ 13);神崎ナ|1左岸′よヽ池橋付近 (1♀ ,20“,426;l♀ ,

21X6.512;1♂ ,2006.10.261.

[ノ ート]年に複数日発生するノV減で,4月上旬から11月 中旬まで長期にわたつてごく普通に見掛けた,農耕地・道端・

草原・森林の周辺と調査地の全ての場所で生息の多・少はあるものの確認された,幼虫の食草はイヌガラシ・アプラナ

類であるが,野生のアプラナ科の葉を食べて育つので,野菜に大発生することは少ないという.食草外の林縁部のクサ

ギには良く集まつていた。

28崩,Йα】密力″瑠耐d段拇m イヌノフグリノソミチ

隣 嗣 平塚 (1♀ ,2005.4.6,2♀ 1♂,2006418;1♂ ,2006.5,4,1♀ ,2099,15);折立 (1♀ 1♂,2∞5414;

1♀ ,2005.5,9,1♂ ,2005.5,27,2♀ ,2005,923;1♂,205.10.12,1♀ ,20“ .1021,ユ♂,2006.428),ネ申々 廻市

民の森 (1♂ ,2005.4.8);白 井市運動公園 (2♂,2005.5,4; 1♀ ,2005.1014);木 (2♂,2005919, 1♀ ,2CX4 4.

1; 1♀ 1♂,2006.4.22J;復 (1♂,20“.10.2, 1♂,2005,■ .1; 1♂ ,2016.417, 1♀,200651, 1♀ ,2006,9.19;

2♂,2006.10,16; l♂,2CS il,16);谷 田 (1♀ 1♂,20∝,9.5; 1♂ ,2007,3.261.

[ノート]千葉県における本種の出現潮間は3月 下旬～6月 上旬・ 9月 ktl～■月中旬に見ら身転 夏季には見られない。

基本的には農耕地・道端・草原・林縁部などのオオイヌノフグリが生えているような明るい場所に見られ,調査区域の

手賀沼縁・神崎川縁と森林部には見られなかつた。なお,復で訥録した内の 1♂はボタンポクフウの花上で採集した。

29,独筋肋懸鯉秘鶯明ぬJ歯剛割 カプラノソミチ

働聯筆蒟咽平塚 (1♀ ,21M.5.4,1♀ ,2CX6.72211♂ ,2006.10.9,折 立 (1♀ ,20064.28),神 々廻 (1♀ ,20051023;

1♀,2CXX5.8,7,2♀ ,2006.928);白井市運動/AM (1♀ ,20∝,7.13);神々廻市民の森 (1♂,205,10.14,1♀ ,2006.

6.24J;木 (1♀ ,200510.20, 1♀ 1♂,20066.2,1♀ 二♂,20066.19i l♂,200610,8)i所沢ふるさとの森 (1

♀,20%.7.11);復 (1♀ ,2CXX5,6.14;1♀ ,205,7.2, 1♀ ,2KX4.93; 1♂ ,2006.9.19, 1♀ l♂,20061016),

谷田 (1♀ ,20縣 628;1♀ ,劉勝 7.15,1♀ 1♂,205,729,1♀ ,205.810,2♀ 1♂,20筋 .8,22;1♀ ,20髄 .

9.5, 1♀ , 21Xh.921, 1♀ ,2006.10.10, 1♀ , 2006.10.261.

[ノ ート]4月下旬～10月 下旬に力ヽす確認された′ヽバチであるが,大量に発生しているところは見られなかった,本種の

幼虫I獣日のダイコン・カプなどアプラナ科の栽焙野菜を主食草としている嫌われものである。したがつて,畑作部・市

民農園・道端などで確認された。なれ 本種に近似のニホンカプラノVミチは今般の調査区域では見つからなかつた,

30.則紙胞翻翻 sy腕柩,ヮ雷徴 団 attJ チ ヤイ ロ′▼ ミチ

陽集認刺 復 (1♀ ,2CX5.5.21).

[ノ ー ト]騨 記録を見ると5月 中心であるが,初見は4月 下旬・終見は7月 上旬となつている。また,秋に2

世代目が出現することもあるが,筆者は 1♀のみ 10月 上旬に記録している.なお,本種の雄は極めて少ないというとお

り,筆者は見つけたことがない。幼虫はヘクツカズラを食すが,筆者の調査コースにはあまり多く生えていなかった。

本種は過去にキイロノ▽ミチ・アメイロ′∨サ の和賂を使つた報告もある,

31幼ヮjα sp l

隣 記録]折立 (2♂,2006.324)i神々廻市民の森 (1♀ 3♂,2a154.8,3♀ (1♀ *}2♂,2005.48);復 (1

♀,20∝.44).

[ノート]折立と復の採集はノイバラにて,

32励甲可α sp2

朧 記録]神々廻市民の森 (1♂ *,2005.4.8),

33 rr9prb¢ ′セstt sp.1

防集認刺 神々廻 (1♀ ,2006.4241.

Tenhredoninae ′vヽチ亜科

34.″ 励 ,力仇
"σ呻  ウラシマツクノ▽ミチ

働聯猛閻ヨ平塚 (1♀ 3♂,2006418);復 (2♂,20餌.4.1の 。

[ノ ー ト]雑木林の林床部や林縁部などに食車のウラシマツウが生えている場所に見られる′ツサ であるが,この調査で
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見掛けたのはこの2例のみ。このことは林の多様な下草の保全状態が余り良くないことを示す一例のようでもあつた,

35C97bpsttη餌
'鉗

Takaxhi フトコシジロ′Vミチ

際 記録]平塚 (1♀ 2♂,2006.54);折立 (2♀ 2♂,2006428);神 廻々市民の森 (1♂,2006.424).

[ノ ート]日本令十に産する普通種といわれるが,千葉県内では見掛ける機会はあるもののそれ程各地に多く分布してい

るとは思えない。これまでの記録では4月 中旬～5月 中旬までの間に出現している.幼虫はキイチゴ類を食草としてい

るが,折立ではモミジイテゴの回りで採集した,日本には本属のハチが4種証餌されているが,千葉県での記録は本種のみ.

36カリ就盟力抱硲偲SmidlJ クロムネ′∨ミチ

際 記録]折立 (1♀ ,2005527);谷 田 (1♂ ,20065,12).

[ノ ート]千葉県では農耕地周辺から丘陵地まで広く分布しているようであるが,決して普通には見つからない。白井市

でも今回の調査でたった2頭しか見つからなかつた,筆者のこれまでの県内の記録は5月 上旬～下旬である.本種の幼

虫はカキドオシを食べて育つ.

37.丘騨効町琺9ηttω嘲  ヒゲナガ′Vヾチ

麟 記録]折立 (1♂,2005.5271;復 (1♀ ,200FD.521).

[ノ ート]一見すると前種のクロムネ′▽ チヾに酷似しているが,本種は名前の通り触角が長く,特に雄では偏平で前翅の

長さよりも長い.ク ロムネノVミチょりも明ら力ヽこ少な町絶 である.幼虫の食草はスミレ類である.本種は過去にムナグ

ロキノVミチの不「賂が用いられたこともあつた。

38財施鳴残
"ψ

政お ns�h ッマジロクロノVヾチ

鰺観覇酸剥 平塚 (2♀ 3♂,2006.54, 1♀ ,2005.522);折立 (1♀ ,20055.9, 1♂ ,21X4.428);神々廻 (1♂ ,

2CXX5 4 24);神 々廻市民の森 (2♀ ,2005.5.4,2♀ ,2005,526;2♂ ,2CX4,424i l♀ ,2006.6241;復 (1♀ ,2CX3.

5.21),谷田 (1♀ ,20065`12).

[ノ ート]黒い体に噛珈 角の先端と河嶋板に白色部分をもつ本属では大型に属す′Vミチで, 日当たりの林縁部に見られ

る食草のニフトコの葉上やその付近を飛翔しているのが見られた。千葉県では平地から丘陵地に広く分布しているが,

雄は4月 ■tl～ 5月 中包 雌は4月 中旬～6月 中旬に見られるが,神々廻市民の森で確認した6月 24日 の記録は異常に

遅いものである。近県の山地では夏季の出現もあるが,千葉県ではこの時期の出現はない.本属の日本種は約25種記録

されているが,学名未決軸 存在する.千葉県内の分布記録|ま未完減てあるが,恐らくЮ腿 生息していると思わオしる。

39卵 ηめ孵戸,R Salih オオクロノ▼ミチ

醇贈諾融剥 平塚 (1♀ 3♂,2CX4.418;2♀ ,206.5.4,2♀ 1♂,2Ch 522,2♀ ,200661);木 (2♀ 1♂,21X4
5.24; 1♀ ,20∝ 6.19);復 (1♂,213.4.17; 1♀ 3♂,知∝.5.21);谷 田 (1♀ ,2006.4.261.

[ノ ート]前種とともに本属では大型の極■ 食車もニフトコである。しかし,分布状況は微妙に異なつており両種の混

生地は見られなかった。千葉県では通常雄は4月 ■tl～ 5月 くヽ,雌は4月 中旬～6月 上旬に見られる.

40.胞確物嘘
"力

漸Pd耐歯双� アカアシクロノ∨ミチ

朧 記録]折立 (2♀ 1♂,205428),
[ノート]本種はヨクロ′Vミチの単なる脚の赤色化した変種とする考えもあるが,これまでの採集例を見ると特定地では

固定的に集日で見つかることから月:願として取り扱つた。

41,効 μね確Wn smidl クロ′▽ミチ

際 記録]折立 (1♀ ,2006.4281;神 廻々 (1♂,205.54;1♂ ,2006.嘔め ;白井市運動公園 (1♂,2CXX5,4.24);

復 (1♂,200641の :谷田 (1♂,2006.4.26).

[ノ ート]千葉県では雄は4月上旬～5月 セ旬,雌は4月 中旬～5月 中旬に見られ 夏季には出現していない,幼虫の食

草は未耕作地・草地・林縁部などに生えているノイバラ・ヤプイバラである。

42.財確判嘘
"′

脇肋諺,Takani マライセクロノVミチ

醸 記録]平塚 (2♂,21Xh.418);折立 (1♀ l♂,2005.4.14;2♀ ,205428);神々廻 (1♀ ,205,424);白井

市運動公園 (1♀ ,知
“

.4,24);神 々廻市民の森 (2♂,205.4.8;2♂ ,2006.424);木 (1♂,2CXX5,4.22);所 沢ふ

るさと蛛   (1♀ ,21X3422),復 (1♀ 1♂,2006.4.17, 1♂ ,2縣.5,1).

[ノ ー ト]白井市には本種の幼虫の食車のイボタやネズミモチは各地に見られたが,その割に成虫はあまり多くなかった.

43卵 rrmirtrn smidl コクロノVミチ

膀誹載観]平塚 (1♀ ,2006.418);折立 (1♂,釦
“

414,2♀ ,20∝.4.28),白井市運動公目 (1♀ ,2005.5.4;1

♀,2CM 4241,神 々廻市民の森 (1♀ ,20“ .48,1♀,200554;2♀ ,20∝.4.24);木 (2♀ 2♂,2054.22, 1
♀,知鮨,5.5)i復 (2♀ 2♂,郷∝.417);谷田 (2♀ ,200648).

[ノ ー ト]本種も千葉県では4月 上旬～5月 中旬にかけて各地に見られるクロノVミチt成 虫は幼虫の食草のイボタやネ

ズミモチの回りを飛んだり,葉に止まったりしている.

44.虎渤摩胞面 s斜2お hmLnta シオンキモンノVミチ

肋隣覇蒟咽平塚 (3♀ *1♂,2006418,1♀ ,21X6.5つ ;白井市運動公園 (1♀ ,20“ 4t24J;谷田 (1♀ ,206.512).

[ノ ー ト]日本のキモンノ∨ミチ (シマノ▽ミチ)属の分類は未完成で約 30種記録されているが,実際には70種以上が分布

していると考えられるという (吉田,20随)分類の難しいグループである。これまで千葉県産の数種を同定してもらっ

ているので一部は名前を付けられそうであるが,それでも同定が難しい。今般,更tC慎重を記し専門家の同定を得た。

本種の幼虫は野生のキク科のアキノキリンソク・ホウキギク・シラヤマギク・ヨメナなどを食草としている.
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45,効胞撤ぬれ即めガ
'Incxlaata

D慾覇凹剌 平塚 (1♀ ,2006.522);神 廻々市民の森 (1♀ *,20CX5 4.24),復 (1♀ *,200651),谷 田 (1♀ *,

2CX3.4.26).

46.■的助И癒�S οttr22Ji l1011k4ta オクタニキモンノVミチ

醸 記録]平塚 (1♀ ,2006.418, 1♀ *,2006.54);折 立 (3♂,21S.428);神 廻々 (1♀ ,206.424);木 (1

♀,20064.22);復 (2♀ (1♀ *),21XX5.4171,谷田 (2♂,2014.48;1♀ ,200fj 420,

[ノ ート]空地・道端・農耕地な島 幼虫の食草であるヨモギの生える場所によつてはかなり多数の個体が見られる種の

ようである.本種はヨモギシマ′Vミチとも呼ばれる。

47.乃湧りヵ腕 sp■

際 記録]平塚 (1♀ ,知∝ 418, 1♀ ,2006.5.4)。

48.Яttρ撤曲 Sp 2

際 記録]平塚 (1♂,20砥 4.18).

49乃乾〃櫛 Sp.3

麟集認刺 復 (1♀ 1♂,205,4,17;1♀ ,郷∝ 5.1).

50.助 胞抱�S ψ4
際 嗣 磁   (1♂ ,205,418; 1♀ 1♂,2006.5.4).

51.Sカカ∫初η,,的 コシアカノVミチ

醸 記録]平塚 (3♂,2006.418).

[ノート]日本tし札属のノVミチは6種記録されているが,千葉県には2働ケン朽ヱ釘密認している.本種は北海道・フロヽHに

分布する種であるが,千葉県内の記録は少ない。東京紳いの皇居にはかなりの分布が確認されている.

52物粉″力創
"Maan 

コシァキノVヾチ

際 記録]平塚 (1♀ 2♂,如価 5,4;2♂,2006422);折立 (1♀ ,2005.59;l♀ ,2005.527;2♂ ,20X428);
神々廻 (1♂,21X3,424),木 (2♂,200655);復 (2♀ 2♂,2065111♀ ,21X3.5,21);谷 田 (1♀ 2♂,2006.

4.26;1♀ ,2006.525).

[ノー ト]千葉県の本属のノVミチでは最もよく見られる種であるが,それでも見掛ける場所も数も少なかった,これは道

端や空き地・林縁部に相時本種の食草となるハコベ・ミミナグサなどが生えている生鋤 ミ少なくなつていることに起

因している。やはり,雑草としての刈り取りでなく,薬剤散布による影響があるものと考えられる.谷田の 1♀ ではマ

ユミに訪花していたものを確認した。

53駒湖拷あ中 Mntt キコシホッノVミチ

隣 記録]平塚 (2♂,20∝.5.4)i折立 (1♀ ,2005,5,9,1♀ l♂,2006.4.28);神 廻々市民の森 (1♀ ,200554);

木 (2♂,知髄.5,5);復 (2♀ ,2006.5.1).

[ノート]黒色の体に黄色と赤褐色斑を備える美しい日立った中型の′▽ミチで,千葉県内では各地でよく目にする種であ

る。本種の幼虫は道端や空き地・休耕田などに生えるハコベ・ミミナグサなどを食べて育つ.折立ではカエデに訪花し

ていた。千葉県では4月 中旬～5月 下旬までの出現を確認している.

54.物″ 陶 あ 襲 即 脚 瘤 c SIniぃ  ク ロ ム ネ ア オ ′Vミチ

陳 記録]平塚 (2♀ ,2CX4 5,4).

[ノー ト]本種は日本全上にやや普通に見られる種といわれるが,千葉県では分布地を数か所確認しているものの探し出

すのはそれ程容易ではない.白井市ではこの調査期間中にただ一例,ウワミズザクラに訪花していたものを記録したの

み.千葉県では雄は4月 中旬～5月 中旬,雌は4月 下旬～6月 上旬までの出現を確認している。寄主植物はネザサなど

のササ類という.ク ロムネ☆☆,▽ミチとぃぅ異おもある.

55.駒材陶わ〃例巌暦n smihォオンマグロノVミチ

陽集記刺 谷田 (1♀ ,2006.5.12).

[ノート]白井市で記録した′▽ チヾ科では最大儀 幼虫の食車はセリやミツバなどであるが,採集した′▼ミチは空き地の

車原のカラスノエンドウに止まっていたもの,

Siricoidea キバチ上科

Siricidae キバチ科

キバチ (樹蜂)科は体がやや円筒形で細長く,翅も細長く,触角が多節で糸汰 産卵管は長く棒状,大型種の多いグルー

プである。ただし,成虫は幼虫時の食物の量で体の個体差が大きく変わる.幼虫は針葉樹の本材を穿孔する種が多いが,広

秦樹を食害するものもいる,成虫の発生時期は種により春季・夏季・秋季とそれぞれ異なる.林の中で弱々しく飛翔するの

を目にするが,立林 ・伐採木置き場・薪置き場・木の電柱などに集まっていることがある。日本には 2亜科 6属 19種が

分布するというが (吉田,206),千葉県では 4属 6種しか記録していない (須田,2003&2CX4).筆者はヒメバヲ噛罠が多く

見られる力の多い樹陰部の調査を敬遠しがちなため,本科の種もあまり集められないようである。キバチは稀に輸入外材か

ら外国産種が発生することがある。

Siricitte キ′ヽチ亜科
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1,励別
"鉤 marlattJ ヒグジロキバチ

際 諏 耳ψ更(2♀ ,2006.6.17).

[ノ ー ト]採集は農家から塀を越えて外の道に飛び出してきたもの.プロック塀に囲まれていたので発生源はよく分から

なかつたが,農家の物置に切り株カイ)醐閉くがあつたのではないかと思われる.寄主材はマツ・モミ。トウヒ・スギなど

であることから林業害虫とされている.

2.蜘 ヵ即ガ
`潜

C SmihJ ニホンキバチ

隣 記録]折立 (1♂,2005,8141.

[ノ ート]スギ・ヒノキ林の道に飛んできたものを採集した

3.ル施 り 朗 閉 初 J/mT7rp O面 囲 い  オ ナ ガ キ バ チ

隣 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,205,6.24);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006621.

[ノ ー ト]雑木林の中の道に飛んできたものとスギの倒木にきていたものを採集した。

Orussoidea ヤドリキバチ上科

Orussidae ヤドリキバチ科

ヤドリキバチ (寄色働峰)科は体が細長く筒型の小型～中型のハチである。触角が頭盾よりも下部の大顎のすぐ上に挿入

されている特徴のあるグループ■ 翅脈は単純で後翅に閉ざされた室がない。本種の幼虫はタマムシなどの材穿孔性昆虫の

幼虫に寄生するという.日 本には 2亜科 2属 7種が記録されているが,千葉県には下記の記録種のみ分布が確認されてい

る.

Ophynopinae トサヤドリキバチ亜科

1.前腹 〃 勉 鶴 協 節 口傲 潮 auS曙脳 け  トサ ヤ ドリキバ チ

隣 記録]折立 (3♂,2006.7.14;1♀ 1♂,20髄.8.41;神 々廻市民の森 (1♀ ,20∝ 713),

[ノ ート]林の立粘木の幹回りを上下に素早く走り回り,少し飛んではまた走り回つていた.本種の前翅には明瞭な暗色

帯があるが,幹回りを走り回る嘲ま翅を閉じて体にぴつたり付けているので,大きなアリのように見える.折立のは立

枯本はヨナラであつたが,小さな虫孔のあるこの枯木にはオナガヒメバチ類も集まつていた。採集した 2♀ 4♂の全て

の慄本にはダニの外部寄生が見られた.

Apocritaハ チ亜目

的nipOidea タマバチ上科

Figitidae ヤドリタマバチ科

タマバチ類については筆者の専門外で基本的には調査をしなかったグループである.昆虫分類学 (平嶋ほ力、 19891によ

ると,タマバチ上科の基にタマパチ科など5科に分類されている。このうちタマバチ科については虫えい (ゴープL/1を専門

としている薄葉重氏 12003)力 弩署堺め滞種リストで 16種 (学名のない 9種を含む)を記録している。

ヤドジタマバチ (寄生四鋤 科の日本産種は 2亜科 2属 2種が記録されているが,千葉県産種の記録はないようである。

1.Figilimψユ ヤドジタマパ知 1種

隣集認劇 木 (1♀ ,2005.■ ,41.

[ノ ー ト]本種については上條す昭博士に標本を送付して,ヤ ドリタマバチ科に属する1種であるとの同定を得た。

Pr∞tot門閾idea クロバチ上科

Sertti dac シリボツクロバチ科

シリボツクロバチ (尻細黒峰)科の日本産種は 10届 31種が記録されているが,専円外の筆者には同定できない.外見で

1ン〕肋 ため類馘種との区別ができないが,ある程度意識して集めた。種の相通点などで自井産のものを 4種に分類できた。

このうち 3種については上條r昭博士に標本を送付して,シジボツクロバチ科に属する1種であるとの同定を得た。

1.SwhiSAsp.1 シリボノクロバチ料の 1種

醐集証錦]木 (1♂,21X3.10.20;復 (3♂,2005,■ .1);谷田 (1♀ 1♂,20∝.10.26;1♂ ,21X3.11.29).

2 Swhidasp2 シジボツクロバチ科の1種

際 嗣 折立 (1♂,2∞5.10.1妙 ;ネ申々 廻市民の森 (1♀ 1♂,2006.9.28);木 (ユ♂,2005.8.19,1♂ ,2GX5.726),

所沢ぷるさとの森 (1♂,2006.10,8),谷 田 (1♂,205.5必 ,3♂ ,206.9.21).

3.Swhidaesp.3 シジボツクロバチ科の1種

陽集認劇 谷田 (1♂,2CXM.810).

4 SwhidEw4 シリボツクロバ効 1種

陽集認劇 谷田 (1♂,2006.主ゆ .

Platygastroidea ハラビロクロバチ上科

Scetionidae タマゴクロバチ科

タマゴクロバチ σ麟 )科の日本産種は 8属 56種が記録されているというが,この科に特定することさえ筆者には困
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難なグループであり,基本的には集めなかつた仲間である。本科はクロタマゴバチ科とも称するようである。

1,Scclionidacsp■  タマゴクロパチ科の1種

跡集認期 復 (1♀ ,知∞.8,41.

2.MIionidaesp.2 タマゴクロバチ科の1種

朧 記録]神々廻市民の森 (1♂,20∞ 821);谷田 (1♂,2006.7,291.

[ノー ト]神々廻市民の森の標本を上條一昭博士に送付して,タマゴクロバチ帥こ属する1種であるとの同定を得た。

Glalcidoidea コバチ上科

Lelnospidae シリアゲコバチ科

シジアゲコバチ 鰤 砂↓ヽ1鋤 科は小蜂というイ中間の中では最も大型■ 後脚の腿節が太く下面が鋸歯状の種類である.和

名の白来朧雌の産卵管が基部から背方に曲がり腹部背面に背負うように溝に収められていることによる.体長は寄主の大き

さで変化する。ドロバチ科のある種に擬態し,前翅は静止の臨 ドロバチ・スズメバチ科のハチのように縦に畳まれる.日

本には 4種記録されているが, 1種,V(重山の固有種iも う1種は小笠原の固有種である.

1.ルT叫ぬ蜘 ツ脚 "Wakg 
シリアゲヨバチ

酵贈誘騨剰 復 (1♀ ,20“.■ 2)。

[ノ ート]JHtO産卵管が長い種t全 国に広く分布.千葉県では5～ 9月 頃はで成虫が見ら鳩 .ノ ブドウに訪花していた。

2.力w叫姑降狐型慶サ前協誌刊孤g オキナワシリアゲコバチ

際 記録]折立 (1♂,2005,9,12,1♀ ,2005923);木 (1♀ ,2006,7.2CDl;復 (1♀ ,2CXX5,9,3).

[ノート]本来暖地旅の種であるが,千葉県内には広く分布,前種より多いようである。前種より黄斑は多く濃色で,雌
の産卵管は短く胸部には全然届かない.採集した 1♂ I意イノコズチ, 1♀はヤプカラシに訪花していた。

的alcididae アシブトコバチ科

アシプトコバチ 僻腺Ψ!嘲 科のハチは調査対象とした体長 5硼前後の個体が多い仲間t体 長 0.2～ 4剛程度の微小種

を中心として構成するコノミチ上科の中では大型の都類の構成科である。本科のアヽチは太くて頑丈そうな体■ 後脚の腿節が

太いコバチであるが,シリアゲコバチ科のように前翅は縦に畳まれず,雌の産卵管は短く鞘に収まり少し飛び出す程度であ

る。チョウロ・ハエロ・ハチロの幼虫や蛹に寄生する。かつての便所に1予u目に寄生する種のアシプトコバチを窓辺に見

掛けることが多かつたが,生活様式の変化と共にここでの発生はなくなつたようだ。日本のこの科の分類はかなり古くから

行われており検索もあるので,この文献により會聟筆が同定した。日本には 5亜科 14属 52種が記録されているが,千葉県で

は文献記録を整理すると3亜科 6属 13種となる。

Brachynlar iinae

l.励暉 aρ拗 ″りarrp・iarrGahall チビアシブトコバチ

際 記録]平塚 (1♀ ,206.6.1);折 立 (1♂,2005.92312♀ ,劉縣,■ 5);神々廻 (1♀ ,20054.8);木 (1♀ ,

2嚇 .11,4).

2.B撒 均 脇 ″ α p撒
均 脇 餅 り 拗 呻  ア カ ア シ プ ト コ ノミチ

麟集澪刺 谷田 (1♀ ,2006.9.21).

[ノ ート]ニクバエ・クロパエ科などの蛹に寄生する。かつては千葉県内でよく見られたようであるが,近年では珍しい.

3 DrryJB"切力ρ翻殉脚隔リカ 【漸αHabu クロァシプトコノミチ

躁 講 剥 甲家 (1♀ ,2C86.1).
4.肋拗 励 枷 F―帥 嘲  キアシプトコバラ

酵麟覇顧剥 。科家 (1♀ 1♂,2005.8.1811♀ ,205.■ .2;1♀ ,錮隔.6.1,1♀ ,2CX4 9.2,1♀ ,21X7.323);手 賀

沼畔 (1♀ ,2006.5,22,1♂,20067.3;1♂ ,2006.9,15)i折立 (1♀,200559;1♂ ,2005.8.14;1♀ ,2005.■ .5)

神 廻々 (2♀ ,2005.526, 1♀ ,20∝.6.4, 1♂ ,2006.8,7,2♂ ,20∞,9.28);白井市運動公園 (1♀ ,20∝,87)

木 (1♀ ,205■ 4,1♂ ,2005.1020,1♀ ,2006.5.5,1♀ ,21X6.6.19;l♀ 1♂,21X39,4;1♀ 1♂,20∝ 108

1♀,2051121)),所沢ふるさとの森 (1♂,2059。 19;2♀ ,2005,11,4,1♀ ,郷∝.10.8);復 (1♀ 1♂,2005,8.17

2♂ ,2005.10.2, 1♀ ,20064.4; 1♀ ,2006.51,1♀ ,20065,21, 1♀ ,2006.614, 1♀ ,2CX/.9,19, 1♀ 1♂,2αる.1016)

谷田 (1♂,2006.628,1♀ ,2006.7.15,1♂ ,2006Я 5,1♂,2006921,1♀ ,2006.1010,1♀ ,2006.1026;2

♀,207.326),神 崎川紳 Jヾ也i翻寸近 (2♂,21X3921).

[ノート]日本各地に分布する種■ 千葉県内の本属では最も多く見られる種である。これまでの県内の記録を見ると,

雄は 5月上旬～■月上旬・雌は 2月 中旬～12月 上旬まで長期にわたつて見られた。多種類のチョウやガ類の蛹に寄生

することから,林縁部・車地・住宅地などいろいろな場所に見られる.

5B胸 弛 四 瘍 αρ 撤 殉 胸
"り

励 加 協 ← 撤 度 溢 )′ uャ ド リア シ ブ トコ バ チ

謗集認刺 復 (1♀ ,2006.1016).

[ノ ート]本種は和略に付けられているとおリハエ (ニクバエ・クロバエ科など)の幼虫に寄生する。

Haltichellinae
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6カ廠 妙 α脇
'誘'''Habu 

イシイツヤアシプトコバチ

際 記録]平塚 (1♂ ,20鮨.92);白井市運動/AM (1♂ ,2CX15 7 2);木 (1♂ ,205,9,19);復 (1♂,2005817).

7.陥翻 カカαた伽ιИ的呻  ツヤアシブトコバチ

防礫素幻日折立 (1♀ ,2KX15.5271i谷 日 (1♀ ,2038221.
[ノ ー ト]谷田の個体の腹部第 1背板右側部にダニが寄生している。

8.力破ガ潮玩協生P餌薇剛耐功 クロウマプラアシブトヨパチ

跡集認刺 復 (1♀ ,2005.7.21)。

Dirhintnae

9.励崩デ解dρ臓肋り勒 ″ S臨。 オニアシプ トコパチ

際 記録]白井市運動公目 (1♂,2005,7271,

Pterglla lida9 コガネコバチ科
コガネコバチ 齢 脚鋤 科の多くは金属的青色・藍色・黄金色・銅色またはその虹彩を有し,極Iミ種では体長僅か 1～ 2

mmpものもいる.基本的には調査対象外としたが,白井市で記録した個体は他のハチを採集した際一緒に毒瓶に入つたもの

である。「日ホ産昆虫総目鈍  (平嶋,19891に は 10亜科61属 lH種が記録されているが,千葉県産の分布種については殆

お調査されていない。アマチュアにはまったく手の出せない仲間であるため記録種を,専門家の上條一昭博士に同定してい

ただいた,

Miscogasterinae

l.?Imppp― 力,励 卜蒟嗚o
D麟覇簡9谷田 (1♂,知∝.1020.

[ノ ート]本種は雌のみで記載され 雄は未記載であるがこの標本はその可能性大という.標本″ま上條博士に畢卜した.

したがってこの標本は上傑博士の研究機関で保管される.

2.膨滅胞′岳熔叩.1

醸 記録]神々廻 (1♂,2005.5.つ ,

Torylnidac オナガヨバチ科

オナガコバチ (尾長小蜂)科の多くは金属的色彩をもつ美麗種■ 多くは正常の脚と幾分長い前胸背板を持ち,雌に細長

こ鴻 醇Fを消つが,雄に無翅幅 もいる。「日鵜 端 目鈍 (甲嘘 1989)には 3亜科 12属 42種が記録されている.本

科の採集も意識的に探し得たものでなく,偶然採集したものである。

Toryninae ォナガコバチ亜科

1.珀ヮ脇悶sp■

陛判菓証班翻 平彰驚(1♀,郷 .6.17).

[ノ ー ト]本種は先に千葉県夷隅郡大榊 した 1♀ を■fa―昭博士に肋ッ囲早と同定してもらヤ溺睦 記録した

額 田,2008)も のと同種である。

Perilattidac マ′
"ヽ

ラコバチ科

マルハラヨバチ (円腹小蜂)科は頭・胸・腹都とも丸みが強く,ある種のハエかマルセイボウに似た形態をしている。「日

本産昆虫総目甘馳 (平咤 198の には 1属 ユ種の記録のみであることから,恐らく日本産種の分類はまだ手付かずの状態の

ようである.■Th一昭博士の同定を得た標本には*マークを付した.

1.′♭胡肋喝Ptt ψ,1

際 記録]袢々廻 (1鋭 *2005.5,4;1∝ 2054.241.

[ノー ト]男1醐 した山梨県市都留郡河口湖町天上山の 1臥 顔 田,2CX18)も 同種である。

Eulophidac ヒメコバチ科

ヒメコバチ ∽ 脚9科 は体長僅か 1～ 3 1ulllほど硼レ∫く種が多い科■ 標本としたものは他のフヘチの採集時に紛れて毒瓶

に入れてしまったものである。「日本産昆虫総目鈍  (平嶋,19891には 5亜科 32属 128種が記録されている.記録した自

井市の慄本は上條一昭博士の同定を得た。

Elachertinae

l.れ力 働 朋 閤 力 即 肱 閣 g爛 鷲 廟 0 キ ン イ ロ ホ ソ コ バ チ

醇購零融剥 平塚 (1♀ ,2007.3.21).

Ihetmonoidea ヒメバチ上科
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□肺囲膊nidae ヒメバチ科

ヒメバチ (姫蜂)科は体長教m鋤 !ゞ動 らゝ体長 40 mmを越す特大種まであり,オサガバチで,湿uFB4給めると itXl耐則

にも達する個体がある。形態は多様であるが,全体的には体・脳卜触角も細長くスマートな形をした種類が多い.次のコマ

ユバチ科のハチ同様,他の昆虫類の幼虫・蛹やクモ類に寄生することから,農淋業上重要な天敵として自然界で大きな役割

を担っている。ハチロ中最大種類数の科で,「 日本産昆虫総目鈍  (平1島,1989)に よる日本産で学名の付けられているのは

23亜科 356属 1邦2種と非常に多い.しかし,この時点のヒメパチ科の種の解明度は僅か 10～50%未満という実態からす

ると,将来は数千種になることが予想されるグループである。もちろA/L態も未知の部分が多い。このため現在発行されて

いる図鑑では一部の種を除き殆どの種の同定は困難なため,全国の地域分布調査は殆ど行き届いていない。つまり,い力斗こ

余裕を持つて専門家に同定をしてもらえた力ヽこよって分布種が明ら力Чこなっている。したがつて,殆どのリストは真の分布

種数が記録数となつていない場合が多い。リストを見ると3つのタイプがある。1つ日は種おが分かつた種類のみジストア

ンプするものく これでもし全面的に専門家の協力が得られたとしても記録種は全体の 10～50%未満の種類数でしかない。

まして図鑑類だけでのリストだとすれ 剤 らく独パーセントし力鞭嘉が判明しないリストとなる。2つ 目は専門家に同定し

てもらえたが,まだ種の解明が途上であるため,種臨は判明しないが属名まで分かりallls ψとして,どのような種である

か大体分かるようなリストである。この場合はほぼ完成されたリストになる。ところがこのリストにも属名も判明しなかっ

た種,専門家の同定をしてもらえなかったため除外した種があり,こオ萌ミ全てではないリストが多いのも事実である.専門

家自身のリストは別として,午凋を力ヽすて多くの専門家の協力をもらって発表したリストはかなり質・量とも確かな記録で

ある.3つ日は種名判明種・属名までの判明種・属落も不明な種の全てを記録したリストである。この場合 どのような種

であるか分からなt酪 もない種の羅則こ抵抗感がある.ま して短期の調査では年月をん斗すた専門家の同定を得られず不明

種が多いリストとなつてしまう。しかし,ハチ類全体のベランスを考えると,種お判明の有剣類のハチと不明種の多い有錐

類を同次元で見る必要がある。つまり,分類研究の進展している有剣類と分類研究翔段途上の有鋒類の現実を `名前が分か

つても分からなくても樫'と して数えるのである。よつて筆者はこの3つ 目のリストを採用した。千葉県にヒメバチ科のハ

チがどれほど分布しているか詳しく調査は行われていない。囚みに「千葉県産動物総目鈍 篠 田,2∞3)では学名判明の

40種 停路までの種を含み65樹 ,用〕|1市自鞠 調査報告書 2003」 顔 田,20041では努 判明の32種 (不明種を

含み 204種)の記録がある,筆者はこの分野は専門外のため,採集も有父1頌ほ♯黎心にH舗を掛けいろいろの生儀場所で調

査していない。特に雑木林内など日陰部の調査は力が多いため短時間で調査を済ませL 日向部に時間を掛けて調査する傾向

がある.白井市のヒメバチ科の生離 認調査もこの影響を受けた結果となった。問題の種の同定であるが,筆者が同定でき

るのは種々の図鑑類掲載の特徴ある種と,過去に小西下働>博士に同定してもらったことのある種だけである。しかし,この

程度の知見では属はおろか,亜科にまでたどり着けなく聰 が沢山でるリストになる。そこで今般は渡辺恭平氏に全面的に協

力していただいた。同定に力斗する年月の余裕がないため,取りあえず亜科までの分類を優先さ七 更に可能な限り属ないし

種の同定をいただいた.一応同定標瀾ま筆者が保存しているが,朝究趾必要な不明の標本などは渡辺恭平氏のもとで今後明

らかにされるものもある。また,一部のグループについては松本支樹郎博士の同定を得た。以下に掲載するリストで渡辺恭

平氏の同定を得た個体に*マークを,松本支樹郎博士の同定を得た個体に#マークを付した。なれ 種のリストアップに当

たつて融雌雄の組み合わせが明確なもの,一方の性でもその特徴から近似種の区別ができるもの,専門家の同定を得て種を

区別したものを基本とした.Fnlulu不明種で雌雄の組合わせができないもの,種としての変異なのか別種なのかが分からな

いものの取り扱いである.この場合,慎重を記して雌を基準に記録した。したがつて,今後雑の同定が可能になつた場合は

迫力日されるべき種もあるがここでは除外しておく.

Acaenitinae ケンオナガヒメバチ亜科

1.挽密 胞 熔 拗 堕 珈 ″ ,Udlida タ マ ヌ キ ケ ン ヒ メ バ チ

幽聯覇蒟幻折立 (2♀ 2♂,20“.620;1♀ ,200CD 7 14,2♀ ,209.8.3);神 廻々 (1♂,20∝ 624i l♂,20樋 7.13;

1♀ ,2CXX5.8.7);神々廻市民の森 (1♀ ,20m.6.24).

[ノート]殆どはヨナラの虫孔の開いた立枯木に集まっていた.白井市で採集した 7♀ 4♂中に 4♀にダニが寄生してい

た。白井市の慄本での同定はないが,他地減の標本で渡辺恭平氏に本種の同定を得ている,本種はこの学名のもとトゲ

アシヒメバチと呼ばれていた種である。

Anmloninac コンボウアメバチ亜科

2,拗∽瀾滅%″甲 肋にChan
際 記録]所沢ふるさとの森 (1♀ *,2006.7.11).

Banhina9 ウスマルヒメバチ亜科

3.卵 肋財漸肱ぬ OChidaJ

際 記録]折立 (1♀ ,2005.4141,神々廻 (2♀ (1♀ *),別筋.4.8);復 (1♂ *,20064つ .

4,効 s鶴←呻

膀集認刺 木 (1♀ *,205,10.8);谷 田 (1♀,錮∝.10.26).

5F」frFdr9dデ渤 物 閉
"帥

S⑤謝 匈 h�  ヒ グ ナ ガ ウ ス マ ル ヒ メ バ チ

防蝶ζ証明]平塚 (1♂ *,2006.5,22).
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6.島朗悶硲=的 9�sUdaidr4イ シカフウスマルヒメバチ

陽集謁劇 木 (1♀,釧脳.5.24);谷田 (1♀ ,2006.5,12,1♀ ,21X3.525).

[ノート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に本種の同定を得ている.

7.B廟 悶 箇 里 盟 鍼 搬 曲 UChida サ ノ ポ ロ ウ ス マ ル ヒ メ バ チ

朧 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2005.5%),

8ゑ就誡鶴p■ ウスマルヒメバチ亜科の 1種

防額覇醐剥 折立 (2♂ (1♂ *),205.59).

9.ItprDar9Psね 弊 ″″肋 ″Mmoi
際 記録]平塚 (2♂ (1♂ *),2006.6.1の ;折立 (1♂,2CX16.7.3).

10.五甲預ぬ塑即む】夢肋CamCV44

防騎需諄剥 折立 (1♀ *,2005,9.郷 ).

Hゑ s側阿幽 翔餌物 鉗 OChidaJ

醸 記録]平塚 (1♀ ,21XX5.■ .2);神々廻市民の森 (1♀ ,2005,■ 14),

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に本種の同定を得ている.

12,豹鍵助滋加町み骸仙I飼�)

睡 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2005526).

働呻opleginae チビアメバチ亜科

13.O咽卿売ぃp.1 チビアメパチ亜科の1種

際 記録]折立 (1♂,2005.10,21);神々廻市民の森 (1♂ *,20“,5.4),復 (1♂,20064.17),

[ノート]脚部は黄赤色部多く,体はほぼ黒色の種.体長は 7～ 9 11ull.

14Q朗″赫αψ■ チビアメパチ亜刑の 1種

閉饒覇妻湖平塚 (1♂,21X4_418;1♂ ,205.9.15,1♂ ,20縣.10.91;折立 (2♀ (1♀ *},2005。 1012:1♀ ,別筋,1021;

1♂,2∞5.115);ネ申々 廻 (1♀ ,205,■ .8);神 廻々市民の森 (1♀ ,2006.9,28);復 (1♀ ,2005,11.1);谷田 (1♂ ,

20∝ 9.21);神崎ナII左岸ィJ地橋付近 (1♂ *,2CM.9.21).

[ノ ート]脚部は黄色都あるが,体はほぼ黒色の儀 体長は 6～ 10111111,

15.DE499PFSp.1 チビアメバチ亜科の1種

躁 記録]平塚 (1♂,20∝.4.10;神々廻 (1♂,2006.4241;白 井市運動公園 (1♂,2006.4.24);神 廻々市民の森

(1♂,20064");木 (1♀ 1♂,2CM.42),所沢ふるさとの森 (2♂ (1♂ *),郷∝.422),復 (1♂,2006.4.17;

1♂,別幡 5,1);谷田 (1♀ 1♂,知∝.4%; 1♀ *,2016.525).

[ノート]腹部に赤色都あり,雌の大顎・雄の脚邸に黄色部がある種.体長は■～13 oMu.

16C籠事plの瞼e spエ チビアメバチ亜科の1種

際 記録]平塚 (1♀ *ユ♂,20“.4.18),折立 (1♂ *,20“ ,428),神々廻市民の森 (1♂,205.5,4),白 井市運

動公園 (1♂ *,20∝ .4.241.

[ノ ート]DB7/P9ψ■に近似.雌の大顎は黒色,雄の肩板は黒色の種 体長は 9～■llull.

17.COc/pleginae sp.2 チビアメバチ亜科の1種

朧 記録]折立 (1♂ *,2CX4.4.28),白 井市運動公園 (1♂ ,205.5,0;神 廻々市民の森 (1♂ *,2051014,1
♀,209.8,21),谷田 (1♀ ,200CD.■あ).

[ノ ート]励随盟ψ■に近似.脚t鞄 ,腹部に赤斑が発達した種,体長は 8～10肛皿.

18,CaOoplcginae sp.3 チビアメバチ亜科の1種

駒鱗華酸剥木 (2♂ (1♂ *),2006.422);所 沢ふるさとの森 (1♀ ,2CX15,10.20,1♂ ,200511.4);谷田(1♂ ,2GX5,■

").
[ノ ート]O帥匂物ψ,1に近似.体長 7皿前後.

19C呻 唾maesp4 チビアメバチ亜科の1種

隊 記録]神崎ナ|1左岸′↓地橋付近 (1♀ *,20X.10,Ю ),

[ノ ー ト]腹部 1～ 4節は赤色 脚はほぼ黄赤色の種.体長 7 11ull.

20.o81egivesp 5 チげ メバチml種
隊 証晦週復 (1♀ *,206.10.16).

[ノ ート]腹都 3～ 4節は赤色 触肉が短い種.体長 7 11ull.

21 CwOleBIaacsp 6 チビアメバチ亜科の 1種

聴 記録]平塚 (1♀ *,20鮨 .61).

[ノ ート]腹部 3～ 5節は赤褐色,触角と前翅長がほぼ同長の種 体長 8阻
22.CaOuleginae学 7 チビアメバチ亜科の1種

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2CX3.424).

[ノ ート]腹部 3～ 7節は赤褐色,触角と前翅長がほぼ同長の種 体長 8 11ull.

23.働Щ隅差誠隆 Sp.8 チビアメバチ亜科の1種

眸 記録]平塚 (1♀ *,別∝.5.4);折立 (1♀ ,20059.23);神崎川左岸小池橋付近 (1♂ *,21X45.12).
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[ノ ート]脚の腿節は黄赤色,月望・付節に黄色と黒色の斑紋がある種 体長 7皿n前後。

24 oulCginac学9チげ メバチ亜科の1種

際 記録]神崎サ|1左岸′〕地橋付近 (1♀ *,20G H.13).

[ノ ート]斑紋は前種とほぼ同じであるが,産卵管がやや鰯了`種 体長 6 an,

25.COqDleginacsp 10 チビアメバチ亜科の1種

籐 記録]折立 (1♂ *,20∝ 11必);木 (1♀ *,2CX15 1020);谷 田 (1♂ ,200611.13).

[ノ ート]腹部はかなり褐色,脚に黄斑があるが中・後付節はほi頭絶 の種.体長 5剛前後.

26.C孤事がむ磁e sp.11 チビアメバチ亜科の1種

隊 記録]手賀沼畔 (1♂,2007.323),木 (1♀ ,2∞ 7.3.22),

[ノ ート]脚は黄褐色,黄斑部の少ない種.体長 6111111前 後.

27.oulegiaacsp.12 チビアメパチ亜科の1種

陽集語団 5科宗 (1♀ ,2007.3.23).

[ノート]脚はイ副期 の種 体長 6.511m.

28.C“邸郡拶mesp.13 チビアメバチ亜科の1種

隣 記録]平塚 (1♀ ,200.3.23)。

[ノート]脚はほぼ黄働色 産卵管の短い種 体長 6.5 11ull.

29,的 Iむ臓いp14チビアメバチ亜科の1種

聴 記録]折立 (1♀ ,2∞5,11.5);谷 田 (1♀ *,2006.11.29).

Eノ ート]体は黒色,前・中脚の腿節は黄褐色,胆・付節が黄色の種 体長 8血前後.

3α waleginacsp.15 チビアメパチ亜科の1種

籐 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♀ *,2006.lα 261,

[ノート]脚はほぼ黄褐色 産卵管の短い種 体長 7111111.

31,COwlcgimaesp.16 チビアメパチ亜科の1種

際 記録]手賀沼畔 (1♀ *,2006.4.18)

[ノート]脚は黒色,脚の黄色部が少なく,産卵管の短い種 体長 4.5 11wll.

32,COulwinacSp.17チ げ メバチ亜科の1種

働餘猛録]所沢ふるさとの森 (1♀ *,2006.10,8).

[ノ ート]体や脚もほぼ黄色で黒色斑を持つ,産卵管は少 長々い種.体長 6.5 11Mll.

33.C制四山鱗鵬撃18チげ メバチ岬 の1種

駒饒覇譲湖折立 (1♀ *,知砺,1125);神 々廻 (1♀ ,2CX4.6.241;神 々廻市民の森 (1♀ ,2005.10.14i l♀ ,20051023).

[ノ ート]前翅に鏡胞がなく,脚はほぼ母亀 腹部に多少褐色部のある種I体長 7～ 8 11ull.

34⑤咽踊

"帥

鵬 Sp.19 チどアメバチ亜科の1種

際 記録]折立 (1♀ *,2CX15.5.9);神 々廻市民の森 (1♀ 1♂,2005.5,4, 1♀ ,2Cn,526;1♂,2005,1014;1

♀,205,1∝り ;復 (1♂,20樋 7.2);谷田 (1♂,2006.10.10.

[ノ ート]前翅に鏡胞がなく,脚・腹部1こ褐色部がある産卵管の長い種.体長 65～ 8 11ull.

35.Cm事郡 CB48aC Sp.20 チ ビア メバ チ 亜 科 の 1種

際 記録]手賀沼畔 (1♂,200CD.418),折 立 (1♂,2005,4.14,1♀ ,2005.5.9,1♂ ,2006.428);白 井蜘

(1♀ ,2006.4.24);木 (2♂ (1♂ *),2005.10.20; 1♂ ,2m5,■ .4;1♂,郷∝.4.1, 1♂ ,2CM.422;1♀ *,

2006.5.5);復 (1♀ ,2005,10,2,1♂,2006.5。 1, 1♂,2006.7.2);谷 田 (1♂,2006.4.26;1♀ ,2006.10.26);神

崎川抄 Jヾ也縛付近 (2♂,206.426, 1♂ ,2006.10.10,2♂,2007.3t26, 1♂ ,郷υ.4.5)。

[ノ ート]前翅に鏡胞がなく,脚に褐色部がある産卵管の長暉遠 体長 6.5～ 9皿n.

36色Щ悶残帥鵬 Sp.21 チビアメ淋チ亜科の1種

防集認劇 復 (1♀ *,2005.10.21.

[ノ ート]前翅に鏡胞がなく,脚に褐色部があり,産卵管は少々長い種.体長 6.5 11ull.

37.的 leBinaesp22 チビアメバチ亜科の1種

朧 記録]折立 (2♀ (1♀ *),2005.5.271.

〔ノート]前翅に鏡胞がなく,脚に褐色部があり,産卵管は短い種.体長 7剛前後.

38C籠事郡り題弱p.23 チビアメバチ亜科の1種

際 記録]木 (2♂ (1♂ *),205.919,1♀ *,2006.11.21).

[ノ ート]前翅に鏡胞がなく,脚に黄褐色部があり,腹部はほぼ赤褐色の種.体長 10血前後.

この他唯との組み合わせが分からi極 端な特徴もないため記録を保留したのが,雄で
'種

ほどある.

Crgllastinae キバラアメ′ヽチ亜科

39.Prisr9vIP/7r ψ.1

際 記録]木 (1♂,2CX3.Ю .8);神崎川左岸小池橋付近 (1♂,知∝.9.21:3♂ ,2006.10。26).

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.
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40,駒励 Ty跡∽渤朗比sca_ltJ 傘 リチビアメバチ

際 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♀ *,2006.lα 26;二♂*,2006.■ 13).

Cryptinae トガリヒメバチ亜科

41,299rio2が ablゼ ralr9/(Smidう  キアシオサガトガリヒメバチ

醸 記録]白井市運動公園 (1♀ ,2005,7.27).

[ノ ート]寄主はドロバチ科のトックリバチ類・スズバチ・オオフタオビドロバチなどであるが,筆者はフカイドロパチ

の巣からの羽化を確認している。また,アナンペチ科のキゴシジガバチの巣からの記録もある.いずれも寄主の巣材は土

を固めて造られている,

42.れ葬 渤 餌 郷 密 励 肋 齊 (W遺 ①  シ ロ テ ン トガ リ ヒ メ バ ブ

砂騎諾騨剥 稼  (3♀ 1♂,2005,112, 1♂ ,20艦 5,4,3♀ 1♂,20岱 522;3♀ ,2CX4 6 1, 1♀ ,206.73; 1
♂,知∝.10,9,1♂,2006.1021),手 賀沼酢 (2♀ ,2006.■.18);折立 (1♀ ,2005,5,9;1♂ ,2005.5,2711♀ ,2∞5.

7.28; 1♂ ,2005。 9.23; 1♂ ,2m5,10.12, 1♂ ,2005.lα21, 1♂ ,2005.11.5; 1♀ 2♂,2CX3.428:1♀ ,2CX4,714;
1♂,劉∝.8_27;3♀ l♂,206.■ .25)i神 々廻 (1♂,2∞5■ 8; 1♀ ,20鶴 64;1♀ ,206.1122);白井市運動公

園 (1♂,2005,10.23;1♀ 1♂,2005,118,1♀ ,2006.9.28);ネ申々 廻市民の森 (1♂,2005,10.14;2♀ ,2006.8.21;

2♀ ,釦∞.1122);木 (1♀ l♂ *,2005,9.19;2♂ ,2X15.lα 20; 1♀ *1♂ *,20∞ ■.4;2♀ ,2006.5.24; 1♀ ,

2006.711, 1♂,2097:お , 1♂,知鶴.1121);所沢ふるさと味  (1♀ *1♂ *,205。 114, 1♂ ,踊 .524, 1

♀ ユ♂,2阻 9,4, 1♀ ,2006.10‐ 8, 1♀ 2♂,2006.■ .21);復 (1♂,2005■ 1, 1♀ ,2断,417; 1♀ 1♂,2随
5.21, 1♂,2CXX5,9,3, 1♂ ,201M.H.161;谷田 (1♂,2006,7.15;2♂ ,2007729; 1♀ ,205,10.26).

[ノ ー ト]採集した39♀ 36♂中 5♀にダニの寄生が見られた。本種はニカメイガ・クワノメイガ・チャミノガなど小蛾類

に寄生する.

43.々肋物珈鉗ψ.1

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2006.H.22).

[ノ ー ト]前種のシロテントガリヒメバチI翻 するが,点刻鞠 ま弱く,中胸背では点刻tシ !ヽさく疎らで鉛色光沢を

発している.県内の他の地域でも記録しているが,前種に比べ極端に少ない種である.

44.榔sa/bbttSochidaJ シロモンチビトガリヒメバチ

際 記録]平塚 (1♀ *,205,8.18).

[ノ ー ト]本属の種,ラソミチの繭に寄生するといわれているが,寄主は不明のようである。

45.独胞曲ψ l

際 記録]復 (2♂ (1♂ *},2005,■ 1).

[ノ ー ト]過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

46.励みЙ閉 初陣ダUchida

籐 記録]折立 (1♂ *,20m.4.28).

47.aりq塑踏PrJ約♭ Widal キイロトガジヒメバチ

朧 記録]折立 (1♂ *,2005,9.12);復 (1♀,"∝.9,19).

[ノート]ジガバチモドキ・クララギングチに寄生するという.

48,働脇s,,レク務 ochidaJ ヮダトガリヒメパチ

酌曹覇妻湖折立 (1♂,2005,10.12);谷 田 (3♀ ,206.11.291;神崎)|1紳 1ヽ池橋付近 (1♀ 2♂ (1♂ *),006,4.26;

1♂ ,2006.5.25,1♀ ,209.10似 3;1♀ ,201X5.H.13,5♀ (1♀ *),2006.■ ,29,1♂ ,2007.3.26,1♀ 1♂ ,2007.4.5).

[ノ ー ト]過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。ニカメイガに寄生する。

49.婢肋効 撃 1

隊 記録]折立 (1♂,2Ch.4.28);木 (1♂,2006.6,分 ;谷田 (1♂,20Cb.6.の 。

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

50.働加 9fl●c・i14�α中  キマダラコシホツトガリハナバチ

陽集認刺 白井嗣 錮  (1♀ ,2005,7.27).

[ノー ト]マツクムシに寄生する.

51.力め EvFd襲如靱膀爪 UdlidaJ アシナ ガバチヤ ドリヒメバ チ

陽集謁劇 神々廻 (1♀ *,劉∝.7,13);谷 田 (1♀ ,郷∝,729).

[ノ ー ト]ヨアシナガバチの巣に寄生していた記録がある。

52滋胡響腑鵬韓 9体制町  ツキ′ヽラアカヒメバチ

陽集詔闘 神嘲 !|れ帝IM輝潜近 (1♀ *,2006.4261.

53,燕物倣μ溺体御彦
"肱即競りめ臨びMmoiマ ダラホツトガリヒメバチ

膀闇零碑剥 甲妖 (1♀ *,21X6.6.1);フ訳 ふるさとり嚇ミ(1♀ ,20067261,

[ノ ート]ジガバチモドキ類に寄生するようである,

54.地膠 盟 ッ 帖

"柳 "加
cJwiHJ ホ シ ク ロ トガ リヒメバ チ

鰺集認刺 神々廻 (1♀ ,2006.713).
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[ノ ー ト]ミ ノムシ類に寄生する他,カキノヘタムシガにも寄生するといわれている。

55効 力,sp l

際 記録]手賀沼畔 (1♂,2006418);折立 (1♂,200S414,1♂,2005m5);ネ 申々 廻市民の森 (五♂,2CX15 10 23 i

l♂,21X364);木 (1♂,20%4、 1);復 (2♂,2006■ .16);谷田 (1♂,20「D.5.12,2♂  (1♂ *},2CXX5■ 29);

神崎川左岸小池橋付近 (1♂,205525; 1♂,209,10101.

[ノ ー ト]過去に他地域の標本で小西和功博士に同定を得ている種と同じである.

56P9P/inS191

際 記録]木 (1♂,20∝ 108);谷田 (1♂,20067.15; 1♂ ,20%810; 1♂ ,20∝.10.10.

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

57.P筋
"り

体 玖力
'力

,仙「伽面)アシプ トクロトガリヒメバチ

防集認劇 復 (1♂ *,2傲解 1の .

58.助

"郎
郡 iK呻即�

陽集認刺 神崎柳1左拌刈地締 斑 (1♀ ,2臨.5.12).

[ノート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小百和彦博士に同定を得ている種と同じである,

59騨 isヵ留瓶dOChidaJ

際 記録]手賀沼畔 (1♂,勁58.8;ユ ♂,郷眺 5,4),神々廻 (1♂,20064.24,1♂,20脳 821);白 井市運動公

園 (1♂,2CXI.813),本 (1♂ *,20“,8.19),復 (1♂,20058.4; 1♂ ,200672).
[ノート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。

6Cl働沖苗階ψ■ トガリヒメバチ亜科の1種

際 調 平塚 (1♂ *,20∝ 4.18;1♀ ,20∝ 617);折立 (1♂,2006428;1♀ ,20066.20);復 (1♂ ,2186_14)i
4申山奇)|1左片ラ!ЧL襦訴樋   (1♂, 釣∝ 4.261.

[ノ ート]太めで光沢のある極 腹部は卵肱 産卵管は短い.体長 n dull.

本亜科の属不明種について,以¬雌を基準に30種記録した。この雌に対応する雄の組み合わせについては殆摩不明確の

為,ここでは慎重を記し雄だけの記録を削除した。ただし,雌が30種あったのに紺し雄は48種 ?に分類できたので,

本当はもう少し種類がある計算になる。

61,●理tim ψ.2 トガリヒメパチ亜科の1種

際 記録]神 廻々市民の森 (1♀ *,205,H.8).

[ノ ート]太めで光沢のある種.腹部は射肱 産卵管は普通 (腹部の半分程度)の長さ.体長 10 11ull.

62.CvptimψB トガリヒメバチ亜科の1種

際 湖 木 (1♀ ,2057.20;復 (1♀ *,2005.817).

[ノ ート]細めの種.腹納■紡闇眩 産卵管は普通の長さ.体長 10m趾

63.Cutinaeψ 4 トガリヒメバチ亜科の1種

働嚇覇蒟嘲平塚 (1♀ ,20066.1;2♂ ,20「D73);折立 (1♂,20056.6,1♀ ,2006.7.1つ ;木 (1♂ *,206619),
復 (1♀ ,2005,7.21).

[ノ ート]細めの種.腹部に白帯があり紡鐘肱 産卵管は長い。体長 10 11uL

64.●即曲鵬ψ.5 トガリヒメバチ亜科の1種

際 記録]平塚 (1♀ *,2CXb 5 41,

[ノ ー ト]やや太めの種.腹端白色で腹部は卵形,産卵管は普通の長さ,体長 1l llllll.

65,9即山購q9.6 トガリヒメバチ亜科の1種

際 記録]手賀沼畔 (1♀ *,2CX3.4.18).

[ノ ー ト]やや細めの種.腹端白色で腹部は卵形,産卵管は普通の長さ,体長 8 11un.

66.Cutianψ,7 トガリヒメパチ亜科の1種

隊 記録]自井市運動公園 (1♀ *,205.10,141.

[ノ ート]細めの種.腹端白色で腹部は紡錘形,産卵管は長い.体長 71111n.

67.9即仇儒ψ.8 トガリヒメパチ亜科の1種

働犠覇蒟g平塚 (1♀ *,20066.1,1♀ ,20∝ 9,2),ネ 申々 廻 (1♀ ,20縣 8,21);白井市運動公園 (1♀ ,知径 910);

神々廻市民の森 (1♀ ,213.1014; 1♀ ,20066.4;2♀ ,200FD.928);所 沢ふるさとの森 (1♀ ,21X15,8り .

[ノ ート]細めの種.腹端白色で腹部は紡錘形,産卵管は長い,体長■llllll.

68 Cwtinacw,9 トガリヒメバチ亜科の1種

籐 記録]平塚 (1♀ ,20∝.73);神 廻々市民の森 (1♀ ,2005.118; I♀ *,20∝ 6つ ;復 (1♀ ,2006716);
谷田 (1♀ ,205.4261.

[ノ ート]細めの種.腹端白色で腹部はやや紡錘形,産卵管は長い.体長 10 1wlL

69G"htt ψ 10 トガジヒメパチ亜科の1種

躁 記録]折立 (1♀ *,2005.59).

[ノ ート]やや細めの光沢種.腹部は卿協 産卵管は普通の長さ.月虫角の長さと前翅長はほぼ同長.体長 7田m.

70 CLPtinacψ,11 トガリヒメバチ亜科の1種
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際 記録]折立 (1♀ *,2005.5.91.

[ノ ート]細めの種.腹端白色で脚 ‖鋤 ,産卵管は長い,体長 16 mn

71.C朝尚随ψ.12 トガリヒメバチ亜科の1種

隣 記録]平塚 (1♀ ,20“ .8.5; 1♀ ,206.6.1);木 (1♀ ,20065,241;復 (1♀ *,2005,■ .1).

[ノ ート]細めの種.腹端白色で腹部は紡鍾形,産卵管は長い.体長 12皿比

72,CIptimψ 13 トガリヒメパチ亜料の 1種

勝講時騨剥 白ガ市運動公園 (1♀ *,郷∝ 910)。

[ノ ート]細めの種.腹端白色で腹部イ劫 錘形,産卵管は長い。体長 13巴皿

73.徴即血爵ψ,14 トガリヒメバチ亜科の1種

騰駕集証褒湖 ネ卿崎ナII劇学ガ地稲悦と(1♀ ,2GX5.5125).

74 CwtinEψ.15 トガリヒメバチ亜科の 1種

際 記録]白井市運動公園 (1♀ *,20%928).

[ノ ー ト]前翅端に黒斑がある,触角間基部に刺がある.腹部は卵形,産卵管は普通の長さ.体長 8皿
75,G沖�籠ψ.16 トガリヒメバチ亜科の1種

隊 記録]平塚 (2♀ (1♀ *},2006.5,4).

[ノート]前翅端に黒斑がある.腹部はやや球形で光沢がある,産卵管は普通の長さ.体長 8 11ull,

76.的雌 ψ.17 トガリヒメパチ亜利の1種

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,20554).
77.C榔4能 Sp.18 トガジヒメバチ亜科の1種

際 記録]手賀沼畔 (1♀ ,2007.3.23).

[ノート]腹都基半と脚部は赤色,腹部は卵形,産卵嘘は普通の長さ.体長 6111111.

78.G沖血缶ψ.19 トガリヒメパチ亜科の 1種

B為案証密翻 谷田 (1♀ *,2∝虚4.8).

[ノ ート]体はほぼ黒色で光沢がある.腹都出傷駈眩 産卵管は普通の長さ.体長 8 11ull.

79,Cutipnψ 20 トガリヒメバチ亜科の 1種

際 記録]平塚 (1♀ *,2006.6.1);折立 (1♀ ,2005.6.0;復 (1♀ ,20∝ 4,17);谷田 (1♀ ,2006525).

[ノ ート]体はほぼ黒色でやや光沢があるが,関邸は褐色.腹部は卵形,産卵管は短い。体長 6皿
80,Cr塑曲購ψ21 トガリヒメバチ亜科の1種

朧 證録]白井市運動公回 (1♀ *,2006.11.22).

[ノート]体はほぼ黒色でやや光沢がある。腹部は卵形,産卵管は普通の長さ,体長 8111111,

81,Cwtiltx学22 トガリヒメバチ亜科の1種

際 詔刺 手賀沼畔 (1♀ *,劉∞.4.18);折立 (1♀ ,2005,■ .5).

[ノート]体はほぼ黒色でやや光沢がある。脚 は卵形,産卵管は普通の長さ.体長 6Ш皿.

82 Cr即山睡ψ23 トガリヒメパチ亜科の 1種

睡 記録]平塚 (1♀ *,2006.4.18)。

[ノ ー ト]体はほぼ黒色であるが,脚部は褐色.腹部は膳 ,産卵管は長い.体長 5阻

839ヵ曲隆攣.24 トガリヒメバチ亜科の1種

肋集記団 至騨尿 (1♀ *,狐勝,541.

[ノ ート]体はほぼ黒色であるが,脚部は褐色.腹部は卯形,産卵管は長い。体長 5阻

84.9抑山
“

ψ25 トガリヒメバチ亜科の1種

際 記録]平塚 (1♀ *,205,418).

[ノート]体は細めでほぼ黒色であるが,脚邸は褐色.腹部は卵形,産卵管は長い.体長 4 11ull.

85 COptinψ26 トガリヒメバチ亜科の1種

隣集認刺 谷田 (1♀,劉∝.■ .13);神崎,II左岸′!Ⅵ輪付近 (1♀ *,20061010。

[ノート]体は細めでほぼ黒色であるが,脚榔は掲色.腹部は紡錘形,産卵管は長い。体長 S Ilull.

86.C,ptinaeψ27 トガジヒメバチ亜科の 1種

際 記録]神崎
'|1左

岸′j地橋付近 (1♀ *,20∝ .5.12).

[ノ ート]十和却 めでほぼ黒色であるが,脚部は淡褐色.腹部は紡錘形,産卵管は長い。体長 7 11ull.

87.0即山斜ψ28 トガリヒメバチ亜科の1種

防集認副 谷田 (1♀ ,2CV.3126J.

[ノート]体は細めでほば黒色であるが,脚部は褐色.腹部は卵形,産卵管は短い.触角より前翅長の方が長い.体長 4111111.

88.9即血語ψ29 トガジヒメバチ亜科の1種

勝静覇融剥 耳乳寮 (1♀ ,2α〃.3123).

[ノ ート]体は細めでほぼ黒色であるが,脚部は褐色.腹部は卵肱 産卵管は短い。触角長と前翅長はほIゴ同じ.体長 5111111.

899"血缶ψ.30 トガリヒメバチ亜科の1種

閉聯覇蒟咽折立 (1♀ ,200510捌 ,1♂ *,205,82分 ;木 (1♀ ,2006.726);所沢ふるさとの森 (1♂,20“.9.26);
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復 (1♀ ,2006.9,3).

[ノー ト]体は細めでほぼ褐色.腹部は紡錘形,産卵管は短い。角虫角の長さは前翅長より長い。体長 7 Шm.

CtenopelHIatitte

90,比激 競 り ぬ 前 効 ぬ UChida

朧 記録]平塚 (2♂ *,205.5.4);手賀沼畔 (1♀ *,200fD.522);折立 (1♀ *,20“ .5,9;1♂ *,2006.428);

復 (1♀ *,2005.61; 1♀ *,2005.5.21):谷田 (2♀ *2♂ *,知%5121 1♀ *1♂ *,2CX3.5.25),ネ鴻 )|1左岸
/Jヾ也編寸近 (2♂ *, 20X4261.

91.ハたぉけ,υb′αsp l

隣 認刺 谷田 (1♂ *,2C勝 .4.26).

92 ppIP9胸 撃 1

B為聰証密湖 谷日 (1♀ *,206.5,21).

93.助叩協9浦αψ2

際 記録]平塚 (2♀ (1♀ *),2007.3.23).

94`晩η節り躍FM∞脇ね中  キヨウトマアレヒメノミチ

陽集認刺 復 (1♀ *,21X45,1);谷 田 (1♀ ,206.4,261.

95,G醜率崩耐山鶴p■ ヒメバ刻 の1種

際 記録]木 (2♂ (1♂ *},20064,1);谷田 (2♂,206.4.8,1♂,21X3512;2♂ ,207.326).
[ノート]Pimilliに属している種

96.Ctaq3cmtimsp.2 ヒメバチ科の1種

隊 記録]手賀沼畔 (1♀ *,205.5,4);折立 (1♀ ,2006.428);復 (ユ ♀,206.5.1);谷田 (2♀ (1♀ *),2GX5
5.12, 1♀ , 2αる.6.7)i和北朝|1左弱諄f悧切萄髄   (1♀ ,21Xb 4 26).

97,CtaraeLnatilnsp.3 ヒメバ却 の1種

籐 記録]平塚 (1♂,2006.5`つ ;手賀沼畔 (1♂,別∝.5,41;折立 (1♂,20“ 4.28);木 (2♂,2006.4.22; 1

♂,2CS.5.5);復 (3♂ (1♂ *},205.51);谷 円 (1♂,20∞ 4.26).

98,CtmeChaatinacsp4 ヒメパチ科の1種

砂騒覇騨剥 折立 (1♂ *,206.4.28).

99,cmaC14MiWSpづ  ヒメバチ科の1種

際 記録]神 廻々市民の森 (1♂ *,20b.424).

100・ 中 Sp 6 ヒメバチ科の 1種

眸 記録]平塚 (1♂ *,21654).
101.9盟事雄�面いp.7 ヒメ′▼調の 1種

籐 記録]折立 (1♀ ,2005,6.61.

Diplazontinae ヒラタアブヤドリヒメバチ亜科
1磁・ウ 肋力炒ぬ CabiCiusJ

朧 記録]平塚 (1♀ ,2006.■,18);手賀沼畔 (2♀ ,20∝ 418),木 (1♀ ,2005,11,4);谷田 (2♀ ,2006.1026,1
♀,205.11.13).

[ノ ート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の慄本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。小西・

前藤 12mlによると,本亜科のハチはヒラタアプ科に内部寄生し,その囲蛹から羽化,脱出する。その時点で日本の

学名判明種は,13属 46種が記録されているという。

103.拗 dcvrar9rid Tamissm

働警ζ証蒟翻平塚 (1♂,206.4.18);折立 (2♀ ,2005m.5);木 (1♀ ,2005■ 4),復 (1♀ ,21X15,102,1♀ ,2005,H.

1,1♂,21X3.4.4,1♀ ,205.4.17,1♀ ,2006.5,1).

[ノー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。

1併 河力∂巧孵前ary・0/ilre剪 シロスジヒラタアプヤドリノミチ

際 記録]手賀沼畔 (1♀ 1♂,21X34.18);折 立 (1♂,2CX3.428);白 井鰤     (1♂ ,20“ .5,41;木 (1♂ ,

20樋 422,3♂,知∝■21);復 (1♀ ,2CX4,4.171;谷 田 (1♀ ,20岱.■ 29; 1♂,2007.3.20;神崎ナ|lz野シJ地橋

髄  (1♂,2006.4.26;2♂ ,205,10,10;2♂ ,206.■ ,13).

[ノ ート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。

1“ Mり 滋 脇 う滋 漱 ガ 朋 (れ 随 前 蹴 翰

躁 記録]平塚 (1♂,20",3餌);手賀沼畔 (2♂,2∞5,4.6,1♂ ,2016.418);折立 (2♂,2CXXFD.428);木 (1
♂,2CD7.322);復 (2♂,21XT,4.4; ユ♂,2CXX5 4.171;谷 田 (1♂,2007.326);神崎ナ|1左岸小池橋付近 (3♂ (2
♂*),21XT,4.26; 二♂,2006.5,12, 1♂ ,2007.3126, 1♂ ,2007.4.5).

1“.助L傲劇航爵ψ,1 ヒラタアプヤ ドリヒメバチ亜科の 1種

麟 記録]折立 (1♂,21X5H郷 );谷田 (1♂ ,20Ch 11 29).
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Ictteulloninae ヒメバチ理科

107幼
"ね

οxttοttd孤疵餌捌称仙Inmlllral シロスジヒメバチ

陣 記録]所沢ふるさとの森 (1♀ *,21X3■ 4;1♀ ,20061121).

[ノ ート]本種はマツクムシはじめ,いろいろの中型のガの幼虫に寄生する。小西。前藤 12000)によると,本亜科のハ

チは主にチョウ自の内部寄生ハチで,幼虫または蛹に産卵し,その蛹から羽化,脱出する.その時点で日本の学名判明

種は,76属 273種が証録 されているという。

ll18.力肪笏り叩う斜αttoclud44Jモ トキヒメバチ

隊 記録]谷田 (1♂,20667);神崎川左岸小池橋付近 (3♂ ,2006.67).

[ノ ート]「 日本産昆虫総目鈍  (平嶋,1989)での分布地は北海道・四国となっている。

1の .乃わ初切叩t19pry紗ね(SInihl クロヒメバチ

聰集認劇 平塚 (1♀ *,知∝.10,9);神 廻々 (1♀ ,20Ch.821),

[ノ ート]エビガラスズメの幼虫に寄生する。

110.?鉤 力
"'境

励
`″

石翻炒″餌イαOmlrtlJ アシマダラヒメバチ

醐饒範鯛日平塚 (1♂,2006.5.4;1♀ ,2006.6.17);折立 (2♂ (1♂ *},2005,5,9,1♀ *,2m5527;1♀ ,2a15,

8.14,2♀ l♂,200510.12; 1♀ ,2005,1021, 1♀ ,�5■ 5);神 廻々 (1♀ ,2∞51014);白井市運動公園 (1♀

1♂,20051014;2♀ (1♀ *),2005,1023);神 廻々市民の森 (1♀ ,20筋 .5,26;1♂ ,200510.14;2♂ ,20051023;

1♂,20∝.6.4);木 (1♂ *,200_S1020, 1♂ ,20∝ 5.24);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006.524);復 (1♀ 1♂ ,

2006.5,21; 1♀ ,2閣 10,16);谷 田 (1♂,2006.5.12; 1♀ ,2006.628; ユ♂*,20068.22, 1♀ ,200CD 9 21);抑 崎

ナ|!左岸小池橋付近 (1♀ ,2006.512).

[ノ ート]翅の曇り具合と後脚付節の状態にクロヒメバチに近い変異も見られる.このため?と した。

1■ И,お萌叩 ap繭 だ駁曲 斜 hiCIlbalmerJ イ ヨ ヒメバ チ

醸 記録]平塚 (1♀ ,2∞5.818;1♀ ,2CX6.6.1;1♀ ,20∝ 617,1♀ ,21X47.3;2♀ 1♂,別髄 7221;折立

(2♂,2005,814);白井市運動公園 (1♀ ,2006.9.28);木 (1♀ ,20∞.10201;所沢ふるさとの森 (2♀ ,2GX5,6.19)i

復 (1♂,20069.3);谷田 (1♂,2006.9.5, 1♂,206921).

[ノ ート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

112.た trb?蒲9筋門 9'彪″″ ω 】ω 嚇 な cALnanJ

隊 記録]折立 (1♂ *,21X3.6.201;谷 田 (1♂,2006.67)。

113.B″力 翻v9PP sp.1

際 記録]平塚 (1♀ ,2005.11.21i神 々廻市民の森 (1♀ ,2006,9,28);木 (1♀ ,21X6.H.21);神崎川左岸小池橋付

近 (1♀ ,2006.10.20,

[ノ ート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。

114.αり吻即 riprrtyP/・ ip滅脇わc蜘  ハキヒメバチ

跡集認刺 谷田 (1♂ ,狐勝 8.221.

115.働′訪η印欣
"♂

曜剛 9朋 Uthida ガルガワヒメバチ

籐 記録]平塚 (1♀,2005,618);折 立 (1♀ ,2005,8,141;神々廻 (1♂,200510必 ),自井市運動公日 (1♂,2006.

928),神々廻市民の森 (2♂,200_S,10.23);木 (1♂,20“ 10.20;1♂ ,2GX5.6.";所沢ふるさとの森 (1♂,21D5.

9.19:2♂,2005,10,20,1♂ ,21X3,90,復 (1♀ ,2XIS■ 1);谷田 (1♂,21Xb 5.25).

[ノ ート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。本種

はドクガ科に寄生する。

116働施肋蝕″妙:曲耐sodlidaJ

隊 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2005,10,14).

117.働rG肋91v潔%ψ.1

際 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♂,2006.4,26,2♂ ,2CS 10 10,3♂ ,2006.■ .13,3♂ ,2006.11.29).

[ノ ート]白井市の屎本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

118.肋ω寵
"騨

脇幽w SInihマダラヒメバチ

際 記録]平塚 (1♂,205,7_3i l♂,206915Ⅲ 2♂,21X4,10.21);手賀沼畔 (2♂,2CM,7.22);白 井市運動公

園 (2♂,20∝.9.101,復 (1♀ ,2006.α 19;l♂ ,20CM.10.161;谷田 (1♂,2066.分 ;神崎
'II静

〕ヽ池橋付近 (1
jれ ,  20165,5, 2♂ , 2066.7; 25猾 , 2臨 8.10),

[ノ ート]成虫はアゲハの幼虫・蛹から羽化するが,その他イチモンジセセリ。モモノゴマダラメイガ・シロモンヤガな

ども記録されている。本種は開放域の車間・道端・)H縁で見られた。一部の雄はヤプカラシに訪花していた.

119r9/744靱
"胸

オ砂ガ悶 D山 殴 器  シ ロ テ ン ア カ ガ ヒ メ バ チ

麟 記録]折立 (1♀ *,2006428).

120?=∽ 奮ψ
・

陳 認刺 折立 (1♂,200611郷)i復 (1♂,21X16.11.16);谷 田 (1♂,2006.1026,1♂ ,2061113);神崎,II左 岸

小池橋付近 (1♂,2006■ 291.
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[ノート]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

121 Ps97tr9Prty舛 わ熔ゆ∽んOdaidaJ サキジロヒトリバヒメバチ

籐 罰妻湖 復 (1♀ *,2CXX5.4.4).

122.陸河駒ね萌勉 OdhidaJ シロスジトグヒメバチ

際 記録]平塚 (1♂,21X3.61);白井市運動ぬ回 (1♀ ,2014928),神 々廻市民の森 (1♀ ,2006.9281;復 (1

♀,2006.10.16)i谷田 (1♀,206628;ユ♀,21XX5,Я 5).

[ノート]本種の寄主はサトキマダラヒカグ.

123.胸 9ErpJP ψ l

朧 記録]平塚 (1♂,2005,8.18;1♂ ,20筋 in 2,1♂ ,20∝ ,10.91i折 立 (1♂,200_S.6.6;1♂ ,2005,8.14;l

♂,215428;2♂,2006.11必);白井市運動公目 (2♂,2005.10.14,1♂ ,2005,11.8,1♂,20∝ 910,1♂,20「D l1 22);

木 (1♂,205n4,1♂ ,21X655);所沢ふるさとの森 (2♂,20“ .n.4;1♂,201X5941i復 (2♂,205.9,3).

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。

124 1ntmgninacsp■  ヒメバチ亜科の 1種

隊 記録]神々廻 (2♂,2005.1023);谷 田 (1♀ ,200610261.

[ノ ート]小盾板・腹背後縁・触角基半は白色,腹背 2～ 3節が赤色の特徴ある種 体長 18 11ull.

本距辞の属不明種について,以下雌を基準に27種記録した。この雌に対応する雄6組合わせについては殆ど不明確の為,

ここでは慎重を記し雄だけの記録を削除した.ただし,蝉が27種あつたのに対し雄は勢種?に分類できたの■ 本当

はもう少し種類がある計算になる.

125.I― oniltacψ .2 ヒメバチ亜科の1種

際 記録]折立 (2♀ ,2005,591i所沢ふるさとの森 (1♀,20X.7.11).

[ノ ート]ガ廟 は黒色.腹端部は白色,触角の長さより前翅の長さの方が長い.体長 12111111

126.Idn―minaespB ヒメパチ亜科の1種

謗集嗣 谷田 (1♀ ,20066の .

[ノ ー‐卜]/肘雷板は黒報圭.

127.Iduunmilnacw4 ヒメバチ亜科の1種

際 記録]折立 (1♀ ,20∝.8"),

[ノ
ー‐卜]/J�旨板は黒色.

128.IdrcunOninaesp 5 ヒメバチ亜科の1種

醸 認劇 復 (1♀ ,200511.1)。

[ノー ト]/Jザ音板は黒色.

129,麟H剛瞼山附sp.6 ヒメバチ亜科の1種

陛駕菓嗣 谷田 (1♀ ,205,7.29).

[ノート]ガ廟 は一部分が白色.

130.Indng4alaaesp7 ヒメバチ亜澪の1種

際 記録]平塚 (1♀ *,2005,8.5).

[ノート]ガ耀効池腹端部は白色.触角の長さは前翅の長さより長い。体長 10 11ull.

131 1dnelmty.ainae sp.8 ヒメパチ亜科の1種

際 記録]折立 (1♀ *,2006.8.27),

[ノート]河堪赫卍腹端部は自色.触角の長さは前翅の長さより長い.体長 13 11ull.

132.Immainaesp.9 ヒメパチ亜科の1種

睡 記録]折立 (1♀ *,2CXb.4.28),

[ノート]河 J腎板は白色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 14皿血

133麟鷲剛Ю曲随sp.10 ヒメバチ亜科の1種

隣 記録]折立 (1♀ *,知∝.4.28),

[ノー ト]小盾板と腹端部は自色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ.体長 9111111.

ユ34.贈鷲削m前随 sp.■ ヒメバチ亜科の 1種

閉額覇雷剰 折立 (1♀ *,21X3.4.28),

[ノート]万堤め詑腹端部は自色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ.体長 10 11ulL

135,Idmelng44inaeSp.12 ヒメバチ亜科の1種

朧 記録]平塚 (1♀ *,201M.10,91;折 立 (1♀ ,2005,1021),木 (1♀ ,2005110;復 (1♀ ,21XT.6.14;ユ ♀,

200611.16).

[ノー ト]河耀蔽 と腹端船ま白色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ.体長 17 11ull

136 1dnclmminaesp.13 ヒメバチ亜科の 1種

陳 記録]平塚 (1♀ *,200585, 1♀ ,2006722);ネ申々 廻市民の森 (1♀ ,2005727).

[ノ ー ト]珂 盾ヽ板と腹端部は自色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 17皿阻

137 1mmminaesp.14 ヒメバチ齢 の 1種
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際 記録]平塚 (1♀ *,206.61),

[ノ ート]河堤赫池腹端部は白色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 18皿趾

138,Ichlm―esp 15 ヒメバチ亜科の1種

隣 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2005.11.8)。

[ノ ート]イ婚板と腹端部は白色.触角の長さより前翅の長さの方が長い。体長■m研 .

139.麟ば剛Ю山附sP.16 ヒメパチ亜利の1種

醸 訂調闇木 (1♀ *,206.11.21).

[ノ ート]刈帽板と腹端部は白色.触角の長さより前翅の長さの方が長い。体長 12111111.

140.Idnctmg4aimeSp.17 ヒメバチ亜利の1種

限集認刺 谷田 (1♀ *,郷∝.112の .

[ノー ト]河耀販 と脚聴鞘ま白色.触角の長さより前翅の長さの方が長い.体長 10 11ull.

141,Imlnlgninac単 18 ヒメバチ亜科の1種

際集認刺 谷田 (1♀ *,20隔.11");牟帖 チI十九帝!地橋髄  (1♀ ,2006■ .13).

[ノ ート]小盾板と腹端部は白色.触角の長さより前翅の長さの方が長い。体長■Ш凪.

142 Xdrcunonitaaesp.19 ヒメバチ亜科の1種

籐 訂輩闇 復 (1♀ *,2005,7.21).

[ノ ート]触角基半部と腹端部は白色.脚部は褐色,触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 7 11ull.

1431m― minaesp.20 ヒメバチ亜科の1種

際 記録]白井市運動公園 (1♀ ,20X,9.10,谷 田 (1♀ *,2006.810.

[ノ ート]河堤め池曲 ま自色.触角の長さは前翅の長さより長い。体長 8 11ull.

14.障HttЮ山旺sp.21 ヒメバチ亜科の1種

跡集認囀 欄 Iキ剰■!載L補耐近 (1♀ *,2αる921),

[ノ ート]河蠣板と腹端船ま自色。触角の長さより前翅の長さの方が長い。体長 8 11ulL

145.Immoninacsp22 ヒメパチ亜科の1種

際 記録]平塚 (1♀ *,20%.10.9);白 井市運動公目 (1♀ ,21h l12).

[ノ ート]腹端部は白色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 6 11ull.

146 1dulelnagklinaesp.23 ヒメパチ亜科の1種

朧 記録]平塚 (1♀ ,2005.8.18,1♀ ,2006,722);折 立(1♀ ,2005,9.23;1♀ *,211C15,11.5);復 (1♀ ,2006.9。 3).

[ノ ート]腹端部は白色.触角の長さより前翅の長さの方力漿 い.帳 6 11ull.

147 1dnelmainae sp.2yl ヒメパチ亜科の1種

醸 記録]平塚 (1♀ ,2007.323).

[ノ ート]腹背 1～ 3節・脚部・脚角基部は赤色.小盾板と腹端部は白色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ,体長 5 11ull.

148,IdneLmainaesp.25 ヒメバチ亜科の1種

跡集認刺 谷田 (1♀ *,206.5.12).

[ノ ート]腹背 1～ 3節・脚部・榊肉基部は赤色.触角の長さと前翅の長さはほぼ同じ。体長 4111111.

149,穀川 剛 岨 山 鵬 sp.26 ヒ メ パ チ 亜 科 の 1種

隣 記録]所沢ふるさとの森 (1♀ *,21X3.108).

[ノ ート]腹背 2～ 4節・脚部は赤色.触角の長さは前翅の長さより長い。体長 7 11un.

150.Idrnunoralnac学27 ヒメノ▼4騨の1種

醸 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2006.1122).

[ノ ート]腹端部は白色.触角の長さより前翅の長さの方が長い。体長 9111111.

Metopiirlae メンガタヒメバチ亜科

151.鉤 力 に切均陶

"り
卵 餌的 Udlida キマ ダ ラマ ル ヒメパ チ

謗集認刺 神 廻々 (1♀ *,2006.9,10).

1521み%κЙttGttp・ 1

際 集記録]手賀沼畔 (1∝,2007.3必 );谷田 (3(酒 ,,2CXX5.■ .13).

153.必残τκ謗物じ司,.2

防集認刺 谷田 (1♂ *,2006.1129).

154,? 肱 肋β sp.3

際 記録]平塚 (1∝,2005,8.5);神々廻市民の森 (1∝ ,知654; I∝ ,2∞5.526).

155.? 西此θGみ
"♂

sp 4

豚集調刺 :こ「ZI'サニ,i(1(,,{と ,2006.9.15).

156.? 助 sp・ 5

障 記録]平塚 (lα ,2006.9.2).

157筋中 P力rr叛 中 脚 り れ M飩 減 ど傲 随 →  ム ラサ キ メ ンガ タ ヒ メバ チ
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瞬集認刺 谷田 (1♂ *,2006.822),

158れ働ψぬ 仲筋卵 鞠体肋四万AMad キオビヨシプトヒメバチ

際 記録]平塚 (1♀ ,2006.9,2; 1♀ ,20061091i折 立 (1♂,205912;1♀ ,2005,115,1♂,20068.27);

神々廻 (1♀ ,2005,10必 ;1♂,200687;l♀ 1♂,20∝,9,10,1♀ 1♂,2006928)`自 井市運動公園 (1♂,20「D.

6.4,1♀ ,21X4,6.24,1♀ ,2CX4 8 7;1♀ ,2006.821;1♀ 1♂,21X16.910;1♀ 1♂,205,928);ネ 申々 廻市民の

森 (1♂,2006.928);木 (1♀ ,20059,19;ユ ♀,2006,9,4),復 (1♀ 1♂,200S.8.17,1♀ 1♂,205.10.2;1
♀,2005.■ .1;1♀,知

“

.6.14;1♀ 1♂,知∝ 93:1♂,2GX5 10,10;谷 田 (1♀ 1♂,20069.5;1♀,21X6.921,

1♀, 2CX4 10.101.

[ノ ート]北海道から琉球の島々まで分布する種で,白井市では雄は6月 上旬～10月 中旬・雌は6月 中旬～11月 上旬に草

間で見られたが,なぜか7月 は見つからなかった,ただし,千葉県の他の地域で7月 の出現を確認しているが,この時

期の記録は少ない。ノプドウに訪花していた雌もいた。ハスモンヨトウの幼虫に寄生することが知られている。

Ophioninaeア メバチ亜科

159,,り 胞 rrdPIJttr勲跛 潜 6mihJ ム ラ サ キ ウ ス ア メ バ チ

酵筋閉閣剌 平塚 (1♀ ,2006,72).

[ノ ー ト]クルマスズメの幼虫に寄生することが知られている.

160助釦7体訪滋海閉節伸函daJ シヨクホシアメバチ

跡集認刺 木 (2♀ ,2006.6.り ;所沢ふるさとの森 (1♀ ,2C縣.6.2).

[ノ ート]前翅に無毛の透明部分がある仲間であるが,白井市では本種のみしか見つからなかった。

白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである.

Orhocentrinae

161 ω sivi19Kusivi

際 記録]神々廻市民の森 (1♂ *,2006.4.241.

Pittlinae ヒラタヒメバチ亜科

162.И彼〃狸力】館倣 ゎゞ′盟c…  キマダラフシオサガヒメバチ

麟 記録]折立 (1♂,2CM.8.271i神 廻々市民の森 (1♂,20068.71:木 (1♀ ,205.■ .4;l♂,2CM.94);所 沢

ふるさとの森 (1♀ *,2005,■ .4);谷田 (1♂ *,知

“

.8,101.

163.?И r9Ppa胞″脇″Spエ

朧 記録]所沢ふるさとの森 (1♀ *,2006.4.1).

164."″ 脇窪腕 OChidaJ

眸 記鰯□1秘粛(1♀ *,206,7.3),折立 (1♂#,2005,923).

165,a,施わ 滅 体 潔 η り 閉 磁 沈 S ptJ9/9PtrP― m的  ク ロ ヨ ブ フ シ ヒ メ バ チ

麟 記録]神々廻 (1♀ ,20“,7.13),神 々廻市民の森 (1♀ *,205526).

[ノー ト]ヨナラの立枯木に来ているのを採集したが,本種はウカ ミヵミキリやノコギリカミキリの幼虫に寄生するという.

166.段疵肋ガ体 学 1

陽集認刺 神々廻 (2♀ (1♀ *},如∝ 7.13).

167.fr9Pr9rijgttη 胸四9PJpri179udlida マツクムシヒラタヒメバチ

隣 記録]平塚 (1♂ *,2CX17.3.23);折立 (1♀ *,2005S.91,復 (1♀ ,2006.4.1711谷 田 (1♀ ,20%.11.29;1
♂*,2℃V3.261.

[ノ ート]マツケムシのような大きなものからツンミノガのような河ヽさなものまで,いろいろなガの蛹に寄生するという。

168.疵房
“
偽Z陶り″∞  アオムシヒラタヒメバチ

聴 記録3平塚 (1♀ ,2006.10.9),手賀沼畔 (1♀ *,2065,4;1♂ ,2006Ю.9;1♀ ,2CM.1021),折立 (1♂ ,

2005,9.23i l♂ ,2006,4囲 ;1♀ ,2006.■ ,25);木 (1♂,20∝`5,24,1♀ ,2006.■ .21),復 (2♀ 1♂ (1♀ *},2CD5,10

2; l♂,206.1116)1谷 田 (1♂,2006.1129),神崎川左岸小池橋付近 (1♀ 4♂ (1♂ *},205,4.26,1♂ ,郷∝

5.25, 1♂,206.921,2♀ 1♂,20∞,■ 13).

[ノ ート]田畑の畔道や川縁でよく見られた,本種はニカメイチュウやその他の小さいガ類の蛹に寄生する。

169.?駒叩筋肱潜 tiMiodlidaJ

隊 記録]神々廻市民の森 (1♀ *,2006.928).

170.β切力館力りs CdiS イチモンジヒラタヒメバチ

朧 記録]平塚 (1♂,2006.418: 1♂ ,20砥 5,4);手賀沼畔 (1♂,2CX4 4 18);折 立 (1♂,20064.28),復 (1
♀ 1♂ ,2CX3.4.171;ネ鞠崎サIIZ醇多1ヾ也楡け近 (3♂ (1♂ *),20∞.4.26; 1♂ ,2006.■ .13).

[ノ ート]水田ThliEt・JII縁に見られるヒメパチであるが, この仲間はカメムシの如く,ハチ界の異臭グループである.

171.PivPra捌ね協脇励 udlida シロモンヒラタヒメバチ

際 記録]平塚 (1♂,2005,11.2);折立 (2♀ (1♀ *),2CX4.7.14,1♀ 1♂,知∝.1125),イ申々 廻 (1♂,205■
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8);白井市運動公園 (1♀ ,20%.■ 22);ネ申々 廻市民の森 (1♀ 2♂ (1♂ *),2005.10.14;1♀ ,2005。 10.23,1♂ ,

2嚇 118,1♂ ,21X3.4.24;1♀ ,2鶴 713, 1♂,2006.87,1♂ ,2006.821;2♂ ,2晰,928;1♀ 2♂,2晰、■22);

谷田 (1♂,2006810; l♀ ,20鮨 822,2♂ ,20069.21).

[ノ ート]前種が日当たりのよい開放域に活動するのに反し,本種は木漏れ日が差すような林床部や林縁部に活動が見ら

れる.本種はモモノヒメシンクイに寄生するといわれている.

172.Pi螂随ぬ asmid4 マイマイヒラタヒメバチ

聴 嗣 平塚 (1♂,20065,4;1♂,2006.92;1♂ ,20%.10,91;手賀沼畔 (1♂,2006.4,18);折 立 (2♂,知0511

5,2♂ ,21XX5 324; l♂ ,2054.28; 1♀ ,2006827,2♂,21X31125);神 廻々 (1♀ ,2006821);白 井市運動

公園 (1♀ 1♂ ,205,10.14,2♂,2∞5.1023,1♂ ,2C05■ 8,1♂,21X3424;1♂ ,2006.6.4;1♂ ,20068.21;

l♂,2006.9.10;1♂,2006.928; 1♀ *1♂,200FD.1122);神々廻市民の森 (1♂,205■ 8,1♂,21X6.8,7,1

♀,2006.8.21; 1♂ ,2006.910);木 (1♂,2∞5,10.20; l♂ ,205,11,4; 1♂ ,20∝.422, 1♀ l♂,209,■ .21);

所沢ふるさとの森 (2♂,錮

“

,1020;1♂,2006.4.22);復 (1♀ 1♂,2005■ .1;1♂,20X321;1♂,2006,417;

1♀,2GX5 5.1);谷 田 (1♂,20M426;2♀ ,2006.7.15,2♂ (1♂ *),205810; 1♀ 1♂,20X822, 1♂ ,

2006.95, ljれ , 2Ch.921; lcP, 21X4.1129),

[ノ ー ト]野外採集時はイチモンジヒラタヒメバチと判別しにくいが,イチモンジヒラタヒメ′ミチは開放域に生感してい

るが,本種は主に日陰部に見られ,神崎サ|け |1縁ではまつたく見つけられなかった。調蔭翔間中の3月 下旬～■月下旬ま

で長期間にわたつて見られた。採集した 11♀41♂のうち 1♀にダニが寄生していた.チョウロの種々の蛹に寄生するが,

稀に老熟助虫にも寄生するという。

173.PyppFp″ ゥ堅
"ユ
∽UChida チビキアシしラタヒメバチ

際 記録]平塚 (1♂,2005,461i折 立 (3d,2005.4.14, 1♂ ,2∞5.59;1♀ ,2a15,10,12;1♂,知
“

,■.5,1

♀,2006.1125);木 (1♂,21X3,4.22; 1♂ ,21X4.5.5),復 (1♀ ,205.10.2; 1♂ ,2CK15.■ .1,2♂ ,21X444, 1
♂,205,11161;谷 田 (1♂ *,21X41026;1♀ *,206.■ .29; 1♂ ,2007,3261;欄ヤ怯≠切 也ヾ橋付近 (2♂ (1

♂*),2006 426i l♂ ,2CM.5,12; 2♂ ,21X173261.

[ノ ート]主に禾本科の草を加害する小型ガ類の蛹に寄生するという。

174Д協潮″げ
"甲

力Э肋♭っ 鳴匹潮解脇Heuchl

跡集認劇 谷田 (1♀ *,201667).

175,肋泌 :爆 ψ■

際 嗣 平塚 (1♀ ,205,8.18,2♀ ,21X3.10,9),手賀濶畔 (1♀ ,21X4.1118);折 立 (1♀ ,205,814;1♀ ,2CX15,1021;

1♀,2006827);神 廻々 (1♀ ,劉

“

.1023,1♀ ,2069,101Ⅲ 神 廻々市民の森 (3♀ ,2005,10.14,1♀ ,200510.23:

2♀ ,2006.87;1♀ ,2006.821);木 (3♀ (1♀ *),2005,819,1♀ ,205.9,19;1♀ ,郷

“

.■ .4;1♀ ,2006■ 21);

谷田 (1♀ ,2CX4 525,1♀ ,2006.7.29,1♀ ,20069.5,1♀ ,206.921,2♀ ,2006.1010,1♀ ,2C勝 1026,1

♀,200611.291.

[ノ ート]採集した30♀中, 2♀にダニが付いていた。本属のハチを雌基準に以下の7種類に分類したが,雄の組み合わ

せが不明瞭である為ここには雌のみを記録した。雄については採集個体数が少ないが5種類に分類できた。

176.肋滋 盗ψ 2

朧 記録a平塚 (1♀ ,2005,11.2,1♀ ,2CXX5 10.21;1♀ ,206.11.18);白井市運動公園 (3♀ (1♀ *),201X5。 1122);

神 廻々市民の森 (3♀ ,2CX4■ 22);所沢ふるさとの森 (3♀ ,2005,■ 4;3♀ ,2006.■ 21),谷日 (2♀ ,2051113)。

177脇滋 B49ψ′3

際 証蒟咽 ネ鴎 )|1左岸′〕ヽ池橋付近 (1♀ *,2006■ ,13),

178 Sc劉田山則S sp4

籐 記録]平塚 (1♀ ,205.8.5);神々廻市民の森 (2♀ (1♀ *),2∞5.85).

179.肋励 溶sp.5

防集認刺 木 (1♀ ,20Ch.10.201i谷 日 (1♀ ,2CX3.1026,1♀ *,2006.11.13);神崎ナ||ノ辱割 M聴村近 (1♀ ,21XJ6.1113).

180心と9滅 司,.6

麟 記録]手賀沼畔 (1♀ ,2CXb.■ 18),折立 (1♀ ,2005.9,23),神 々廻 (1♀ ,200511.8; 1♀ *,20∝ 928);

木 (1♀ ,2005 10ρ O,1♀,2CX7 3 22);復 (1♀ ,200644;1♀ *,20069.19);谷 田 (1♀ ,2CX17.3.20;神 崎

)1隆勲 !地絲 樋 (1♀ ,200667,2♀ ,2006.Ю.20,

181.肋腸卵sp.7

勝贈薪碑剌 平塚 (1♀ ,別∝.109, 1♀ ,20061118),手 賀沼畔 (1♀ ,2006H.18);折 立 (1♀ ,2005.1021);ネ 申々

廻 (1♀ ,20砺 624);木 (1♀ ,2005.■ 4),復 (2♀ (1♀ *),2005■ 1);谷田 (1♀ ,2006■ 13),ネ珈卿 H左岸

川地 絲 抵 (1♀ ,2臨 止B).

182.釣胆 励 ,q胸虚肋″UdaidattMmoi

際 記録]復 (1♂ *,2006.417);;神 崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,20皓 525, 1♀ *,2006628).

1837た〃舶α勝 ,,PPIPP9P7て 潮 UChida

働鱗誦萌咽平塚 (1♀ ,知05112);折立 (1♀ ,知

“

,10.12);神 々廻 (1♀ ,2006.928);神 々廻市民の森 (1♀ ,2∞51023;

ユ♀,205,118);木 (2♀ (1♀ *},200_S■ .4; l♂ *,2CXb.55);谷 田 (1♀ ,2006.■ 13).
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184/TPr/99PrTFFθ 力vttKriegy ミノオキイロヒラタヒメパチ

際 記録]平塚 (1♀ ,2005,8.18:l♀ ,200692);折立 (1♀ ,2005,814,2♀ (1♀ *),21X4714);白 井市運

動公園 (1♀ ,2006.910);所腱 、るさとの森(1♀ ,2∞7.322);谷田(2♀ ,2006.8,22,1♀ ,2006.9,5,1♀ ,2006.10,9).

1誘 物 筋曲 C韓側 の マダラコプクモヒメバチ

働餘筑録]折立 (1♀ #,2005.591;木 (1♀ ,2005,1020).

[ノ ート]オオヒメグモに寄生する.

186.Pinaplime w l ヒラタヒメバチ亜科の1種

陽集認刺 神崎サ|1幻■!望L襦対近 (2♀ 3♂ (1♀ *1♂ *},21X41010;1♂ ,20061026).

[ノ ート]細めの尾長′ミチ,産卵管は体長とほぼ同じ長さ,触角の長さは前翅の長さより長い,体長 13阻趾

187 Pintplinae ψ 2 ヒラタヒメバチ亜科の1種

醸 認珂 神 廻々 (1♀ ,狐筋 1014).

188.=41inac早 3 ヒラタヒメバチ亜科の 1種

朧 記録]神 廻々市民の森 (1♀ ,21X3928).
189.励瑯脱艇ψ4 ヒラタヒメバチ亜科の1種

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,20%624),
190 HE4plilanψ.5 ヒラタヒメバチ亜科の 1種

勝集認刺 神々廻 (1♀ ,2005.4.8);谷 田 (2♀ ,206.4.8)。

[ノ ート]細めの尾長ベチ,産卵管は体長とほぼ同じ長さ。触角の長さと前翅の長さはほぼ同長.体長 7 ШШ.

Pomeniina9 クチキヒメバチ亜科

191,0斜ぬ物を沈,∪mの
聰畷覇輩湖折立 (3♀ ,20∝,714;5♀ (1♀ *},2006.83);神 廻々 (1♀ ,郷∝ 6.24);神々廻市民の森

(1♀ 2♂ (1♂ *},囲筋.5,4;2♀ ,2006624,1♀ ,2CX4 8,21),谷 田 (1♂,2CXb.5.12).

[ノー ト]ヨナラの立枯木に来ていたが,神々廻市民の森の 1♀ のみスギの枯倒木にて,

192み群滋M「bデテ確 り 協 胎 OChidaJ シ ロス ジ クチ キ ヒメバ チ

隊 記録]平塚 (1♀ ,2Ch 522);折立 (1♂ *,2006.4.28);神 廻々 (1♀ *,205,1023);神 廻々市民の森 (1

♀,20066.24;1♀ ,狐随 9.101;谷田 (1♀ ,2αる715),

[ノ ート]殆どはヨナラの立枯本に来ていた.

Rhyssi田9 オナガ′`チ亜科

193.身″ φ MSヮ籐脇暦9UChida サ ッポ ロオナ ガ バ チ

際 記録]折立 (2♀ (1♀ *},201b620,1♀ 2♂,201X5,7.14;2♀ ,2058,3),神 廻々 (1♀ ,2006.62411白

井市運動公園 (1♀ ,2006.6.24),神 廻々市民の森 (1♀ ,2∞5.5.4,1♀ ,2006.7.13),谷 田 (2♂,2006,7.15;

1♀ ,2006.7.29).

[ノート]コナラの立枯本に来ていた。採集した 10♀ 4♂中, 3♀にダニが付いていた.

194騨掛 saψ .1

隊 記録]折立 (1♂,20066〕〕, 1♂ ,20∝,714);神々廻 (1♂,2006624,1♂,20“.8.21),白 井市運動公園

(1♀ ,2006.8.71i神々廻市民の森 (1♂,20067.13);谷田 (1♂,20幡 5,12),

[ノ ート]サンポロオナガバチに酷似するが,前仲腹節が長く,第 1腹背板は細めで長く,顔面の斑紋と彫刻は多少異なる.

195ザ残駆殉閤り銘期Ы
`似

触朗胆⑭ エプオサ淵
'＼

チ

防饒覇颯 神々廻 (3♀ (1♀ #),劉縣 10.23,1♀ ,20511.8,ユ ♂,別髄 928);白井醜 園 (1♀ ,2X15.5.4).

[ノー ト]コナラの立枯木に来ていた。

196睡 騨 坤 sap縁 密 J力密 m煎 瀬 確 リ  オ オ ホ シ ナ ガ パ チ

醸 記録]折立 (1♀ l♂,20068,3;l♀ ,2CX4.827);神 々廻市民の森 (1♀ 2♂,20“,727;3♂ ,21D6.6.4;1

♀ 2♂,郷∝.624;ユ ♀ 2♂,201rj.7.13; 1♀ 1♂,21X48,7i l♀ 1♂,別∝.821);木 (1♂,2065.24);所 沢

ふるさとの森 (1♀ 2♂,2CXX5 7.26);谷 日 (1♀ ,20Ch 5.25).

[ノ ー ト]神々廻市民の森ではスギの枯倒木にいつも来ていたが,その他の場所では殆どコナラの立枯木に来ていた.木

の 1♂はマユミに訪花していた。

197職β ilaaC w■ オナル ミチ聯 わ 1種

麟 記録]折立 (1♀ ,2005,728);神々廻市民の森 (1♀ ,201X5713),木 (2♀ ,2a159191.

[ノー ト]体長 7～12 mmの種 .

Tryphoninae ′vヽチヤ ドリヒメバチ亜科

198.伽″a知盟づψ,1

隊 記録]平塚 (1♂,21X4.5.22,2♀ ,206.6.1);神々廻市民の森 (1♀ ,20∝.64).

[ノ ー ト]白井市の標本での同定はないが,過去に他地域の標本で小西和彦博士に同定を得ている種と同じである。
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199.Dr″憩鱒網
'加

Udhida

朧 記録]折立 (1♂,206.5.9);谷 田 (1♂ *,2006.4%;1♂ ,2006.5121.

200形セ′言α st9 1

躁 記録]平塚 (1♂,2005,3.18;1♂ ,2006.722;l♂ ,2006.9.2);折 立 (1♂ *,2005.H.5)i白 井市運動公園 (2

♂,2C86.4),神 廻々市民の森 (1♀ ,20樋 8,71.

[ノ ート]体長 14～ 18111111のアメイロの種.

201.形″′,α sp 2

際 記録]平塚 (2♀ (1♀ *),20069,15).

[ノ ート]体長 10 11ullほ どのアメイロの種

2磁 .九晩 力,ψ 3

際 記録]折立 (1♀ *,20057.28).

[ノ ート]体長 16 11ullの黒色に赤褐色斑のある種.

2∝.乳塑肋 Spユ

際 記録]手賀沼畔 (1♀ 2♂ (1♂ *},205.5.9);折立 (1♂ ,

204,駒″力"Sp2
睡 記録]折立 (1♀ *,200_5.66).

Xoridinac マルズヒメバチ亜科

205.働鯉 Ю♂∫禦P協間SUdatda サッポロマルズオナガヒメバチ

朧 記録ヨ平塚 (1♂ ?*,2006522);折立 (1♀ *,205,8.14);神々廻市民の森(1♀ ,2006.6.24;1♀ ,2006.8,7).

[ノ ート]平塚の 1♂については確定したものではなく,本種の雄と思われる,寄主はヒメスギカミキリ済醸盛れている。

206/o/i/ss叩螂 sOdlidal

働畷誦護闇神々廻 (1♀ ,2∞5.1023;1♀ #1♂ #,2∞5.118,1♀ ,206.928);神 廻々市民の森 (1♀ ,205,1023);

復 (1♀ ,2005.■ ,1),

[ノ ート]採集した 5♀ 1♂中, 3♀ にダニが付いていた.

亜科・属不明の種

2"、 Imlmg4aidaCψ■ ヒメバチ科の 1種

脇麟覇諄剥 折立 (1♂,2005,414).

[ノ ート]体長 6 11ullほどの黒色の種.

Braconidae コマユバチ科
コマユバチ 1/匈脚⑬ 科は下般I朝運鰤勧 多ゞく,例外的に体長 20 11ullを 越える種もいるが,下般には体長 2～ 10 11ullほ どの

種が多いようである。形態は前掲のヒメバチ科同様,多様であるが,ウマノオバチに至っては雌の産卵管が体長の Q5～ 9

倍にもなる.ヒ メバチ科に近縁で他の昆虫類に寄生する農林業重要な益虫であるが,分類・生態とも未知の部分が多い仲間

である。コマユバチ類は寄主に産卵し,その寄主の体の中で成長した幼虫が,寄主の皮膚を破つて出てきて繭を作ることが

多いことからこの名がある。「日本産昆虫総目鈍  (甲嶋 198の イこよる日本産で学名の付けられているコマユバチ科は 22

亜科 117属 437種が記録されている。しかし,この口毛点のコマユバチ科の種の解明度は50%未満という実態からすると,

将来的には 岬ω種の大台に達する可能性がある。コマユバチ科はヒメバチ科同様,一般向けの検索もなく, しかも不明種

が多い為、殆どの種の同定が素人には手に負えないグループである。千葉県にコマユバチ科のハチがどれほど分布している

か?,詳しい調査は実施されていない。また,筆者も専門外のため文献の詳しい調査をしていない。このため「千葉県産動

物総副乳 傾 田,2003)では学名判明の 9種 麟 までの種を含み 16櫛 ,哺ナ|1市自然環境実態調査報告書2∞3」 (須田,

2004)では学名判明の 17種 (不明種を含み42種じの記録しかない。白井市の調匿で筆者は目視によるネッティングt体
長 5側程度以上のハチを対象に採集した.この小型～微小種を採集しなかったこと,採集方法が見つけ採りだけだつたこと

がこの科の種類数を少なくする結果となった。なお,今般の白井市で採集した標本で種が不明で複数ある個体を前藤薫博士

に同定依頼中である。

Agahidinae タテスジコマユバチ亜科

1.肋儘c― rpv/.giWamaabe マツムラベッコウコマユバチ

隊 記録]折立 (1♀ ,2005,912);谷田 (1♀ 1♂,201X5.9,5,1♀ ,20“ 921).

2.Cr977P9PdrrsP/9r← 山度器)ク ロヒグアカコマユバチ

籐 記録]平塚 (1♂,205,8.5,1♂ ,2006722,1♂ ,20CM 9 2,1♀ ,209915);手賀沼畔

1;1♀ ,20066.17,1♂ ,200673;1♀ 1♂,20Ch 7 22;1♂,2006.9.2;ユ ♂,20069.15),折立

2♀ ,2005,912, 1♂ ,2005.923,1♂,20051012, 1♀ ,2005.10.21; 二♂,2006.827);神 廻々

ユ♀ 1♂,2096
2と烈, 2005,7.28 ;

1♀,2005,7.27;

2♂,2005.10.14;1♀ ,2006.9,28);白井市運動公園 (1♀ ,20057.27,1♀ ,2005.1014,1♂ ,2006.6.24;l♂,2GX5

713: 1♂ ,2CXh.821;2♀ ,20∞.910,1♀ 1♂,2006.928);木 (1♀ ,20058.8;1♂ ,205.9.19,1♂ ,2CX4 6
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2, 1♂ ,知∞.6,19,1♀ ,206.726, 1♀ 1♂,2006.9,4; 1♂ ,20∝.108);所沢ふるさとの森 (1♂,21XX5 9 4),

復 (1♀ l♂,2CX15.84;l♀ ,205817;1♂ ,21X15102,1♂,2016.9,3;1♂ ,20069.19);谷田 (1♀ ,郷∝ 6.28;

1♀ 1♂,2006729; 1♀ ,2臨 8.22, 1♀ 1♂,2随 9.5; 1♀ 1♂,2006921, 1♀ ,20061010, 1♀ ,2006 10 2CD);

神崎チ|1左ル !ヽ池橋付近 (1♂,2006729,1♂,2006.8.10;1♀ l♂,20069.5;1♂,2014,9,21),

[ノ ート]′Vレジョオン・ヒメジョオン・ヤブカラシ・イヌザンショウ。イノコズチ・アオシノなどの訪花を確認した,

3.協用どψ.1

陳 記録]手賀沼畔 (1♂,205,8,5,1♀ ,20∝ 61);神崎ナ|1刀りⅢよ地 橋付近 (1♀ ,20∝,8,10;1♀ ,205.822).

Bra∞ninae コマユ′`チ亜科

4れ孵 9b撤
"Tう

漸 抱鸞brtJ9Wambc ヒメ タマ ノ着テ＼チ

防集認刺 神 廻々 (1♀ ,2CX6.87)。

[ノート]コナラの立枯木に来ていた。千葉県では我孫子市。君津市,館山市などから記録されているが,少ない種である。

5,炒萬触クカψ l

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,200687).
6.vヵ聰pry c・ /P加%的 s櫛 )ズイムシクロバラコマユバチ

醸 記録]手賀沼畔 (1♀ ,2005■ .2);折立 (1♀ ,知057.28:l♀ ,2005923);谷 田 (1♀ ,21X4,10,26);神 崎川

左岸′J地橋付近 (1♀ ,2006.10261.

7み印魔続i識a"肋脇″ぉなc蜘  ヨコハママダラコマユバチ

際 記録]手賀沼畔 (1♂,2006,9.2;1♂ ,2006915);折立 (1♀ 1♂ ,2006.8,7);白井市運動公日 (2♂ ,2006.

7.13;1♂ ,2006.8.7,2♂,2006821; 1♂ ,2006.9,101;復 (1♂ ,2006.9,3);神 崎川左岸小池橋付近 (1♂,2006

810, 2♀ , 2αる9,5; 1♀ ,209.9,21),

[ノ ート]草原や川縁の草間を飛翔していた。ツマキオオメイガやその他のメイガ科の幼虫に寄生する。

GRe10ninac コウラコマユバチ亜科

8.A復審zダr91ヵ翻研%的 Sg4m ヒゲナガコウラコマユバチ

隊 記録]折立 (lex92005,9必 );神々廻市民の森 (銭潜す,2005102,1∝ ,2CX15 1023;釣町 205.■ 8):復 (1∝ク

2005,102).

[ノ ート〕外形からの特徴襴雌・雄の区別ができないため頭数の記録とした。

Microgastrina9 サムライコマ■バチ亜科

9独糊胞力∫司ュ1

醸 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,21X4.10.26),

10 qμηttr9Fa6・ ψ,1

陛鷺柴証塩湖 谷田 (1♀ ,20510.101.

11.筋鍼薯剌″ψ.1

際 謳 剥 平塚 (1♀ ,知
“

.85,3♂,2005,818;1♂,209,92;1♀ ,20069.15);折立 (1♀ ,2005,5,9,1

♀,2∞5912, 1♀ 1♂,20068,27),木 (1♀ ,2006.7.26);復 (2♀ ユ♂,2CXX5,9.3);谷田 (1♂ ,2006.426, 1

♀,2006.6.28,2♂ ,21XX5,9.5).

[ノ ート]翅端は曇る,後脚はほぼ黒色の機 体長 5～ 611111.

12.胞,9聖r惚′司,2

隊 記録]折立 (1♀ ,2005。 10.121;神 々廻市民の森 (1♀ ,2006.9.10);谷 田 (1♂,20".3.26).

[ノ ー ト]翅端は働 Wこ曇る,脚はほぼ黄褐色の種 体長 5 11ull.

13.財餌邪 セ/ψ,3

際 記録]折立 (1♂,20∝ 923).

[ノ ー ト]翅は透明,脚はほぼ黄褐色,触角が斡 魚平の種,体長 5皿m.

14.筋θQ弊ダ″′ψ4

際 記録]折立 (1♂,20069121.

[ノ ート]翅は透明,脚はほぼ黄褐色,触角が糸状の種.体長 4阻

15,肋肋 加 協c熾鯉 側駒滋リ  スズメヤ ドリコマユバチ

陣 記録]平塚 (1♀ ,2005818);折立 (1♂,2005.6.6,2♀ ,20“ .728i l♀ ,21X48´27);神々廻 (1♀ ,2006

821)i木 (1♀ ,2α万819;1♀ ,2∞5,9.19,1♀ ,20∝_6.19,1♀ ,20∝,7H,1♀ ,2006.7%;1♀ ,知∞Ю 8);

復 (1♀ ,2005.6.1, 1♀ ,2005,7.21, 1♀ ,2005,84, 1♀ ,2058.17, 1♀ ,200510.21 1♂ ,20069,191,谷 田

(1♀ , 206729; l♀ , 20061010).

[ノ ートコスズメガ科の幼虫に寄生することから,自井市ではヤブカラシ・ヤマイモの群生地でよく見掛けた.

Rogadinae カモドキ′`チ亜科
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る.狙dtts卵セ朋 vallAdltng

際 記録]白井市運動公園 (1♀ ,200510,14).

亜科・属不明の種

17.B―aidacsp l コマユバチ科の生種

麟 記録]神々廻 (1♀ 1♂,20“ 1010,木 (1♂,20∝.108).

18翫紹�議 sp 2 コマユパチ科の 1種

働餘葉聞]折立 (4為.,2嚇.5.9).

lЯ BMaldacsp 3 コマユバチ科の1種

隊 記録]平塚 (1♀ ,205,73);谷 田 (2♀ ,2C87.29).

[ノ ー ト]ヒ メジョオンに訪花していた。

20 Bmomi(崩 sp.4 コマユパ却 の 1種

陽集認刺 神々廻 (鞣 ,2005591,
21.BrF・●Onida sp 5 コマユバチ科の1種

陛驚柔証密期 谷田 (2♀ ,2CX6.&22;1♀ ,2αる.9.21).

[ノ ー ト]農家の道路に面した薪置場付近を飛翔していた。

22翫組�曲 sp 6 コマれベチ科の1種

隊 証録]平塚 (2♀ ,2007323).
23.Bdonidacsp 7 コマユバチ科の 1種

勝集認刺 谷田 (1♀ ,206.11.13).

24.Bmoc/41itt sp 8 コマユバチ科の 1種

隣 記録]手賀沼畔 (1♀ ,21X4.4.18).

25助粗�ぬ弱p.9 コマユバチ科の1種

躁 記録]神崎川船 J地橋付近 (1♀ ,2006.5.12).

26.Braomidae sp 10 コマユバチ科の1種

膨判裏証群翻 木 (1♀ ,2006.■ 21).

27 Bracg敲 騰 sp.11 コマユバチ科の 1種

際 記録]折立 (1♀ ,2∞5,728);谷 田 (1♂,200610261.

28.Bmoonidae学 12 コマユバチ科の1種

防集詔刺 木 (1∝,2006.5.5)。

29.Brmonidasp.13 コマユバチ科の 1種

際 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,20X.9.28),谷田 (1♀ ,2006.10,10.

30.Bmconida sp.14 コマユバチ科の1種

際 証曝3平塚 (1♀ ,2006.10,労 .

31.勘甜�鵬弱p.15 コマユバチ科の1種

働集証翻]所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006.5.5).

32.Bmcaidxsp.16 コマユバチ科の1種

際 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♂,20065.12).

33.働翻罰鵬弱p.17 コマユバチ科の1種

陳 記録]神 廻々市民の森 (2♀ ,20066.24).

[ノ ート]倒木の根元付近に来ていた。

34 Bracmidae sp.18 コマユパチ科の1種

醸 記録]神 廻々市民の森 (1♀ ,205,10、 14).

35.Braomidaeψ .19 コマユバチ科の1種

酵謗覇融剥 翼畷 (1♀ ,知%.10";谷田 (1♂,206.10.10.

36.Bmoonidasp 20 コマユバチ科の1種

隊 記録]折立 (4♀ 1♂,205.1012).

[ノ ート]林縁部のスギの立粘木の回りを飛翔していた前翅に薄い紋を持つ体長 10 11ulの淡褐色の種.

37.勘翻�由鶴p.21 コマユパチ科の1種

陛羅菓孟寝湖 谷田 (1♀ , 2006.729; 1♀ , 20068101.

Trigonalyoidea カギバラバチ上科

Trigonalidae カギバラバチ科

カギパラバチ (釣腹蜂)科は小型で頭部が大きく大顎も大きい,腹部は丸みをもち腹端部が下方に釣状に屈曲,触角は多

節で糸状に細長いハチである。一見有剣類のハチに見えるが転節は2分している.生態Iま複雑で,葉縁に産み付けられた卵

は,その案を食べたチョウロの幼虫の体内に寄生したハチやハエに二次寄生する変わり者である。日本からは 6属 9種記録
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されているが,千葉県からは 2属 2種が見つかつている。

Trigorla Hnae カギバラバチ亜科

1.力額Jgaα溢知 attSmdl キスラ托アカカギバラバチ

醸 記録]折立 (1♀ ,知∞.66; 1♀ ,20051012, 1♀ ,2005.115);白井市運動公回 (1♀ ,20510_14; 1♀ ,20∞ .

8.21; 1♀ ,21X6.鋭 28),

[ノー ト]木漂陥日の当たる林床部や林縁部の草上などで見つけた。本種は暴い体に赤色・黄白色 ,自色などの斑紋を具

えた美しい種で,分布は広く日本全国・島嶼部でも見られるが, 1か所で多く見掛けることはない。

Evanioidea ヤセバチ上科

Evaniidae ヤセバチ科

ヤセバチ (細蜂)科は小型で,翅脈は単純でかなり退化している。後翅に翅垂がある,腹部は長い腹柄があるが短く,左

右に偏平である。この腹柄は前伸腹節の上部から伸びている。雌の産卵管は短く,腹部内に隠されている。ハチはゴキプリ

類の卵輪内に寄生する.ヤセバチ科は熱帯に多いハチで世界に 14属約 400種が属しているというが,「日本産昆虫総副職

(判転 1989)には白井市での記録種のみしかリストアップされていない。ただし,日 本には未掲載蘊がいるようで,高橋

秀男氏に小生保存の沖縄産の標本を調べていただいたところ, 2種類 像η狛確肋 wゥ 】婢 ψ)を確認した。

1.fvIPri叩即 協 斑 即 rtrLimals ゴキ プ リヤセバ チ

睡 記録]平塚 (1♀ ,2005,8.5);折立 (1♀ ,2005.8.14; 1♂ ,2006.7.14);神 廻々 (1♀ 1♂,2006.6.24;1♂ ,

200687);白 井市運動公園 (1♀ 1♂,20066.24,1♀ ,20067.13);神 廻々市民の森 (1♂,2CM.6,24;1♀ ,20∝

713, 1♀ ,2006.8,7),本 (1♀ ,2006.7.11);所 沢ふるさとの森 (1♀ ,2058.191;復 (1♂,2005.61).

[ノ ート]本種は森林に住む寄主 (ゴキプリ)の見られる場所の木漏れ日が当たるスギの幹回りや物置 。木の橋の欄千・

赤土の切り通し面などに見られた。この少々暗い場所ではハチが飛翔すると黒光して見逃 .男啄「14はマルガタヤセバチ.

Aulacidae セダカヤセバチ科

セダカヤセバチ (背高細蜂)科は温帯と熱帯に広く分布するハチで,細身で嘆部も長く,雌の産卵管は長い,触角函到腎

のすぐ上から出ていて長い,前翅は縦に畳まれないなどの特徴を持つている。樹木穿子し性のタマムシ科・カミキリムシ科と

クビナガキバチ科に寄生する。世界には 2属約 150種が記録されており, 日本には 2属 7種が分布している.ただし, 日

本産の 4種は翻喚部に産している。千葉県からは下記の記録種のみ分布している.

1,PriWat滋潜 F″筋 惚 劾 悶 Uchida ホ シセ ダカ ヤ セバ チ

陽集認刺 木 (1♀ ,2GX5.6.19).

[ノ ート]コナラの立枯本に来ていた。

Gastertttiidac コンボウヤセバチ科
コンポウヤセバチ 的 科はセダカヤセバチ科に似た中型の細長ヤソヽチで,副胸は首状に長く,液部は総じてこん

棒状,細長い第1腹節は前仲腹飾の上部・ほぼ後胸面から生じている,後脚腿節はこん棒状に太い,日惚 は縦に畳まれるな

どの特徴がある.本科のハチはミツパチ上科・スズメバチ上科の幼虫に寄生するといわれている。世界には約 9属 500種が

記録されているが,日本には 2属 5種が分布している.千葉県からは下記の記録種のみ分布している。

Gasteruptitrlac コンボウヤセバチ亜科

ユ働 2BrprivJilpFtro/∞ 面mぃ オオコンポウヤセバチ

隣 記録]平塚 (1♀ ,2006.6.1);折立 (1♂,2005,8.14;2♀ ,20“ ,923, 1♀,200510,121;神々廻 (1♂,2005

5.26;1♀ 1♂,20066.41;白 井市運動公園 (1♀ ,20∝ 624,1♀ ,2006871i所沢ふるさとの森 (1♀ ,2Cb.8.19);

復 (1♀ 1♂,劉勝 521,1♀ ,20066.141,谷田 (1♀ ,2006.7.29).

[ノート]マユミ・ツグ・アカメガシフでの訪花を確認した。 1♀は雑木林内の物置で寄主を探していた。

Stephanoidea ッノヤセバチ上科

Stephanitte ツノヤセバチ科

ツノヤセバチ (角鱒 科はヒメパチ科に似るが翅脈は退化的で,前翅に狭い前縁室があり,後翅の基部に閉じた室がな

い,頭部は丸く頭頂に複数の歯状突起があり,雌の産卵管が非常に長ヤソヽチである。世界に 9属約 100種,日 本には下記の

記録種・琉球避種・月追筋範勧ミ記録されているようである.同定・文献閣脚ま高橋秀男氏に協力していただいた.

1盈躍漸鉤胎″rrd勲ぬμ刀廟伊vanAdrntFg

酢 記録]折立 (7♀ ,2006.714;6♀ ,20“.8.3);神々廻市民の森 (1♀ ,20髄.8,7),

[ノート]ヨナラの立枯本に来ていた。高橋秀男氏 90C12)も多数のツノヤセバチを見ているがすべて雌 いうことである。

的rysidoidea セイボウ上科

Bethylidae アリガタバチ科
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アリガタバチ C騒形蜂)科は小型ないし微小種で体長 3剛以下のものもいる。雌は時に無翅あるいは短翅で,無翅の場合

はアリと間違われるが,本科ではアリ科の特徴である腹柄の結節がない。頭部はしばしば仲長して偏毛 頭盾に正中稜を持

つ,後翅に閉じた室はない,腹部は外部から見て6'7節である.生態が確認されている種はコウチュウロの幼虫に寄生す

るものが多く,一部のグループがチョウロの幼虫に寄生する。世界に 4亜科帥 η∞種もいるという大きな科の1つのよ

うである。しかし, 日本のこの分野の研究は遅れ,これまでに発行されている図鑑類に本科のハチは数種類しか掲載されて

いなかつた。近年,寺山 00061により日本産アジガタバラ縛Ψ必渤醐式解明さオ転 一挙に 4亜科20属 96種にもなることが

明ら力Wこなった。それでもなおも雌雄の組合わせや生態面での不明な点が多く,この類の収集者が少ないことからまだまだ

新種も追加される可能Lがある。この文献により千葉県には 13種の分布が確認されている.本科の調査・採集方法は筆者の

ような目視によるネッティングではよい結果が得られない。調庵対象外のアリと間違えるもの,体長 4剛以下のものがいる

からである。この仲間に関してはアリの採集方法のマレーズトラップやツルグレン装置による抽出が効果的のようである.

Pristocerinae ムカシアリガタバチ亜科

1.Иctts癒脇鉢α諏灘耐功 ツヤムカシアリガタバチ

陸 記録]折立 (1♂,20X827);所沢ふるさとの森 (1♂,20058.191i谷田 (1♂,2006.10101.

[ノ ート]本種および下記の3種は以前他地域の標本を寺山守博士に同定していただいたことがある.

2.И儀紗万1Йttη
'(那

α内匝雌⇒ ムカシアリガタバチ

際 記録]折立 (1♂,205.5.91;白 井市運動公園 (1♂,2a155.4);木 (1♂,2006524).

[ノ ート]古く使われた和名はアルマンドムナボツパチ・アルマンムナボツバチ・コメツキアリガタバチ.

3.身切的傍肛XM T― a クシヒゲア リガタバチ

陽集認刺 所沢ふるさとの森 (1♀ ,2CM.7261;谷 田 (1♀ ,2006.10101.

[ノ ート]本種の♂は和略のように触角が櫛状に変化している,古く使われた和応はツマアカタマゴバチ.

4 rfor92J ψ■ マエダテアリガタバチ属の1種

酵購覇諫剥 谷田 (1♂ ,2CXX3.921),

[ノ ー ト]本種は偶然網に入り毒瓶に入れ標本にしたもの全 体長は傑か 24皿皿(寺山博士計預り。本種は寺山博士に同定

していただいたが,同属であるん聴 確定に,髯子かず,いずれ明ら力斗こされるとのこと.同標本を寺山博士に進呈,標
本は同博士の公的研究機関で保存される。

Glrysididae セイボウ科

セイボウ (青蜂)科はタマムシやルリオサムシのように美しい金属光沢をもつた小型～中型種の多い寄生バチである。腹

部は外部から見て3～ 5節あり,触角は13節,OIRは単純で後翅に閉じた室はない.腹部内に収まつている雌の産卵管は長

いが,毒針ではないので刺されることもなく手で掴める。驚かしたり掴んだりすると体を腹側に曲I尤 球のように丸くなり

死んだふりをする。寄主は有剣類のハチが多いが,′∨ミチを対象とする種、イラガを対象とする種(ナナフシの

'Mこ

寄生す

るデ滞 プもある.成虫は寄主の巣の付近や立枯木 花上で見られるが,活発に活動する時間帯,避ヒ較的日中の暑い時に多

いようである.世界に 4亜藩 82癌胸 2づ lXl程が記載されているが,日本からは 4亜朴 16属 49種が記録されている。「千葉

県産動物総目す駒 (須田,200_3)による千葉県の分布は 8属 18種となつている。

Glrysidinae セイボウ亜科

1廠わ膨脇隕i岬肋μ
―

 ハラアカマルセイボタ

際 記録]白井市運動公目 (2♂,2006.6.24);木 (1♂,2066.19).

[ノ ート]'晦まツチスガリ類の巣に寄生するが,本調査ではまったく見つけられなかった.木採集の雄はヒメジョオンに

訪花していた。平地から山地まで広く分布するが,山地に多い。千葉県内の分布は広いようだが近県の丘陵地帯のよう

によく見掛ける機袋は少ない。ハラアカトゲマルセイポウとも呼ばれていた種である.

2 rr効励 初 誠瀬 19翻吻 ″Tslndtiセ イ ドウマルセ イ ボ タ本 土 亜 種

際 記録]木 (1♂,2005.8.19i3♀ 1♂,20∝ Я4);復 (1♀ 3♂,21X393).

[ノ ート]殆どはユラの花上に訪花していたもので, 1♀のみスペアミントであった。本種の励 亜種は中国・朝鮮半島

である.本種の寄主はキスジツチスガリのようである。

3効 β 館 陀 吐 ヵ 瑠 弦 溶 ω tthO ム ネ ツ ヤ セ イ ボ ウ本 土 亜 種

際 記録]折立 (2♀ ,2005.527; 1♀ ,2005.6.6; l♀ ,20∝,7.141i神 々廻 (7♂,2005.526);白 井市運動公園

(1♂,205.5,41;復 (1♂,2006.5.21),谷 田 (1♀ 1♂,2CD6.525).

[ノ ート]殆どは雑木林の本漏れ日が当たるような場所,しかも年前中に見られた。神 廻々の 7♂はそのような場所に次々

に飛んで来たもの。マエダテバチとイスカバチの巣に寄生することが確認されている。かつてはツヤムネセイボウ・ア

ル々 ンミドリセイボウ・ミドリセイボウ。マルセイボウの和鳴が使われていた,

4.乃館わ脇滋ΨtttraodlidaJ ホシツヤセイボウ

際 記録]平塚 (1♀ ,20縣 6.1).

[ノ ート]前種に似た体長 6 11unほ どの緑青の宝石のような光沢を持つ美しいハチであるが,腹部は滑沢,頭・胸部は密な

点刻を装う。平塚での唯一の採集は道路脇のウメの葉に来たものである。本種の寄主はアリマキパチ・イスカバチ類で
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ある。これまでに使われた和賂はホシマルセイボウ・ウチダツヤセイボウ・ヒメツヤセイボウなど,

5,9り曲み朗破V弛》κ Smih ムツパセイボウ本土亜種

防集認刺 復 (1♀ ,2005.8.17),

[ノート]腹部第3背節に6歯があるセイボウであり,頭・胸部は青緑色であるが,腹部は青紫色の腹都各背節後縁に赤

金色あるいは緑金色の横帯があることから, ミスジムツバセイボウとも呼ばれる。本種の寄主はヤマトフタスジスズバ

チである.採集した標本には体に多数のダニが付いていた。

69りおり協滅珈αRosi ンマムラサキセイボウ

醸 記録]手賀沼畔 (1♂,2GX5 5.4);木 (1♀ ,200510.20),

[ノート]本種はチビドロバチ類やトックリバチ類の巣に寄生することから,採集確認した場所は雄は生まれてきたよう

な葉曳 雌は寄主を探せそうな場所であつた。本種の腹部第3背節は4歯であることから,ツマムラサキヨンバセイポ

ウとも呼ばれる.

7.孵訪り曲翻力呻 )スダミツバセイボウ

防集認躙 利朝翻|1左手シト泄第翻守近 (1♀ ,201b.10,20.

[ノート])|1縁のアシの生えているところで偶然ネットインしたものである.本種の腹部第3背節は3歯である.

8.脇 濱鉗カリ 誌 腕 留 FahClusJ ミ ドリセ イ ボ ウ

陽集認刺 平塚 (1♀ ,2005.8.5);復 (2♀ ,2005.8,D.

[ノート]復での確認は雑木林内にある廃棄物置の竹竿の置いてある付近で得られたものである。この古くなった竹竿に

は本種の寄主であるヤマトルジジガバチが営巣活動をしていた。本種の腹部第3背節は5歯であることから, ミドリイ

ツンバセイボウとも呼ばれる。

9騨肋解り腔″〃σ硼→ オ減 イボウ

醸 記録]平塚 (1♀ ,2005,8.18),手 賀沼畔 (1♀ ,2006.9.15),折 立 (1♀ ,2005923;ユ ♂,2016.827);白 井市

運動公回 (2♂,2006.624);本 (1♂,2058.19; 1♀ ,20∝ 108),復 (1♀ ,205.102).

[ノート]青緑色～紫菫色で,光の当たる角度により微妙な色彩を放つ金属光沢を有する宝石のようなハチである.特に

この科の最大種で体長は寄主の個体差によつて 7～20 11ullと あることから視覚的に強烈である.野外でも異彩を放つてい

ることから見つけやすい。ただし,網で掬い取ると体を丸め死んだふりをする。このため転がりやすくなるが,このハ

チは刺されることがないので手で掴み, しつかり採集することんミ障さである.白井市での採集確認は寄主の営巣地では

なく,殆 d訪花していたものである.訪花確認は季節順にヒメジョオン・アカメガシフ・オミナエシ・スペアミント・

イヌタデ・アレチクリ・アオシノである。本種の寄主はスズバチであるが,エントツドロバチやアメリカジ湾チミチの巣

に寄生した例もある。この場合比較的小型の個体になるようである.

Vespoidea スズメバチ上科

Tiphildae コツチバチ科
コンチバチ 1/Jヽ土蜂)科は一見ツチパチ類を小型化したような形態をしているが,日立った斑紋もなく,殆ど黒色の見栄

えのしない狩リバチである。雄は腹部末端がしばしば反り返り堅V弩十状をしているが,雌ではなく毒液もないので刺される

ことはない.ツヤアリバチ亜科で,ま雌に翅服なくアジと見間違える。この雌の大顎は大きく,巣穴のハンミョウ類の幼虫を

挟み,これに寄生する。コツチパチ醐 ′ヽチはすべて地中で生活しているコガネムシの幼虫に外部寄生する農林業上有益

な益虫である。成虫は時折花上を訪れている。世界には 7亜科約 1づ∞額分布しているが,日本には 2亜科 2属 51種が知

られている。この日本産種の分類はかなり解明されてはいるが,特徴差の微妙な種,出現鋼の違ヤヽこよる変化,地域個体群

変異,個体問変異など,今後の研究次第によつては整理されたり追加されたりする種があると思われる。小生の保存標本は

この分類を完成させた故・常木勝次博士にかなりの標本を同定していただいたが,それを見てもまだ区別が付かないものも

ある程分類が難しい。今般の保集標本でも同定に自信のなかつた 2種を羽田義任氏の同定を受けた.「千葉県産動物総目鈍

顔 田,203)には 1亜科 1属 16種 鱒,の 1種を餅砂)記録されている。別勒 ツヤアリバチについては h市,H市のハ

チ蜘 銭 田,2004)に 1種記録されている。

Tiphiinao コッチバチ亜科

12P/ri2ィ駒 即 鍋り 似 ″′朋 加 Rolwg ア キ コンチバ チ

隊 記録]神 廻々市民の森 (1♂,2006.8.21).

[ノ ート]千葉県では佐倉市・成田市の記録がある。

2.7PPLi仰ヮ pgiligSntih ハヤコツチバチ

[採集記録]折立 (2♂,2006.728);白井市運動公園 (1♂,2CX3,713),

[ノート]白井市運動公園の 1♂を羽田義任氏の同定を受け種名が判明した.T‐Uで は6～ 7月 頃出現している。

3,磁曲 口″り う閉昭:″ I狂陥rバ b//1/コ ッチバチ

隣 記録]折立 (1♂,2058271;木 (1♂,2006.■261;谷田 (1♂,200rJ,7.15;2♂ ,20068,22).

[ノー ト]千葉県では 7～ 3月 頃出現するようである.

4.螂 d囮″ リ カイ即釦曲 TSIndci ヒゴ コツチバ チ

膀集認劇 谷田 (1♂,2006.715).
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[ノ ー ト]羽田義任氏の同定を受け種名が判明した.T-4県では初記録のようである。

5,砂脆a働 リカο″9,傲rptFs Pぷ g スネアカコンチバチ

際 記録]折立 (1♀ ,20051012);木 (1♀ ,20051020,1♀ ,213108);復 (1♀ ,20髄 72);谷田 (1♀ ,

20068Ю ;1♀,200690;科崎ナI肱≠■!Ч財翻i近 (1♀ ,200CD 8盟 ),

[ノ ート]脚に赤色の出る体長 5～ 7 mmlま どの種である.

&リカ棚 JS9/ptyPttα  マメコツチメ＼チ

働翰覇醸剌 谷日 (1♂,2006729).

[ノ ー ト]千葉県での分布記鰍ま少ない種である。

7.砂れ,a囮″ワ卵 Al翫戯J_ クロコガネコツチバチ

働礫軍燭d折立 (1♂,劉

“

8,14);神々廻 (1♀ ,2006928),

[ノ ー ト]千葉県での分布記録は少ない種である,

8リカロ″リヮ
'脱

斑雅 Rohl●・g マメコガネコツチ′ヽチ

隊 記録]平塚 (2♂,21XX5 10.9;2♀ ,20061021);手賀沼畔 (2♀ ,2∞511.2;l♀ ,2CX4■ 18);折立 (1♀ ,

2005814; l♀ ,20“,■.5);神 廻々 (1♂,20“,10.14;2♀ ,200510,23),白井市運動公目 (2♂,2005.1014; l

♀,20051023;1♀ ,2CXX3 6 4; 1♀ ユ♂,201X59101i神 廻々市民の森 (1♀ ,2CXb 9,101;木 (1♀,刑5,1020);

復 (2♀ 1♂,205,102; 1♀ ,200_S■ 1; 1♀ ,2CX4 9 31 3♀ 1♂,2CX3 10.10;谷田 (2♂,2CXX5.921;2♂ ,

2006.10101;神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,206 102Fpl.

[ノ ート]特に秋季に多く出現しているのが確認された,これは本種が寄主対象としている害虫のマメコガネが,この地

に多くいるという証拠である。見つかる場所では草間や花上に個体数も多く見られる。訪花植物はマーガレット・オト
コエン・ツルボ・ニラ・イヌタデ・アリッサム・セイタカアワダチノウで,特にセイタカアワダチツウには多く見られ

た.採集した22♀ 12♂中の 1♀ にダニが付いていた,

9砂施a爵甚vi27 V/9Z2JtrrbBvrarttμ 馳肋滋瘤Smih アカハコツチバチ本土沖縄亜種

隣 記録]白井市運動公園 (1♂,2016713);木 (1♂,21X/711);復 (1♂,20“ 10分 ;谷 FIl(2♂ ,205.8.10,
1♂,2C勝 9.5).

[ノ ート]千葉県には 7月 中旬から10月 上旬に力ヽす出現しているが,白井市の今回の調査でlJ」Lを見つけられなかった,

10跡α働 砂詑勲瘤 Paker ニカコツチ,ミチ

隣 記録]平塚 (2♀ ,2CX15,112;2♂ ,2006915,2♂,200610.21);折立 (1♀,2005.59,1♀ ,205.527,1
♀ 2♂,200510.12,2♂ ,2005.1021);神 々廻 (1♂,200510,14,2♂ ,2051023);白井市運動公園 (1♀ 2♂ ,

2005。 10141;神々廻市民の森 (1♀ 2♂,2005,10.14i l♀ 2♂,2005,10.23;2♂ ,2CX15,11.8;1♀ ,2006.6.24:2♂ ,

2CX3 9 28);木 (1♀ 2♂,2CD5 10 20);所沢ふるさとの森 (1♀ ,205■ 4);復 (2♂,205H l,1♀ ,2Ch 521);
谷田 (2♂,20061026;1♀ ,2CXj7.3261,

[ノ ー ト]マメコガネコンチバチと共に白井市ではよく見掛けるコツチバチである,春から初夏と秋季の2度にわたつて

出現している.採集した 13♀27♂中の 3♀にダニが付いていた.

11勒α口》ワ盟町お Rohh・gノツレコツチバチ

醸 記録]平塚 (1♀ 3♂,郷%.5.4, 1♀ ,20幡 522),白井市運動公園 (4♂,205.5.4; 1♀ ,2∞5,526,3♂ ,

20“.4.24);神々廻市民の森 (1♂,205424J;復 (1♂,2006.51);谷田 (1♀ 2♂,205512,1♀ ,2006525).

[ノ ー ト]4月 民ヽ から5月 ヽヽ にかけて見られる種である.

M9hochinae ッヤアリバチ亜科

12財 勃 限 滋 メ朗 矧 賊 誠 Iw山  ホ ノ ツ ヤ ア リバ チ

際 調 平塚 (1♂,2005818);ネ申々 廻市民の森 (1♂,21X464;1♂,2006.9,28).

[ノ ー ト]雑木林の下車の車間を飛んでいたものを採集した

胸ti H ida9 アリバチ科

アリバチ (蟻蜂)科のハチは小型で雌雄異体である。雌は翅を持たずある種の大型のアリと外見似ている.しかし,よ く

見ると強健で剛毛が多く,第 2膜節背板両側に微毛帯がある。アリ類を採集しないハチ異籍柳まツヤアリバチやこのアリバ

チ類の雌は集めにくい.地表面をよくり暫回している雌を意識的に探さないと見つけにくい。しかし,意識すれば鮮やかな色

彩を持つ種類が多いことから,雑木林の林床部・林縁部・草地などで見つけることができる.と ころが捕虫絹しか持たず吸

虫管がないと落葉の下や草むらに隠れてしまう。筆者は網に追い込んだり枯葉ごと採れなVh/J螂の場合は,そつと指先で

掴んで採集している。章Jされたら多少は痛そうだが幸ヤコげされたことはない.見つけにくい雌に対し,雄
`シ

j理のハチを意

識して地瞭如:く や草間・嚇 樋 を探すと時に群れて飛翔していることがある.大半の種はアナ′ミチ・クモバチ・ハナバ

チ類に寄生すると言われているが,日 本産種の生態はまだ殆ど解明されていない。世界からは 10亜科約 5即 種が記録され

ている。日本にはこれまで 4亜科 12属 16種が記録されているが,一部の種では片方の性しか記録されていないことから,

まだ未完成の科である.千葉県には白井市で記録した種とフタオビアリバチを加えた 4亜科 6属 7種が記録されている。

Myr14osinae アリバチモドキ亜科
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ユTr7町用砲盟πttα 力O¨  ヤマトアリバチモドキ

醸 記録]折立 (1♀ ,2005814; 1♂ ,2006620);白 井市運動公園 (1♂,2066.24);神 々廻市民の森 (1♂,21X15

727, 1♂ ,2CXX5,6.24; 1♂ ,郷∝ 713, 1♂ ,20CD 9、 10);復 (1♂,20149、 19);谷円 (1♂,知%.715; 1♂ ,

20067.29).

[ノー ト]ア ジ類を集めていない筆者に雌は 1頭 しか見つけられなかった.雄は交尾をしたまま雌をぶら下げて飛ぶこと

があるというが,そのような光景はなかつた.雄は全体黒色で,飛んでいる時はコンチバチ類に似て見える.本種は単

にアジバチモ ドキと呼ばれていた 日本にはもう1種が知られているが,千葉県からは見つかつていない。

胸ti H inae ナミアリバチ亜科

2.勧此乃T阿解FusriMickd ルイスヒトホシアリバチ

[保集記録]神々廻市民の森 (3♀ ,2006910,3♀ ,20“ 928);木 (2♂,2C8726),
[ノ ート]雌は林縁部の落棄の間を歩行していたが,採集した場所は両日とも同じ場所でここには個体数も多く見られた,

本種はツチスガリ類の巣に寄生することが知られているが, ミスジアフフキバチも寄主ではないかという記録もある,

同物異名としてはヒトホシアリノミチ・クロヒトホシアリバチ・サンポロアリバチ.

3¨ μ働疵胸6�dlJ フタホシアリバチ

際 記録]折立 (1♂,200S.1012);木 (1♂,2CX15 10201.

[ノ ート]折立では道端の落葉上を飛翔していた。

Myrnlilli nae ウスヒダアリバチ亜科
4 BI的駒 ″

'肋

翻 ね 麗 門 6mihl トゲ ム ネ ア リバ チ

隊 記録]平塚 (1♂,200_5,85,1♀ ,200_5818);折立 (1♂,2005.814:1♀ ,20059121,木 (1♀ ,2006.726).

[ノ ート]本種の雄は全体黒色でアラシアリノミチとして別種になっていた。したがって雌・雄の色彩はかなり異なる。

5励
"均

筋肋仰 SmidlJ ムネアカアリバチ

際 記録]平塚 (1♀ ,2005.818);折立 (1♀ ,2∞51021);白井市運動公日 (1♀ ,2∞51014).

[ノ ート]本種の雄は全体黒色◆′ヽトガユアリバチとして別種になつていた。したがって雌・雄の色彩はかなり異なる.

Ephtinae セヅノアリバチ亜科

6.ン多廟願
"】

肋婢μ
"'∽

呻 セヅノアリバチ

際 記録]折立 (1♂,2005,10.21; l♂ ,2006.7.14);木 (6♂,2005,9.191i所 沢ふるさとの森 (1♀ ,節∞ 7■ :1

♂,200694);谷田 (1♂,2006921).

[ノート]雄は腐朽倒木や立枯木の付近を飛翔していた。木の 6♂はかなり太い腐朽立帖本の回りを数多く飛翔していた

が,次に回つた際にはこの本は切り取られ処分されていた。もう付近には飛翔していなかった,

httilidae クモバチ科

クモバチ (蜘味蜂)科イン1邁第ち大型まで大きさも形態もさまざまで細身かつ脚長のクモ狩リバチである。鼈甲色の翅を

もつ大型のこの科の代表的な種 (ベッコウクモバチ)がいることから,ベッコウバチと呼ばれていたが,実際には日本に分

布するこの科の中にこの色の翅を持つものは少ない.このことから本科の生態的特徴から英名でψtt waspsと 呼ばれてい

るようにクモバチに改おされた.クモバチ類は幼虫のためにそれぞれの種に対応したクモを狩り,食料として1頭だけしか

与えないので,ハチの大きさは親の捕らえたクモの大きさで変化する。一般に触角は長く,雌は死ぬとぜんまい状に巻かれ

る。クモバチ類は捕虫網で掬い採ると,普通のッ′ヽチ類とは逆に下方に降りてきて指をチクリと刺すことがある。このため筆

者は何度も刺されているが,大きさにもよるがクモバチ類に庫」されると結構痛みを感じる。しかし,スズメ′ミチ類のように

長時間～数日間痛むことはなく,大抵は採集時に収まってしまう.世界からは 3亜科約 4200種記録されている.寺山9004)

による酢柿彗勘よ3亜科34属 128種記録されている.日 本産種はその後の的 判明もあるが,一部のグループ

が未解明なためまだまだ種類数は増加する。「千葉県産動物総日鈍 銭 田,2003)には千葉県産種として20属 37種 リスト

アップされているが,こ こには層名不明の 7種が含まれていることから,実際の名前が確定しているのは18属 側種である。

筆者のクモバチ類の採集は技術的にあまりうまくない。捕虫網で採っても毒瓶に移し替える際に逃がしてしまうことがある

からでもある.とはいえ千葉県内でかなりの種類が集まつているが,筆者自身で同定できる種に限度がり,同定不能種を保

留していた。このためT・A県で記録した種が少ない状況にあつた。今般,自井市の同定に当たつては,疑問種 ,不明種を本

科の専門家の清水晃博士に同定していただいた。このため,まだ分類解明途上の一部のグノし―プを除き,千葉県初記録とな

る種を含む報告書を作成することができた.下記記録中に同定していただいた分には*マークを記した。

Pepsitte ムカシクモバチ亜科

ユИ!炉甲 閤 鍼あ開″ 悶 cSapOli)ナ ミ ヒメ クも ′ヾチ

騰 嗣 鞍   (2♀ ,2005.8.5; 1♂ ,2CX4 5 4; 1♀ ,2tXX3 5 22 i 3♀ 1♂,2066吐 1♂ ,2006.6,17; l♀ ,

20Ch,7.3,1♀ ,20%,1091i折立 (1♂,200_559;1♂ ,2m55.27;1♀ 2♂ (1♂ *},205,6.6;1♀ ,21D5728;
1♀ ,2005912; 1♀ *,200_3923; 1♀ *,2∞5.10.12;2♀ (1♀ *},20051021, 1♀ ,2CX15■ .5);神々廻 (1
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♂*,2005526;3♀ (1♀ *},2006,9,28);白 井市運動公園 (1♂,知055,26,1♀ ,205,■ .8;1♀ ,20066.4);

神 廻々市民の森 (1♀ ,知∝.727;1♀ ,2005.1014,2♀ 1♂ (1♀ *),20∝ 64,2♀ ,2006.6.24,3♀ ,2067.13;

二♀,21X3.821i2♀ ,200CD.928);木 (1♀ ,2005.88, 1♀ ,2005819; 1♀ ,2005,919;2♀ ,20岱 1020,2♀ ,

20066.19;1♀ *,200694;1♀ ,2006。 108);所沢ふるさとの森 (1♀ ,20“ 9.19;1♀ ,200510.20,1♀ ,200511

4;l♀ ,20066.2,1♀ ,21X6,7.H;1♀ ,2059.4)i復 (1♀ ,2058.4;1♀ *,2006.521),谷 田 (1♂,2CXb

67; ユ♀,2006,9,S; 1♀ ,2臨 9.21);神崎川河世!地橋付近 (2♂,20065,12,2♂ *,2006.525).

[ノ ート]本種は林縁部・道端 ,草原・崖面など,半日陰部でよく見られ,常に日当たりの開放部には余り多くなかった。

採集標本を顕微鏡で精査してみると働 Wこ異なる部分があり,これが種内変異であるの力拐J種なのかを確認のため同定

依頼数を増やした。結果は1種に収まつた。泥で小さな重を作る種で,単にヒメベッコウと嘲まれていた。

2.И2VPr92ぅ功魏曲raslmats→ ミヤコヒメク‐1/ミチ

際 記録]平塚 (1♂,2006522,1♂,2006.92;1♀ ,2099,15);折立 (3♂ (1♂ *),20058.14;1♀ ユ♂,

21Xb.9.23,1♀ ,200510.121;白井市運動公園 (1♀ ,20051014,1♀ ,20069,28);ネ 申々 廻市民の森 (1♀ ,20148,

7; 1♀ ,21X3.821),本 (1♀ ,2005,8191;所沢ふるさとの森 (2♂ (1♂ *},20“ .8191;復 (1♂,21Xb.9.3);

谷田 (1♀ ,2006.8.22);神 崎川河辛小池橋付近 (1♂,2006.6.71.

[ノ ート]雄の同定に自信がもてなかったため確認していただいた。本属には頭盾に突起を持つ特徴あるハナナガヒメク

モバチが知られているが,千葉県からの記録はない.ミ ヤコヒメベッコウは同物異名.

30流れ曙四閤伊
"9,1郎

呻 ∝蛹 )シラキトゲアシクモバチ

麟 記録]折立 (1♀ ,200566);ネ 中々 廻市民の森 (1♀ ,20“.624,1♀ ,2GX5 8.21);所 沢ぶるさとの森

(1♀ ,2CXX5 6 19).

[ノ ート]シラキトグアシベッコウモドキ・シラキトゲアシベッコウは同物異名.

4,C肋卵 餌ηθ″五F′′α)脇

'S酎
山卿a ヒグボツ トグアシクモバチ

防 集 認 呵 平啄 (1♂ *,2m5.8.5).

[ノート]千葉県では市原市・宮津市で記録があるが,希少種のようである。ヒグボツトグアシベノコウは同物異名。

5卵 催μ協悶偲ぬ嘲  ベツコウオクモバチ

麟 嗣 折立 (1♂,2CXb.7.14;1♂ ,21X4827);白 井市運動公園 (1♀,205727,2♂ ,2006.713;1♂ ,206.

871,木 (1♂,20147261;復 (1♂,2a15,841.

[ノ ート]大型でいわゆるべつこう色の翅を持つている種であるが,雄ではかなり黒褐色に曇つている.暖地陛のハチで

日本で,"判 |‖以南の琉球諸島に広く分布している。千葉県では草原・荒れ地 ,野車の生い茂つた川縁などでその大きな

ハチを見掛けたが,近年はそのような生息環境膜極端に狭まったため余り多く見掛けなくなつた。ただし,雄は発生地

に一時的に多く飛翔していることがある。本種はハシリグモやアシダカグモのように巣網を張らなVηχ回陛のクモを狩

り,土中に営巣する.本種は別属で形態 。色彩が一見そつくりな種があり,間違つた同定標本を見たり,明ら力斗こ誤同

定の文献を目にすることがある,単にベッコウバチあるいはキバネオオベッコウの和略が使われているのは本種である。

6.つμgμ ρttraRttηワ 婢 O欽翔 ペレーヒグクモバチ

勝集翻刺 谷田 (1♀ ,2006.822).

[ノ ート]千葉県内では数か所で未発表の採集記録があるが,記録報告としては初となる。他地域の同種の標本を清水晃

博士に同定していただいた。この標本はその種と同一である。ペレーヒグベッコウ・ペレエヒゲベッコウは同物異名.

7,つ膵事
"ρ

阪お館響刀り放〃呼〃閉 Shimi211&醜 Wa シ ロ トグ ヒグクモパチ

隣 記餌dりF勝るさとの森 (1♀,205,8.8).

[ノート]千葉県内では数か所で未発表の採集記録があるが,記録報告としては初となる。他地域の同種の標本を清水晃

博士に同定していただいた。この標本はその種と同一である。シロトゲヒグベンコウは同物異名,

8,功輿 叩 orrtPrag9i17ハμ 粗 鵜朋 Shimiztl&血瞼 Ⅵη シ ロオ ビ ヒグ クモ バ チ

隊 記録]平塚 (1♀ ,知∝.6.17; 1♀ ,2006.73; l♀ ,20皓,9.2);折立 (1♀ ,2006.6201.

[ノ ート]千葉県内の本属のハチでは一番よく見られる種であるが,白井市の今回の調査ではこの4例しか見つからなか

った.シロオビヒ●ミッヨウは同物異名.

9,効 rD9PI筋昭 館 ワ
"卿

ね お α 愚 嗣 戯 リ  ニ ツ ポ ン ヒ グ ク モ バ チ

膨謗諾閣剥 復 (1♂ *,20064.171.

[ノ ート]ニッポンヒゲベッヨウは同物異名.

10・ 拗 ω ″ 伽 ″ 雰 蓼 〃 η 駆 鍼 IShin7a ナ ガセ ヒゲ クモバ チ

際集翻 木 (1♀ *,釣∝,9,4).

[ノ ー ト]体長 6111111ほどの小型種t千 葉県からは鶴記録と思われる。ナガセヒゲベッコウは同物異名 .

■.勲四ψデ施 力筋脇ぬω随朗ma オオフタスジクモンペチ

朧 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,20“ 7.13)。

[ノ ー ト]雑木林内で恐らく寄主のクモを探してていたようである.千葉県内では余り多くない種で,見つけても複数見

られる場所は殆どないようである。フタスジベンコウ・オオフタスジベッコウは同物異名。

12肋 塊 留 力 胞 叩 脇 げL�跡 聰  ム ネ ジ フクモバ チ

眸 記録]白井市運動公園 (1♀ *,205,9.28);木 (1♂ *,20059191.
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[ノ ー ト]千葉県からは初記録と思われる。ムネジワベンコウは同物異名 .

13.比寝滋顎崩郷arPtFrTty低 ぬリ ツヤムネジワクモバチ

際 記録]平塚 (1♀ *,2XJ05,8.18; 1♀,200610.";所沢ふるさとの森 (1♀ *,20058.8).

[ノ ート]本種の学名・不「略を使つては千葉県から初記録と思われる.n~lll市 (須田,20041では各地で採集した 5♀ 1

♂をル防%印力ψlと して記録したのは本種であると確認された,ツヤムネジフベッヨゥは同物異亮 .

14.乃ね躍効なFttθη銘り iShi荊 政巧  イ シカ フ トゲアンクモバチ

脇議爵騨刺 移  (1♂ *,珊5.818; 1♀ 1♂ (1♂ *),206.912);折立 (3♀ l♂ (1♀ *1♂ *},2005,8.14;2

♀,2005,9.23,1♀ *,2a15Ю 121i白井市嘲    (1♀ ,2006.713),木 (1♂ *,2005,8.19,1♂ *,別髄 711;

1♂ *,20∝ 726;】♂*,2006.9,4i l♀ ,2006.10.8);復 (1♀ ,2005.8.17;1♂ *,20∞ .9.19);谷 田(2♀ ,20∝ ,8.10),

[ノ ート]本種の学名・和略を使つては千葉県から初祀録と思われる。市,II市 (須田,2004jでは各地で採集した21♀ 14

♂を,ガθ99廟∫r陀吻劣りψlと して記録したのは本種であると確認された。イシカフトゲアシベンコウは同物異名.

15,Pガ6vθィぬ pめ伽 %り即釦砲型盟″ Gぷ漁 Wskli チ ビ トグア シクモバチ

陽集認則 神 廻々 (1♀ *,2C勝 7,13);谷田 (1♀ *,20X822).

[ノ ート]千葉県からは初記録と思われる。チビトグアシベンコウは同物異名,

16.=汀∝解加 卵 ヮ
"ヮ

研Smidl コトグアシクモバチ

籐 記録]平塚 (2♀ ,2006.418;2♀ ,郷∞ 54;l♀ 2♂,2073.23);折立 (1♀ 2♂,2CXb.4,14;1♀ 螂 55
9),神々廻 (1♂,20∝ 3271;白井市運動公園 (2♀,205.48);神 廻々市民の森 (1♀ ,20054.8; 1♀ ,2005.5.

4, 1♀,20“ .526,1♀ 2♂,20%3.27, 1♀ ,2Ch 4.241;木 (1♀ l♂,20064.1,2♀ ,20∝.422;2♂ ,2007
3221;復 (1♀ ,2054.17);谷 田 (1♀ ,2CM.4.8).

Eノ ート]本亜属のハチは日本に 4種記録され奉先に出現するが,白井市からすべて記録された.その中で草聞や林縁部

に一番多く見られたのが本種である.採集した標本の 19♀ 10♂のうち 3♀にダニが寄生していた.コ トグアシベッコウ

は同物異名.

17.Priv♂脇,単ypb″閉 リテ″励ね S�h トグアシオオクモバチ

際 記録]平塚 (1♂,2CX7 3 23),折 立 (3♂,2a154.14; 1♀ ,2CM 428);所沢ふるさとの森 (1♂,200641;
1♀,2臨.422,2♂ ,21X173.22).

[ノート]トグアシオオベジヨウは同物異名.

18,翔∝η?加srypb尊協廟ッJψ"'"Gぷ
は研蛹  クモ ツトグアシクモバチ

籐 調 手賀沼畔 (1♀ ,21X5,5.4;3♂,2007.323);谷 田 (1♀ ,21X17.326);神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,2006

426,2♂,2007.3261。

[ノート]クモリトグアシベッコウは同物異名 .

19,Pri99T9p19鉤 り町騨諺Khikawa ナガセトグアシクモバチ

田礫舞録]神崎ナII左岸′jⅥ聴測近 (1♀ ,2007326).

[ノート]ナガセトゲアシベッコウは同物異名 .

■娯 i Htte ナミクモバチ亜科

20.貌?力滋 習 陣 肋 滋り
'S府

励 げ Shねぬ  イ シカ ワクモバ チ

際 記録]平塚 (1♀ ,2005.8,5);白井市運動公回 (1♀ *,200687);木 (1♀ ,201X59.4);谷田 (1♀ *,2006

7.29).

[ノ ー ト]本種は神社仏閣の回廊下や旧木造住宅の床下などの乾いた土のある付近に見られる。

21,狗閉戯綸

'皇

評ηttψ ■

朧 謙調遥 復 (1♀ *,2αる.7.2),

[ノ ート]脚と腹部が赤色を呈し胸背に黄斑を持つ特徴ある種で,小墓地の上に埋まつていた枯木の上にいたものを採集.

本種は為pl)力閤ぬ彎拘
'わ

け ψホノプメクモバチの 1種として船橋市金杉町より分布記録があるが,これまで千葉県

からこの他の記録はないと思われる.

224g9カ滋習ねぬ狙 c鰤麒勁 マエアカクモバチ

[堺集認刺 復 (1♀ ,2005.102)。

[ノート]頭・胸部が赤色で翅に黒斑を持つ特徴ある種で,分布地 。発生個体数とも少ない種のようである.採集した個

体は田園の車の生えた畔道で見つけたもので,同様の場所を意識的に探してもどこからも2頭目は探せなかった。琉球

から記録されているシ与′ミタニズアカベッコウと,従来使われていたマエアカベッヨウは同物異名である。

23乃η肋どμ叩〃頻力珀陶肋強⑤暉錮o掴噺

聴 記録]折立 (1♂ *,21D5923)。

[ノー ト]千葉県からは初記録と思われる。

24カヮ″郷ψ・1

睡 記録]平塚 (1♀ ,2005,8,18);折立 (1♀ ,20059.23);神 々廻 (1♀ ,20069,10);神 々廻市民の森 (1♂,2006

624: 1♀,2006.821);所沢ふるさとの森 (1♂,2∞5.8.8, 1♀ 1♂ ,200FJ.6,19; 1♂ ,20067.■ ).

25れψll盤 sp 2
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[採集記録∃折立 (2♀ ,20".814;1♀ ,期5912i l♀ ,21D59勢 ;1♀ ,2∞510.12;4♀ ,20510.21;6♀ ,2a15H

5,2♀ ,2CXX5,827);白井市運動公園 (1♀ ,20069.10);ネ中々 廻市民の森 (1♀ ,20051014; 1♀ ,2CX4.821,2

♀,2006.9101;木 (1♀ ,2∞5919; 1♀ ,20∝ 524);復 (1♀ ,200584);谷 田 (1♀ ,200fD 7.29).

[ノ ート]刈理のクロクモバチであるが,このクロクモバチを含む ψ2-sp4の 3種については 分類が解明されていな

いグループである。種としての区分も確定されたものでなく筆者の分類基準のもとで分けた。ただし,この雌の3種に

対応する雄の組み合わせが明確にできる自信がない。このた力庚重を期し雄の記録を保留した。体長 10～ 15囲の種,

26 09Pri49sp 3

[採集記録]手賀沼畔 (2♀ ,201X5■ 18);折立 (1♀ ,20059.12, 1♀ ,21X1510.21:7♀ ,2005.1021);神々廻市民の

森 (1♀ ,20に 9101i木 (1♀ ,2C馬.108);復 (6♀ ,2∞5.■ .1;2♀ ,2006_1016;2♀ ,劉樋 ■16);谷田 (2

♀,2CXX5 9.21,4♀ ,200610,10,1♀ ,20061026;1♀ ,20Ch■ 13;1♀ ,2よる.1119).

[ノ ート]体長 10～ 15 11ull,翅はほぼ全体に黒く曇る種.千葉県のクモバチ類では一番遅くまで野外活動している種で,道

路際の切通し面や田畑の法面など日当たりのよい赤土面で活動していた。

27カ(〃パψ.4

陣 嗣 平塚 (1♀ ,2005,85,2♀ ,200692, 1♀ ,2006.9,15);仲 常々 廻市民の森 (1♀ ,20X821, 1♀ ,2CX4

928);木 (1♀ ,20067.26);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006.9.41,

[ノート]体長 10～ 121111n.前翅に弱く曇る斑紋のある種

28幼Ψril.F“ψ抱″ηダリ "曲
e』las)ォ月モンクロクモバチ

際 記録]平塚 (1♀ ,200_5,8.5,1♂ ,20∝,7,3;1♀ 1♂,2006,722,1♀ ,20∝ 9.分 ,手賀沼畔 (1♂,21XX5,6.17;

1♂,20%7.3; 1♀ ,2187.22);折立 (1♂,20“ .728; 1♀ 1♂,20“ .814; 1♀ ,21X39,12, 1♀ ,2005,9.23;

1♀ 1♂ ,2006.7.14,1♀ ,2CX6.827);神々廻 (1♂,2CD5 7.27;1♂ ,2186.241;白井市運動公目 (1♀ ,20%7.13);

神々廻市民の森 (1♂,2005.727;1♂ ,20∝,713;l♀ 1♂,20Ch 8 7i l♀,2006.821,1♀ 1♂,205,9101;

木 (1♀ ,20058.8, 1♀ ,200_S8.19; 1♂ ,2006.7,m;1♂,2006726);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2005,8,19, 1

♀,郷∝.711, 1♀ 1♂,2006.726; 1♀ ,2CM.9.4);復 (1♀ 1♂,2005,721, 1♀ ,2QJ5,817; 1♂ ,21X3.72;

1♀ ,2006.9,3);谷 田 (1♂,20066.28;1♀ ,2006.7.15;1♀ ,2006.7.29);神 崎川左岸小池橋付近 (1♂,2006628;

1♂,2006715).

[ノ ート]本種は黒い体に黒ヒ龍 ,腹部に橙色の紋を持つ大型で日立つカリバチである.日本各地に広く分布し,千葉県

でも普通に見られるハチである.住宅街では余り見掛けないが空き地・畑地。)|1縁などの日向域ュ雑木林・林縁部・道

端などの半日陰域にも見られる。訪格性もあリー部の採集はヤブカラシ・ノプドウで採集した。本種の巣は地面に直接

翔ることなく,ネズミやそグラの穴などに入り込んで,その途中に穴を掘つて大型
‐C7BM雌のノ′`シリグモ・アシダカグ

モ類などのクモに産卵する.このため巣穴を見つけるのは難しい.オオモンクロベッコウ・オオクロモンベンヨウは同

物異名.

29.朋β伽歳ガ肋 r僻儘銅0愚⑪ ヤマモトクロクモバチ

醸 記録]平塚 (1♂,205.818);折 立 (1♀ ,2005,9.12,1♀ ,知
“

923,1♀ ,20“,7.14,1♀ ,20樋 827);

神々廻 (2♀,20縣 7.13)1白井市蜘    (1♀ ,20067.13,1♀ ,20髄,910);木 (1♀ ,205,8,19;1♀ ,2CX3,9

41;所沢ふるさとの森 (1♀ ,20%,7.26);谷田 (1♀ ,21X16.7.291,

[ノ ート]ヤマモトクロベッコウは同物異名.

30を〃咽ヵ開城門YaslmaametTcrikata ヒラカタクモバチ

勝集認刺 木 (1♀ ,2005,8.191.

[ノ ート]千葉県内には散在分布しているようであるが,少ない種である。ヒラカタベンコウは同物異名.

31./racPFP関藤ね r4″クη9弓p力つ 司ユユ

朧 記録]折立 (1♀ *,205..923,1♀ *,2005.11.5),谷 田 (1♀ ,216.10%),

[ノ ート]■ 月採集の折立の 1♀は分類研究材料として清水晃博士に標本謹呈.

32駒 唸 初 】′四 伽 脇 肋 踏 ThiciuSJ キ オ ビ ク モ バ チ

閉集認瑠 復 (1♀ ,205..7.21,1♀ ,2006.919).

[ノ ート]雌雄の色彩が極端に異なり,ハチ類採集の初を暗はまず別種として分類してしまう種である.かつては図鑑に

雌はキオビベッヨウ,雄はマダラベッコウの不「賂がついていたことがある.と ころが,キオビベンコウが寄主のクモに

産み付けた巣から,雄のマダラベノコウと呼ばれていた種が出てきたので組合わせが分かつた。囚みに本種の雌は進湘

性の大型のコガネグモ・ナガコガネグモ・オニグモなどを狩り, 日が沈んでから上の中の巣穴に埋める。日本では本州

から琉球の島々まて分布する暖地～亜熱杵性の種である。大型で色彩面も日立った存在であるが,千葉県には近年見掛

ける機金が極端に減つてきた.白井市の調蔭でも期間中にこの1か所 。2例の記録のみt雄 はまったく見掛けなかつ

た.先に記したようにベッコウバチをクモ′ミチに改名しているのでiキオビベッコク・マダラベッヨウは同物異名となる.

33盈舷解 t7FFra脇 醒 卵 SmidlJ モ ンクモバ チ

隊 記録]平塚 (2♀ ,2005,85;ユ ♀,2006915);折立 (ユ ♀,劉

“

728,1♀ ,2067.14,1♀ ,20068,2分 ;神々

廻 (1♀ ,20Ch.8.7i l♀ ,20069101;白 井市運動公園 (1♀ ,2CM.8,7;1♀ ,209,8.21);神 廻々市民の森 (1♀ ,

釣∞.821);木 (2♂,206.7ni l♀ ,2006,726i l♀ ,知髄,9.4);復 (1♀,200584,2♀,2059,3);谷円

(1♀ ,2晰 810,1♀ 1♂,20縣 822).
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[ノ ート]本種も雌雄の色彩が極端に異なり,時折誤同定を目にするが,特に雌を別亜科男I届のベンコウクモバチとして

いる場合もある。キオビクモ′ミチと同様の分布であるが,本種はキオビクうベチのように少ないことはない.千葉県内

でも各地に分布しており,ヤプカラシやノブドウに訪花しているのを目にする。明確な区分はないが,琉球の個体群に

比較すると,千葉県の個体群は体・翅が色彩面で低朗度・低影度,斑紋面で小さく少ない傾向が見られる。本種は開放

域の上中に穴を掘り,幼虫の餌としてオニグモ類を狩り貯える。モンベッコウ・ナミモレんベノコウは同物異名.

34勲 嘲 開 館曳 即Щ S�dlJ オオシ ロフクモバチ

際 記録]平塚 (2♀ ,20“.8.5, 1♀ ,20“ .8,18;2♀ ,20“.6.1; 1♀ ,2006617, 1♂,20067.3;1♀ 1♂ ,

20069,15);手賀沼畔 (1♀ ,2006915);折立 (1♀ ,200_5527,1♂ ,200566;1♀ ,2005728;l♂ ,2∞58.14;

1♀ ,205912,1♂ ,2005,9.23,1♀ ,20510.12,1♂ ,20∝.620;1♀,20∞ 714,1♀ ,2006827);神 廻々 (3
♀ ユ♂,2005526;2♂,20∝ 64, 1♀ ,20069.10);白 井市運動公園 (1♂,20055.26,1♂,20“ 727; 1♀ 1

♂,2006.8.21);神 廻々市民の森 (1♂,2006.624;1♀ ,2006.817i l♀ ,206.8.21);木 (1♀ ,2∞58,19i l♀ ,

2CX4.6.2, 1♀ ,2CXX5 6.19; 1♀ l♂,205,7.26):所沢ふるさとの森 (1♀ ,2005,821, 1♀ ,2006`726);復 (2
♀,21X156.1,1♀ 1♂,2005721; 1♂ ,205.84;2♀ ,205817;1♂,2CX6.521;ユ ♀,200fJ 6 14,1♂ ,20径
7.2: 1♀ 1♂,20∞ 93);谷田 (1♀ ,2CXXS 6 28; 1♀ ,21X47.29, 1♀ ,2GX5 9 5);神崎川左岸小池橋付近 (1
♀,206628;1♂,206.82り .

[ノ ート]千葉県内に広く分布するraC・,4月下旬から10月 中旬にかけてよく目にする種である.草地や丈の低い木をの

問,枯れ業の落ちている林縁部や道端などで観藤される.巣穴を掘ってコガネグモ科のサツマノミダマシ・ナガコガ米
グモ・ナカムラオニグモなど造冊rkの雌のクモを狩り入れるという.オオシロフベッヨウは同物異名.

35,a空即6 79ilravb9 1slaika14 ヒゲプトクモバチ

防磐需磯剥 折立 (1♀ *,2005,923;1♀ *,2005,10.21).

[ノート]筆者がこれまで同種としていたが,専門家の同定を得て確認した.ヒ グブトベッコウは同物異名.

36.取閉吻伽岬ψ"rardYaslmm 
ャマトツツクモバチ

働畷覇蒟咽折立 (1♀ ,20058.10,復 (1♀ ,2005,8.17;1♀ ,2006.93);神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,20岱.67;
l♀ ,21X6.1010).

[ノ ート]外見的には別属のヒラカタクモバチに似ている.ヤマトツツベッコウは同物異名,

37.兌陶 防 絃 解 4″ 強 羽詑

'S隷
理 焔 曜 哺  フ タモ ン クモ バ チ

陽集認刺 谷田 (1♀ ,2CXb 7.15).

[ノート]千葉県内での/t息は余り確認されていない種である。ただし,野外では外見が県内に普通のオオモンクロクモ
バチに似ているため,このノ′`チを必要以上に採集しないため見逃していることもあり得る.谷田ではヤブカラシに訪花

していたものを採集した。本種は幼虫の餌としてコガネグモ科のクモを狩る。フタモンベッコウは同物異名.

Scoliidae ッチバチ科

ンチ′ミチ (土蜂)科は中型から大型を中心とした体に剛毛,やや短い脚に刺毛を持つ′ヽチ■ 通常黄色か橙色か赤色の斑

紋ないし部分がある。雌の触歯は短くやや丸まり,がつちりした感じの体型で,体は重く,飛び立つのがやっとという光景

を目にする.騨博触歯が長く真つ直ぐ伸び|やや細身の体で,しばしば辞れてl」u近くの砂蜘 をパトロ‐ルする光景

が見られる。また,雌雄とも強い訪花性を示し,各種の花上に集まっている。ツチバチ類は体サイズや斑紋の個体的変異,

遠く離れた島嶼部などの地理的個体群に変化が見られる種がある。その面で今後の分類研究次第によつては改訂される可能

性がある.ツチバチ科のハチは主に農林業上の害虫である土中のコガネムシ科の幼虫を天敵とする重要な益虫である.雄は

腹端に二つ又のもりのような針状突起を持つている.手で掴むと腹部を曲げこの部分で刺そうとしてくる、大型種では多少

痛いが,もちろん毒はない.世界には約 550種,日本からは 2亜科 4属 24種が記録されている.北海道には 4種しか記録

されていないが,琉球には 15種類膠分布している。寒地に少なく,暖地～亜熱帯に多いグ′し―プである。千葉県には「市川

市のハ寅蜘 額 田,20041で示された 2亜科 3属 10種が記録されている。白井市の分布確認種は刊 |1市の分布種より3

種少ないが,この内 2種は海浜地帯およびその周辺に/L歓するオオモンツチタミチとシロオビハラナガツチバチがいないこと

による。つまり,海浜地帯を有する市川市と,内陸に位置する白井市の差が種類数の違いを示している。

Scottinae ナミツチバチ亜科

1,飾4α β肋力m如力偽悦胞力節舵澪mih アカスジツチバチ本土亜種

朧 記録]神々廻 (1♂,2006.7.13;1♀ ,20068,7),自井市運動公目 (2♂,206727,1♂ ,別鮨 713),木 (1

♂,2005.8.19,2♂ ,20067,n;ユ♂,21X47.261;所沢ふるさとの森 (1♂,20058.8;1♀ 1♂,2006.7.11,1♂ ,

20067.20;復 (1♂,2006.72);谷田 (1♂,20067.15).

[ノート]本種はクフガタムシ科の幼虫に捕食寄生するようで,主な生息活動域は雑木林の朽ち木や廃木置き場付近が多
い.一部の個体はヤブカラシ・ノブドウ。イヌザンショウに訪花していた。千葉県内各地には広く分布する。乞臥地は

余り多くないが,発生地では雄が群れて飛んでいることが多い。白井市では7～ 8月 に見られたが,調査期間中に雌は 2

頭しか見つけだせなかった。一方,雄は一部には複数飛翔していたが,殆どの場所では採集した 1個体見つけただけで

あつた。日本の本上部に広く分布しているのが原名亜種であるが,南方の奄美大島などの個体群は躯紋が発達甥 IJ名亜

種となっている。ただし,この取り扱いについては変異幅と他の鋤喚部の調査研究次第によつては 今後分類学的再検
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討が成されると思われる。

2.帥αps戯拶虎効 ラηrrry/rd飾 血 コモンツチパチ本土亜種

躁 記録]神々廻 (1♂ ,2005,727;l♀ 2♂,20068,7;8♀ 2♂,205821);神 廻々市民の森 (1♂,2005727;

1♀ ,20∝,9,10).

[ノ ート]日本各地に分布する種であるが,千葉県内でも各地から記録されている。しかし,近年この生餃吐 生息数と

も極端に減少したようで,白井市でも神々廻でしか見つからなかつた.記録に分けた神 廻々と神々廻市民の森の採集地

は僅か50mしか離れていない場所である.イヌザンショウ。オミナエシに訪花していた.

3.渤aps∞藤け
"脱

胸ω撤朗皿0 キオビツチバチ

隣 嗣 磁  (2♂,2m585;2♀ 1♂,2005.818, 1♀ 1♂,2006,78; 1♀ ,2CX3.72と , 1♀ 1♂,2晰 92;
1♀,知∝.9.15);手賀沼畔 (1♂,2CX15 8 18,1♀ 1♂,2CX3 6.17,1♂ ,2CM,7.3;1♀ ,20縣.722);折立 (1

♂,20057.28,2♂ ,200_5.8.14; 1♀ ,21X6.923, 1♂ ,2006.620, 1♀ 1♂,2057.14; l♀ 1♂ ,20∝.827);神々

廻 (1♀ 1♂,21X46.24,1♂ ,郷∝ 7.13;2♂ ,200687,1♀ 1♂,2006821);自井市運動聡目 (1♂,205,624;

1♀,205,713, 1♂,2CM_821, 1♂ ,20径 910);神 廻々市民の森 (1♂ ,20∝ 821),木 (1♀ ,20058.8, 1♀

1♂,2005,819; 2♀ ,2鰤 9.19; 1♀ ,20147.26; 1♀ , 1♂,200694);万 臓Rふるさと嚇   (1♀,瑯58.19; 1

♀,205,9.19,1♀ 二♂,20594);復 (1♂)205,721;1♂ ,200584;2♀ 2♂,郷
“

.8.17, 1♀ 1♂,20067,

2, 1♀ 1♂,21593; 1♀ ,2006.9,19);谷 田 (1♂,20眺.6.28; 1♀ ,21X4,7.15; 1♀ ,2C87.29; 1♀ 2♂ ,

2006.810,1♀ 1♂,2KX4,822,1♀ 1♂,2006.95;1♀ ,2006.921);神崎川左岸小池橋付近 (1♂,2006.9,5;1

♀,2断.9.21)。

[ノ ート]腹部背面に黄色の帯状ないし限状紋が現れる部vソ チヽであるが,斑紋の変異幅は大きくほぼ消失する個体もあ

る.一見するとアカスジツチ,ミチと酷似する.しかし,斑紋の色相は黄色と赤色で異なる.寄主の関係でアカスジツチ

バチは半日陰地域で活動するが,キオビツチバチは日向地域で活動している。採集地の一部に森林部があるが,活動域

は林縁部の日の当たる場所である.白井市での採集資料は必要以上に採らなかったため,乞諭 度はアカスジツチ′ミチ

の10倍以上にもなると思われる.雄は車間を飛狙 雌の一部は寄主を求め落葉の間を潜り込んでいたが,雌雄とも盛ん

に訪花していた.採集個体の訪権値物を季印慣に記すと,シロツメクサ・ヒメジョオン・ナツメ・ツバ・アカメガシフ・

ノプドウ。イヌザンショウ・タチフウロ・ミツハギ・ヤブカラシ・ヨメナ・フウロツウ。イヌタデ・オオケタデ・ニラ・

ネコハギなど多種類に及んでいた.

働中scller itte ハラナガツチバチ亜科

49叩収脇″9肋翻″脇 2w22ryThiciusJ ヒメハラナガツチバチ本土亜種

隊 記録]平塚 (1♀ 1♂,20058,5, 1♂ ,205.■ 2, 1♀ ,2006.6.1, 1♀ ,2016617; 1♂ ,21X4.■ 22, 1♀ ,

20釣,9.2;l♀ 1♂,21S.9.15;1♀ ,2006.10.9;1♀ ,2006.10,21);千 賀沼畔 (1♀ 1♂,2CX15 11 2,1♀ ,20∝ 5.

4;l♀ l♂,2006.10.9;1♀ ,20061021,1♂ ,20旺 H.18);折立 (1♀ ,21b.527,3♂,2005,7.28,1♀ 1♂ ,

20“,9.12, 1♀ 1♂,20“ .9.囲 , 1♀ 1♂,2005,10.12; 1♂ ,200510.21; 1♀ ユ♂,2005.11.5; 1♀ ,206.6.20; 1

♀ 1♂,2006827, 1♀ 1♂,2006.11");神 廻々 (1♀ ,2054.8; 1♀ ,2005.5,4, 1♀ ,20“.526; ユ♀ 1♂ ,

2005.727; 1♀ 1♂,2005.10.14; 1♀ 1♂,205.10231 1♂ ,21b.11.8; 1♀ ,20066.24, 1♂ ,21X47.13;1♂ ,

2014.87; 1♀ ,21M.821, 1♂ ,2059.10,1♀ l♂,206.928);白井市運動公園 (1♀ ,2005,526;2♂ ,205.

7.27, 1♂,2005.10.14; 1♂,2051023; 1♂,2005.■ .8, 1♀ ,200664, 1♀ ,206.&24, 1♂,郷∝.7.13; 1

♀ 1♂,200687,1♀ ユ♂,200CD 8 21;1♀ 1♂,206.910,1♀ 1♂,2006.9.28, 1♂ ,2CM.1122),ネ申々 廻市民

の森 (1♂,21S,928);木 (1♀ 2♂,205,88; 1♀ 1♂,劉05.8,19;2♂,2005,9,19,1♀ 1♂,205,1020, 1

♂,205■ .4:1♀ ,2CM 422i l♀ ,206.5.5;1♀ ,2006.524,1♀ ,2C馬 ,6.2;1♀ ,2(縣 619;2♂,20艦 7.H;

1♀ 1♂,2006.726,1♀ 1♂,2006.94,1♀ 1♂,200610.8,1♂ ,郷∝m21),所沢ふるさとの森 (1♂,205,8.19;

1♂ ,2006.7.26;1♀ ,200694),復 (2♀ ,20056.1,3♂ ,2005,721;1♀ 1♂,200584,2♀ 1♂,2005817;

1♀ 1♂,2CX15.10.2;2♀ l♂,2005■ .1; 1♀ ,20063.21,2♀ ,2006.51, 1♀ ,205.521, 1♀ ,20066.14; 1

♀,21872, 1♀ l♂,200693, 1♀ 1♂ ,2006.919; 1♀ 1♂ ,20Ch 10 16);谷 田 (1♀ ,206.5,12, 1♀ ,2006

67; 1♀ ,2006628; 1♀ 1♂,2臨 7.15, 1♀ 2♂,2断.7.29; 1♂,20鮨 810;1♂ ,2鵬 8.22,1♀ 1♂,2006

9,5, 1♀ 1♂,21X3.921; ユ♀ 1♂,20061010, 1♂ ,20061026, 1♀ 1♂,2CX4■ 13, 1♀ ,2CX4.■ 29),棚

川左芳封地橋髄  (1♀ ,Ж筋 628;1♀ ,205.7.15;1♀ ,笈縣,95,1♀,2C縣.921,1♀ ,2006.1026).

[ノ ート]越冬個体の雌が3月 下旬から出現するが,雄は7月 中旬から出現した,両性とも■月下旬まで各地に普通に見

られるが,雄山雌を求めて丈の低い車の上や問,地面近くを飛び回つたり訪花している.一方雌は畑や道蹴 林縁部な

どで上の中に潜り込んでいくものも見られたが,大半は種 の々花に重い体をぶら下げるように止まって蜜を吸つている

光景を目にした.本種はスジコガネ類時マメコガネ類の幼虫に補食寄生する.千葉県内では最も/L息密度の高い普通種

である。本種の活動域は日当たりのよいオープンスペースであり, 日陰の多い森林地域でない場所であるという結果が

出ている.採集個体の訪花植物を卒印1贋に記すと,タ ンポポ・′ソレジョオン・ネギ・カラスノエンドウ・オオジシバリ・

ニガナ・マーガレット・クリ・コメツプウマゴヤシ・ヒメジョオン・シロツメクサ・イタドリ・ソパ・ラベンダー・ヨ

ウシュヤマゴボウ・スペアミント・ヤプカラシ・ミツハギ・ヒマフリ・タチフウロ・ニラ・ルドベキア・ヌノしブ 。キク

イモ・ツルイボ・シツ。キツネノゴマ・オミナエシ・セイタカアワダチノウ・グンノショウコ・カタバミ・アメリカセン
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ダングサ 。キク.古い図鑑にヒメハラナガバチの不「賂が使われている,日 本本土を中心にした個体群には源お亜種が当
てられゎ琉球に産す個体群にI朗堕るこ駆動 当ゞてられている。ところが,中琉球の個体群と南琉球の個体群では特に雌で
は特徴差が出るが,この南琉球の個眸群と本土中心の個体群はかなり微妙な特徴差になる.雄においては更にこの差が

縮まり,個体変異があることを考慮すると区別できない個体も出てくる。琉球諸島の今後の調査如何によつては分類学
的変更があり得る種である.

5,"即 M″鮎7カ卿ゆOctmal ☆☆
'ヽ

ラナガツカ′ミチ本土琉球亜種

陳錯繊湖 平塚 (1♀ ,2006.915):木 (1♀ ,2CX5 9.19.

[ノ ート]千葉県では各地に9月 士旬から10月 干旬にかけて見られる大型種であるが,余り多い種ではないようである。

それにしても白井市では調査翔間中に意識的に探したが,この2例だけだつたというのは寂しい限りである.雄はまっ

たく見つけられなかったが,飛翔中はごく普通のキン少ハラナガツチ,ミチの大型のものと区別できないため見逃した可

能性もある。この2頭はアオシツとニラに訪花していた,

6.ノ残 卸∽ 叩 臣 疵 お 脚 S潮萌 側 (SmihJ キ ンクハ ラナ ガ ツチバ チ

躁 嗣 鞍   (1♀ ユ♂,2m_5.■ 2, 1♀ ,21X5522, 1♀ ,2006617; 1♀ ,20「D7.3, 1♂ ,2晰 92,1♂ ,

2006.915;1♀ 1♂,20∝ 109;ユ♂,21S.1021;1♂ ,20061118);折立 (1♂,205912,1♀ 1♂,2005,923;
l♂ ,200_5.1012, 1♀ 1♂,劉

“

.1021; 1♂,�5,■.5);神 廻々 (1♀ 1♂ ,2005,10.14, 1♀ 2♂,200510.23; 1
♂,2005.■ 8, 1♀ ,21864, 1♀ ,別∝,7.13, 1♂ ,206.9,10, ユ♂,2006.9,28; l♂ ,2006.H2),自 井市運動
公園 (1♀ ,2005.5.4: 1♀ 1♂,2∞5.1014, 1♂,205102〕 ; 1♂,200511.8;ユ ♀,2006Я 10, 1♂,21X5928);
神 廻々市民の森 (1♂,20051014;2♂ ,2005.1023,1♂ ,2CD5■ 8; 1♂ ,20髄,920;木 (1♂,2058.19; 1
♀ 1♂,20051919, 1♀ l♂,2005.1020, 1♀ 1♂,2005.■ .4, 1♀ ,2006.5.5,1♀ ,2006.6.2, 1♀ ,2006.6.19,
1♂,20∝,9.4, 1♂ ,20510 8i l♂ ,2006■ ,21);所沢ふるさとの森 (1♂,2005,H.4, 1♀ ,2006726; l♀ 1

♂,2006.10.8);復 (1♀ ,205,7.21,2♀ 2♂,2005.10.2, 1♀ 1♂,20“ ,■ 1, ユ♀,2CX6.5.21, 1♀ ,20「D,72;

1♂,2CX16.919,1♀ 2♂,2051016,2♂,知∝ H.16),谷日 (1♀ ,21X16.5,12,1♀ ,20∝.6.2811♀ ,2CXb.7.29;

1♀,2006.810;l♂ ,20069.5; 1♀ 1♂,20069,21, 1♀ 1♂ ,21Xb 10,10, 1♀ 1♂ ,2006.10,26; 1♂ ,2006.H13);
神崎)|1剰彎!地橋何近 (1♀ ,205Ю .10.

[ノート]千葉県ではヒメハラナガツカバチに次いで多い普通種である,生活場所も似ていて日当たりのよい場所で活動
しているが,時折半日陰の業上に止まつて休んでいる.白井市の今回の調蔭では越冬個体の雌が 5月 上旬から姿を見t
8月 上旬まで見られた。次世代の雌が見られたのは9月 中旬で,■ 月上旬まで活動していた.T方雄は8月 中旬～H
月T/H9ま で活動していた。他種同様に強い訪格性があり,主に花上で採集した.その訪花植物を季節順に記すと,タ ン

ポポ。アカツメクサ・エゴノキ・ウツギ・クジ・ ンバ 。アカメガシフ・スペアミント・ヤブカラシ・キツネノゴマ・ニ

ラ・ウド・イノヨズチ・アオシン・イヌコウジュ・コスモス・ミズヒキ・アメリカセンダングサ・セイタカアフダチツ

ウ。キプタ。かつてキスジハラナガツチバチの和略が使われていた。

7.セ評留 叩 臣 胸死『 留粉 滋 ブ(脱健 o ウチ ダハ ラナ ガ ツチバ ヲ

際 記録]折立 (1♂,20058.14;1♀ ,20059.12;1♀ l♂,2006.827)

公園 (1♂2006.8.21; l♂ ,20069Ю ; 1♀ ,209,9.28);神々廻市民の森

(1♀ ,205.9.19;1♀ ,20“.9.4;1♀ ,20∝,10.8);所 沢ふるさとの森

神々廻 (2♂,205.821);白 井市運動
1♂,2晰 821;1♀ ,2CXb 9 28);木

1♂,2006.9.4);復 (1♂,205,817:
1♀ 1♂,2006.9.3);谷 田 (1♀ ,20069.5).

[ノート]訪花しているハチは主に雄は一部飛翔中のものを採集した。訪花植物はヤプカラシ・オ☆ムヌタデ・ニラ ,オ

ミナエシ・アウロウンク・ケイトウであった,千葉県における本種は8月 上旬に出現する.雄は9月 士旬頃まてで見ら

オ化なくなるが,雌の最終確認は 10月 中旬になる.本種はキンケハラナガツチバチと酷似しており,野外で雌の識別がど

うやら分かるが,雄はまったく識別できない。しかし,年 1化のウチダハラナガツチバチと午2化のキンケハラナガツ

チバチの愚 か`ら,両種の蜘 時期以外はすべてキンケハラナガツチバチとなる,ツチバチ類は科の解説でも
述べたが,体サイズや斑紋・形質などに個体的変異幅がある。厄介なことにウチ分′ヽラナガツチパチでキンケハラナガ
ツチバチ寄りの形態を示す個体,その逆にキンケハラナガンチペチでウチダハラナガツチバチ寄りの形態を示す個体が

見られるからである。この変異は識別可能と思われてい泡雌にもあり,筆者自身も同定を間違えていた個体もあつた。

雄については確信できる同定とならなかったため,採集しても報告書に記録を保留していた。先般筆者は白井市の採集
個体を含む保存中の両種の検査標本 537頭を精査,「キンケハラナガツチバチとウチダハラナガツチンベチの形態比較と

蜘 顔 田,2008)を記載し,更に明確な騨 を示した。したがって,本報の白井市の採集記録は新分類基準のも
と,特に雄の分布記録データとしては千葉県初記録となる.

酌膊nidac ドロバチ科
ドロバチ (泥蜂)科のアヽチはスズメバチ科のハチと同臨 静止時に前翅を縦に2つに折り畳み体にびたりと付ける。大顎

はものを挟むように細民い,中胸背の肩板の内側下方に亜肩板がある。脚の爪は2分岐するなどの特徴がある。以前はこの
ドロバチ科も含んでスズメパチ科としていた,生態面でもスズメ淋チ科が朽ちた樹木や本材。括れた茎などを営巣材料とし
て集団生活のできる多数の室を持つ巣を造るのに対し, ドロパチ科の営業材料はドロで単数ないし少数の室の巣を単独で造
る孤独性のカリバチである。土を営巣材料とするハチはドロジガバチ類やヒメクモパチ類などにも見られる。アナパチ科の
ドロジガバチではぬかるみの轍や水場の湿った上を営巣材料として運んでいるが, ドロバチ科のハチは切り通し崖面やグラ
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ウンドなどの乾いた土を削って運んでいる。今回の調査でも道路の切り通し崖面の関東ローム層の赤土を採りに来ているの

数種を確認した,ドロバチ科のハチは笹・竹筒, ヨシや中空の茎,虫孔のある枯木・建物,穴の開いた住,茅葺き屋根,木
の枝や車の茎,建物の軒下の角,石塀や墓石の凹み,品 りっばなしの葦賛などに種に適応した巣を造るが,造巣場所によっ

ては人に嫌われることがある.かつての里山で暮らす人の生活では,木造家屋や芽葺きの家屋に営巣場所があちらこちらに

見られ 開けつ放しの家の中にもハチが入つて来て,竹の筆の穴の中や糸巻きの穴の中にいつの間にかドロを詰められてい

た, というのどかな光景があつた,幼虫の餌としてはチョウロの幼虫類が多いが,ハムシ類やプウムシ類などコウチュウロ

の幼虫を狩り与える種もいる。世界には約 150属 3,000種が知られているが, 日本には 19属 56種が記録されている。「千

葉県産動物総目す馳 額 田,2∞3)には千葉県で 12属 25種記録されているが,白井市の今回の調査では 12属 22種を確認し

た,見つからなかった3種はいずれも千葉県では希少種であるが,確認した22種のうち3種はたつた1頭づつしか見つから

なかつた。

12肋り解潔ダカ■沖 ぬ悦靱沈脇ぬ(Gmn アトボシキタドロバチ本土亜種

際 記録]手賀沼畔 (2♂,2005.8,18,2♂ ,20∝.7.3i l♀ ,20∝ 7.22, 1♀ ,2006.92,2♂ ,2006.9,15; 1♂ ,

2006.109);折立 (1♂,205,7.28,1♂ ,2∞S,814,1♀ 2♂,2005,912:1♀ ,2005,9,23;1♀ ,2CX15 10、 12);白

井市運動公回 (1♂,2005,54);木 (2♂,2005.8.8,2♂ ,2005819;1♀ ,2005,919;1♀ ,205■ 4i l♂,2CX4

5,24;l♂ ,200694);復 (2♀ 2♂,2005.8.17;1♀ 1♂,2005102,1♂,20“.521,1♀ ,206.93,1♂ ,2006

919)i谷田 (1♂,20∞ 822, 1♂ ,2006.9,21i2♀ ,21XX5 10 101 i神 崎川剰■J地橋付近 (1♂,20Ch 5,12, 1♀ ,

2006.8Ю ;2♂,20B.822,2♂,2縣,95;1♂,2006.921,1♂,2006 nЮ ).

[ノ ート]北海道～刑 Hヽに分布する小型のドロパチであるが,総体的には余り多くない種のようである。千葉県では各地

に広く分布,かなりよく見られる。/L獣蚊は日向の開放域で自然色の強い場所に多く,集合住宅地や整理された公目に

は殆ど見られない.車問やサツマイモ畑などで見らオしたが,花上にいたものも採集した。採集した個体の訪花植物は,

ハルジョオン・スペアミント・ハギ・ニラ・ヨウシュヤマゴボウ・イノヨズチ・アオンノ・ヒメムカシヨモギ・アメリ

カセンダングサであつた。資料として採集した 14♀ 32♂の46頭中,H♀ 18♂の29頭にダニが寄生していた。

2理娩″η墾脚 ね肋″ガ微夕BIuhp アジアキタドロバチ

隣 記録]折立 (2♀ ,2005912);神 々廻 (1♂,20055,26);復 (1♀ ,20065,21, 1♀ ,2CXX5 9 19).

[ノ ート]中国・朝鮮と日本では本州から記録されているやや稀な種のようである,千葉県の記録も人千代市・市川市で

少数確認されているのみのようである.ただし,本種は野外では普通に多産するカタグロチビドロバチと区別できない

ので,この種を制限して最小限しか採集しない筆者の採集方法では発見が少なくなつてしまうとも考えられる.草間に

飛翔していたものを採集したが, 1♀はアオシンに訪花していた。前種同機 ダニの寄生率は高いようで,採集した 4

♀ 1♂の 5頭中,4♀にダニが寄生していた,前伸腹節後面の凹部には最高 10頭位のダニがいた。

3カタぬ 触 舛 ″θ肋 鋸θ洵四① 皿 aT― J ケ ブカ ス ジ ドロバ チ

働聯鍛蒟咽平塚 (4♂,20“ .4.6;4♂,2006418;l♂ ,2006.5.4,2♂,2a17.323),折 立 (1♂,2a15428);神々

廻 (1♂,205.4.8);白井市運動公園 (1♂,20055.4: 1♀ ,2005,1023);神 廻々市民の森 (1♂,206.3.27; 1

♀ 1♂,20064241;木 (1♀,20510.20,1♂ ,20∝ .422);復 (2♀ ,2005,■ ,1,2♂,20∝ .4.4,1♀ 2♂,2006.4.17).

[ノ ート]日本のスジドロバチ属のハチは7種が記録されており,千葉県からは3種の分布を確認している.千葉県で本

種は春季と秋季に活動しているが,余り多く生懲している種ではない。

4肋
"夕

励,協り駅〃η匁婉
"滅

餌あ低山n オォフタォビドロバチ本土亜種

隣 嗣 磁  (1♂,200585; 1♀ 1♂,20058.18; 1♂ ,2晰.61712♂ ,2057.3; 1♀ ,205,722; 1♀ 1

♂,20069,2;2♂ ,20硝 9。15);折立 (2♀ ,2005728, 1♂,2005,8.14;2♂ ,射5,9,12, 1♀ 2♂,2005,923,

1♂,2006620,1♀ ,21M,7.14;1♀ l♂ ,2006827);神 廻々 (1♂,2005.727;1♀ ,20069,10,1♀ ,2CX4 9 28);

白井市運動公園 (1♀ 1♂,2006.6.24;l♂ ,205910);神 廻々市民の森 (1♂,21X15,7.27;1♂ ,20066.24,1♀ ,

2臨 713, 1♀ ,2断 .8.7; l♀ ,2CX4 8 21, 1♀ I♂,2006.9,10; 1♀ ,2臨 .9.28);木 (1♀ I♂,2058,8, 1
♀ 2♂,2CX15 8 19, 1♂ ,2005.919, 1♀ ,2006619, 1♂ ,2甑,7H; 1♀ 1♂,21X47.26,2♀ 1♂,2069.4;
1♂ ,21XX5 10,8),所 沢ふるさとの森 (1♂,2∞588,1♂ ,2CX15 8 19; 1♂ ,20066.19;1♂ ,20∝ 7%; 1♀ 1

♂,2059,41,復 (1♀ 2♂,2057.21;2♂ ,20058.4, 1♀ 1♂,200_5817, 1♀ ,205,102, 1♂ ,20鮨 6.14;

1♀ 1♂,2C872i2♀ 1♂,200693, 1♀ 1♂,2006,9191;谷 田 (1♀ 1♂,2006.628, 1♀ 1♂,206.715,
1♀ l♂,20∝ 729; l♂,2006.8.10; 1♂ ,2006.822; ユ♀ 2♂,2006.9.5, 1♀ ,2CXX5,921, 1♀ ,20061010);

朴崎)1静 地ゝ橋髄  (1♂,2006,729; 1♀ ,2006.822; 1♀ ,2006.9,21).

[ノ ート]本種は島喚部で地域個体群に特徴的な変イ拗ミ現札 千葉県産などの本土亜種の他に,南西諸島・姑零に7亜種

が知られている.千葉県内でも各地に広く普通に見られる種である。里山の集落地や空き地,畑や雑木林付近などで雌

はアオムシ狩りや音巣場所探し,舞何灘 を求めての巡回飛翔,また,各種の花上でもよく見られる。白井市の調査で各

地によく見られたが,集落地から遠く田圃を隔てた手賀沼畔ではまったく活動していなかった。これは営巣・発生場所

から遠く隔てたところまでは活動域ではないということを示しているようである.6月 中旬から10月 中旬まで野外活動

していたが採集した個体の訪花植物を季印1口に示すと,ツグ・ヒメジョオン・アカメガシワ・ナツメ・ノプドウ・ネズ

ミモチ・イヌザンショウ・アレチウリ・ニラ・ヤブカラシ・イノコズチ。オガイヌタデ・アオンノ・アカシツであつた。

本種臓竹筒。大型のコウチュウの担見出孔,電柱の穴・ドロジガバチやドロノミチの廃巣など種々の穴を利用して営巣する.

幼虫の餌としてハマキガ科・メイガ科などのガの幼虫を狩る。資料として採集した 39♀ 50♂の 89頭中,7♀ 5♂の 12
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頭にネジレうベネの寄生が確認された。この寄生ネジレバネについて調べたところ,14♀ 8♂ Ol■出憩)の全部で22頭を

確認した.寄生場所は腹都背面3-4節間が9例,4-5節間が6例, 2-3節間が1例,腹面3-4節間が1例であ

った。したがって寄主1頭当たりのネジレバネ寄生率は 18頭,節問当たりのネジレバネ寄生率は 13頭であつた。節

間には1頭ないし2頭のネジレバネを確認したが,2頭の場合 (引妙 は必ず一方の性で雌と雄ということはなかった。

ネジレ′ミネの寄生が1頭だけの場合が一番多く7例であつたが,i番多くネジレバチに寄生を受けたハチは3つの節間

にまたがり4頭であつた。また,1♀ にダニが寄生していた,本種の過去に使用されたことのある和らはフタオビオオド

ロバチ・フタオビドロバチ 。フトフタオビドロノミチ・フトォビドロバチなどである.

5勘s馘パ刀脇′斜e硼  ヤマトフタスジスズバチ

勝筋覇閣刺 平塚 (1♀ ,200_S8.5);折 立 (1♀,馴5,5", 1♀ ,2∞566);木 (1♀ ,200fj 7261,p卿略 るさと

の森 (1♀ ,2006619).

[ノ ート]ト ックリパチに似ている細身で光沢のあるドロハチであるが,中脚胆節末端刺は2本あるのが本属の特徴であ

る。巣は立枯木のコウチュウ脱出孔や竹・コシ筒内などに営巣し,幼虫の餌としてメイガ科やハマキガ科の幼虫を巣に

貯える.木の採集個体はコナラの立枯木に開いていたコウチュウの脱出孔の巣穴に出入りしていたものである。本種は

日本本土全域から中琉球まで広く分布している。千葉県内には自然環境の豊かな地域中心に広く分布しているが,余り

多い種ではない.白井市で記録した 5♀中, 3♀ にダニが寄生していた。これまで単にフタスジスズバチと呼ばれてい

た種である.

6.D盟留盗陣 et翻膝 DallaTone キボシトックリバチ

際 記録]手賀濶畔 (1♀ ,20065,4; 1♂ ,20∞.522,2♂ ,2006.9,2; 1♂ ,21S,9.15);復 (2♂,206.9.3).

[ノート]本種は人里を離れた場所を生徹域としている種で,調査地の手賀沼畔には確実に生息していた,巣は見つけら

れなかったが,通常は沼縁の草の基に泥で徳利状の壷を数個寄せ合わせた巣を造る.幼虫の食餌としてシャクガ科など

の幼虫を狩り壺に入れる。1つの壺にはアオムンを,大きくて少ない時は4匹,小さくて多い時は 16匹も貯えたという

記録がある。草間を飛翔していた個体と訪花していた個体を採集した,採集佃休の訪穂植物,ラツレジョオン・アレチウ

リ・オオイヌタデであった.千葉県内の確実な記録は少ないが,誤同定でキアシトックリバチを本種としているのを時々

ロイこする。

7.励 賀 ″ ,餌あ CaFXeVIt ミ カ ド ト ッ ク リ バ チ

際 記録]平塚 (1♂,205.85,1♂ ,20“ .818,1♀ ,200673; 1♂ ,20“,722);折立 (1♀ ,2005.6.6;2
♂,205,8.14;1♀ 2♂,2005912,2♂ ,2005,9,23,1♂,2005,1012,2♂ ,2∞6,7.141;神々廻 (1♂,201487;
1♂,2006.821,1♀ ,20∞。9.101;白井市運動公目 (1♂,2006,7.13;1♀ 1♂,2006.8,21),神々廻市民の森 (1♀ ,

20“.1014;2♂,2006.8.7,2♂ ,20∞.8.21; 1♀ ,2006.9.10);木 (1♂,2005,919,1♂,2CX4 5 24; 1♂ ,201b

94)i所沢ふるさとの森 (1♂,2∞588;1♂ ,2∞5818;1♂ ,20“ 7.26,1♀,20∝ 941;復 (1♂,20058.4;
1♂,205.102;2♂,2006.9,3; 二♀,2006919);谷 田 (1♀ ,2006628, 1♂,2057.29, 1♂ ,20鮨 95);神
1崎川左岸小池橋付近 (1♂,20%.921).

[ノート]千葉県内には各地にかなり普通に仏息しているハチと思われるが,白井市では生感個体教も少なく見掛ける機

会も余り多くなかつた.本種は章間にで飛翔していたが,花上にもよく見られた。採集個体の訪花植物はナツメ・アオ

シツ・ヤブカラシ・ツルボ・イノコズチ・アカシノ・アオシツであった。本種の巣は建物の監 本の小枝,崖面に飛び

出ている植物の根などに卵形の壷を造る。幼虫の餌としては各種のガの幼虫を狩つている.5月下旬から10月 中旬まで

活動していたが,盛夏～秋季に力ヽすては見かける機会が増えた.本種は体の′舷 Jが弱く斑紋の発達しない初夏に発生す

る個体をミカドトックリバチ,体の点刻が粗く斑紋が発達し盛夏～秋に発生する個体をサムライトックリバチと呼んで

いた.現在は同一種の季節変異によるものとされている。白井市の採集個体を精査してみるとミカド型〓5/25～ 7/
14,サムライ型=7/14～ 10/14であつた。7月 14日 に両型が採れていたが共に♂であつた。

8 Dvヵ蹴 β れわっつ協珍翻 簡 Ciordalai SoltR キ ア シ トック リバ チ

躁 記録]平塚 (1♀ 1♂,20065.22; 1♀ ,20Ch.1091i手賀沼畔 (1♀ 2♂,200_5.8.5;1♂ ,200654;l♀ 1♂ ,

2006.61; 2♀ ,駆 ,722; 1♀ 2♂,2Ch 9 2; 1♀ 2♂,20069,15, 1♀ 1♂,2006109; 1♂ ,2CX4 10α l; 1

♀,20∝.■ 18);折立 (1♂,2005814;2♀ ,2∞51021,1♀ 1♂,20X,827);神 廻々 (1♀ ,200510.23,1♀ ,

21XX5,7,13i l♀ ,200687; l♂ ,2006.928)i白 井醜 園 (1♀ ,21X15,1023; 1♀ ,2006.64;1♂ ,206.624;
1♀ l♂,205,7.13)i神 々廻市民の森 (1♀ ,2006928);木 (1♀ 2♂,20“ 9,19:1♀ 1♂,20355;1♀ ,20∝

726;1♀ ,2m6.94;1♀ ,20∝ 108);復 (1♀ ,2CX15 6 1;1♂ ,2005,Ю 2,2♀ 1♂,205111;1♀ ,206614;
1♀ 2♂,20∝ 9,311♀ 1♂,20∝ 9,19,1♀ 1♂,20“.10161;谷 田 (1♀ ,205525,1♀,20縣 6.7,1♂ ,

21XT,810, 1♂ ,21X495, 1♀ 1♂,2014921; 1♀ 1♂ ,2CXX5 10 10,2♀ ,2CX3 10 26);神崎川左岸小池橋付近

(1♂,205525, 1♀ 1♂,2臨_Ю 10).

[ノ ート]千葉県内では4～ H月 にかけて見られるハチである。白井市でイう代、里離れた場所に見られ,余り草刈リカχ予わ

れないような場所;特に手賀沼畔には車間と花上でよく見られた。本種イ割1履恭林耕田・空き地の野草の茎によく営巣

していのを見るが,今回の調査では探せなかった.本種の巣は房室を複数寄せ集める事なく,ただ1個の多少楕円形の

泥の壼を章の茎や余り高くない木の使に造る.1つの重は2～ 3時間力Hすて約20個の泥の玉を運んで造る.白井市での

訪花植物を季節順に記すと,ノ Vレジョオン・イヌガラシ・クリ・ヒメジョオン・ヒメキンギョンウ・ノブドウ・スペア

ミント・イヌタデ・アレチウリ,ヒ メムカシヨモギ・オオイヌタデ・アオシン・アカシツ・イノコズチ・アキノノグシ
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などであつた。本種は千葉県には希少種のキボシトンクリバチに酷似するため,時折同定を間違って記録されているこ

とがある.

9.盪′″p奮 用あ紛
'OrFnls・

ヵわrprpprtrFt4g麟報 と ム モ ン ト ッ ク リノミチ 木 土 亜 種

[採集記録]平塚 (1♀ ,錮6,818Ⅲ  l♀ 1♂,20∝ 5.22;2♀ ,206.61; 1♀ ,2006.6.17; 1♀ ,200692;l♀ 1

♂,20%.9,15;2♀ ,20“ 1091i折立 (1♀ 1♂,2005,7.28,1♂)2005,814;2♀ 1♂,2∞5,9.12,1♀ 1♂,2005
923, 1♀ ,2005,1012, 1♀ ,2016620; 1♂ ,21X3827):神々廻 (1♀ ,200_S.526, 1♂ ,20∞ 64; ユ♀ l♂ ,

2CX3.8,21);白井市運動公園 (1♂,20“ .7.27;1♂ ,2006821);神 廻々市民の森 (1♂,20%.9.28);木 (1♂,20∞
62,1♀ 1♂,20∝ 7.26;1♂ ,2069,4),所沢ふるさとの森 (1♀ ,2CX16.9.41,復 (1♂,205.61; 1♂ ,200_5,

7.21,2♂ ,2005.8.4;1♀ ,205Ю 妙 ;谷田 (1♂,200fJ 6 28,1♂ ,20X5715,1♂ ,知鮨。9,5;1♀ ,21HD隻釧).

[ノ ート]本種も千葉県内にはやや普通に分布している種であるが,自井市では個体数が多く見つかる場所や日はなかっ

た。主に里山の人家・畑・空き地の周辺に見られ,田園を挟んで少し離れた手賀沼畔や神崎川の小池橋付近には見られ

なかった.本種の巣は墓石やプロック塀などの凹部に半球形の泥の重を造る.幼虫の餌としてはシャクガ科の幼虫を狩

り貯える。採集個体の訪花植物tiツグ・ネズミモチ・ナツメ・ノブドウ・イノコズチ・ヤプカラシ・アメリカセンダ
ングサ。オミナエシ・セイタカアワダチツウなどであつたが,特にノブドウにはよく集まって来ていた,

10D緞″ηttda�d力肱ゼを廟成,G4ord� 酌瞼 カバオビドロバチ本土亜種

隣 記録]平塚 (1♂,21X6.73);折 立 (1♀ 1♂,21X47141;神々廻 (1♀ ,20“ 727);神 廻々市民の森 (1♀ ,

20∝.9.10);木 (1♂,20“ 72CDl i復 (1♂,20057.21).

[ノ ー ト]千葉県での本種は畑・道端・花壇・草原・林縁部などで見掛けるハチであるが,余り多くない。白井市では分

本確認地は谷日を除く5地域あつた )ヽのの,見掛けたのは殆ど各地1頭だけであつた。採集個体の訪花植物はヒメジョ

オン・スペアミント・イヌザンショウ・ニラであつた。本的 わ判 Hヽ,九州・対馬に分布しているが,琉球には別亜種
がいる.

■ .D緞 ウ 物 明 ″柳 館 胞 悶 ″》 留 bづ 散詭 d臨  ミ カ ド ド ロ バ チ 本 』 』 ヨ 臣

際 記録]平塚 (1♀ ,21b.8.18);折立 (1♂,2006.82の ;木 (1♀ ,2∞5,8.191;復 (1♀ ,20“.9.19,

[ノ ート]本種の巣は水平に働 れたタケやヨシ筒内に造られ,泥壁で育房を区切る,農林害虫のハマキガ科やメイガ科
のアオムシを幼虫の餌として狩つてくれるので,有力な益虫である。しかし,近年の都市化と共に県内の生息県党も悪
イとしかなり減少した.住宅地から葦賛や竹垣,木の臨転 畑でも篠竹や木材の和用が見られなくなる人々の生活様式や
自然環境の変化に対応できず消えつつある代表例のようである.採集個体の訪花植物はスペアミント・ユラ・アオシツ.

12.効触 脇♂加 7確″デs孤削→ エントンドロバチ

籐 嗣 平塚 (2♀ ,200S.8.5:2♀ ,20067.312♀ ,20069.2, 1♀ ,20069,15);折立 (1♀ ,2056.6; 1♀ ,

2∞5,8.14;1♀ ,205912);神 廻々 (1♀ ,20∝ αめ ,白井市運動公園 (1♀ ,2∞5727;1♀ ,2CX6.6";ユ ♀,

21X6.8.21)i神 々廻市民の森 (1♀ ,2005,7.27;I♀ ,2006.713;1♀ ,21X38,7,1♀ ,2CX16.821):木 (1♀ ,2CXJ5

8.19;l♀ ,20∝ ,7,■);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006.7.■ );復 (1♀ ,2005,8.17;1♀ ,2006,9,3,1♀ ,20∝ 919),

谷田 (1♀ ,2006.6.28).

[ノート」本種は雌個体のみの種で,外見では区別しにくい千葉県では希少種の別属のフ′ヽグロフタオビドロパチがいるた
め特に意識して採集した。しかし,各司躍制ととも殆ど1頭ずろしか見らげ ,ハグロフタオビドロバチも確認できなか
つた,本種tW的簡やものの隙間・窪みなどにヒョウタン型の泥の巣を造るが,営巣時には入口に下向きの煙突状の筒を
必ず泥で取り付ける特有の習陛を持っている.ハチの幼虫の餌として狩つてくるのイン マヽキガ科・メイガ科・ヤガ科な
どのアオムシである.神 廻々市民の森では太い丸太の杭に入れてある裂け目に巣があつた,飛翔中のものや崖面に営巣
材料を採りに来ていたもの,訪花中のものを採集した,採集個体の訪花植物は,ク リ・ナツメ・サルスベジ。オオケタ
デ・ウスユキノウ。オオイヌタデであつた。オオカバフドロバチ・オオカパフスジドロバチと嘲ずれていたのは本種である.

13 9rvP物財硲 力ω翻 輝 (SntihJ ス ズ バチ

際 諏 聴 (1♀ ,20058隠 ,1♀ 1♂,2臨.9,2;1♂ ,2006.9ヽ ),ヨ讚 � 子(1♀,2058偲 ;1♂,2Ch
73;1♂ ,205,9.2;1♂ ,2006,9,15;1♀ ,2CS 10,9);折 立 (1♀ ,2005.9112;1♂ ,2005,9.23;1♂,2006.6.20;
1♂,2006.7.141i神 々廻 (1♂,2006821,1♂ ,拗旺 9.10, 1♂,20069,28);白 井市運動公園 (1♀ ,2016624;
1♀,206821,1♂ ,2KXX5 9 10),神 々廻市民の森 (1♀ ,2CXb 6 24,1♂ ,206713,1♂ ,20068.7;ユ ♀,21X4,

9101i木 (1♂,瑯5819; 1♂ ,20059,19, 1♀ ,2X151020, 1♀ ,20Ch 9.4,1♀ 1♂,2CXX5 10 8),所 沢ふる

さとの森 (1♂,205819; 二♀,2006.9,4);復 (1♀ ,20058.17, 1♀ ,20“ .10.2, 1♂,2006.72; 1♂ ,2Xj06 9

3,1♂,20%.9,19;1♀ ,2CX3 10 16);谷 田 (1♀ ,2006.628, 1♂ ,2006729,1♂ ,2006.822,1♀ ,2069,5;
1♂,2006.921),神崎サII左岸小池橋付近 (1♂,20「D921).

[ノ ート]ト ックリバチ類に似た大型のハチであるが,斑紋の色は麓色である。白井市での調査では幼虫の餌を探して車
間を飛ぶ唯 雌を求めてパ トロール飛翔している施 野草の花の蜜を吸VWこくる雌と地 巣の材料の乾いた土を採りに

来ている雌と,種力の目的で活動している本種を見た.大型種のため目立ち比較的よく目撃したが,余り多数を見る日
はなかった,本種は木の技や幹,岩の窪み 建物の外壁などを上台として,泥で複数の並んだ房室を造り餌を入れる。

その後外側を泥で厚く塗って覆い半球状にしてしまう。このため単なる上の塊となり分かりにくく,普通の人はこれが
ハチの巣であるとは気が付かない。この巣に入れる幼虫の餌は体毛の少ないやや大型のシャクガ科などの幼虫である.

白井市で採集した訪花個体の植物を季節順に示すと,ハギ・ヤブカラシ。アレチウジ・アオシツ・ウド・セイタカアフ
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ダチノウなどで,特にヤプカラシとアレチウリにはよく見られた。

14拗 》力
“

0,寛力″Smthl ナミカパフドロバチ

謗集認弼 木 (1♀ ,21X37 2fJ).

[ノ ート]千葉県内で本種は余り多くない種であるが,それにしてもこれだけ日数を力ヽすた白井市の調査でたった1頭 し

か見つからなかったのは極端である。因みに2001～2003年に調査した市川市では6地域で9日 , 6♀ 3♂見つかつてい

る.本種の巣は泥で独房を造る手間を省き,タケやヨシ筒などの既存孔を和用 して,閉 じる時だけ泥壁を造る。ハマキ

ガ科やメイガ科のアオムシを幼虫の餌として狩り,随時給餌が見られることから亜社会陛を示すと考えられている。こ

れまでに使われた同物異名,■ カバフスジドロバチ・カバフドロバチ・クロパネ ドロパチなどがある.採集個体はノプ

ドウに三カ花.

15.冠塑訪れど″

…

脚筋,CaFllgOn フカイオオドロバチ本土亜種

E採集記録]平塚 (1♂,205■22),手賀沼畔 (1♀ ,20069,15);折立 (2♂,2058.141;木 (1♂,2005,88, 1
♂,218711, 1♂ ,2006.7261;復 (3♂,2005,7.21:1♂ ,20∞ ,9.3),谷田 (1♂,2006628;2♂ ,2006.715,

1♂ ,2tXX5 7 29; 1♂ ,2随 810, 1♀ ,205,822).

[ノ ート]白井市では目撃例を含め余り多く分布していなかったが,千葉県内各地もほぼ同等に近い生息状況のようであ

る。本種はタケやヨシ筒内や瞬存出こ営巣するが, 1巣当たり1～ 7の育房と1～ 5の窄事が造られる.幼虫に与える

餌はハマキガ科・メイガ科などの幼虫である。白井市採集の殆どの個体は訪花ないし花の回りを巡回飛翔していたもの

で,それらの花を季節順に示すと,ナツメ・ヒマワリ,ネズミモチ・ムクゲ・オミナエシ・スペアミント・サルスベリ・

ヒメジョオン・ヘクノカズラ・アレチウリである。このうちナツメにはよく来ていた。採集した 2♀ 15♂の 17頭中, 1

♀ 1♂の 2頭にネジレバネの寄生が見られた。ハチに対するネジレバネの寄生率は低かつたが,それぞれ4頭 (3か

所)。 2頭 (2か所),平均3頭であつた。この寄生ネジレバネについて出ている場所を調べたところ, 1♀のハチの腹

部背面2-3節間に 1♀,3-4節間に 1♀ ,4-5節間に 2♂ (脱曲翻 , 1♂のハチの囃 面3-4節間に 1♀ ,

5-6節間に 1♂であった。本種の和名は近年までフカイドロバチ,古くはシリアカドロバチが使われていた.本種は

特に南方の島嶼部において色彩・形質に著しく変化が見られる。千葉県産は本州～河 ‖ヽ・対馬に力引ナて見られる本土亜

種であるが,他には奄美諸島～滸縄諸島の湘鶴軽臨 人重山諸島の人重山亜種,火山列島硫黄島の硫黄島亜種に分けら

れている.

16罰館 め 陀 閉 紘 施 昭 緻 就 胆 門 崩 は孤 饂 漁 刈 饂 )カ タグ ロチ ビ ドロバ チ本 土亜種

麟 記録]平塚 (1♀ ,2005,8.5,1♀ 2♂,206.818,1♀ ,2CX4.5.4,1♂ ,21X3.5.22;2♂ ,20Ch.61,2♀ ,

2006.6.17;1♂ ,2CX16,7.3;l♂ ,2006.722; l♀ 1♂,205915),手賀沼畔 (1♀ ,206.10,9);折 立 (1♂,200_5

59,3♀ ,2005.527;2♀ 2♂,20“.66,2♂,2005,728, 1♀ 1♂,2005,8,14;2♀  2♂,21D5.912;2♀ ユ

♂,205,9,23; 1♀ ,2a15,1012; 1♀ , 2006.6.20, 1♀ ,2006.714; 2♀ , 21X3.8271;ネ申々 貫雪(1♀ ,200554; 2
♀ 1♂ ,21Xb.526; l♀ ,209.526; l♂ ,200664; 1♀ ,2CX4 6 24;2♂ ,20CX5 7 13, 1♀ ,2CX6.821, 1♀ ,

20“ 910; l♀ 1♂,205,9,28);白 井市運動公園 (2♂,2055,4, 1♀ ,2005.5.26; l♂ ,2∞5,727, 1♀ ,206
624, 1♂,2006.713;2♂ ,2006821,1♀ ,2013,9.10;ユ ♂,21X4928);神 廻々市民の森 (1♀ ,2005526,1
♀,2CX15 10.14,1♀ ユ♂,2006.928);木 (1♂,20“.8,8,1♂,2005,819;1♀ 1♂,200S.919,1♂ ,2006.5,5;

l♀ 1♂,205.5.24; 1♀ l♂,2006.6.19, 1♀ ,知∝.7.26, 1♀ ,2006.9.4),所沢ふるさとの森 (1♀ ,21X3.524;

1♂,2016.9,4):復 (1♀ l♂,2005,61, 1♀ 2♂,2005721,2♀ 1♂,200584,2♀ l♂,2058.17; I♀ ,

2KX15 10.2; 1♂ ,2臨 4.17; l♀ 1♂,2055.21, 2♀ 1♂,20066.14; 1♂,2臨.7.2;2♀ ,2Ch 9.3; 1♀ 1

♂,2CX4 9.19);谷 田 (1♂,2006.5.12;1♀ ,200fJ.525,2♀ ,20鮨.6.28;1♂ ,20067.15,1♀ 1♂,215729;
1♀ l♂,2006.9.5;2♀ 2♂,2006.9.21):神 嘲 H左岸小池橋付近 (1♀ ,20∝ .822,1♀ ,2059.5i l♀ ,216.921;
1♀,2晰 H13).

[ノ
ニト]チビドロバチ属中最も各地に普通に見られる種で,里山の人家の周辺・道端 ,空地・農耕地などでよく見られ

る。日本の本属の分類が確立される前は単にチビドロバチとして記録するものが多く,図鑑類の不備もあリキオビチビ

ドロバチなど他の種と混同されていたようである.中には他属のアジアキタドロバチを含んでいることも考えられ,分
献上の取り扱いでカタグロチビドロバチとしているものでないと同定に疑問がある.草間や木 の々間で,幼虫に与える

餌としているハマキガ科の幼虫を探している.採集した訪花個体の植物は,イ ヌガラシ・ツグ・ナツメ。ノプドウ・ヒ

メジョオン・オミナエン・アカツメクサ・スペアミント・ヨウシュヤマゴボウ・ニラ・ミツハギ・イノコズチ・アレチ

ウリ・アオシツなどであつた。採集した66♀ 52♂の 118頭中, 1♀ にダニの寄生が見られた,

17効 伽βめ弊りぬ踏係側猟づ フトカギチビドロバチ

隣 記録3手賀濶畔 (2♂,2CXX5 5 4,2♂ ,20∝.522; 1♀ 2♂,200661;2♀ 1♂,20“ 617;2♀ ,2157.3;
1♀ 2♂,20∝ 915);折立 (1♂,劉6.66:1♀ ,206.828;ユ♂,2∞5.923);復 (1♀ ,2CX3 6.14);谷 田 (1

♀,21h921);神崎川左岸′!地橋付近 (1♀ 2♂,20∝.512, 1♀ ,21X4.525; 1♀ ,200667,1♂ ,2006628;
1♂,2006.8,10,2♀ 2♂,2059.5;2♂ ,200FJ.9.21)。

[ノ ート]筆者は千葉県での採集例から,本種はかなり局限された場所に少数しか生′息していない種類であると思つてい

た。ところが,人千代市の潮 |1沿いの調査を実施して川縁でアシやススキ,セイタカアフダチツウなどの車間を低く飛

ぶ本種を,4～■月にわたつて多数化息しているのを確認した,その経験から市川市の調査で,謝工F‐lll縁で松戸市寄り

に残された似たような車地を丁寧に探したが,こ こではまつたく見つけられなかった。やはり人千代市の新川縁は例外
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で,千葉県では,一部の場所には多いが,般には少ない種ではないかと推察した.と ころが,白井市の調査で人千代市

の新川縁同様,川縁によく仏ましていることが明ら力Wこなつた。つまり,調査した手賀沼と神崎チHの川縁に確実に生,息

していて,ほぼ毎回のように確認できたからである.なお,折立の採集場所もネ聘嘲 Hの川縁ないし近くの畔道であつた。

白井市の採集場所はアシとササがあったことから,少なくともこの筒穴に営巣している模様である。採集個体の訪穂植

物は,ノ Vレジョオン・キツネノボタン・イタドリ・ヒメジョオン・イノコズチ・ヨウシュヤマゴボウ・アオシツであった,

18散駆め肥/7§

'銀

ρ力肋 (SalulrcJ キオビチビドロパチ

勝集認刺 復 (1♀ ,205.84).

[ノ ート]千葉県においてチビドロバチ属中カタグロチビドロバチについでくkく 見られる種であるが,白井市の今回の調

査域ではたった一度・ 1頭しか見つからなかつた.本種がもともと白井市に殆ど分布していなかったのか,生緻漿党の

悪化が原因でいなくなつたの力W蠅去の記録がないため不明であるが,/htTGは 里山の人家の付近や道端・農耕地などで

よく見つかる種である。本種の千葉県での活動期間は長く,4月 干旬～■月中旬まで確認している。今回の白井市では

この期間に84日 間も調査している。本種の不「賂はこれまでにチビドロバチ・ヒメフタオビドロバチ・フタオビドロバチ

などが使用されている。過去の報告書には他種と混同しているものも見られる.

19.脱れ め 躍 /7だ わり ηだ的 tVP,ど 低 蛉uω  ムナ グ ロチ ビ ドロバ チ本
―

朧 記録]神々廻市民の森 (1♀ ,2006.821,2♀ ,2006,9,10).

[ノ ート]野外調査時においてはカタグロチビドロバチと識別は困難な種である。筆者はカタグロチビドロバチと思われ

る種を1～ 2頭採集すると制限してしまうため,ルーペで確認しつつ採集していれは 1切ちも見つ力め淘 ち熱 よい.

千葉県では分布確認地も生息密度も低い種である。人丈島から男I賂亜種が記録されている。

20勒脇ヵリ ヅ 確ど甲鰤 ο′肋 CCatrmtlJ サイ ジ ヨウハ ム シ ドロパ チ

防聯Ξ証蒟咽折立 (1♀ ,21X15.59;神々廻 (1♀ ,200554);白井嗣 公園 (4♀ 3♂,2055,4;2♀ ,20055,26);

神 廻々市民の森 (3♀ 1♂,錮縣 54);木 (1♀ ,2006.5t24);復 (1♀ ,2006521),谷 田 (1♀ ,2006525).

[ノ ート]かつて本種は茅葺きStRのある建物のカヤの孔内に営巣し,多数の雄が回りを群飛したり,雌が幼虫の餌とし

てハムシを作つてきて巣穴に運ぴ入れる光彙をよく目にした。近年はトタンで屋根部分を覆つたり瓦葺きに変えたため,

ここには住めなくなつた.白井市で営巣を確認したのイ五 立枯木と西福寺の柱面で虫の脱出孔を不1用 していたものであ

る。なお,この白井市の調査コースの近くには2車Tの茅葺き屋根の家があつたが,家主不在のため調査できなかった。

21めη胞胸 諺卵 0徹増おけ クチビロハムシドロバチ

隊 記録]白井市運動公園 (1♀ ,知
“

.5261;復 (1♀ ,20岱.5,21),

[ノ ート]かつて使われていたヤマトハムシドロバチは同物異名.

22.勒閉窮り励叫伽即励46ぷ 触側�む ハ ラナガハ ムシ ドロバチ

陽集認刺 神々廻 (1♀ ,2006.6.4),

[ノ ー ト]かつての図鑑や文献でスミスハムシドロバチの和賂を使用していた種はほぼ本種を指している.ただし,これ

に使われている学名イわ判|‖
。四国に非常に稀な減 ,ヽムシドロバチのことで,当然千葉県からは見つかつていない.

Vespidae スズメバチ科

スズメバチ (胡嘲 科は複限殉縁にえぐれがあり,前翅の中室I訴膵乙く翅閣縦に畳まれ ドロバチ科に似るが,亜肩板はな

く,付節の爪は単純で,大顎は短く噛む力は強力である.中型から大型種を中心とした構成乱 集回で社会生活を営むカリ

パチである。雌の毒腺は発達・強力な毒針を持っている.人が巣に近づいたりいたずらすると防御のため攻撃して来ること

がある.特に大型のスズメノミチ類の毒針で刺されると体質によつてはショック死することもあり,刺される場所によつては

かなの腫れあがり高熱を出したり,数日間ズキン・ズキンと激しく痛みが続くことがある。このため危険な有害昆虫と思わ

れてしまうようである。このた力肺い。害虫というイメージがあるが,街路樹・庭木・草花など植物の業を食害するチョウ

目の幼虫 (イ モムシや毛虫)・ ′∨ミチの幼虫・クモなどを捕らえてくれる。このハチイ習鋤 な犬顎で肉団子にして運んでいっ

てくれる緑の葉を守る益虫でもある。大型のスズメバチではクモ・セミ・ トンボ・ ミツバチ・アシナガバチの幼虫や蛹・カ

マキリ・パソタ・アプなど肉団子にしているが,樹液や熟した果実,花蜜も好きである,白井市の観簾ではヤプカラシ・ノ

プドウ・アレチウリなど訪花性昆虫のよく集まるところにコガタスズメバチやキイロスズメパチが来ていた場合,吸蜜に来

ているものもあるが,飛び回り吸蜜しているミツパチ・アプ,これを捕らえるカマキリ・クモなどを狩る目的で現れていた。

日本のアシナ潟,＼チ類は外被のない 1つの巣盤で,種類によつて全体の形・育房数・繭の色など異なつている。スズメバチ

類は複数の巣盤を持ち外被で覆い大型の球状になる巣である.本科のハチは世界に3亜科約 35属 830種 (学者により異な

る)が知られている。日本からは2亜科 7属 28種が記録されている。千葉県には「千葉県産動物総目

`馳

傾 田,2003)に

示されている4属 13種が分布する.白井市の今回の調査では2亜科4属 11種で,千葉県産で見つからなかったのはヤマト

アシナガバチとキアシナガベチであった。また,記録されたセグロアシナガバチは調査期間中,採集し慄本に残した2か所

で 2♀ 1♂だけという希少種になっていた。本科のハチで広く分布する種也 特に遠く離れた島嶼部において日本本土とは

異なる色彩を示す地域個体群が出現する。近年世界的な調査からこの狭義の分類による亜種を認めない広義の分類が提唱さ

れている。しかし,他潟のハチt細 分し過ぎるのではないかと思わせるチョウロやコウチュウロの分類基準から考えると,

かなり明確な亜種を示す特徴があるように思える。そのため筆者はこの報文では狭義の分類を採用し,亜種とされている種

にはM/J第 を入れた。真性舎性を示す本科のハチ6ry陛別表記は♀ (繁殖個体 :女王バチ :母バカ ・w(労働個体 :働きバ

チ :娘′ミチ)・ ♂ (雄バチ)と した,ただし,外部形態から区別できないアシナガバチ亜科は他のハチ同檄雌・雄の2分類に
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した,スズメバチ属については正確には分けられないが,出現時期と体サイズで,多少疑間が残るがカスト分類表記にした.

クロスズメバチ属については明瞭な体サイズで分けた.

Polistinae アシナガ′`チ亜科
l ParTrJbi"翔 ″,鰯側salmuCJ ムモンホツアシナガバチ本土琉球亜種

B判菓証駐湖磁   (1♀ ,200_S.8.5; 1♀ , 2005818; 1♀ ,21X3.54; l♀ ,2006.5t22; 1♀ ,2CX3 6 17, 1♀ ,2αる

7.3,1♀ ,2KX3,7.22,1♀ 1♂,20∞.9,2,2♂ ,20“.9,15,2♀,20∝ 1091;折立 (1♀ ,2005.5,9; 1♀ ,2005

6.611♀ ,20057.28;1♀ ,2005814;l♀ ,205912,2♂ ,2CXb.923;2♀ ,2006827);神 廻々 (1♀ ,2∞51014;

1♀,2006624;1♀ ,20縣 87);白井市運動公園 (1♀ ,2∞5.5,4;1♀ ,2005.526;1♀ ,2∞5727;1♀ ,20∝
64, 1♀ ,20∝.8.7,1♀ ,20∞ 821);神 廻々市民の森 (1♀ ,2CX6.624;ユ♀,2CX4 8 7,1♂ ,205928);木
(1♀ ,2005,■ .41 1♀,200655; 2♀ ,2006.6.19);所沢ふるさとの森 (1♀ ,別

“

8.8; 1♀,2005819, 2
♀,21X3.5.5,1♀ ,205.5,24),復 (1♀ ,2005.6.1,1♀ ,205.817;1♀ ,2055.1;二♀,205.5,21;l♀ ,

2CXb.614;2♀ ,2随 ,93);谷 田 (1♀ ,2006.512,1♀ ,21X5,6.7;1♀ ,2006.628;1♀ ,郷 71S,1♀ ,2CX4
7.29, 1♀ ,21X4.8.10; 1♀ ,20148″ ; 1♀,2随.9,5, 1♀ 1♂ ,2006921, 1♀ 1♂,2晰 10101.

[ノ ート]過去に目にする図鑑類には日本のホノアシナガバチ属は1種瀬iホンアシナガバチと掲載されていた,このた

め分類専門書や専門家の同定を得ていない場合は,一般の図鑑に基づき単にホノアシナガパチと記録している。ところ

が現実には日本に2種類分布しててるが,千葉県には1種類しか見つかつていない。1種は白井市で記録したムモンホ

ツアシナガバチ (タ カサゴアシナガバチともMまれる),も うと種はヒメホツアシナガ′ミチ (ト ウヨウホノアシナガバチ

あるいはコホツアシナガバチとも呼ばれる)である。1999年 より前の図鑑では大体ムモンホノアシナルペチをホノアシ

ナガバチとしているが,ややこしいのは,このホンアハ 惧 )＼チとした学名は実はヒメホツアシナガ′ミチを指している。

このためそれまでの記録はかなり混乱した状態になつている.千葉県未発見のヒメホツアシナガバチは筆者の週弊の調

査で東京都・神奈川県・山梨県などで記録しているが,いずれも山寄り (丘陵地)の地域に乞感していた,ムモンホソ

アオ 蝋バチは雑木林や林道沿いなど薄暗い木陰で余り人日に触れず活動している.体型・色彩・行動など弱々しい感

じを受けるアシナガバチで,木の葉裏や枝などに淡灰褐色を帯びた日本紙のような惰円形の巣を造っている。白井市の

調査期間中,筆者は谷田で3巣・折立で1巣の4巣を確認した。確認勿弗螂 内と林縁部であった。また,飛翔確

認して採集した場所もほぼ日陰部ないし半日陰部の維木林内と林縁部である。したがつて森林部から離れた手賀沼畔や

神崎ナIVII縁にはまったく活動していない。本種はこのような生活・活動圏の緑地帯が失われ日陰部がなくなると,本種

も一緒に失われることになる.調麿時の観察で興味深かつたのは, 5月 5日 の所沢ふるさとの森の道路沿いの1本のス

ギの高さ3mほどの場所に多数の個体が群生していたことである.恐らく集団越冬から目覚めて出てきた場面に遭遇し

たものと考えられる。また,本種の訪花例は少ないが5月 に1♀がマユミ, 9月 に1♀ がヤプカラシに来ていた。

2.PoEi9ra》 ,″魏曲 翻 raprJd Pcz フタモ ンアシナガパチ本土亜種

隣 嗣 平塚 (1♀ ,2005.4.6,1♀ I♂,200511.2;ユ ♀,20∝.418,ユ ♀,20065,4, 1♀ ,20髄 5,22,1♀ ,

2006,7.3,1♀ ,201X5,7.22;l♀ ,2006.9.2,1♀ ,鉤∝.9.15,1♀ 1♂,20∝.10.9);T-4沼畔 (1♀ ,2005,8.5;1
♀,2嚇 .8.18; 1♂,2CX3.■ .2;1♀ ,20064.18, 1♀ ,2006.54;1♀ ,205.5:滋 ;1♀ ,2CX3 6 1; l♀ ,2CX3 6 17;

1♀ ,2014.7.3,ユ ♀,20067辺 ;1♀,2006.9.2;1♀ ,2006.915;1♀ 1♂,2006.ユ 0.9,1♂ ,2006.410;折立

(1♀ ,2005,4.14, 1♀ ,20559; 1♀ ,2CX15 527, 1♀ ,20056.6; 1♀ ,21X37.28, 1♀ ,2005814; 1♀ ,2005

9,12i l♀ 1♂,2005,923; l♀ ,2005,1012, 1♂,2∞5.1021i l♀ 1♂ ,2005.■.5, 1♀ ,20064.28, 1♀ ,200fD

620, 1♀ ,2CX6.714,1♀ ,2CS.827);神々廻 (1♀ ,2005,4.8;1♀ ,2005.5.4,1♀ ,2a15,7.27;1♂ ,郷
“

.ll

8;ユ♀,2CX3.6.4,1♀ ,2006.9.10;白井〒機動鮮司(2♂,2005.Ю .И ,1♂,205。 11.8,1♀ ,知∝ 6.餌 ;1
♀,20CM 8 21, 1♀ ,206.9,10);神 廻々市民の森 (1♀ ,205.54),木 (1♀ ,205.8.8, 1♀ ,205.8,19,1♀ ,

2005,9.19,1♂ ,200510.20, 1♂ ,知∞.114; 1♀ ,006.4.1; l♀ ,20∝ 4.22i l♀ ,21X4.5.5;l♀ ,郷∞.5,24;

1♀,2CX4 6 2,1♀ ,20C66.19,1♀,2C87.■ ,1♀ ,2006.726;1♀ ,2CX4 9.4i l♀ 1♂ ,2αる10.8,1♀ 1

♂,2006.■ 21);復 (1♀ ,2005,6.1, 1♀ ,20“.7.21;1♀ ,2CX15 8.4, 1♀ ,2005.8.17;l♂ ,2CX15,11.1,1♀ ,

2よる.3.21, 1♀ ,20064.4, 1♀ ,2006.417; 1♀ ,2006.5.1, 1♀ ,21X35.21; 1♀ ,206.6.14; 1♀ ,2059,3;
1♀ ,206.919,1♀ ,2αる10.16),谷 田 (1♀ ,2αる.525;1♀ ,2006.6,7:1♀ ,2CX4.7.15,1♀ ,21X4729;l
♀,2断.822, 1♀ ,2006,9,5; l♀ ,2006.9.21; l♀ ,20510.10, 1♂ ,2006.10.28);坤神寄サII榎亀辞′!Ч跡翻↓近 (1

♀,2αる.4,26, 1♀ ,2055.12, 1♀ ,2006525, 1♀ ,2α拓6.7; l♀ ,2016628; 1♀ ,朋 7.15; 1♀ ,206.7.29;

1♀ ,2006.8.10, 1♀ ,2006822; ユ♀,2011695; 1♀ ,2006921, 1♂ ,21X3.10.10; 1♂ ,20061028; 1♀ l♂ ,

2断.■ ,13, 1♂,2006.■ .29; 1♀ ,2007.4.5).

[ノ ート]白井市ではヨアシナガパチと共に最も普通に見られるハチである.年間の調査期間の3月 下旬から■月下旬ま

て長期にわたって活動していたが,早春の越冬後から母バチの巣の創設期は生息確認個体数が少ないことから,当然見

掛ける機会は少なかった。本種は人家の回りから耕作地・)||や沼縁まで日当たりのよい場所で活動していた。したがっ

て, 日陰の森林部はに見られず,所沢ふるさとの森の記録がない。また,神々廻市民の森で1例あるが,これは入口付

近の日当たりのよい場所で採集したものである。数多く生息していたのは手賀沼畔と神崎川の H縁で,折立や木でも川

縁は多かつた。巣賦議識して探さなかったが,手賀沼畔のササに営巣していた1巣・ヨモギの茎に営巣していた1巣 ,

木の廃乗コンクリートに営業していた1巣の3巣があつた。よく訪花していたハチであるが,採集個体の訪花植物を季
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節順に記すと,オオイヌノフグリ・ホトケノザ・タンポポ・ハコベ・ツグ・ヤブカラシ ,ノ プドウ・ミツハギ・ナツメ・

ヒメジョオン・スペアミント・ユラ・ツルボ・アレチウリ・ ミゾノバ・イヌタデ・セイタカアフダチツクであつた。フ

タモンアシナガバチは北海道から屋久島に力Hすて分布する個体は黒地に黄斑が少ないが,沖縄諸島には黄斑が多く赤褐

色斑も装うキイロフタモンアシナガバチとも嘲Iれる輝名亜瀬いいる。

3乃h墜ヵ物笏盟り訥独初確的 颯こ セグロアシナガ′ミチ本土亜種

跡集認刺 木 (ユ♂,2006.10101;復 (1♀ ,2005.817,1♀,21X6.93).

[ノ ート]古くは単にアシナガバチあるいはヒメアシナガバチとも呼ばれていたが,ア シナガバチ類を示す代表種である.

この隠れ親しんできたやや大型のセグロアシナガバチも,近年少なくとも北総地域では減少が目立ち,消えつつあるハ

チの1つのようである。この変伯ま筆者の居住地=佐倉市の各地においても見られ,先に自然環境実態調査をした人千

代市や市川市でも実感させられた.ただし,白井市よりはる力ヽこ都市化の著しい市川市北部の生息状態より極端に少な

い実態であつたことは想像外の結果であつた。市川市の調査は2001-2003年の 116日 間,自井市の2005-2007年の 1“

日間とほぼ同条件である.具体的には白井市でセグロアシナガバチを見掛けた日は3日 間, しかも1頭ずつしか見掛け

なかつた,それに姑して市川市でセグロアシナガバチを見掛けた日は36日 間,もちろん同一場所で複数個体あるいは同

日に複数場所で確認している.なお,自井市復の雌は休耕田のヤプカラシの花上に来ていたもの.琉球諮島には体の黒

色部が少なく,赤色味を帯びた男1烙亜種が生息している。

4 Prp氏鑢 ″ri9PCP7留誌 PeRz キ ボ シア シ ナガ,ミチ

隊集認団 平誓 (1♀ ,20058.5,2♀ ,2鰤.818;2♀ ,200CD.418:ユ ♀,206.5,4;ユ ♀,2CX3 5 22,1♀ ,2006
6.1, 1♀ ,205.6.17; l♀ ,2006722, 1♀ 1♂,200692, 1♂ ,20%915, 1♀ ,2CM 10 9),つ禁立 (1♀,剛5,

527i l♀ ,2005.66; 1♀ ,205728; l♀ ,2005814; 1♀,200510.21; 1♀,205.■ 5, 1♀ ,20∝ 6.20);

神々廻 (1♀ ,2005,7.27;l♀ ,2006.424; 1♀ ,20∝.6.4,1♀ ,20∝ 6.24;1♀ 1♂,20X.821;1♀ 1♂,20%
9,101;白 井韓 園 (2♀ ,知0554; 1♀ ,2∞51014, 1♀ ,200fJ.624; 1♀ ,別∝.713; 1♀ ,釣∝.8.7; 1

♀,20∝.821,1♂ ,20069.10,1♂ ,釦勝 928);神 廻々市民の森 (1♀ ,20554,1♀ ,2005.526,1♀ ,205,1014,

1♀,2005,H.8, 1♀ ,2006.6.24, 1♀ ,2006.87, 1♂ ,2006.9。 101i木 (1♀ ,205,8.8, 1♀ ,郷
“

9,19, 1♀ ,

2005■ 4, 1♀ ,2αる.5.5, 1♀ ,2016.62;2♀ ,20166.19; l♀ ,2006726;2♀ ,2αる9.4);,pモⅢるさとの

森 (1♀ , 2005819; l♀ , 2αい114, 1♀ , 20555, 1♀ , 2αる711, 1♀ , 2006.726; 1♀ , 200694; 1♀ ,

201X5.108);復 (1♀ ,2005 721i l♀ ,205.84; l♀ ,2005,817, 1♀ ,2005.109, 1♀ ,2αる417, 1♀ ,2006

5.21;1♀ ,20CX5.6.14,1♀ ,2006,7.2;1♂,2006,9,3,1♀ 1♂,2006.919,1♀ ,2CM.10.10;谷田 (1♀ ,2006.

512;ユ ♀,20065.25;l♀ ,200667,1♀ ,2断.628;1♀ ,2006729,1♀ 1♂,21X3.810;1♀ 1♂ ,2CX4.822;

二♀ 1♂,205Я 5, 1♂,2006921; 1♀ ,205,10.10.

[ノ ート]かつての図鑑では次種のコアシナガ′ミチと混同して記載されたことがあり,採集記録なども曖味なことがあっ

た。確力Wし将量はコアシナ�, チ`に似ている.しかし,よ り大型で,黄斑は発達せ式 前伸腹節は黒色,第 1腹背板は

側面観で高さ>長さなどから区別できる.巣は木の葉裏や枝に造られることが多く,育房数は少なく繭の蓋の色は鮮黄

色である。千葉県ではコアシナル′ミチより生息数イ沙 ない.本種は日差しの入る雑木林や林縁部など半日陰部を生活圏

としている。このため自井市の調査でも日陰部のまつたくない特定調査区域の手賀沼畔 。神崎川小池僑付近では全然生

息していない.定期・定点調査地でも採集場所はすべて半日陰部であるが,たまに訪花植物を求めて明るい場所にも出

て来たが,他のアシナガバチ類より訪花するのを見なかつた。確認した植物は,マユミ・クリ・ヤプカラシ・ノプドウ

であつた,

5乃Йs熔∫″θ′肋,銃閤随  コアシサガバチ

鴎為果証輩剥 平塚 (1♀ ,205_8.18;l♀ ,2αる522;1♀ ,2CX4 6 1;1♀ ,20CX5 6 17,1♀ ,200673,1♀ ,2CX3
7塑 ;1♀ ,2臨 .9.2;1♀ ユ♂,2CX4 9 b;1♀ ,20Ch,10,労 ;手卿 畔 (1♀ ,2C058.5;1♀ 1♂,2005.818;1
♀,2∝る418; l♀ ,20065,4, 1♀ ,勿∝る522, 1♀ ,200661, 1♀ ,2066.17;l♀ ,21X6.73; 1♀ ,201XS,722;

1♀ 1♂,20砺.9.2;1♂ ,2006915;1♀ ,201410.91;折立 (1♀ ,205.5.9;l♀ ,21X15,527;1♀ ,2005.6.6;

1♀ ,205,7.28, 1♀ 2♂,205,8.14; 1♀ 1♂,2005,912, 1♀ 1♂,2005,923; 1♀ ,205.10.21Ⅲ l♀ ,2∞5,H

5;1♀ ,2006428; 1♀ ,2006.620;1♀ ,200Fp 7.14, 1♀ 1♂,2C88271,神 廻々 (1♀,205526;1♂ ,2006

9101i自 井市運動公園 (1♀ ,2005526;1♀ ,2005,7.27;1♀ ,2066.4; 1♀ ,2CX4 7 13, 1♀,20068.7; 1♀ ,

知∝.9.28);木 (1♂,20058.19;1♀ ,20058D;1♀ ,釦∝,4.勉 ;1♀ ,釣%,524;1♀ ,2C862;1♀ )2006

619,1♀ ,20%,7.11;I♀ l♂,206726; 1♂ ,2CS 10 8;ユ ♀,205,■ 21);所沢ふるさとの森 (1♀ ,200511

4; 1♀ , 205,422);イ夏 (1♀ , 家Ю561, 1♀ , 2005,721; 1♀ , 200584, 1♀ , 2CX15 8,17; 1♀ , 200644;1

♀,20065,21, 1♀ ,20067.2;1♀ 1♂,2006.93; 1♀ 1♂,2006919, 1♀ ,2006.10.16);谷田 (1♀ ,20066
7, 1♀ ,2016628, 1♀ ,21X4715, 1♀ ,21X37.2911♀,2臨.810, 1♀ 1♂,2006.822;1♂,201X59,5; 1

♂,20“ 921,1♀ ,知縣 1010);紳崎ナ|1左岸/1ヽ池橋付近 (1♀ ,2006426,1♀ ,21XX5.525;1♀ ,20髄 67; 1
♀,2006.628; 1♀ ,2006,715; l♀ ,20“ 729; ユ♀,2006.8.10, 1♀ 1♂,2006.8.22i l♀ l♂,200695; 1
♀ 1♂,2006.921,1♀ ,2CX4,11.21).

[ノ ート]人家の周辺から耕作地,沼・サ|1縁など口当たり部中JЫこ活動しているハチ4千葉県ではフタモンアシナA,ミ

チに次いで普通に見らオR′るハチである。ただし,この白井市の調査での所感は,必ずしも普通ではなく,何時でもどこ

でも見られるハチではないということである.2000-2CD二 年調査の人千代市新川縁では60日 の調査期間中52日 間(87%)
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のハチの活動を確認した。また,2001-2003年 の調査の市川市北部では 116日 間の調査期間中63日 間 154%)の活動

を確認した.そして,今般200_S～ 2007年調査の白井市の 10_5日 間の調査期間中1頭でも見掛けて採集したのは65日 間

(62%)であつた。一回り小型であるが外見が似ているキポシアシナガバチとはほぼ完全に棲み分けられており,神々

Tll市民の森の記録がないように,日向部での活動であつた。本種の巣は支える柄を端に付け,細長い巣は上向きに反り

返る形になつている.部屋は多く,最大で 500室にもなることがある。ただし,巣が大きくなるとヒメスズメバチに見

つかる確率が高くなり,幼虫や蛹は持つて行かれるためヨアンナガ′ミチ国雑巣してしまい,中途サイズの空巣のままで

終わつてしまうことが多い。白井市での採集個体の訪花植物は,ノイバラ・マユミ・ノプドウ・ヤプカラシ。ネズミモ

チ・ニラ・シオン・セイタカアワダチツウであるが,実際には殆どヤプカラシの花上で採集した。

Vespinae スズメバチ亜科

6隆輝ya脇胎沈w力おDalla駒礎 ヨガタスズメバチ本土亜種

腺 集記録]平塚 (1♂,20縣 11.2; lw,2006.522;1♀ ,20CJ6.61, lw,2CX4 7.3;lw,2006,92,lw,2006
9,15;1♂ ,2006.10,9);折 立 (1♀ ,2005.5.9,lw,21X15,9.12,lw,205923,1♂ ,205.10,12;1♂ ,205,10.21;

lw,2005,■ ,5; lw,2006.6.61;神 廻々 (1♂,2005,10.14, 1♂ ,200510閉 ;1♀,2006.526; lw,206641;

白井市運動公園 (lw,2006.8.7, lw,20鮨 .910),神 々廻市民の森 (lw,2005.10,14, 1♀ ,200510.20);木 (1

w,2005.919, 1♀ ,2005■ .4,2w,2006524; lw,2006.6.2, lw,20%94, lw,2Ch l121),所 沢ふる

さとの森 (1♂,2m5,919; lw,20",■ .4; 1♀ ,2006.5.5, lw,201394; lw,2006.108);復 (lw,200_5

8.4;  lw, 2CX15.817;  lw, 200510.2,  lw, 2006.5.21 ,  lw, 2CX4.721 i  l、 v, 20069.3,  lw, 2臨 919,  1、 v,

20“ 10.16, lw,20∝ .■ 10;谷田 (lw,205512, lw,2055.25, 1♀ ,2CX4 6鉢 , lw,2Ch 9.21;lw,
20061010;  1むn, 20061026),

[ノート]スズメバチ属の中でld/1理の本種は,千葉県では最も多く見られる種であり,白井市でも同一傾向を示していた,

採集記録イ洵魃.ずしも血l長になつて探したものではなく,見逃したり飛翔を確認しているものもあり,本当はもつと各地

で記録があつたはずである。記録上注目したのは,人家から田圃を隔てて速く離れた手賀沼畔と神崎ナ|1小池橋付近では

見られなかつたことである。ただし,神崎川でも人家近くの木や折立の H縁には飛んでいた。今回の調査中巣の確認は

平塚で2か所,崖面上方に少し凹面になり木の根が出ている部分に営巣していた。因みに創設初期で人が通る場所であ

ったため母バチを取り除いておいた.県内では民家の軒下や生け垣・茶畑の本の茂みなどよく営巣しているのを見捌け

る。初期の巣はテニスボール大の長い首の付いた逆一輪差しのような形であるが,ハチの数が増えてきて人が気付くよ

うになる。巣は秋口になるとクロコ状のパレーポール大になつている。攻撃陶除 り強くはない。資料として採集した 7

♀34w8♂の49頭中, 4wにネジb/パネの寄生が確認された。この警 ジレミネについて調べたところ,寄生場所は

すべて腹部背面5-6節間,すべて雌1頭ずつであつた,花上にはよく見られるが目的は吸蜜だけでなく,巣に持帰る

幼虫の餌としてここに来ている昆虫類の狩りで職翔している。その植物は,マユミ・ヤブカラシ・イヌザンショウ・ニ

ラ・ヌルデ・ノプドウ・ヒマフリ・アレチウジ・キジタ・ヤンデなどであった,

7.た翠 励 ψ 蜘 触 Car― モンスズメバチ杜 聴

勝静覇醐剌 折立 (lw,2CXJ5 9.12i lw,206.8.271.

[ノート]県内に分布するスズメパチ属では最も少ない種である.ヤプカラシに来ていた2頭を確認したのみであるが,

オオ・ヒメ。モン・コガタスズメバチは外見上似ているので,飛翔時はモンスズメバチと認識でき〕
工
見逃していた可能

性もある。白井市では梨園にアプラゼミがうるさく鳴いている現状を考えると,セ ミを好んで狩る本種がこれほど少な

いとは考えられない.本種の巣は最大約 5郎Ю育房に達する大型になる。本種の巣は日本産の他の巣と異なり,外被は

全てを覆わず底部は常に開放されている.古く使われていた和賂はモンオオスズメバチ.

8ん撃 励 脚賜剛0切駅n ヒメスズメバチ本土亜種

[傷宅嫌覇篭yttg稼 (lw,2005.8.5, 1♂ ,20051021;ユ w,200a7.3; lw,2006.71滋 ;lw,2鵬 9.2; lw,200610

9),手賀沼畔 (1♂,2006.915),折立 (lw,2005.728,lw,2005.9.12,lw,20鮨.8");神々廻 (lw,20∝ 624):

神 廻々市民の森 (1♂,2CXb 9 28)i木 (lw,20059.19; lw,206 6191 lw,206.7.26; lw,2CX5,9,4);復

(lw,205,7.21; lw,20_5.8.4; lw,205817; 1♂ ,2005,10.2,lw,21X3.6.14; lw,200693, lw,20CX5

919,lw,205.1016);谷 田 (lw,21X495,ユ♂,2006.921,1♂ ,釦
“

10101;神崎ナ|1左岸′jヽ池橋付近 (lw,

2006.92つ .

[ノ ート]オオスズメバチに次いで大きく,飛んでいる時は間違いやすいが,止まった時よく見ると,頭イd/Jヽ さく,細身

で,腹部は基部が赤色を帯び端部が黒色であるので区別ができる.越冬から覚めて営巣活動を開始するのが遅いため,

一般に日立って本種の活動が多く見られるのは盛夏からのようである。本種はアンナガバチ類の巣を襲い,その幼虫や

蛹を引き抜いて肉団子を造り,自分の巣の幼虫の餌として持帰る。筆者の自宅の佐倉市でもコアンナガバチの巣がいつ

もこのヒメスズメバチに喪われている.ヒ メスズメバチが1頭で幼虫などを抜き取つていてもコアシナガバチは巣の上

に止まつているだけで,何等反撃もしない。結局幼虫も蛹もなくなり,コアシナガバチも営巣活動を中止して去ってい

く.ヒ メスズメバチの巣は日本のスズメバチ属中最も営巣規模が小さく,最大育房数は約 5∞程度である。白井市では

コガタスズメバチに次いで多い種である。採集個体の訪権値物の殆どはヤブカラシで,一部がノプドウ。アレチウリ・

チャであつた.

9隆叩 剛紬 粛ηη′甲9'デ∽R測饂承刑鑢 オオスズメバチ本土亜種
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帥題覇融剥 磁  (lw,知∝.10,91i手賀濶畔 (1♂,200610,21);折立 (1♀ ,20055,9, lw,2∞5912; lw,
2α万.923;lw,20051012,lw,205.10.21),ネ 申々 廻 (lw,2005.1023; 1♀ ,21Xb.6.4,lw,2006,928),白
井市運動公園 (1♂,200511.8;lw,2006928),神々廻市民の森 (lw,20051014,lw,20051023,1♀ ,2006
713, lw,2006.9,10; lw,21X/118);木 (lw,2005,8.19; lw,2∞59,19, lw,2005,10201;所沢ふるさと
の森 (1♀ ,20b.55):復 (lw,2CS ll 16);谷 田 (1♀,21S,67;1♀ ,2CX4 6 28,lw,2CX4 9.21i lw,
20061010, 1♂ , 2Ⅸる1026, lw, 2α tt H 201.

[ノ ー ト]スズメバチのことをクマンバチ・カメバチ・ヤマバチなどの俗名でも呼ばれている。私略で単にスズメバチと

称しているのは本種のことであろう.オオスズメバチは世界最大のスズメバチで,女王蜂では体長 4511111近 い大きさのも

のもいる.毒闇ン チヽ類中一番強く,多数に攻撃されると人でも死ぬことがある.地中や木の空洞などに大きいもので

は直径 lm近い巣,最大総育房数が 即岡 室に達するものがあると言う。巣が大きく家族が増える夏の終わり頃からミ

ンバチの巣を襲って全滅させることもある害虫であるが,普段は種々の昆虫やクモを補らえて幼虫の餌としている益虫

でもある。神々廻市民の森・谷田と折立での一部の採集はクヌギの樹旗 折立での一部の採集はセイヨウミツバチの巣

口である.

10.隆即 JivilFip鶴 解卵 Carn_ キイロスズメバチ本土亜種

躁 記録]平塚 (lw,2005818),折立 (lw,21X15814,lw,2005923:lw,20“ .1021);白井市運動公園 (1
w,2005,10,23);所沢ふるさとの森 (1♂,20058.8;l♂,20∝ .10.8);復 (lw,2CX15,84,1♂ ,21X6.10,16);谷

田 (lw,2006.512).

[ノ ー ト]スズメバチ属の中では小型の黄褐色のハチで,千葉県では通常コガタスズメバチに久いで多Vソ チヽである.近
年の市川市の調査ではこれが逆転して小型スズメバチよりも多かった。しかし,自井市ではかなり少ない種になってい

た.訪花ないし狩りに殆どはヤプカラシと晩秋に 1頭チャに来ていたの採つたのみ■ 折立ではニホンミツバチの巣口

に来ていた。本種はよく神社仏閣や屋敷の軒下あるいは板塀の間などに大きな巣をイ乍つているが,今回の調査コースで

は見掛けなかった.攻摯ltは非常に強く,巣に近付いただけでも向かつてくることがあるので,巣を刺激しないことが

肝心である。本種の巣は最大総育房数が 1■OID lこ 連するものがあると言う.資料として採集した 7w3♂の 10頭中,

lwの腹部背面5-6節間に 1♀ のネジレパネが寄生していた.古く使われていた不「略はキイロオオスズメバチ.

■ ぬpa飾 彎 Sbウ頼,c蜘  クロスズメバチ本土亜種

E判聰嗣 二p家 (lw,200511_2, 1♀ ,2006418, 1♀ ,2006522),黎糾   (lw,21X4.11.2, 1♀ ,2006418);
折立 (1♀ ,2005.5,9;2w,205,728;2w,2005,8.14;2w,2005912;lw,2005,9.23,lw l♂ ,20_51012;
lw 2♂,20“.1021, 1♀ lw l♂,20511.5; lw,205,■ ,25);神々廻 (lw,2005.10.14, lw l♂ ,2CX15■ 8;

lw,2006.1122);白 井市運動公園 (2w,2∞5,727;lw,2005.1014;ユ w,200510必 ;lw l♂ ,2CX15,■ 8);ネ 申々

廻市民の森 (1♀ ,20“ .5.26,lw,2∞ 510男 ;1♀ ,206.624);木 (lw,200588,lw,2∞5,919,lw,205.1020,

lw,205,114, 1♀ ,2006.422, 1♀ ,2Ch 5 5; 1♀ ,2006524; lw,2CX3,11.21);所 沢ふるさとの森 (lw,
200_3~88;2w,2005,8.19, lw,2005.9.19, lw,2005.10,20, lw,200511.4, 1♀ ,2006.5.5, 1♀ ,知

“

.6,19);

復 (lw,2005.■ ,1,1♀ ,20“.5.2ユ :1♀ ,2006.614,lw,2006.9.19,lw,200611.161;谷 日 (1♀ ,20065.12;
1♀,20X.67; lw,郷 .■ 13, lw,2KXX5.■ t29J.

[ノ ート]ク ロスズメバチはヂバチ ,スガレ・ベボなどともいV、 地中に造った巣を掘り出し,幼虫や蛹を甘辛く煮たハ

チの子として食用に供される地方もある.長野県や岐阜県が有名であるが,千葉県ではクロスズメバチ属のハチは本種
のみで生諮 度もそれ程多くないこともあり,そのような食習廣は聞かない.日本には同属のハチが6種類記録されて

いる。このうちクロスズメバチイ割町以するのがシダクロスズメバチである。シダクロスズメバチは山地寄りに/L息して

いるが,都いの皇居や奄美大島の平地でも生息している。千葉県各地のこれまでの記録はすべてクロスズメバチである

が,本調査でもシダクロスズメバチ発見できなかった。本種の巣は日本産のスズメバチ亜科の中で最大の営巣規模を誇

り,最高では33μЮ室を越えるという。白井市での調査コースでは白井市運動公園内の歩道脇の草むら,平塚の白井第
二小平塚分校への小道脇の切り通し崖面,木の台地上の農道と畑の間の車の根元に巣穴があり働きバチが出入りしてい

た。資料として採集した 16♀39w6♂の61頭中, 2♀にダニが付いていた,ナミクロスズメバチとも呼ばれている,

Apoidea ミツバチ上科

Sphecidae アナバチ科

アナバチ (穴蜂)科は大型種を中心としたカリバチの仲間t腹 部は,般に長い円筒状の柄 0!財D力式あり,その基部は

少なくとも腹板のみから成っている。前翅②甘室は3個,後翅の翅垂は大きく,上縁に弱い刻み目があり,基部に臀脈を含
んでいる.中脚匹節麟 叫よ2本.複 H艮は大きく左右の内縁線は平行ないし亜平往 触角は顔面の中央近くから生じ,頭盾は

細長い。地面に穴を掘る仲間の前脚は穴掘りに適応した形をしている。日本のアナバチ科はかつてセナガアナバチ科 ,ア リ
マキバチ科・ギングチバチ科・ハエトリバチ科・ ドロバチモドキ科・フシダカバチ科と本科を含んでアナバチ科ないしジガ
バチ科として取り微われていた.本利のフ′ヽチは種により営業場所や方法 ,材料・獲物・訪花植物など生態面で様々である.

特に本科だけに限つているわけではないが, 自然環境の変化に敏感に反応し,生態系の破壊と共イυ チヽの生活の破滅へとつ

ながつて来ている。その面で人々の文化・快適生活向上の反血 自然界に過去に存在した露地面や既存孔の減少が本科のハ

チの生活を脅かしている。世界中から3亜科 16属 660種が知られ,最大種は体長 52111111に も成るという。日本からは3亜科
7属 19種が記録されている。千葉県から,■ 6属 10種が記録されている。白井市からは房総丘陵に働 Wこ乞感するアルマン
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アナッベチを除く3亜科 6属 9種を記録した。今回の調査でサトジ桑,＼チは出現劇間中比験的よく見られたが,総体的には各

種とも市川市の生息実態より少なく感じられた。また,八千代市の生息状況からすると, 日向活動種は明ら力ヽ こ生,謎政が

低かつた。なお,千葉県には生物分布地理上で非常に興味深いモンキジガバチ沖縄正種が生臥しているが,白井市でも少な

いながらも生息の確認ができた.

Sphecitte アナバチ亜科

lK曲磁 η標ザねcSmidal コクロアナバチ

際 集嗣 平塚 (1♀ ,20585; 1♀ ,200673);手賀濶畔 (1♀ ,200673; 1♀ ,20∝,92);折立 (2♂,205
7.28;2♀ ,205,8.14i l♂,2005,912, 1♂,2∞5Я 23; 1♂ ,21Xb.7.14, 1♀ 1♂,206.8.271;神々廻 (1♀ ,

2髄 6雰 ;1♀ ,2KXX5 7.Bil♂ ,201X5.8釧 ;1♂,釦∝ 9,0;自脚 公園 (1♀ ,2CX4 6.%;1♂ ,21X37.お ;

l♂,2臨 .87, 1♂ ,2CXX5 8 21, 1♀ ,21X6.9.10);木 (1♂,2005,8.8, 1♂,2CX4,7,■ , 1♂ ,2CX5 7 26, 1♂ ,

20“ 9,41i復 (1♂,20岱 817;1♀ ,209,7.2,1♂ ,2Ch 93; 1♀ ,2006919,谷田 (1♂,2CXX5 6p8,1♂ ,

2肺 95);ネ鞠奇ナ|IZ誹蟄卜池融   (1♂,2006715, 1♀ 1♂,2006.8.10, 1♂,20∝ 822, 1♂ ,20鮨.9.5; 1♂ ,

20069,21),

[ノート]本種は一見次種のクロアナ′ミチに似ているが,多少体が小さく,腹柄は長く,翅の模様,体毛の状態などが異なっ

ている。出現期はクロアナバチより早く,千葉県では6月 中旬ころから見られる。巣はクロアナバチのように自分で地

面に穴を掘ら式 既存孔を巣として不l用することからツツアナブミチとも嘲まれる.巣穴に1ま枯れ草や郵吾などで仕切り

をして草間に乞息するツユムシ・ウマオイ・クサキリ・キジギジスなどを狩り,幼虫の餌として貯える。近年の自然環

境下では里山の生活圏に本種の巣穴とする場所がかなり局限されている.本種図嘆都背面環節間にアナバチネジレバネ
の奇生を受けることがあるが,自井市の各地で採集した 14♀ 24♂の標本にはまったく見られなかつた、本種は日当たり

のよい場所で活動しているため,神 廻々市民の森や所沢ふるさとの森では見られなかった。ススキや野草の群生してい

る場所で雌は餌捜しに,雄触雌を求めて巡回飛翔をしている。また,ヤブカラシ・ノブドウによく訪花していた。日本

には北海道から琉球の印嘲部にまで広く分布しているが,総体的には北方に少なく,南方に多いようである。本種も白

井市の生ま数が非常に少なく感じたため,2000～2CXl二 年に調査したノ(千代市翻 |1沿いと2001-2a13年 に調査した羽 ||

市北部地域の7～ 8月 のみの確認日 (最も活動する期間に1頭でも見られた日)で比較してみると,人千代市=15/16
194%),市川市=14/31145%),白 井市=17/24171%)であつた.言い換えると, 7～ 8月 に1日約6時間調査コ

ースを回つてみると,人千代市ではほぼ毎日活動が確認でき,市川市では2日 に1日 の割合で,白井市では3日 に2日

の割合で確認できる実態であつた。なお,一 日に見られるボリューム面では,人千代市は自井市の2倍は彦える生息数

に感じられた。

2.抄 餌 空 η 卸 4″ 綱 別 Kolu ク ロ ァ ナ ′ミチ 本 土 爾

際 記録]平塚 (1♀ ,2005,818,1♀ ,2006.9.2,1♀ ,劉

“

915),手賀沼畔 (1♂,20∝ 9.2);折立 (1♂,2005
814; l♀ ,2005912; ユ♀,2005、 923;1♀ l♂,20%.827);神 廻々 (1♂ ,20∞ 8.21,1♂ ,20%,9101;白 井

醜 園 (1♂,20068.7:1♀ ,2006.8.21;1♀ ,2006910;1♀ ,2006928);木 (1♂ ,2005.8.8;1♂,20_5
8,19,1♀ 1♂ ,2CX15 9,19;二 ♀,2006.9.41;復 (2♂,2∞5817,1♀ l♂,2CXM.9.3,1♂,20069,19);谷田 (1

♀,20068Ю ;ユ♂,2006.8.2,1♀ ,20069.5;1♀ ,20KX5,9射 ),ネ棚 ナ1陸競朝端 寸近 (1♂,2006.8.10,1

♂,2CXX5,&22,1♂ ,X勝.9.5).

[ノ ート]千葉県内では7月 下旬頃から,海浜・草原・グラウンドなどの営巣場所を中心に広く分布する種である。大型

の雌では体長 30 11ullに もなる黒い穴掘リバチで,頭盾・顔面 。前イ中腹節に銀白色毛がある。幼虫の餌としてツユムシ・ク

サキリ・クダマキモドキ・クビキヅギリスなどの成虫や幼虫を持つて巣穴に通ぶ.本種は通常砂地に好んで営巣し,巣
の深さは地面から50 cmにもなるが,その本当の巣穴の両側に偽穴を掘る。雌は餌捜しに草間・吸蜜に訪花,雄lu」4を求

めて巡回飛翔をしている。訪花個体の大半はヤブカラシであったが,他にはスペアミント・アオシツ・アレチウリなど

であった.営巣は白井市運動公園の正面口の花壇の中・サクラ広場の車間の露地面,平塚の延命寺の砂地の競 ,復の

下長殿ふれあい公園の車間の露地面で確認した。コクロアナバチ同様,近年調査した人千代市新川沿い ,市川市北部地

域の8～ 9月 のみの確認日 (こ の活動期間に1頭でも見られた日)で比較してみると,人千代市=14/16(88%),祠 H

市=15/321470/Ol,白 井市=22/24192%)であつた。ただし,一日に見られる頭数面では,人千代市は大体の場所で

複数活動していたが,白井市の場合は半数ないし少数の活動を見ることが多く,生息数に差を感じさせられた.本種の

日本の分布は北海道を除き琉球の爵喚部にまで広く分布している。本土から屋久島にんЧナて分布するのが本土亜種で,

前翅はかなり票鵜色に曇る。また,功球諸島の個体群イ脇 亜種で,この黒褐色に曇る部分が少なく力つ弱く中央部は

広く透明となる.市川市では 15♀ 12♂の内 1♂に原名亜種の特徴を持つ個体が見られたが,白井市で採集した 15♀ 17

♂の中には見られなかった。

揃膊philinac ジガバチ亜科
3И″犯″力 pprartyR前 』H ヤマジガバチ

働髄臨謳剌 平塚 (1♀ ,郷
“

8.18, 1♂ ,20∝ 61; 1♂ ,20∝ 722);手賀沼畔 (1♂#,2006.7.3);白 井市運動公

園 (1♂,21X3,7.13);神 廻々市民の森 (1♂,200664; l♀ ,2006.821);木 (1♂,21X46.19);復 (1♂ #,2m5
8.4;1♀ #,2006614);谷 田 (1♀ #,20“.5必 ;1♀ #,200667;1♂ #,20“ 921,1♀ #,20610101,
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[ノ ー ト]本州では通常山地寄りに多く出現する本種であるが,久種のサトジガバチとは形態的特徴が微差で, しばしば

中間型も存在することから,今後専F]家によつて分類が再検討されるべき問題種である。本来であれば白井市産種はサ

トジガパチだけではないかと想像していた。ここにリストアップしたヤマジガバチの 6♀ 8♂は現在の基準に基づいて

分類したもので,すべてが典型的な衛敗を示していない.かなり問題含みの分類である。そこで,中間型であるがヤマ

ジガバチの形質に近い多少 ?の個体 (3♀ 3♂)に #マークを付け区別した.採集個体の訪花櫨物は′ツレジョオン・コ

メツプウマゴヤシ。ヒメジョオン・クサイチゴ・オミナエシ・スペアミント・アオシンであった。なお,採集個体のう

ち 1♂に前趨係の異常があつた,

4幼 旅 ″ :,Sαう肱 M効 蓼 盟肋 TMICICi サ トジガ,ミチ本 土 亜種

酔醐臨醐剌 平塚 (1♂,200585; 1♀ ,2∞5■ .2, 1♂ ,20岱 522, 1♀ ユ♂,2006.617, 1♂ ,218915; 1♀ ,

20∝ 109,1♀ ,20∝ 1021);手賀� 半(1♀ ,20%,10C91;折 立 (2♂,2005,527,1♀ 1♂,2∞56.6;1♀ 2♂ ,

2嚇 7.28, 1♂ ,2005814; l♂,20",912, 1♀ 1♂,2059,23; 1♀ ,2005.10.21i l♀ ,21D5■ 5; l♂,2断
620; 1♀ 1♂,20∝ 714; 1♂,20068,27);神 廻々 (1♀ 2♂,2005.526; 1♀ ,20“ 727, 1♂ ,20066.4; 1

♀ 1♂ ,21XFD 7 13, 1♀ 1♂,2006821; 1♂,郷
“

910);白 井醜 園 (1♂,205.5.26; 1♂ ,21XX5.6.24, 1

♀,20∝ 821,1♂ ,2CX6.910, 1♀ ,21X3928);木 (1♂,21D5,88,2♀ 2♂,20“ 819,2♂,20“ 919,2

♀,2005,10,20; 1♀ ,21X3.5.24i l♂ ,2006.62; 1♂ ,21X5,7.11; 1♀ 1♂,20岱 7.26; 1♀ 1♂ ,21X16,9。 4; 1

♀ 1♂,2CX4,10.8);復 (1♀ 2♂,21Xb.61, 1♀ 1♂,2∞5.721, 1♀ 1♂,200584; 1♀ 2♂,205817, 1

♀ 1♂,20510.2,2♂ ,20Cb.521; 1♂ ,別岱 72; 1♂,知甑 721, 1♀ 1♂,劉%93; 1♀ 1♂,20069.19;

1♀ ,20“.10161,谷 田 (1♂,200667, 1♀ 1♂,20岱 714; 1♀ 1♂,21XX5 7.29,1♂ ,知%810; l♀ I♂ ,

20069,5, 1♀ ,2006.9121).

[ノ ート]本種の巣は露地面に造るこ≧から,白井市でt獣岡と農道でよく見られ,他には草原・空地・道端 ,日 当たりの

よい林縁部などでも活動していた。観察できた場所はどこも日向部で,神 廻々市民の森や所沢ふるさとの森の日陰部で

は見らオtなかつた,日 向都でも田回に囲まれていた谷田の神崎川小池橋付近と平塚の手賀沼畔(1♀のみ見つけただけ)

は原則的に活動地域タトであつた.ハチの幼虫の餌とサ
‐
るイモムシはヤガ科・シャクガ科・シロチョウ科などであるが,

イモムシ私碍乗りになつて衡えて地中の巣に運崩峰バチの姿を目撃する機会は殆どなかった,本種は,斜焉胞 性を示す

ことから採集は花上が主で,次が草間であつた。白井市での本種の野外活動朗聞は5月 下旬からH月上旬まで長期間で

あつた。採集個体の訪花植物を季節順に記すと,ノ vレジョオン・シロツメクサ・ヒメジョオン・クリ・ツバ。オミナエ

ン。キュウリ・イヌザンショウ・ミツハギ・ヘクノカズラ・スペアミント・ニラ・イノコズチ・フジバカマ・ヒメムカ

シヨモギ・アオシン・アメリカセンダングサ・バジル・イヌタデであつた.近隣他市との生B状況を近年調査した八千

代市柳 II沿い。百ブ|1司開ヒ部地域の6～ 10月 のみの確認日 (この活動期間に1頭でも見られた日)で比較してみると,人

千代市=33/40(830/Ol,市川市=3 /ヽヽ 145%),白 井市=46/60(″%)であつた。かつて日本のジガバチは1種類

と考えられていたが,多少問題があるがサトジガ′ミチとヤマジガバチになった。高い山のない千葉県のジガ,ミチは基本

的にはサトジガバチと思われるが,今般の調査区域での両種の比率は,サ トジガバチ86%:ヤマジガバチ14%であった。

なお,採集した37♀ 51♂の88頭中, S♀ 8♂の13頭に前翻脈の異常があつた。また,腹部第2節は千葉県の個体でサ

トジガ′ミチが比較的赤色,ヤマジガバチが比較的黒色の傾向であるが,典型的な特徴を示したヤマジガバチの 3♀ 5♂

の腹部第2節は黒色であった.

5激″萬α

“

駆

"力

″胞力孵 C鮒リ  ミカ ドジガバチ

陣 記録]平塚 (2♀ ,20".85;貴 ♀,郷

“

.818);折立 (2♀ ,2∞5728; 1♀ ,20058.14,1♀ ,2006.7.14, 1

♀,郷∝`駐27),神々廻 (1♀ ,因縣.727;1♀ ,2006713,1♀ ,20縣 87);白井市運動公園 (1♀ ,205,727);

神々廻市民の森 (1♀ ,2CXJ5.7", 1♀ ,別∝ 87);所沢ふるさとの森 (1♀ ,215,7261;谷田 (1♀ ,2006729).

[ノ ート]一見ジガバチに似ているが,よ り大型で,腹部第2節はやや柄状の円錐形に近い形に広がっている。ジガバチ

は畑や車原など日当たりのよい開放域に見られるのに対し, ミカドジガバチは難木林内や林道・林縁部など半日陰の林

床部を生謡 動域としている.神 廻々市民の森・所沢ふるさとの森以外の各確認地はすべて雑木林のある場所で採集し

た.営巣はジガバチが自分で地面に穴を堀リアオムシを運び入れるのに対し, ミカドジ月テ＼チは自分で穴を掘らず大型

のコウチュウの木材からの脱出孔や腑 など既存孔を和用する.白井市では雑木林内のかなり古いナシの ・

腐朽倒木・スギの立枯木で営巣を確認した。巣には大きなシャチホヨガ科の幼虫を運び込私 入口,ラ∫罐〒・木片や上で

塞ぐ.本州～九州に力Wすて分布しているが,千葉県では出現捌に畑に行けば普通に見られるジ�,子に対し, ミカドジ

ガバチは乞馳 も個体数も少ない種である.白井市では雑木林を含む地域の調査が多かつたため力、北総の記録として

は多い方で,採集は2頭までに止どめたが,場所によつては3～ 4頭見た日もあつた。目撃場所は営巣場所付近の他,

落薬の上を歩行していたもの,林道を飛翔していたもの,林縁のイヌザンショウに訪花していたものなどである。なお,

本種の雄はトラップを仕掛けて生まれてきたものを保集できるが,誕生後の里秒艦 動中に見つけることは難しく,白井

市採集の 16頭はすべて雌であつた.本種の雄畑頭盾が下方に鋭く三角状に尖っていることから,ジガベチとは明ら力ヽこ

区別できる。

Sceliphronina9 ドロジガバチ亜科

6θ塑

","rC/7め

歳里汐甲解れ開 CGHbodol ヤマ トル リジガバチ

膀等覇笏咽平塚 (1♀ 1♂,2CXJS 8 5;1♀ ,知

“

818,1♂,20“ 722);折立 (1♀ ,2005.728,1♀ ,20058.14);

９
“

⊇
【

５



神 廻々 (2♂,205727: l♂ ,20587);木 (1♀ ,200588; 1♀ ,21X/711; l♀ 1♂,20∞,726);復 (1♀

1♂,2005721,1♀ 1♂,200584,2♂ ,2CX15 8 17;1♀ l♂,2CX16 7 2;1♀ ,206.93);谷 田 (1♂ ,200fJ 6 28;

1♀ ,2GX5 7 15,1♀ ,20∝ 729; ユ♀,20鮨 810),神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,21X5715, 1♀ ,20“ ■29; 1

♂.2006.810,

[ノ ート]細身の体に頭イシJヽ さく,ウエストは思いつきり細く長く,おまけに細く長い脚,抜群のスタイルのジガバチ類

の中にあつて全身瑠璃色をしたカジバチである。竹筒や斎賛,その他の既存孔lこ営巣  1刀距雰に複数の小さいジョロウ

グモ 。オニグモ・ナガコガネグモなどを貯えて幼虫の餌とする.独房間は泥で仕剪り,巣の蓋は白いものを使うので,

巣日を見れば本種の巣が分かる.また,キゴシジガバチの廃巣を不1用 していることもある.千葉県内の生鳥環境も各地

ともかなり悪化嚇 少が目立つ。特に人家の周辺から遠ざかつているように思われる.白井市でも雑木林内の倒れ掛け

の物置の放棄されていた竹竿に営巣していた。この営巣場も後数年でなくなるであろう。かつては民家に節穴・竹垣・

竹竿・葦費・物置に薪の貯蔵が見られ 木の電性には穴が開いており,畑では竹を種 使々用していた,本種はこういつ

た場所を不I用 して生活をしていた。このような人との関わりのあるハチ類の数量や種類は,時代と共に減少を余儀なく

させられている。採集個体はクモの巣で獲物を狙つていたもの,クモを捕らえて巣に運ぼうとしていたもの,水のない

U字溝に営巣材料の泥を採りに来ていたもの,物置の巣の回りを飛翔していたもの,ヤブカラシ。ノプドウに訪花して

いたものなどである。なお,採集した 16♀ 13♂の29頭中, 6♀ 9♂の 15頭に前翅脈の異常があった,単にルリジガバ

チとも呼ばれる.

7艶イ″胞η働 ワ殉紡脇θ残わИ?(SmidlJ モンキジガパチ台湾亜種

酢 記録]平塚 (1♀ ,2005818);折立 (1♀ ,2005,728;2♀ ,2006827),神々廻 (1♀ ,2005.727,1♀ ,20硝

87);神々廻市民の森 (1♀ ,205727; l♀ ,2006821, 1♀,2006.910)i木 (1♀ ,郷%.9.4);所沢ふるさとの

森 (1♀ ,2005.819;2♀ ,20Ch 7 26);復 (1♀ ,2005817);谷 田 (2♀ ,2CM.729)。

[ノ ート]本種の採集および目撃は雌のみで, しかも採集場所は殆ど半日陰であつた。それは主に未舗装の林道や農道に

できた湿つた軸が乾くことがないからである,つまり雌が営巣材料の泥を採りに来ていたからである。泥採りは湿った

崖面でも見られたが,珂 VIIの縁では見掛けなかった。日向部で1習申々 廻市民の森の階段付近に飛翔していた個h多 分

巣があるため入って行くと思われた物置・スギの根元の洞に入ろうとしていた個体Iヨナラの朽ちた幹のところなどで

あった。筆者のこれまでの日向都の観簾では,物千し竿やプロック塀の上をせわしなく歩いては少し飛んではまた歩く

本種をよく見掛ける.ただし,幼虫の餌とするハエトリグモの狩りをする個体や獲物を衝えて巣に戻る個体を見ていな

い。日本産のモンキジガバチは北海道～翔 Nヽに力Чナて広く分布している。この個体群はdω ,■″
"rω

″TurEkiのモ

ンキジデ′ミチ本土亜種 (ニ ッポンモンキ
'�

ガ＼チ)である。しかし,千葉県各地に分布している個体は本土亜種より斑

紋が発達した治湾亜種 (タイフンモンキジガバチ・モンキジガパチ沖鶴硼囲 である。なお,本種の沖縄における分布

記録は疑問視されていることから沖縄匝種より台湾亜種の名前を採用した,

8.説ri沖潮 偉型

"切
m筋協mttc詢の アメリカジガバチ

陳 記録]谷田 (1♂,2006,7,15),ネ輯 ケキキ角中∫地橋付近 (1♀ ,20∝ 810).

[ノ ート]戦後北アメリカから侵入したサ詔限 虫で,日 本では 1945年に発見され 基地付近か助勅ミつた。巣はコンクリート

壁や橋の下などに泥で筒状の壷を並べて造り,ハナグモ・アズチグモ・プグロオニグモなどを狩り貯える.千葉県北都

では 1950～ 19ω 年代に生諮 度が多く見られ,その後少なくなつて来たように思われたが,21XXl-2al二 年の人千代市

の新川下流部では田園地域を中心に広く/L息しているのが確認された。また,2CX11-21D3年 の市川市北部の調査でも江

ナヨ川縁などの人家の周辺から離れた場所に少数づつ生,息 していた。この後調査した自井市では上記の 1♀ 1♂をネズミ

モチとヤプカラシに訪花していたものを採集した.因みに自井市で確認したのは2日間だけの2頭であつたが,八千代

市では 16日 間の39頭 (7♀ 32♂),市川市では8日 間の 17頭 (16♀ 1♂)であつた,

9醜li》瑚 働 城〃鉤 ″″,脇膀SidQtama キゴシジガバチ本土沖縄亜種

隣 記録]平塚 (1♀ ,2005,8,18);手賀沼畔 (1♂,20067.3;1♀ ,郷縣,92i l♂,20610.9);折立 (1♂,2CD5

728,2♀ 1♂,2005912;1♂,20059.23;1♀ ,21X4827);木 (1♀ 1♂,205,8,8,1♂ ,205919;1♂ ,

2006.9.4);復 (1♀,馴5.8.17; ユ♂,2∞5102, 1♀ ,21X15■ .1, 1♀ 1♂,知
“

.引 3;1♀ ,2CX4 9 19; 1♀ 1

♂,2006.1010,谷 田 (ユ♂,2006.7.29; 1♀ ,2006810; 1♂ ,2006822, 1♀ ,20%.921);神 1印 |1左乃!地橋

付近 (1♂,21XX3,715; 1♀ l♂,2058,10, 1♂ ,2CX3.822; 1♀ ,2006921)。

[ノ ート]本種は千葉県で1ま各地に分布し,個体数もやや多く出現する種の1つである.ただし,北総では人千代市の調

査でそのような感覚が得られる実態であったが,羽 |1市では各地で記録されるものの,個体数の少なさを実感させられ

た。しかし,自井市の実態は市川市の生息状況を更に下回つていた。活動移確認した場所は人家を離れた野車の生い茂

る場所で,特にヤプカラシで見る機会が多かつた。他の訪ねまノブドウとセイタカアフダチツクが各1例であつた。車

間では丈の長いヨシやセイタカアワダチノウなどの茎を足早に上下に移動していた。また,神崎川の川縁では営巣材料

の湿つた泥を採りに来ていた。巣はコンクリート造りの手拓機場の軒下の角・放置されていた大きなコンクリート管の

中・小池橋の下の角などに泥の塊が見られた。本種の巣は採つてきた泥で筒状の壷を並べて,最後にその上に泥で上塗

りをして泥の塊のようにする。したがつてこの塊をハチの巣とはなかなか気付きにくい。本種は幼虫の餌として小さい

すカムラオニグモなどを狩つて来て, 1独房に複数のクモを貯える.古い図鑑にヒメキゴシジガ′ミチの和鳴も使われて

いるぃなれ 人重山諮島には本土沖縄亜種より斑紋の発達するこp旅ヵ脇蝕盟
"Iran ttrVcdatの

キゴシジガバチ先島

亜種 (タイワンキゴシジガバチ)が分布しているが,両亜種門の剛 咄こは多少疑問な部分もある.
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Pahredonidae アリマキバチ科

アリマキバチ lLT虫蜂)科のハチは大部分が小型で,微小種では 2111111ほ どしかないものもいる。その上,黒色のみのもの

が多い地味なグループであるため目立たない。本科のハチは中脚軽節束中ま1本,前翅の縁紋は通常第 1中央室より大きいか

ほぼ同長,後翅に大きな翅垂を持たない,腹部第 1節は上下に分かれた背節と腹節から成り腹柄を持つグループもある。こ

の科0′ チヽ円晦朽材の中,上中,建物の 1ヽや立木などのコウチュウ脱出孔,髄部のある植物や乾燥したイネ利稲物の茎中な

どに巣を造る.巣室には幼虫の餌として害虫のアリマキ・ヨコパイ 。ウンカ 。キジラミなどを狩り貯えるが,アザミウマ・

トビムシなどを作る種もある。世界には2亜科 28属約 860種が記録されているが,日本からは2]邸半11属 73種が記録さ

れている.日 本産種は北方系ないし山地性の種が多いことから,高い山のない千葉県の分布種は関東・中都地方で一番少な

い.TR‐県内の調査イン!理種グループで日立たないことと特に南部房総丘陵の調査不足のため不完全であるが,「千葉県産動

物総日鈍 顔 田,203)には6属 14種記録されているが,その後市川市 (須田,20041で 2種追加されていることから,

2亜科 7属 16種となる。今般の自井市の生息実態調査では2亜科 6属 H種記録されたが,どの種類も乞息数が極めて貧弱

なため,見つけたのが1度だけであつたのが3種,2度だけであつたのが3種という実態であつた。この騰果は2001～2003

年に実態調査をした市川市の2亜科 7属 13種より少なく,また生思数も少ない結果を示した.なお,本科はヒメコシボンバ

チ科とも嘲ぎれる。

Pseninae ョコバイバチ亜科

1財加JttMLilrorprigemttD アシジロヨコパイバチ

酔聯覇融刺 聯 責(1♀〕20066.η ),木 (1♂,20059.191.

[ノ ート]採集した2個体イ獣岡と田圃の畔道の車間を飛翔していたもの■ これまでの千葉県内の調麿での確認場所と同

じであった。つまり,粘土質の切り通し面や地面の営巣場所がある付近である.本種の巣にはセジロウンカやツマグロ

ヨコバイなどを運び入れる.本種が田畑の近くから少なくなつた大きな理由は,決して餌となる昆虫が少ないわけでは

なく,近年の雑草処分を含む農薬散布が大きく影響しているものと考えられる。本種は6月 中旬から■月上旬にかけて

生,自、が確認されているが,乞議 は明ら力W鍬季に多くなる。本属のハチは日本には5種記録されており,千葉県には

3種分布している.アシジロプセン・アシジロョコ亦イカリは同物異名.

2.Ps錦翻仰 袖阻� カオキンヨコパイバチ

陳 記録]白井市運動公園 (2♂,20∝.821);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2005.9191.

[ノ ート]日本の本属の′ヽチは 16種記録されているが,近似種が多いため同定が難しい種がある。その中でも本種は頭盾

の毛が美しい金色に輝くので識別が容易である.北海道から奄美大島に至る各地に分布,平地から低山地に力引すて広く

分布するが,多い種ではない。千葉県内の生離 認地は余り多くない。白井市での採集は林道の下車に止まっていたも

ので,筆者のこれまでの観察ではこのような木漏れ日の当たる場所で活動していることが多い,幼虫の餌としてツマグ

ロヨコバイ類を狩るが,アフフキムシ科の記録もある.カオキチビアナバチ・カオキンプセン・カオキンヨコバイカリ

は同物異名.

3 Ps97カ″″TSunelci ジンムヨコパ町バチ

朧 記録]神 廻々市民の森 (3♂,206.8.7;1♂,2006.821);所沢ふるさとの森 (1♀ 1♂,2005.8191.

[ノ ート]黒色基本の本属には珍しく腹部第1節に赤褐色部があり,各節後縁に金色の長い立毛環を持つ特徴ある種であ

る。北海道から奄美大島に至る各地に分布,平地から低山地に力Чすて広く分布するが,多い種ではない。千葉県内の生

息確認地は余り多くない.自井市の生&確趙剰党はカオキンヨコ′Mrバチと同等であつた。幼虫の餌としてはヨコバイ

類を符ら或 スケノ� ゴヽロモ・ベノコウハゴロモなどを狩ることが知られている。ジンムプセン・ジンムヨコバイカリ

は同物異名.

4.み印 α 矧 的 ばと翻 吻 腑 σ Ю ttMO シ ワ ヨ コ バ 4生バ チ 本 土 亜 種

朧 記録]神々廻 (1♂,2006.6.4).

[ノ ート]腹柄の上面に数状彫刻を有する将致ある種である。北海道から琉球諸島に至る各地に広く分布,垂直生自域も

低地から山地まで幅広く確認されている.筆者の手元には千葉県の3か所で採集した標本を保存しているが未報告のた

め,この報告が初記録となる.この採集した 1♂は林縁部のゴンズイの業に止まったものである.幼虫の餌としてはヨ

コバイ類を狩る.シフ/t/ン・シフヨコパイカリは同物異名である。本種の北海道から本土に分布する個体群は原名亜

種であるが,琉球の奄美・沖縄。人重山諸島にはそれぞれ別名亜種と変化している。

5,P鞭饉 の 加顔 Q蕊よ針苅  キアシマエダテバチ本土亜種

隊 記録]神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,知∝ 5鰤 ;ユ♂,2006.6.7;l♀ 1♂,21X3.8賜 ;1♀ 1♂,20“ 10,10).

[ノ ート]日本の本属のフ′ヽチは 15種記録されているが,近似種が多いため同定が難しい種がある。その中でも本種は黄色

い脚をしているので区別できる。ただし,野外で体長が 6～ 7111111で細身の本種は見つけにくく,川縁のアシの間を飛ん

でいるハチを採つていると本種が含まれていた。本種はアシなどの中空の茎を仕切つて育房を造り,幼虫の餌としてヨ

コパイ類を狩り貯える.本州から1和痛者島に至る各地の主に平地に広く分布している.千葉県の調査もこの河川・湖沼

縁の調査を徹底すれば分布が明ら力ヽこなるであろう。古くはイワタチビアナバチモドキ・イワタマエダテバチと呼ばれ

ていた.

6P3・印vrrP4S・ 中 CSChandtJ クロアシマエダテバチ
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[採集記録]平塚 (1♀ ,2006.6D.
[ノ ート]北海道 。オ嘲‖|・ 力酬1から記録されているが,余り多い種ではない.千葉県では祠 ‖市から記録されている.カ
ヤなどの髄の中に営巣,多数のアリマキを狩り貯える.アシグロマエダテは本種の同物異名である.

7.Ps�が〃独溶eanzgJ ヤマトマエダテバチ

柳集認刺 神 廻々 (2♀ ,2096.24),復 (1♀ ,2005,8,17)。

[ノ ート]北海道・本州。四国の分布種t力つては農村や神社の茅葺き屋根のカヤに多数の個体が見られた種であるが,

金属板でこの部分が覆われたため生′自環境が狭まり,何処も乞臥が局限した。ヤマトチビアす′ミチは同物異名である。

PenhredOninae アリマキバチ亜科
8.働清″斜lg勲と,メ ″々″ 領儘嗣btto 男

~オエンモンバチ

防礫肥録]平塚 (1♂,2005,4.6;2♂ ,201X5,418);折 立 (1♂,2005414;1♀ 1♂,21X3428);神 々廻 (2♂ ,

2005.48);自井蜘     (2♂ ,205.4,8,2♂ ,21M424),神 々廻市民の森 (2♂,205,4.8;l♂,2006424);
所沢ふるさとの森 (3♂,20鶴 422);復 (2♂,201b.4171;谷田 (3♂,200648;2♂,20C173261.

[ノ ート]日 本本上に広く分布する種で,本属では日本で唯一の種である。千葉県では早春の 3月 下旬から4月 に力Чすて,

雑木林内や林縁部の木漏れ日の当たる葉上に止まったり飛んだりしている.前翅の縁紋が大きい仲間で,オオという名
前がイれ てヽいるが,体長は5～ 7mal承どしかない細助のハチである.幼虫の餌としてアリマキ (アプラム功 類を狩る.

過去の和略ではホツチビアナ,ミチ oェンモンベチが使われている。
9々冊誠胤那卵

"躍
ヵ酌剛調 ヒメイスカバチ本土亜種

[採集記録]神崎川左岸′↓地橋付近 (1♂,2051α26).

[ノ ート]本種は枯れたススキ・ョシ・ササなどに営巣する体長5Ш皿ほどのハチである。採集個体は筆者の目では野外で
本属の種とは分からずアシ間に何か朧れ′ヽチがいると思つてネットインさせたものである。恐らく)十 1揚のヨンで生まれ
たものであろう。古く使われた和名はヤマトイスカバチ・ホノイスカ′ヾチである。本属の′ヽチは幼虫の餌としてアリマ
キ類を作り房室に貯える益虫である。日本に7種記録されているが,千葉県では本種を含む3種の分布が確認されてい
る.本属に近縁で先の市川市の調査で確認されたカワジイスカバチは見つからなかった,

10乃つ晩励 ぬ9瀬脱 Ihata アバタアリマキバチ

際 記録]平塚 (2♀,21X46.1),折立 (1♀ ,2005.5.9,1♂ ,205527;2♀ ,2056.6;1♀ ,20“ 8.14;1
♀,20059,23,1♀ ,20051021),神 廻々 (1♀ ,21Xb.54,2♂ ,205.5,26,1♂ ,205。 6.241i神 廻々市民の森 (1
♀,20055,26),木 (1♂,知∝.5.5,2♂,2014.5,24; 1♂ ,2006.7.26; 1♂ ,2006.10.8);所 沢ふるさとの森 (1
♀,21X15.8.8);復 (1♂,2005.6.1,1♂ ,2005,8.4, 1♂,201M.51);谷田 (1♀ ,2006.525).

[ノ ート]体長6～ 8mmlよどの種で頭・胸部に粗大な点刻を備えたカヅバチである。本種は朽ら木の材や草の茎の髄を掘つ
て巣を造り,何十匹ものアリマキを育房に入れ卵を生み 入口を木暦で塞ぐ.千葉県ではよく朽ち木・株コ時朽材。放
畳材などで営巣が見られたが,各地の都市化による自然環境の悪化と共に営巣環境が狭められ生′自数は少なくなった.

白井市では5～10月 にかけて見られたが,確認地・亀散 とも先に調査した祠 ll市の半分程度であつた。古くはヒメコ

シボツアナバチと称されていた種である。本属のハチは日本に 13種記録されているが,千葉県では3種しか見つかつて
ヤヽなヤヽ,

H ttη力Й防ね
"ぅ

徘(飾重酌⑩ オオグシアリマキバチ

隊 記録]折立 (1♂,205,6.6;1♂ ,2005.923;ユ ♀,2005.10.12);復 (1♂,2006.93);谷田 (1♂,205.512),
神崎川左岸小池橋付近 (1♀ 1♂,20∝.6.28,1♂ ,20X8,10;ユ ♂,2014822).
[ノ ート]日本では北海道・本州・四国に分布,前種のアノミタァジマキバチとともに利 Wヽでは普通種とされる位置付けで
ある。本種は平地にも見られるが山寄りや北方に多いようで,千葉県内では分布産地 。生息個体数ともかなり少ない。

因みに山梨県では逆の分布現象を示している。白井市で本種は主に人里から離れ河 II縁に生息していた。本種はススキ・
モミジイチゴ・ヨモギなどの髄坑に営巣する。

Crabronidae ギングチ′`チ科
ギングカベチ (銀口蜂)科はこの分類のギングチバチ亜科とケラトリバチ亜科を別々に科として取り扱う旧来の分類を避

け,分類体系をG側蹴 &Hubg(1993)に 準拠し1つとした。本科の上唇は横長形,単H艮は通常普通であるが一部の属で後
単眼は変形・退化する,前胸は通常の形態,中胸背板の後側縁付近に隆起線はない,腹部は無柄ん報 ,有柄の場合の価部
は背板と腹板から構成される,腹部の節間は極端に括れない,前翅の第1中央室は縁紋より長い,中脚睡節刺は通常1本

,

後翅の肘脈は亜基室の後方から分岐,翅垂1‐DJヽさし、 などの特徴を持つグループである.この科は前述の如くかなり異なる
2つの系統に分かれる。ギングチバチ亜科は前翅の亜縁室は常に1亀 触角柄節は長く鞭節の約半分,複Π艮内縁は括れるこ
とがない.i五 ケラトリバチ亜科は前翅の亜縁室は0～ 3室と様 ,々触角柄節は短く鞭節の半分となることはない,複眼
内縁に角度をもつ括れがある屈や後単眼は変形し痕跡的となる属もある.ギングチバチ亜科イラ子遂勁 らヽ中型の

'ヽチで黒色な
いし黒色に白や黄の斑紋があり,多くの種の頭盾に銀色毛があることからこの名がある。巣日時朽材や草茎,小枝,地中に
掘坑する。幼虫の食物として狩るのは主tυ尊羽 の種類であるが,ガ・カグロウ・チャタテムシ・キジラミなどを狩る種も
いる.一方,ケラトリバチ亜撒まギングチバチ亜科より少し大きめの種類で構成され 色彩・形態とも様々である。巣は地
中に掘坑するもの,既存孔を示1用するものがある.幼虫の食物として狩る獲物は主イυミッタロとクモ類である。ギングチバ
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チ科はミツバチ上科アナバチ群の中で最も大きな科で,世界からは約 叩側種が記録されている.日本ではこれまでのとこ

ろ有父1瀬中最大の科で,2亜科 18属 160種が記録されている (寺山,2004).千葉県は北方系・山地性種が色感していない

ため近隣の都県と比較して極端に少なく,「千礫県働 総目

`剰

額 田,2003)に は2亜科 12属 43種が記録されているに

過ぎない.ただし,その後クビワギングチが記録されたことから (須田,2CX4)2亜科 13属 第種となる。今般の白井市の

生息実態調査では2亜科 10属 21種の確認にとどまった。この実態は2∞ 1～2003年調査の市川市の分布確認の2亜科 H屈
21種と種類数では同等であつた,ただし,総体的には祠 ‖市の方が分布地が広く,生臥密度が多い種が見られた。

Larrina9 ケラトリバチ亜科

1.効 徴 わ加り 徽わ94ar7rcSmidll クロケラトリバチ

聴 記録]折立 (1♂,2005923);谷 田 (1♂,200fJ 921,1♂ ,2006.10α 61.

[ノ ート]調査時に田畑でケラを見掛けたが,その害咄こケラを狩り卵を生み付ける本種は雄のみ3例だけであつた。採集・

確認したものはヤブカラシに訪花した個体と草間で得られたものである。なお,隣接する人千代市の籾 ‖沿いでは広く

多くの分布が確認され′ている (須田,2002).古くはクロオオトガリアナバチと嘲ずれていた種である.本種は日本では

北海道から琉球の島喚部に力Чすて広く分布している。日本の本属のフ′ヽチは3種記録されており,千葉県では2種記録さ

れている。もう1種類のアカオビケラトリバチは千葉県レンドリストのB(重要保翻 に選定されている。アカオ

ビクラトリバチヤ剖復部に赤色部があり目立つハチであることから,意識的に探したが自井市からは発見できなかった.

なお,この種は近隣の都県でも同様,/L巳が危ぶまれている.

2.力お,sin伽り甲%拗COm) ヒメコオロヾ ブミチ本土亜種

隊 記録]平塚 (1♀ 1♂ ,200_5■ 2, 1♀ ,20064.18; 1♀ ,2CM.10,9; 1♀ ,206.■ .18;1♀ ,2007.323);手

賀沼畔 (1♀ ,21S,418i l♀ ,20鮨 54;1♀ ,2CX16 6 1);折立 (2♀ ,20“ 49,2♀ ,2005.728;1♀ ,2005,814;

1♀ ,20059.12,3♀ ,2CX15,923;2♀ 3♂,珊5.1012,1♀ 1♂ ,205,102112♀ 2♂,2005.■ 5,2♀ ,知鶴 324;

2♀ ユ♂,2006`m.25);神 廻々 (1♀ ,2a151023);白井市運動公園 (1♀,20∝.■ .8;ユ ♀,200664;1♀ ,20∝ 1122);

神々廻市民の森 (1♀ ,205.3.27);木 (1♀ ,2059.12,1♀ 1♂,2CX15.1020;1♀ 1♂,2005■ 41;所沢ふるさと

の森 (1♀ ,20051020);復 (1♀ l♂,2005102i2♀ ,知

“

ll l;2♀ ,2006417;1♀ ,郷∝ 5.1,1♀ ,知鮨.1016;

2♀ ,2014■ 16);谷 田 (1♀ ,21X4525;1♂ ,2006,921;1♂ ,21X410.10,1♀ 2♂,2006■ 13,1♀ 1♂,21X41129;
2♀ ,2073,261.

[ノ ート]本種は調査開始時の 3月 下旬から調査終了時の 11月 干旬まで確認されたが,越冬雌個体が終わる夏季の確認は

少  なくなり,雄個体の誕生する秋名 特に晩秋曲雌も雄も活発に活動している。なお,千葉県における本種は冬季

でも気温が高い日だまりに見掛ける。白井市の調査では日当たりのよい道路際の切り通し崖面・田畑の盛り土面などに

営業 基本的には森林内・チII縁では活動していなかった。かつての図鑑ではクロヒメトガジアナ′ミチの和嘱が用いられ

ていた.日本の本属のハチは9種記録されているが,琉球には9種すべてが記録されるものの,北海道には1種も分布

していない,南方系の属である.本州には本種の他ナミコオロ弔′ミチが分布している.このナミコオロギバチは千葉県

からも記録されているが,少なくとも近年の北総地区の生息|ま極端に減つている模様である.

3卵 ar襲剪働勝襲如励♭Oall劇翫け ヤマ トヌカダカバチ本土亜種

[採集記録]折立 (1♂,2CXX5.620);復 (1♀ ,21X47.2).

[ノ ート]雄はクリの葉上に止まっていたもので,雌は露地面にいたものを採集した。本種は主な島嶼部を含む全国に広

く分布している種である.千葉県内でも広く各地に分布しているようであるが,個体数は多く見られない,土中に営巣

し,パッタ・コオロギ類を狩り,幼虫の餌としている.単にヌカダカバチの和おが用いられていたのは本種である.本

属も南方系で, 日本産4種のうち琉球に3種,小笠原に固有種が 1種分布,本土はこのヤマ トヌカダカバチ1種のみで

ある.

4.的強磨 頻 み 暦 TSurlelti ヒロズハ・Y7ミチ

勝集認刺 木 (1♂,20067.26).

[ノ ー ト]本州・四国 。九州に分布するが,千葉県内の分布確認地は少なく,各産地の個体数も少ない種である。日本の

本属の′ヽチは本州 。四国 。九州1中心に5種記録されている.千葉県にはこの5種とも記録されているが,白井市からは

3種しか見つからなかった,ハヤバチ属のハチは飛び方が非常に速いことからこの名前が付けられているが,訪花や一

時葉上に止まる時間も非常に短くすぐ飛び立つことから採りにくい,el.では-2u目 のある種に似た形態をしてい

る。地中に営巣してバンタロの若・成虫を狩る。採集個体はヤブカラシに訪花したもの.

5的強が〃駐お加 RS�血 アカアシクヽヤバチ

脇麟零融剥 折立 (2♀ l♂,2006827);木 (1♂,200581t91;復 (1♂,2a15817; 1♂,20593);谷田 (2♂ ,

2006810, 1♂ ,20縣 822),4ft崎サII左岸小池橋付近 (1♂,20067.29; 1♂ ,20∝ 810.

[ノ ー ト]本種は脚部が淡黄赤色であることから他種と区別できる.白井市で1コ |1縁や道端のヤブカラシ・ノプドウに雄

は主に巡回飛狙 雌,ま訪花したが,採集は葉上や花に止まつた瞬間に捕らえたものである。白井市調査前の人千代市新

川沿いでは広くかなり普通に分布していたが,自井市での生息状況はその 1/10程度。しかし,市川市では 1か所でし

か見つけることができなかつたことから,調査した3市では中間の位置付けである。本種はかつてアカアシトガリアナ
バチの不臨 も使われている.

6陥 殉 内 働 魏的 競 協 前 RS�h オ オ ′ヽヤバ チ本 担 随
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際 記録]平塚 (1♀ 1♂,2005.818;1♂,2006.7.22;1♂ ,20%9.2);折立 (2♂,2057.28;1♂ ,2005.814;
1♂,2006827),神々廻 (1♀ ,200687,1♂ ,2CX3 8 21);白 井市運動公園 (1♀ ,2CX4 8 21);神 廻々市民の森 (2
♀,200687);木 (1♂,2005819;1♂,20067.26),復 (1♂,2005,721,1♂,200584;2♂,2∞5_81分 ;

谷田(1♂,20∝,729,1♂ ,20∞ 810,1♂ ,20068.221;神 崎川左岸小池橋付近 (1♂,20“.7.29;1♂ ,2006810).
[ノ ー ト]本属中一番大型で翅が茶褐色に曇っているので野外でも簡単に識別できる種である.本種もアカアシハヤバチ
同様,川縁や道端のヤブカラシ・ノブドウに見られたが,見掛ける機会は人千代市・市川市より少なかった。白井市運
動公園採集の 1♀は幼虫の餌とするキリギリス科?の若虫を捕らえていたのです緒に環本に残した。人重山に,溺町名亜
種が生ましている.本種はかつてツヤアナ′ミチ・トガリアナバチ・オオトガリアナバチなどの和/8が使われている.

7L/9LTF刀炒りり
"'∽

IIh・ata ヤマトコトガタバチ本土亜種

際 記録]折立 (1♂,20058.14);木 (2♂,200588).
[ノ ート]本属の/′ チヽは日本に3種生息しているが,本種は本土に広く分布するである.地中に営巣し,幼虫の餌として
ヒシバッタ類を持るハチである。巣は主に砂地を好むようで千葉県でも海岸寄りの地に多く見られるようである。本種
の不「略はこれまでにミツメトガリアナバチ・ツチバッタ。ミツメバッタバチ・コトガタバチなどが使われている。

8T991/r9pp″ 9泳〃み"倣"りψ"孵 TStulclci ヒメジガバチモドキ本土亜種

醸 記録]手賀沼畔 (1♀ ,20∝.6.17);木 (1♂,2005,1020;1♂ ,20073.221i復 (2♀ ,20061016);神 崎サH左
岸イ地橋付近 (1♀ ,206.426;1♀ ,2006.921;1♀,創

“

10101.

[ノ ート]本種の雌は営巣用材と思われるアシやササのあるところに生ましていた.千葉県内では比較的各地で特に秋季
に見掛ける機会が多い。本属のハチは日本に33種記録されており,千葉県にはこれまで 13種の分布を確認している。
本属刊嘆雨が長く腹部に赤色のある個体は,一見ジガバチを小型化した形態をしていることからジガバチモドキの名が
付いている,巣は自分で地面に穴を掘ることなく,既海孔を不1用 し,各種のクモを複数狩り幼虫の郎として貯える。

9,吻拗 陣 り励ヅ
'脇

夢続ガYa―atsu ホツジガ′ヽチモドキ

朧 記録]折立 (1♂,2005,814),神々廻市民の森 (1♂,錮筋.5261.

[ノート]体長 7～10 mm,翅 は透明で体は非常に和H長 く,ササ間を飛翔していても細い棒が動く程度にしか見えなかった。
見つけにくいことと,分布地が恐らく限られているためか,千葉県での記録は余り多くないようである。古く日本の農
村の家屋が茅葺き屋根であった時代にはこのカヤを利用して生活していたのではないかと思われる.

10.物 η力助 ρッθゝ滋り あ似躍郷θTSIndti コウノスジガバチモ ドキ

麟 嗣 手賀沼畔 (1♀ ,2006.5.4,1♀ ,2006.10,21):神崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,21X4921,1♀ ,2006.10.101.
[ノー ト]千葉県では人千代市の新川沿いで生息を確認しているが非常に稀な種のようで,これまで埼玉・青森 。宮城県
などで記録されているが多くは見つかつていない。人千代市で,』 |1沿いのササの群落地く 白井市の手賀沼畔と神崎川
川縁ではササないしアンの群生地で見つけた。

H卵
"ρνη滋り耐 SdGぷ敲針軸j オオジガバチモ ドキ

際 記録]平塚 (1♀ ,205,10.91;折 立 (1♀ ,20056.61i神々廻市民の森 (1♀ ,21X4.6.41;所 沢ふるさとの森 (1
♀,2CX15.8.19,1♂ ,2CXb.5.241i復 (1♀ 1♂,20056.1);谷田 (1♀ ,20∝.628).

[ノ ート]本属のハチの中では最も大型で体長は 10～ 18 11ullほ どある。日本本土に広く分布するが,千葉県内でも各地に広
く分布しているようである,本種の活動場所は比較的森林部の木漏れ日の当たる場所で見掛けることが多く,自井市で
の確認も森林部のササの生えた崖面や倒木の根元の湿った上場。道路の轍などであった,

12.卵 p炒 鋸滋り 脚 印脇
― kOVdii ヨ シプ トジガバ チモ ドキ

籐 記録]神々廻市民の森 (2♀ ,2006.6.4;2♀ ,20066241i谷 田 (1♀ュ知

“

.6.28).

[ノ ー ト]オオジ�′ミチモ ドキ同悦 少し湿った崖面と倒木の根元の湿った土場に営巣用の仕切りとして使用する土を採
りに来ていた。

13.助 ρ″η〃り句肋蜜潮加″ANOvマ グラジガバチモ ドキ

籐 記録]平塚 (1♀ ,2006.9.2),神 々廻市民の森 (1♀ ,20∝ 624, 1♀ ,201XS.8,71;木 (1♀ ,20137.261.
[ノー ト]本種も少し湿った崖面に営巣用の仕切りとして使用する土を採りに来ていた。

Crabroninae ギングチバチ亜科
140ヴ湖悶帥留瀞励 潔�ど ヤマトトグアナバチ

朧 記録]平塚 (3♂,20∝,6.1);折立 (1♀ 4♂,205.6.6,2♂ ,206.7.14; 1♂ ,知∝ 8.271;神々廻 (1♂ ,

2005.526, 1♂ ,郷岱,6,411木 (2♂,205,8.19, 1♂ ,20059,19; 1♀ ,2006.6.19, 1♂ ,21XX5.720,復 (1
♀,2057.21, 1♂ ,21X46.14)i谷田 (1♂,20166.71.

[ノート]日本では北海道・本州・九州の平地から山地にかけて広い生息噴を持つ,この属では最も普通種である。ただ
し,体長 5～ 7 11ullと 小型であること,体は太めであるが翅は短く,見隠れないとハエと間違つてしまうこともあり,知
見に乏しいと見つけにくい。このことから千葉県内には各地に分布していると思われるが,産地の記鋼ま少ない。本種
を市川市で多産地・多数確認した際,ま各地の公園の露地面などでコロニーを確認したが,白井市では折立の林の中にあ
る小墓地で少数の巣穴と地面すれすれを飛翔隣る雄バチ移確認しただけである。その他はすべて訪花していたものを採
集した,採集個体の訪花植物は季節順にツゲ・クリ・ヒメジョオン・マーガレット・セリ・スペアミント・オミナエシ・
ニラであった.本種は幼虫の餌とするアヽ工類 (イエバユ・ヒメイエバエ・クロパエ・キンパエ・ノ寸 ′ミT・ サシバエ・
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ニクパユなDを 狩り,獲物が小さい場合は脚で抱えて運ボが,大きい場合は針で刺したまま巣に運び入れる習世を持

っている.つまり,不快昆虫のハエを‐掃してくれる小さな町の掃除屋である。本種はこれまでトゲムネバチ・ トゲム

ネアナ′ミチ・ヤマトトゲムネアナバチの和名も使われている.本属のハチは日本に4種生臥しているが,千葉県からは

2種記録されている.他の1種ニッポントゲアナバチは千葉県レッドリストのC(要保護留め に選定されている。

15 fP96・ 6・9XPTO“翻 疵 廟 わつ X騨れ 随 脇 鶴力 FChШ盟 嘲  カ ガ ン ボギ ン グチ本土 亜種

隊 記録]平塚 (1♀ ,205.5.22),折立 (1♂,2005591;木 (1♂,20065.5,1♀ ,200fD.524).

[ノ ート]日本本土の平地から山地にまで閣広く分布する種で,立枯木・伐採木・薪置場などの本に開けられているコウ

チュウ類の脱出孔を不I用 し,その中に育房を造る。幼虫の餌としては脚が切断されたガガンボ類が複数運び込まれる。

このことに因み本種の不「略が付けられているが,例外的にハマキガ・ツルギアプ・シギアプ・メクラアプなど狩ること

もある.本種の白井市での採集記録はすべて5月 であつたが,筆者の千葉県内の記録では他に4,7・ 9・ 10月 で1)得

られている.千葉県内には広く分布していると思われるが,乞息個体数は少ない種のようである,本種は古くキマダラ

ギングチのTR4も使われている。日本の本属のハチは非常に多く4種も記録されているが北方系・山地陛の種で構成さ

れているため,千葉県ではこれまで5種しか記録されていない。因みに本属の北海道分布臨 ]種は31種もいるのに対し,

琉球分布鰯 種は3種のみである.線 では日本唯―の種である.

16.09鰤釦餌づ∞ "p訂
靱弥C⑬け エグレギングチ

隊 記録]平塚 (1♀ ,釦∝.6.1);折立 (1♂,2CXb H 5);木 (1♂,2006619);復 (1♂ ,20056.1:1♀ ,2CXX5 11

1);谷田 (1♂,20065.12).

[ノ ート]体長 7～ 9阻Ыほどのほぼ真っ黒なハチで, 日本本土の平地から山地にまで幅広く分布する種である.見つけに

くいが営巣場所の近くでは多数見掛けることがある.本種の幼虫の餌として狩る獲物インサ′辻 ・マダラパエ・オドリ

バエ・ヒラタアプ類などである。雄は本々の回りを飛翔していることが多い。日本の本亜属に属すハチは7種記録され

ている.

17ゑ 力 ′脚 ,溶

「

肋 切 り 加 リ カ1駆鶴 番 aCrid4‐ schacral ク ロ ュ ビ ギ ン グ チ

[採集嗣 折立 (1♀ ,2005,1012)。

[ノ ート]迪聘の車間を飛翔していた個体を保集したが,飛翔中は蜘 種のイワタギングチだと思つて網に入れた.

本種は日本本土に広く分布しているが,十葉県では記録の少ない種である.腐朽材に営巣し,幼虫の餌としてはヒラタ

アプ類が主で,他イυ ナヽバエ・ヤドリバエ・シギアプ類なども狩る.本種にはクロアシギングチの和賂も使われている

文献もある。日本の本属のハチは 17種記録されているが,千葉県で確認されたのは白井市にも産した4種のみである.

また, 日本の本亜属に属すハチは4種記録されている。

18Z励脇加 r駒即鍼カヮ 用崩ω力効叩閉むIh賦瀬 クララギングチ本土亜種

膀礫軍明d手賀沼畔 (1♀ ,205.8.18,1♂ ,205.5.4,1♀ ,20055.22;1♀ l♂,2005.6.1;ユ ♀,2CM.7.3;1
♂,200692);折立 (1♀ ,2005728;2♂ ,2005814,1♀ 1♂ ,20Ch.827);木 (1♀ ,205,8.8;1♀ ,2006.7.2fJl;

復 (2♂,20髄.7.21;谷田 (1♂,21X3,628;2♀ ,2006.7.15, 1♀ ,20鮨.10.10);和 解羽1諜,1地橋付近 (1♂ ,

20CX5 7 15, 1♀ 1♂,2阻■29; 1♀ 1♂,2006.8.10,3♂ ,205,8.22; 1♀ 1♂,"∝,9.5, 1♀ ,2006921).

[ノ ート]本種は体長 6～ 9 11ullほどの黒地に黄斑を備えるハチで,飛翔中は日立たないがよく訪花ないしは訪花中のン′`エ

目の狩りを目的に花の回りを飛翔している.日本本土の平地を中心に低山地にまで隔広く分布する種である。千葉県で

は次種のイフタギングチと共に各地にやや普通に分布している.白井市では本種の営巣場所との関係で神崎川縁・手賀

沼畔を中心の明るい開放域で活動が見られⅢ林刷部ではまったく見られなかった.因みに白井市よりも前に調査した人

千代市の新川沿いでは数倍の密度で生息していた。白井市採集個体は吸蜜ないし狩りを目的としていた花・草間である.

花を訪れていた′ヽチは季節順に′Vレジョオン・ナツメ・ノブドウ・ヒメジョオン・ヤブカラシ。オミナエシ・ハツユキ

ツク・ニンジン・ニラ・ヨウシュヤマゴボウであった。資料として採集・標本とした33頭 (16♀ 17♂)のうち 14頭 (H

♀ 3♂)にダこの寄生が見らオ転 寄生率は42.4%(♀ =688%,♂ =17.6%)と 高かつた。寄生していたダニはハチの前

伸腹節・中胸小盾板横凹部・翅などに数頭から多ものでは80頭ほども付いていた,巣は和名の由来であるクララやタケ

ニグサ・アレチノギク・グラジオラス・ゴボクの葉柄など生きている植物の茎の髄を掘つて造るという変わつた習性を

持つている.その長い茎にイれ くヽつもの育房を造つているが,1室には20～30頭もの獲物を運び入れる.こ の幼虫に与

えるために狩る獲物はイエパエ・ハナバエ・ヒラタアプ・ミズアプ類などである。日本の本亜属に属

'′

チヽは3種記録

されている.

19,2筋 解 力ど 婢 ワ S謝 舶 9瑠T」η
"JtVだ

TS■Hldti イ ワ タ ギ ン グ チ 本 土 奄 美 亜 種

籐 記録]平塚 (1♂,2006522, 1♀ 3♂,200661,3♂,20∝_6171;手賀濶畔 (1♂,20∝ 6.17, 1♂ ,2006

915);折立 (1♂,20砺.59,1♂,2005,8.14,1♂,21X15912);神々廻 (2♂,2005.5261;白 井市運動公園 (1

♀,205.10.12;ユ♂,2051014);神 廻々市民の森 (1♀ ,20%928),木 (1♂,2006.5.5,1♀ ,2006524,1♂ ,

21XX5 6 19; l♀ ,20%108);復 (2♂,21X4521);谷 田 (2♂,20“ 512, 1♂,206525, 1♂ ,20∝ 628; l

♂,20X,8.22;2♀ ,2C勝.9.21).

[ノ ート]平地を中心に広く分布する種で,千葉県内では各地に分札 生自綱体数は前種のクララギングチより通常多く

見掛ける.因みに白井市よりも高観こ調査した市川市の採集個体比較では6害鳴唆と,市川市より少なかった。本種は立

枯木・枯枝・伐採木・薪・丸太のベンチ・杭な』囲岡囲こ巣を掘る。このため林縁部も含めいろいろの場所で見掛ける

が,見つけやすいのは前種同様花の回りである.白井市で訪花ないし狩りを目的に来ていた花はマユミ・ナツメ・ヤブ
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カラシ・タデ・アレチウリ・ポタンボウフウなどであつた.資料として採集・標本とした 31頭 (7♀ 24♂)のうち 16

頭 (2♀ 14♂)にダニの寄生が見られ,寄生率は516%(♀ =286%,♂ =583%)と 高かつた。幼虫に与えるために狩

る獲物はイエパエ・ハナパエ・ニク亦工・クロバエ 。キンバエ・シギアプ・ミズアプ類などである。本種は北海道～奄

美産の別名亜種で,他に沖縄と人重山にそれぞ溺 1賂亜種が当てられている.

202セ 紗 TIA・ 印 倣 η め つ 滴的傷β e欲う  シ ロス ジギ ン グヲ

際 記録]折立 (1♀ ,躙縣 728;1♀ ,200_5912;2♀ ,200fD 7.14);牟中々 廻 (1♀ ,2006.821,1♀ ,200CD 9 10);

白井市運動公園 (1♀ ,20鮨.8,7;2♀,2006821, 1♀ ,2006910);木 (1♀ ,2005819);所沢ふるさとの森 (1

♀,205919,1♀ ,20067.11; l♀ ,200694);谷田 (1♀ ,2006.628;2♀ ,21X4810,1♀ ,2CX4 8 22,2♀ ,

2CXX5,99.

[ノート]千葉県内産のギングチバチ類では最大種.森林内ないし林縁の日陰部の特に雑木林下床部の車間に飛翔してい

る個体が多かつた。この場所は倒木や立枯木などの営巣地の近辺ないし幼虫の郎としてアプ・ハエ類を狩つている本種

の生活圏である。本種は日本企土に産し,千葉県内でも広く分本しているが少ない種である。雄はまつたく見掛けな力巧

たが,資料として採集 ,標本とした21頭のうち 6頭にダニの寄生が見られ,寄生率は286%であつた,日本の本亜屈

に属すハチは4種記録されている。

21カ節∽β披万り ω肋お徴的 um)ク ビワギングチ

際 記録]神々廻 (1♂,2CX4 6 41.

[ノ ート]本種は体長 6～ 8 1wllほ どの小型種で見つけにくいが,採集個体はクリの花に訪花していたものである.日本の

本属のハチは8種記録されているが,千葉県で確認されているのはこの1種のみである.

Nyssonidac ドロバチモドキ科

ドロバチモド 脚 凹翁 科のハチは中型の種のものが多く,小型や大型の種もいるが,微小種は見られない,形態・色彩

も多様で,名前の由来とおり斑紋が一見ドロバチに似た種もいるが,アプに似たような種も見られる.本科のハチは前胸は

通常の形態,中胸背板の後側縁付近に斜行する隆起線をもつ,腹部第1節は通常無柄で背板と腹板から構成される,第 】腹

板前方に正中溝をもつ,腹部の節間は極端に括れない,前翅の第 1中央室は縁紋より長い,亜縁室は2または3室,中鵬

節刺は通常2木 などの特徴から他のアナ′ミチ類と区分できる.生騨魏司叡輔 じて多様な環境下に見られる。営巣は柔ら

かい海浜の砂地から踏み回められた露地面に至るまで,種19芯 じてそれぞれ地中に穴を掘る.幼虫の食物としてはカメムシ

目・バンタロ・ハエロなど,ハチの種類によつて決まった種類の獲物を狩り巣イ朝†える。一部の属では幼虫が成熟する問際

まで母′ミチが幼虫に食物を運d規 子の接触がある前家族生活を行う.ドロバチモドキ科はミンバチ上科アナンバチ群の中で

2番目に大きな科であり,世界から7亜科の約 1"00種が記録されている。ただし,日本では3番目の数の科で,4亜科 12

属30種が記録されている (寺山,2004).ド ロバチモ ドキ亜科は前翅の第2亜縁室が小さく三角状で上部tttRを持つことか

ら他の亜科と区別されるが,この亜科をドロバチモ ドキ亜科とツヤアナ′ミチ亜科と2つの系統とする説もある。本亜科のツ

ヤア)′ミチ群はカメムシロのヨコバイ類を狩る.ドロバチモドキ群の生態はよく分かつていないが,他のハチに労働寄生す

るのではないかと思われている。分布は北方系・山地艦種が多く,北海道には6種記録されているが,琉球には1種 しか見

つかっていない.アワフキバチ亜科は前翅の第2面縁室は無柄で縁紋は大きい。本亜科の種はカメムシロのアワフキムシ・

ツノゼミ類を符る。本亜科も北力系・山地性種が多いようで,北海道には8種記録されているが,琉球には1種しか見つか

っていない.スナハキンペチ亜科は前翅の第2亜縁室は無柄であるが稀に短い柄をもつことがあり,縁紋は小さく,単眼・上

唇は正常の形態である。本亜澪の種はカメムシロのヨコバイ・ウンカ堀 バッタロのペッタ・ササキリ類を狩る。本亜榊よ

南方系・海決l■で,北海道には3種しか分布が確認されていないが,琉球・月遺朋晨から1ま 7種記録されている.ハナダカバ

チ亜科は中～大型で上唇は伸長し胸都 卜向に達し,前単限が痕跡的に変形している.巣は主に砂地に集団で造り, 日本産種

はアプ・ノ章聾乾狩る。本■・ラ績k・ 珂邊源にそれぞれ1種産i本科のハチは 町渫県動 目鈍 額 田,20鵬)には

千葉県産の4亜科 8属 H種が記録されているが,今般の白井市の生息調査では下記の3亜科 5属 5種の記録に止まった。

Nyssoninae ドロバチモドキ亜科

lИttθ翻 9Rガ YaMnatsu ニッポンソヤアナバチ

瞭集認劇 谷田 (1♀,21X4.95).

[ノ ー ト]北海道・本州・四国に分布する体長 6～ 10 11ullほ どの小型種■ 千葉県でも記録されているが分布確認は少ない.

谷田での採集は権木林内の木漏れ日の当たる葉上いたもので,恐らく本種と思われる個体を木の草間でネットインした

が毒瓶に入れ替える際逃がしてしまつた。本属のハチは日本に4種記録されているが,千葉県では本種を含む 2種の分

布が確認されている,過去にツヤ ドロバチモ ドキの不E堪が使われていたのは本種である。

2剌川%″脳口肋空脚 Jad釉醒� ヒメドロバチモ ドキ本土亜種

隊 記録]平塚 (1♂,200673);木 (1♂,20066191.

[ノ ー ト]日本全土に分布する体長 6～ 8 1wuほ どの小型種t黒 地に黄斑をもちある種のドロバチに似ている.林縁部や

道路際の車間を低く飛んだり草木の業上に止まる本種を確認する機会は少なく,千葉県外でも多産している場所は見た

ことがない.したがって千葉県の分布記録は少ない.本属のハチは日本に2荷記録されており,千葉県には両種とも記

録されている。過去には一部の図鑑でコドロバチモ ドキの不口名が使われてい.
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Gorytinae アヮフキバチ亜科
3.И懲贈卿胞MIPP9/Tね 酌阻頭ニッポントゲアワフキバチ

隊 記録]折立 (1♀ ,20056.0:神 廻々 (1♀ ,20%641.
[ノ ート]日本全土に分布する体長 10～ 13阻皿ほどの中型種く 生′自佃体は少ない.黒地に黄斑をもちある種のドロバチに
似ている。空地詩道端の草間でアワフキムシの幼虫を狩るため雌を見つけることができるが,雄は少ない。筆者まこれ
まで本州の各地で9頭しか採集していないがすべて雌である。今調査の白井市で2か所で確認できたことは意義のある
記録である.本属のハチは日本に2種記録されており,千葉県には両種とも記録されている.他の1種のオオトゲアワ
フキバチは本種に比敵するとより家 ,千葉県の分布記録ははる力Wこ多い,これまでニッポンアソフキバチと呼ばれていた。

4.Oり密rri9r題ぉeerezl ミスジアワフキバチ

防嚇ζ言蒟咽平塚 (2♂,2006.61,1♀ 2♂,20“ 6.171i折立 (4♂,2005527;1♀ 3♂,20砺 6.6,1♂,2006620;
木 (2♀ ,20%.6191;復 (2♂,20561);神崎川静 卜池橋付近 (1♀ ,2CX4 6の .

[ノ ート]北海道。本州・四国の平地～山地に分布する体長 10～ 14 11ullほ どの中型種で,本種もドロバチに似ている。本種
は千葉県内各地で5月 中旬 6月 干旬にかけよく見掛けるハチ■ 雄は木の回りを飛翔している。雌は住宅地では植木鉢
の中に営巣することがある。本属のハチは日本に6種記録されているが,千葉県では本種のみしか分布が確認されてい
ない。本種は過去にキスジジガバチ・ツヤキスジジガバチとも呼ばれていた。

醜山icinaeハナダカバチ亜科
5膨誠崩卵 効 ゴ釘ns�h ニンポンハナダカバチ本土亜種

際 記録]折立 (2♂,20“ 728);復 (1♀ ,2CXJ5 8.1の ;谷田 (1♀ ,21X4921).
[ノ ート]日本全土に分布する体長20-23 11ul,ま どの大型種で,他県で希少種に選定されている≧ころがあるが,千葉県に
は比較的各地に分希している。復では下長ふれあい公園の砂場に営巣,折立の雄はガガイモ,谷田の雌はニラに訪花し
ていた。本種の咄はは/ヽ工・アプの成虫を狩り巣穴に運a随時給餌を行う。本属のハチは日本に3種記録されている.

Philanthidac フシダカバチ科
フシダカバチ (節高蜂)科のハチは触角は通常頭盾上域に位置する,単R艮は通常普通,前胸は通常の形態,中胸側板前方

に隆起稜をもたない,腹部は無柄か有柄:有柄の場合の柄部は背板と腹板から杓戎される,前翅の亜縁室は3室で通常第2・

3室に反上脈を受ける,前縁紋の長さは第1亜縁室の半分もない,中脚睡節刺は1本 などの特徴を持つグループである.

本科は6亜科に区分され 世界には31属約 1,100種が知らn‐Cいる。このうち一番大きなツチスガリ亜科に 2属約 900種
が集中している.日本にはこのツチスガリ亜科のツチスガリ属のみ 17種が知られている。日本分布種はほぼ体長 10111111内 外
の小型で,体は固く,特に腹部中心に黄斑をもち,この晦部各節間が強く括れていること,腹部第1節は太めの柄状となる
こと,後脚唖範先端部が偏平に変形していることなどで他科のハチと明確に区別できる。巣は農道・空地・公園・寺社など
のよく踏み固められた露地面に複数の育室からなる巣を造る。この巣はコロニーを形成していることが多い.曇っている時
や気温が高まらない時などに,巣穴tυ チヽの顔面を地表すれすれまで出し飛び出すのを待つ光景が見られる。幼虫の食物は
種によって異なるがプウムシ・ハムシ・コハナバチ・ヒメハナバチなどを狩る。訪格的 ミ強く各種の花に飛来するが,雌は
装物の狩り場でもある。千葉県からは6種の分布を確認している (須田,20041.白井市の今般の調査では5種の分布を確認
した。ところが直前にほぼ同様の調査をした人千代市 僻蔭 日数 :ω 日,全採集総数 : 158岳動,初 |1市 a踏日数 : 116

日,全採集総数 :176野つ と比較すると,白井市 (調査日数 : 105日 ,全採集総数 :107瑚 は色錫 所も密度も低い結
果を示した。

Cercerinac ッチスガリ亜科
10β9お 潮均偽競ヵS艤�)ア カアシツチスガリ

際 記録]折立 (1♂,200_S.8.14;2♂ ,2CX15 9 23);白井市運動公園 (1♂,21X4713);木 (2♂,2∞5819,復
(1♀ ,205.7,21).

[ノ ート]野外では次種キスジンチスガリと一見区別できないこともある.また,同 じ花に来ることもあるが,白井市採
集個体はノブドウ・スペアミント・イノヨズチに来ていた。日本の本上では本州 。九州に分布.千葉県内には平地中心
に広く分布しているが,白井市では生帥 も個体数も少なかった.本種は幼虫の食料としてカメノコハムシ類を狩る。

2.Oμttm駒病りtTroiTstndti キスジツチスガリ本土亜種

際 記録]木 (2♀ ,2059,4);復 (1♀ 2♂,2005,8.17,2♀ 2♂ ,20Ch 9,3, 1♂,20%.919).
[ノート]日本の本上では本州。四国・九州に分布する種で,海岸・下線部などイ印也を叫Lいに稀に山地に分布.千葉県に
は通常前種より生′臥地t〉個体数も多く見られるようである.採集個体の訪花植物はヤブカラシ・ニラ・イノコズチであ
つた。雌は幼虫飼育のためにヒョウタンプウムシ類を狩る。

30腕 曲 融sPaz ヒメンチスガリ

際 記録]平塚 (2♂,200661, 1♀ ,2006617),折立 (1♀ ,2∞S923);ネ 申々 廻 (2♀ 2♂,20眺 64);白井
市運動公園 (1♀,2CX4 7.13);神 廻々市民の森 (1♂,20057.2の ;木 (2♀ 1♂,2006619);復 (3♂,200561;
l♀,郷∝.6.141;谷 田 (1♂,20065.25,2♂ ,20眺.67).

[ノ ート]日本今十の平地から山地まで,水平・Jr・直分布も広い種である.千葉県には梅雨の頃を中心に半日陰部を中′い
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に多く見られ 秋季の発生は稀になる。本種と外見酷似するニッポンツチスガリは千葉県には分布していないようであ
る。吸蜜・狩猟・交尾相手などを求めて飛来した採集個体の訪花植物はマユミ・ツグ・クリ・ゴンズイ・イヌガラシ。

ネズミモチなどであった.本種はゾウムシ・ハムシ類を狩る。古くはヒメフシダカバチの和略が用いられていた。
4.O解おあガ叩 Kolu ナミツチスガリ

防勝需醐刺 平塚 (1♀ ,200585,1♀ ,21861,2♂,知∝,6口 ,1♂,2CX4.7.9;手賀沼畔 (1♀ ,2CX3 7 0;
折立 (1♂,2005728;ユ ♀ ユ♂,20“.620,1♀ ,20“‐714),ネ 申々 廻 (1♂,200fJ 6t24,1♂ ,20眺 713;1♀ ,

2006.8,7);白井市運動公園 (1♀ l♂,21X3.624, 1♀ ,20∝ 713)i木 (1♀ 1♂,20X.6.19, 1♀ ,20∝ 711;
1♀ ,21X47.2611復 (1♀ 1♂,2005721,2♂,206614, 1♂ ,2006721;谷 田 (1♀ ,20∝ 628),

[ノ ート]本種も日本全土の平地から山地まで,水平 `垂直分布も広い普通種である.千葉県にも夏季各地に普通に見ら
れるが,分布地・個休数は次種より少ない.採集個体の訪権植物はツグ・ヤブジラミ・ヒメジョオン・アカメガシフ・

ナツメ。ノブドウ・ヤプカラシ・オオジシバリ・スペアミント・イヌザンショウなどであった.採集した26頭 (13♀ 13

♂)の うち 1頭 (♀)にダニが寄生,寄生率は 38%であった。本種の狩りの対象はコハナバチ・ヒメハナバチ類.古
くは単にツチスガリ。フシダカバチと呼

`湖

化ていた。

5.O触猫v“ガ
`ク

Adllllcad マルモンツチスガリ

際 記録]平塚 (1♀ ,200692, 1♀ ,20%915),手賀沼畔 (1♀ ,200_S,818);折立 (2♀ 1♂,21X15728; 1
♂,21X15814,2♀ ,2005.912, 1♀ 1♂,2005.923, 1♂ ,206.714; 1♂ ,知∝,8271;神々廻 (1♀ 1♂,20%
713);白井市運動公園 (1♂,2006713);神 廻々市民の森 (1♀ ,20“ 713);木 (1♀ 1♂,2∞5.88; l♀ ,2∞5

819;2♂ ,20059,19:2♂ ,知∝ 7H, 1♀ ,2006726, 1♀ 2♂,20「D94);復 (1♀ 3♂,20“ 721,2♀ 1

♂,2005.8.4,1♀ 1♂,2005,8.17; 1♂,20∝ 72;2♀ 1♂,2006.93;l♀ ,20∝.919),谷田 (1♀ ,21X471S;
l♀ ,2006.7.29);神 崎ナ1諜′ゝ地橋付近 (1♀ ,21X48.10, 1♂ ,2CXX5 9.5).

Eノ ー ト]日本令十の平地に見られる普通種で,山地では少ない.千葉県では本属中最も普通で道端・空地・畑・花壇・

川縁など広く見られる.採集個体の訪花植物はノブドウ・ヒメジョオン・マーガレット・セリ・スペアミント・ヤブカ
ラシ・ヘクツカズラ・ユラ・オミナエシ・ツルボ・キクイモ・イノコズチ・アオシツ・アカシンなどであった。採集し
た46頭 伽 ♀22♂)の うち23頭 (16♀ 7♂)にダニが整 ,寄生率|ま 50%(♀ =66.7%;♂=318%)であった。前
種同様コノキユ滞 ・ヒメハナ′ミヂ類を狩る.古くはマ′しモンフシダカバチと呼ばれていた。

CoHctidae ムカシハナバチ科
本科以降のミンバチ υヽナバチ)群は下般に体毛が多く,少なくとも枝分かれした毛をもち,後脚基仕節は発達し広がり

があり,幼虫の餌として蜜や花粉を禾I用する (一部のグループでは労働寄生する)こ とから,同じミツパチ上科のアナ,ミチ
群とは異なる形態 。習性を示している.ムカシハナバチ (昔花蜂)科のハチはミツバチ群のなかでは最も原始的なグノレープ
で,中舌は短く,へら状に広がり先端は色潤こ2分岐,中胸側板の題爾薄イ蠅 常存色 後脚基付節は余り発達せず長いが極
端な広がりはないことなどの特徴を持つ.世界には 5亜科55属 2,151種記録されているが 働隠渤鈷 21107), 日本には 2

亜科 2属 30種の分布が確認されている (寺山,20餌).ムカシハナバチ亜科のハチは体長 10硼前後のやや太めで黄斑をも
たない,頭 ,胸榔の体毛が多く,ヒ メハナバチ科に似ているが,顔面は正面観でややハート型 前翅の亜縁室は3室,雌の

後脚腫節に花粉通般用の刷毛が発達している。巣は地中に穴を掘つて造る.メ ンハ予,ミチ亜科のハチは体長 4～ 8 11ullほ どの

小型でやや細め,体は黒色,通常顔面と脚に黄斑を具えるが,体に殆ど目立った毛がない.顔面は正面観でや葉角丸三角形
～円形,前翅の亜縁室は2名 雌の物凹睡節に花粉題躙零の刷毛がなく,花粉は蜜とともにそ嚢に入れて運ぶ.巣は主に地
上の枯れた茎や中空の髄にセロファン状の物質で房室が造られる,「千葉県産動物総目鈍 篠 日,2∞3)には千葉県産の 2

亜科 2属 8種の分布が記録されているが,その後エサキムカシクサ′ミチが確認され (宮野 。大木・鳴汽 207),今般の白
井市の/b臥実態調査で新たにノウメンメンハナバチを確認したことにより,千葉県産は 2亜科 2属 10種 となった。なお,

かつてムカシ′サ ′ラ はミツパチモ ドキ,メ ン′す ′ミチはッャヒメハナバチ・ツヤハラハナバチの和鳴で利名にも使われて
いたことがあった.なお,白井市でメン″サ ′ミチ亜料のハチ採集に際し,野外では種の識別ができないため,資料個体数を
刻 壮韓 した。

CoHetinae ムカシハナバチ亜科
1&潮9節 (潮筋ヴ babrriIIIshimet駒 曲lBhi ノラミムカシハナバチ

跡集翻 復 (1♀ ,2006.7.2),

[ノー ト]日 本企十に分布する種t千 葉県内の既知産地は余り多くないが,産地によっては多数の個体を確認すること

もある。ところが今般の調査ではこの 1頭しか見つけることができなかった.本個体はこれまで千葉県で確認した出現
記録としては一番遅い。この記録を含み千葉県での出現期は5月 中旬～ 7月 上旬となる.と ころが,標高の高い山梨県
では別の活動期間を示している.山梨県では千葉県の本種の/L獣状況ほど少なくなく, 日撃 ,採集機会も多い。筆者は

山梨県の各地で 150日 間の調査を実施しているが,そのうち本種紳 認した採集日数は26日 間である。ここでは詳細
を避けるが,山梨県の調査記録を整理してみると, 3月上旬～ 9月 下旬となり,千葉県の出現期にはまったく見られて
いない.なお,本種に労働寄生するというシロモンムカシハナ′ミチヤ ドリは隣接する木で 1♀ しか得られていないこと
から,やはり分布域・/L臥個体数とt)非常に少ないようである。本種はかつてノラミミツバチモドキと呼ばれていた.

2 Corr9rcJs r初 嚇り μ胞力湾ドP咆 アシプ トムカシハナパチ
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際 記録]平塚 (1♀ 1♂,205■ 2;1♀ 1♂,2006.109, 1♀ 1♂,200610,21; 1♀ ,20“,H18);手賀沼畔 (1

♀,2005,H2; 1♀ 1♂,200610.9, 1♀ 1♂ ,200fJ 10.21),折立 (1♀ 2♂,2005923,2♀ 2♂ ,200_51012, 1

♀ 1♂ ,20051021; 1♀ 1♂,2005■ 5);神々廻 (1♂,20051014; l♀ 1♂ ,2∞5,1023, 1♀ ,2∞5■ 8, 1♂ ,

2006928);白井醜 園 (1♀ 1♂,苅5.10,14, 1♀ 1♂,2051023, 1♀ ,2m_5n,8; 1♂ ,2014928; 1♀ ,

20%1122);神 々廻市民の森 (1♀ 1♂,20051014;1♀ 1♂,200f1928)i木 (1♀ 1♂,205.10.20;1♀ 1♂,2∞Sn
4;ユ ♀ 2♂,2006.108);復 (2♂,200_S102,1♀ 1♂,2005111,1♀ 1♂,20“.lα16);谷田 (1♂ ,20髄 921:
1♀ 1♂ ,20Ch 10 10; 1♀ 1♂ ,20∝ 1026, 1♀,2006■ .13);卒申呵 |1左岸小池橋付近 (1♂,20X10101.

[ノ ート]日本本土で1と判引。四国・翔寸1に広く分布する種で,秋季の千葉県内各地では普通に見られ 活動個体数も多
い。早い年では9月 初旬に雄を見掛けることがあるが,通常9月 下旬から個体数が増え日に付くようになる.白井市の

調査でも■月に入ると活動個体数も見掛ける場所も減つてくるが,翅の祓損も進んだ最終活動個体は干旬の22日 であ

つた。雄は刺されないので採集個体を手でつかみ匂いを嗅いでみると,何とも言えぬ芳香を放している。野i型の野革t)

枯れ始め,花の咲く種類が少なくなる時期に活動する本種の訪花植物は, ヒメジョオン・アキノノゲシ・ウド・オミナ
エシ・アメリカセンダングサ。シ舅

‐ン・クジャクアスター・セイタカアワダチツウ・ノコンギクなどであったが,この

中では採集調査コースに最も多VW弔化植物のセイタカアフグチツウに多く見られたことは現状の自然環境の乱れを感じ

させた.本種はかつてアシプトミツバチモドキと嘲ずれていた。

3.C歳熔 β謝節ヴ ∞置師範珀鴎 オオムカシハナバチ

睡 記録]平塚 (1♀ 1♂,20“ 109,ユ ♀ 1♂ ,2006.1021);手賀沼畔 (1♂,2006109;ユ♂,20∝ 1021,2♂ ,

20“ ■.18);折立 (2♂,20“,1012;2♀ 1♂ ,2∞51021,2♀ ,2005115);神々廻 (1♂ ,20“ 1014;1♀ 1♂ ,

200510.23;1♀ ,2005■ 8),自井市運動公園(2♂,20“ .10,14:1♀ 2♂ ,20_S10.23);神々廻市民の森(1♂,20051014;
1♀ ,2005,1023);木 (1♂,2051020;2♀ 1♂,2005.114,1♂ ,201XS.108);復 (2♂,205,10.2,1♂ ,20眺 1016);

谷田 (1♀ 1♂ ,2CXXTJ 10,10; 1♀ ,2CX4.10261;ネ 中呵 1魃翡判齢 付近 (1♂,郷∝.1010).

[ノ ート]日本全土に広く分布する種で,前種は市部の島嶼部では対馬・種子島・屋久島までの分布であるのに対し,本
種は更に南へ喜界島,沖縄本島にまで広域に分布している.千葉県内の分布状況は南部の調査が行き届いていないが,

各地に分布していると思われる.ただし,少なくとも北部では前種ほど普通ではない。本種は前種より少し遅れて出現
するが,雌は少し大型■ 腹部第1背節に一射の褐色味の短伏毛があること,各節後縁毛の状態,胸部の毛の濃度など
で野外でも区分できるが,雄は飛び可つていることが多く区分しにくい.両種はす緒に活動していることも多く,採集

個体の訪花植物はシオン・セイタカアフダチノウ・アキノノゲシ・アメリカセンダングサ・コスモス・キクなどであっ

た。本種はかつてミンバチモドキ・シロスジミツバチモドキの和賂で嘲よれていた。

Hylaeinae メンハナバチ亜科
4.rf/J99E澪 御加幾 輯 拗癒力″体 IkRIX10nleホノメン′、ルミチ

朧 記録]平塚 (2♀ ,200fD.6.1;4♀ ,20066.17);手賀沼畔 (3♀ ,2CX4 6.1).

[ノ ート]体長 5 11ullほどの細身のハチで見つけにくいため力、北海道 ,本州から分布が確認されているが,記録の少ない

種である.千葉県では八千代市・市川市で少数の記録があるが,白井市の本記録を含めても採集はすべて6月 のみであ

る。因みに本権のこ模式産地は東京都切 |1市の6月 の標本である.白井市採集個体は田圃の畔道・土手際に生えている
ノソレジョオン・ヒメジョオンに訪花していたものである.ホ ツチビムカシハすバチと呼ばれていた種である,

5,靱閉 仲 卯 嘲 拗 加 帥 リ  スミスメン′サ ′ミチ

際 記録]平塚 (1♂,2006.6.171;折 立 (4♂,2005.527;3♀ ,2005923);神々廻 (1♂ ,2005.526;1♂ ,20∝
641i白井市運動公園 (ユ♂,20∝.64);木 (1♂,2CXX5,5.20;復 (1♀ ,206.102);谷 田 (1♂ ,20∝ 525).

[ノ ー ト]この仲間は種類が多いが,殆ど顕微鏡下でないと種の確認はできない,野外では同じ花のハチをある程度採る

と無用な採集はしない.しかし,こオ功ミ落とし穴のようで,場所を変えた同じ花に結果として男Iの種が来ている場合が

ある。前種は細身で/1ヽ型であることから異なる種であることが野外でも識別できる。しかし, 6～ 8 11ullほ どの太めの種

類は千葉県では顔面の真っ黒な種も見つかつていない。このため顔面に黄斑を生じる近似の種類を得るため記録した本

亜属の5種は無作為に採集した結果である.本種は日本今十に広く分布,記録も多い種である。千葉県内でも広く分布

しているようて1 日当たりのよい里山の道端・耕作地・果樹園などで乞息を確認した。白井市採集個体の訪花植物は,

ノVレジョオン・ピラカンサ・イヌガラシ・クリ・ヒメジョオン・アオシツなどであつた。本種はかつてスミスハラツヤ
ハす′ミチ・スミスチビムカシ′ヽナバチと嘲ずれていた。

6,約み 郷 ρttTa暉 り 勲 熔 朋 脚 口 Br船曜 I マ ツ ム ラ メ ン ハ ナ バ チ

際 証囲咽平塚 (3♂,2006.61;2♀ 3♂,知鮨.6.17);手 賀濶畔 (1♀ 3♂,20CXS.522; 1♀ 4♂,2006.6.li 3
♂,2CXXS 6 17,2♂ ,20X83; 1♀ l♂,2014915);折 立 (ェ♂,2005728, 1♀ ,2006.620);神々廻 (1♂ ,

20∞ 526);神々廻市民の森 (1♂,2005,526);木 (1♀ ,2066.19);復 (1♂,205.5.21);谷四 (1♂,20∝ 512;
1♂,2006.5必 ;1♀,拗∞ 620,ネ耳崎ナ|1左浄 !地絲 樋 (3♂,郷

“

525;ユ♂,如∝ 67,2♀ 1♂,20066.28;
2♀,2鰤 73; 2♀ 1♂,205921; l♀ ,20061010; 1♀ ,200CD.1026).

[ノ ート]日本全土と対馬などに広く分布する種.千葉県では各地に広く分布,白井市の本属では最も多く見られた種で

ある.色guLでは特に手賀沼畔・神崎チ|1縁に多く見られた。この調査期間の成虫の活動時期は5月 中旬～Ю月下旬であ
った.採集個体の訪花植物駐 ハルジョオン・ピラカンサ・ハコベ・ヒメジョオン・ノブドウ・クリ・ナツメ・アカメ
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ガシフ・イタドリ・グンノショウコ・アレチウリ・ヨウシュヤマゴボウなどであつた。本種はかつてマツムラハラツヤ

ハナバチ 。マンムラチビムカシハナバチの和略が使われていた,

7.卵解 仰閉ψttΨり■叩餌Hialiln4 ニンポンメカ サ ′ミチ

聴 記録]折立 (1♂,2005,66; 1♀ ,2005.9.23,1♀ ,2006.8.27);ネ中々 廻 (2♀ ,206.8,7i l♀ ,206.928);

白井市運動公園 (1♂,20“ 5%);神々廻市民の森 (1♂,206928);木 (1♀ ,2CX15 9,19,1♂ ,2006524);復
(1♀ ,205.817;2♀ 1♂,2005,102);谷田 (1♂,20065必 ).

[ノート]日本では今十と佐渡島・対馬・屋久島などに1幅広く分布,千葉県内でも各地に広く分布しているようである.

採集時には認識できなかつたが同定した結果,前種とは異なり手賀沼畔・神崎)|1縁の標集はまったくできなかった.千

葉県での本種の活動時期は4月 下旬～10月 中旬のようである.採集個体の訪花植物は,ピラカンサ・クリ。イヌザンシ

ョウ・ヘクノカズラ・ニラ。アレチウリ・アオシン・ウド・オミナエン・イヌタデ・イノコズチなどであつた.本種は

力つ てエンポンハラツヤハ)′ミチ・ニッポンチビムカシハナフベチの和贈が使われていた,

8.rr/rpad口 み 切 鶴 η り 胞

"翻
m醒 肺 盟 ? ノ ウ メ ン メ ン 'サ

′ミチ と 思 わ れ る 種

陽集認劇 木 (1♀ ,郷
“

.5.24);谷 円 (3♀ ,郷鮨,6.7).

[ノー ト]日本令十と人丈島・甑島などに分布する種であるが,分布地は内陸部ではなくすべて海寄りの場所のようであ

る.本州における成虫の野外活動時期は 6月 中旬～9月 中旬と記録されていたが は詞航鳴1989),この採集例からもう

少し早く5月 下旬からとなる.千葉県にはこれまで本種は未記録であつたが,今般の調査で始めて確認できた.谷田で

の採集掴体はイボタ・クリに訪花していたものである。本種はかつてノウメンハラツヤハナバチ・ノウメンチビムカシ

ハナバチの和嘱力渡 わ才していた。

9■ ,イ
脱密仰翫塑咽彎り卿 F―r ヨーロッパメンバナ′ラ

隣 記録]平塚 (3♀ ,20∞.522;l♀ ,21861;2♀ 2♂,20“ 617;4♂ ,200FD 7.3);手 賀沼畔 (2♂,21h5
4,2♂,2006522);折 立 (2♀ ,205.66, 1♀ ,2006620);復 (1♀ ,2CXb 5 21);谷 田 (1♂ ,2CXX5 5 12);神

崎川左桝切m    (1♂,2065.12, 1♀ 1♂,20m.5.25, 1♀ ,206628;2♀ 1♂,20“ 921).

[ノート]ヨーロッノЧこ分布する種であるが, 日本では北海道・本州から記録されているが,産地は決して多くない.千

葉県内の分布状況は前掲各種を含め詳しく分かつていない。本種イコ(千代市・百コ|1市の記録があるが,八千代市では新

川沿いの下流部の日園地帯に生息していた。白井市での生′徴地も神崎サ|り |1縁や手賀沼畔によく見られぅ白井市の他の確

認地や市川市の生息地の観察から考察すると,千葉県の本種,あ碇家の周辺から離れた場所を生活圏としているようであ

る。これまでの観察では5月上旬～7月 士旬と9月 上旬～10月 上旬に出現している。白井市の採集個体の訪花植物は
ノッレジョオン・ヒメジョオン・クリ・タンポポ・イタドジ・アレチウリ・ヨウシュヤマゴボウなどであった,本種はか

つてヨーロッ′彰 ラヽツヤハす′ミチ・ョーロッパチビムカシ,′ ナヽバチの不「名が使われていた。

Andrenidae ヒメハナバチ科
ヒメハナバチ (姫花蜂)科のハチは比較的小型のハナバチが中心のグループで,前翅の基脈は直線状である,中舌は通常

弔唇前基節より短く先端は尖つている,顔面に浅く凹ん顔 助ミ雌と多くの雄に存在する,触角挿入孔と頭盾を結ぶ縫合線

は各2本存在する,中胸側板の罐閥騨範 稿縦走溝より下部に発達する,腹部背節の尾節板歯雌と多くの雄に存在するなど

の特徴を具えている.本科の巣は地中に穴を掘つて花粉と花蜜を貯え,その上イリ日を生む.訪花植物|』司年見られるミツパ

チのように各種の花に訪れることがなく,成虫の活動期間の闘際奪 )｀ぜい同類の花に限られ種が多いようである。ヒメハ

ナパチ類は花蜜を吸う●崩 花粉を後脚と前仲腹節の両側の毛に付けて地中に掘つた巣に運ボ.ほとんどは孤期空で,寄生

性種イれ なヽい。也界には 4亜科42属 野隅触 されているが lMidlmg,2007),日本には 2亜科 2属 83種のケ瀬 が確

認されている (寺山,2004).ヒ メハナバチ亜科では前翅に縁紋を有し,縁室の先端は前縁に尖るように接している.チビヒ

メハナバチ亜科では前翅に縁紋を有し,縁室の先端は角度ち裁断状となり前翅に接し,顔孔は無毛で光沢をもつている。千

葉県にはチビヒメ′寺 ,滞亜科ら′ヽチは見つかつていない,日本産の本科のフ′ヽチは体長 5～15 mm,ほ とんど黒地の体である

が,一部の雄の顔面に黄ないし白色部がある種規 腹部や脚部に赤色部のある種類も存在する.体毛は灰白色から黄褐色,

腹部に白色帯毛を持つものが多い。前翅亜縁室は3室のものが多い.本科のハチは有剣類のハチでは春先から一番早く活動

が見られるグループである。千葉県内に生息する本科のハチは春季～初夏に出現するのみで,盛夏～秋卒の主に山地に出現

する種類は1種も確認されていない。「千葉勒 騨酌 額 田,2003)に は稗 産の 1亜科 1属 24種の分布ねミ記録

されているが,今般の白井市の生息実態調査で新たにトグアシヒラタハナバチ・コマチマメヒメハ予>滞・ヤマブキヒメハ

ナバチを晦 ましたことにより,千葉県産は 1亜科 1属 27種となった.本科ヤ�剛郷重が多く同自ま難しい。過去に専P弓家の

同定を受けた種などを文献類とlR合 して同定したが,一部同定に確信のもてない小型の数種を羽田義経氏の同定・確認を受

けた。この標本については*マークを記した。

Andrenitte ヒメハナバチ亜科

1カ捌留″仰胞肋り 肋町倣V HimShinta ウジキヒメハカバチ

朧 記録]折立 (6♀ ,2m5.591.
[ノー ト]日本では全土・佐渡島に分布する種で,千葉県内の既知産地・出現個体数とも少ない。千葉県では和名のとお

り春の卯月 (4月 )頃中心に出現する。白井市で記録 した唯―の記録は余り大きくない 1本のカエデの花に訪花してい

たもの.本電属の日本産種は 18樋 干葉県に 4種記録されているが,今般の白井市の調査では下記の種と 2種を確認
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した.

2幼力 確 仲ヶみ脇ル伽加鉗Hininaaヵ ォジロヒメハナバチ

朧 記録]折立 (1♀ ,20063′ 21),

Eノ ー ト]日 本では北海道・オリ‖|に分布する種■ 千葉県では東金市・佐倉市で記録されている.前種に似ていて野外で

本種を見分けるのは困難である。採集個体はタチヤナギに訪花していたもの.

3,効 帥 躍,i硝け働励肋孵 Hinhmaa コガタウツギヒメハナバチ

隊 記録]平塚 (1♀ 1♂,2CX4 5 22,1♀ 1♂,20066.1),折立 (1♀ 2♂,205527;2♀ 2♂,200_566);神々

廻 (1♀ 3♂,20055.26;1♀ 1♂,2006.64);白 井市運動公園 (1♂,201660;ネ 申々 廻市民の森 (1♀ ,200_5.526;
1♂,20∝ 64);木 (1♂,2CM.524, 1♀ 1♂,20∝ 6.2,2♀ ,2006.6191;復 (2♀ 2♂,20“ 61);谷円 (1
♂,2006525,1♀ 1♂,2C勝.6.7).

[ノ ート]日本で,‐4JlヽH,四国・AJJヽ‖の平地から山地に分布する種で,千葉県では市街地 。開発地を除く里山の耕作地・

森林縁部・鎮守の森などに普通に見られる.千葉県では春季に主にすノハナ (アプラナ)の花上を賑わしていたヒメハ

ナ′ミチの活動が一段落した児 里山に白い花を多数付けたウツギ (ウ ノハナ)が咲きだす。この甘い香りの開花ととも
に多数の訪花バチと雌を求めて飛翔している雄が見られるが本種である。自然豊かな場所ではまずウツギが咲いていれ
ば本種が見つかる。しかし,千葉県でも北総地域では里山を分断する開発が進行している関係で,白井市でもハチが見
られない場所もあつた.白井市ではクツギの他にング・ピラカンサでも訪花を確認した.また,平塚の本郷集落の鳥見
神社境内には露地面にコロニーがあり,無数の巣坑に黄色い花粉をたくさん付けて戻る雌と交尾のため地面すオιすれを
飛び回る雄の姿が見られた。千葉県のこれまで― では5月 上旬～6月 下旬に力Чすて生αしていたが,山梨県の山地
などでは盛夏に活動している。本種はヨガタウツギノヒメハナバチの和鳴も使用されている.本亜属の日本産種は 2種 .

本種と大型のウンギヒメハサ′ミチは千葉県に分布しているが,これまでの調査では北総地域からウツギヒメハナバチは
確認されていない.

4幼み勲″β肱胸 瘤筋り bPrvヵ Alaca キパナ ヒメ″寸 ′ミチ

[採集記録]平塚 (1♂,2006.4.18; l♂ ,2006.5.4; 1♀ 1♂,2CX4 5 22; 1♀ ,2CXX5 6 1, ユ♀,20∝ 6171;手賀
沼畔 (1♂,2006.5.4;I♀ ,20065.22);折立 (2♀ 1♂,20055.9;2♀ ,2055.27,2♀ ,2∞5,6.6;1♀ 1♂ ,

20鶴,428);神々廻 (2♂,200554;3♀ ,2005.5.26);白井市運動公園 (1♀ 2♂,20“.5.4;4♀ 2♂,200_S526,
1♂,2006424,1♀ 1♂,20∝ 6.4,2♀,2006624),木 (1♂,2006.422,1♀ 1♂,21X45.5,1♀ 1♂,20艦 524;
1♂ ,20066.2; 1♀ ,2臨.6.191i鵬るさと疎   (1♂ ,206.5,5; 1♀ ,2鵬.5.241;復 (2♀ ,劉∞ 6,1; 1
♂,2CXX5 5 1;2♀ 1♂,2CX6.521,1♀ ,21X4.6.14):谷 田 (1♀ 2♂,205426;1♀ 1♂,20065.12,1♀ 1♂ ,

20∞ .5.25).

[ノ ート]日本では日本全土・南は大隅諸島にまで広く分布する種で,千葉県では道端・空地・農耕地 。公園など明るい

開放域を中心に各地に普通に見られる。前種ほどではないが,春のヒメバ)′ミチ類では少し遅れた4月 中旬頃に活動を
開女乱 最終目撃は6月 下旬頃となる。白井市での採集個体の訪穂値物はタンポポ・オオジシパリ・ノゲシ・ノニガナ・
ハコベ 。オニタビラコ・′vレジョオン・カタバミ・ヒメジョオンなどであった。森林部の日陰の多い場所では基本的に
は見られなかったが,入口・林縁・適端。切り開いた場所など日当たり部には見掛けた.意外だったのは調査したネ車崎
川小池橋付近には色Bしていなかった.本亜属の日本産種は 3種.千葉県内には久種と 2種の生息を確認した。他の 1

種は琉球諸島中心の南方系種である.チビキバナヒメハナバチと呼ばれていたのは本種である.

5幼加鍬クrgめ廟蒻彦り肱寵wが前9ηriOrrrsmd トグァシヒメハナバチ本土亜種

睡 記録]手賀沼畔 (1♂,20B.418).

[ノート]日本で,‐Plヽ

H・ 四国・九州・対馬に分布する種で,千葉県では初記録の種である.御略がタンポポに因んで
付けられているが,唯一見つけた本個体は土手の枯れ草の多いところを飛翔していたものである.複数いないかと花や
付近を懸命に探したが,雌はもちろん追加の雄も見つけることができなかった,ヒ メハすブミチ類は外観では区別しにく
い種が多いが,採集個体の雄のグニタリアを引き出した標本を1謗ていたため,本種の特異な形質から明確に分難 た。

6カ湧吻βρ滋力防ワ施脇 Perez ヤヨイヒメハナバチ

醸 記録]平塚 (2♀ ,20%.418;2♀ 2♂,2CX17.3.23);折 立 (4♀ 1♂,20筋 4.14;2♀ 3♂ ,200fy 3 24);榊 々

廻 (1♀ ,20“.4.8;1♀ 2♂,20∞ 3.271i白井市運動公園 (1♀ 1♂,200548,3♂,20∝.327,2♀ ,2054%);
神 廻々市民の森 (1♀ ユ♂,2006327;ユ♀,20064241;木 (2♀ 2♂,21X54.1,2♀ ,2006.4盟 ;4♀ 1♂,2∞ 7

3.22);所沢ふるさとの森 (1♀ 2♂,2006.41;1♂ ,20073.22);復 (1♀ 2♂,21X4,321);谷 田 (2♀ ,2CS.48;
l♀ ,2006.5,12)。

[ノ ート]本州・四国 ,JLTl‖‖・佐渡島に分布する種で,千葉県の里山には林縁部や道端の野車の生える明るい場所に広く
分布している.本種は成虫活動が一番早く見られる種の1つで,弥生 (3月 )の干旬から5月 中旬に出現している 採
集個体の訪花植物はオオイヌノフグヅ・ウグイスカグラ ,キイチゴ・ノグシ・ハコベ・ ドゥダン・アカバメギなどであ
つたが,特に多く訪花したのはキイチゴであった。本種は平地詩台地から水田を挟んで遠くに位置する手賀沼畔と神崎
チIレト池橋付近には見られなかった。本亜属の日本産種は 7種記録されているが,千葉県には本種と次種の 2種類が分布
するのみ.

7カ励留,口施滋筋リカ痢″肋盟 Smnd シロャョィヒメハナパチ

際 記録]平塚 (1♀ ,2006.418,3♂ ,2C07323);手賀濶畔 (1♂,2064.6, 1♀ 3♂,2007.323);折立 (2
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♂,21M.324);神 廻々 (1♂,2006.3,271i白 井市運動公園 (1♀ ,2005.48,1♀ 3♂,20∝.327;2♀ ,2006424);
神々廻市民の森 (2♀ ,2005,48,1♂,20髄 3271;木 (2♂,21XX5.41,2♀ ,2006.4.22;1♀ 5♂,2(�7322);
所沢ぶるさとの森 (1♀ ,21X4.422; 1♂ ,2007322);復 (2♂,2006321,2♀ 4♂,知∝ 327,2♀ 2♂,20縣
4.1分 ;谷田 (1♀ ,2006.4.8: 1♀ 1♂,2007.3.26);鵡)|IΣ誹�!地橋何近 (2♀ 2♂,2007.3.261.

[ノ ート]日本では4+・ 佐渡島・対馬 ,種子島・屋久島などに広く分布.千葉県では各地に普通.総体的には前種より
/L帥輿寛も広く住宅地にもよく見られる。前種と成虫の活動期も同じであるが,前種の体毛が灰褐色味を帯びるのに姑
し,本種は白味を帯びる。シロの和略はこれに囚んで付けられているが,かつてはヤヨイヒメハ)ベチモドキと呼イ淵 1′

ていた。白井市における/L騨閃児は前種とほぼ祠等であつた。本来であれば各調査地で両性の3度のデータが残る筈で

あるが, 1度 。1頭しか見つからないなど,場所によつては少かつた。採集個体の訪花植物はアプラナ・ヒメオドリコ

ノウ。オオイヌノフグジ,キイチゴ・タチヤナギ・ヒサカキ・タチツボスミレ・ハコベ・ヵェデなど前種とIま微妙に異
なっていた。

8.力瀞 駒 町 rroprpJヵ切 り 施 肱 癒 Snalh トゲ ホ オ ヒ メ ノドナ バ チ

際 記録]折立 (1♂,2m5.5剪 .

[ノー ト]日本では今十・佐渡島・対馬などに広く分布する種で,千葉県では各地に広く分布している.本種はかつて下

総台地にごく普通に特にアプラナが励脚ずそこに来ていた。近年この地の個体数の激減が気になっていた。つまり,21
世紀初頭に調査した市川市の3年間で5地域 (3♀ 5♂の資料採集)でも実感させられたのが,白井市の3年間の調査

ではアプラナに訪花していた 1♂ しか見掛けない状態であつた。本亜属の♂は頬部後方に長いトゲがあることから和名
が付けられている。日本産種は 5種記録されているが,千葉県にイま本種のみし力1分布していないようである。

9.力励切,仲翻肋
"切

砂μ階滋Xtti∽ 的  ムネアカハラビロヒメハナバチ

醸 記録]平塚 (1♂,2016.5,4);復 (1♂,2CX3.5.21).

[ノ ー ト]雌では体長 15 11ullにもなる本科の中では大型の種である.日本では全と・対馬などに分布,千葉県には広く分布

しているようである。千葉県での出現記録は 5月 上釘～6月 上旬であるが,本州中部の山地などでは盛夏に活動してい

る。本亜属の日本産種は 8種,千葉県には本種を含む 3種が記録されている.

10カ湧Ч膠仲危開朔Чリ カ施幽盟 Hinltinaa ヒコサンマメ ヒメハナバチ

膨聯覇融剥 平塚 (2♀ ,2006.5.4);折立 (4♀ ,21X15.5.9,3♀ ユ♂*,213.417);谷 田 (1♂ *,21X348, 1♀
,

20065121,

[ノ ー ト]日本では今十・佐渡島・対馬などに広く分布.千葉県の各地に広く分布するが,記録は余り多くない.千葉県
での出現記録は3月 干旬～ 5月 中旬.採集個体はカエデ・アプラナに訪花していた.小型の本亜属のハチは近似種が多

く,野外で種の識別は困難なため,意識的に1種当たりの採集数を増やした。本亜属の日本産種は 11種 千葉県には 6

種が記録されていたが 1種増え7種となった。古くはハラツヤチビヒメハナ′ミチ・LHサンヒんヘナバチの和略も使われて
いた。

■ .加力盟 ,pF9η 励 切 り bgPctVm暉 曲 阻 ヵ グ ヤ マ メ ヒ メ ハ ナ バ チ

隊 翻 平塚 (1♂,2054、 6,2♀ 2♂,郷∝,4,18,2♀ ,21XX5.5.4,1♂ ,2007.323);折立 (5♀ 3♂,2005414;
1♀,釣05.59;3♀ ,2006.428),神々廻 (1♂,200548,1♀ ,20555);白井市嘲    (1♂ ,2∞548,4
♂,2006.3.27,1♀ ,206.4.24J;神 廻々市民の森 (1♂,2005,48:1♀ 3♂ (1♂ *},2006.3.2712♀ ,2006.424);
木 (2♂,別髄.4.1,2♀ ,2054:力 ;1♂ ,207.3,22);所沢ふるさとの森 (2♀ 2♂,2006.4,1;2♂ ,2007.322),

復 (1♀ 2♂,20064.4; 1♀ ,別∝.4.171;谷 田 (3♀,200648i3♀ 1♂,20∞.426,1♀ ,20%512; 1♀ 3

♂,2007.3.26).

[ノ ート]日本では今十・佐渡島・Taf―島・屋久島などに広く分布する種で,千葉県では各地に普通.採集個体の訪梅値
物はアプラナ・ナズナ・カエデ・ウフミズザクラなどであった。採集した62頭 ●2♀30♂)の うち 2頭 (♀)にダニ

の寄生が見られ 寄生率は 32%と低かった。本種はかつてカグヤヒメハナバチと呼ばれていた種である。

12,乃励留α仲肋靱初ηり励
'I監

湘臨岡 コマチマメヒメハナンベチ

防筋覇閣剥 神々廻 (1♀ *1♂ *,20064.24),復 (1♀ *,2006.4171.

[ノート]日本では全土・対馬に分布する種で,千葉県ではこれまで記録がなかった種で新記録になる。ただし,筆者の

手元には千葉県内でそれ以育報こ記録した 2♀の標本を保存している。本種は過去にコマチヒメ′サ ′ミチと呼ばれていた。
13肋 仲,9η励切ワ面組臨 答置め マメヒメハナバチ

隊 記録]平塚 (1♂ *,2005.4,6);神々廻 (1♂ *,20054,8;1♂ *,20X327:2♀ *,2006424);白 井市運
動公園 (1♀ *,205,4.8;1♀ *,21b.424),谷田 (1♂ *,213.4,8,1♀ *,205525),
[ノ ート]日本では今十・対馬に分布する種 これまでの文献による記録および手元の保存標本から,千葉県には広く各
地によく見られる種のようである。出現期はやや長く3月 下旬～5月 下旬.雄は車間を飛翔していることが多いが,雌
中心の訪花記録はアプラナ・ナズナ・ピラカンサであった。

14.力 仲,9η

"切
り∫弾 脇 ∞9HiSllim アプラナマメヒメノ均Lベチ本土亜種

際 記録]平塚 (3♀ ,2005,4.6, 1♀ ,2006,418;1♂,20∝.61,3♀ 1♂,20C17323),折 立 (1♀ ,2CX15 4 9;
2♀ 3♂,2005.4.14;4♀ 4♂,205.6.6;3♀ 3♂,2臨 3241;卒 申々 廻 (1♂,珊5.4.8;2♀  2♂,21XX5 3 27;2
♀ 1♂,2C86.41i白井翰      (2♀ 1♂,2005,4.8;4♀ l♂,20063.27;2♀ ,知鮨 424;3♀ 3♂,2C86
4);神々廻市民の森 (1♀ ,2005.48:1♂ ,21S.3271i木 (4♀ 3♂,2006.4.1,ユ ♀,2CX6.4_22;2♀ 1♂,20∝
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6.19;2♀ ,200732妙 ;所沢ふるさとの森 (1♀ ,2006.4.1);復 (1♂,200561:4♀ 5♂,2006321;3♀ 2♂ ,

2臨.44,3♀ ,知∝.4.ユ 7;2♀ ,20∝,5.1;2♀ 2♂ 2006.614);谷田 (3♀ 2♂,2CX6.67;2♀ ,21X17326).

[ノ ート]日本では今十・佐渡島・対馬・種子島・屋久島などに広く分布.千葉県では各地にやや普通している。 2イ Z性

で第1世代は3月 下旬～5月 上旬,第 2tLT即ま5月 下旬～6月 下旬に出現している.本種も手賀濶畔とネ珈F4‐llレ !ヾ也補付
近には見られなかった。白井市の採集個体の訪花植物はアプラナ 。オ4/rヌ ノフグリ・ナズナ・ハコベ・ナシ・クリ・
ヒメジョオン・タンポポ・クリ・イヌガラシなどであった。採集した 100頭 162♀38♂)の うち 1頭 (♀ )にダニの寄
生がみられ,寄生率は ■0%と低かった。本種はかつてアプラナノヒメハナバチ・アプラナチビヒメハナバチと呼ばオRフ

てヤヽた.

15.乃朔 筋 留 解 釦 朗 み 助 り 6Vrbあ懲 瘤 的  ツ ヤ マ メ ヒ メ ハ ナ バ チ

防嚇覇蒟咽平塚 (1♀,瑯5.4.6,3♂ ,20073.23);折立 (1♀ 3♂ ,2∞549,6♀ ,200_6414;5♀ 8♂ ,2CXX5 3 24;

2♀ ,20∝ 428);神々廻 (1♂ ,20∝.327),自井市運動公園 (1♀ ,200548,3♂ ,2006.327;1♀ ,20064.24):
神々廻市民の森 (1♂,20“ 3,2の ;木 (5♂,20073.22);復 (2♂,200fJ.321;2♂ ,郷%.4.4;1♀ ,20∝.417);

谷田 (3♀ 4♂,2CX17.3%);神 崎
'|1左

岸/∫M蠣耐近 (4♀,2CX5,426).

[ノ ート]日本では今十・佐渡島に分布.千葉県では各地に広く分布しているようである.出要期は3月 干旬～4月 下旬.

白井市での採集個体の訪花植物はアプラナ・タチヤナギ.採集した 53頭 125♀28♂)の うち 1頭 (♀)にダニの寄生
がみられ,寄生率は 19%と低かった.十日和名のツヤチビヒメノヽナバチ・アブラナノヒメハナバチモドキは本種である.

16効 ρ脇勁
"町

ry9卿∽SmihJ ミツクリフシダカヒメハナバチ

隊 記餌]平塚 (2♀ 1♂,20054.6;1♂,2006.4,18;1♂ ,20C17323):手 賀沼畔 (2♂,20“ 4.6;ユ ♂,2007.323);
折立 (1♀,剛5.414,3♀ 1♂,2005.5,9,2♀ ,201B428);神 廻々 (1♂,2006.6必 );白井市運動公日 (2♂ ,

21X1548,2♂ ,2CX3,327,2♀ 1♂,21X3624,1♂ ,20∝ .7.13);神 々廻市民の森 (1♂,200548,1♂ ,20鶴 327:
1♀ ,2006.4.241i木 (2♂,2006.322;2♀ 1♂,2006.4.1;1♀ 1♂,2006619;復 (1♂,2006.321,1♀ 2♂ ,

200644;2♀ 2♂,201X5417; 1♀ 1♂ ,2CX3 7.21,

[ノー ト]日本では本州・四国。九州・種子島・屋夕、島に分布.千葉県では各地に広く分布, 2イ 陛性で春 (3月 中旬～5
月上旬)と初夏 (5月 下旬～7月 上旬)に出現している。春型の体毛は淡く灰白色・翅は透明でフカイヒメハナバチと
呼

`滸

明噂種に取り扱われていた.白井市での採集個体の訪花植物はアプラナ・ユキヤナギ・絵 ムヌノフグリ・タンポ
ポ・ミズキ・シロツメクサ・ヒメジョオン・ツパなどであった,本亜属の日本産種は 2種 千葉県には本種のみ分布する。

17カ続 僻拗 ル″館Hinilna ャマプキヒメハナパチ

謗集認刺 白引¶閉璽硼堕N罰 (1♂,2CM.327,1♀ ,206.41241.

[ノ ート]日本では全土と佐渡島・対罵に分布。千葉県では初記録の種である.採集個体のうち雌はキイチゴに訪花して
いた。靭 の日オ堀野重は 5種,稗 に1と茶腫を力日え 3垣V彬市している。

18励 防ド″胸肋り卿 wty m廼山mナ カヒラアシヒメ′サ ′ミチ

醸 記録]平塚 (1♂ ,21X4.5,4);折 立 (2♂,20“.5.9, 1♀ ,205527,3♀ ,20“.6.6);神 廻々 (1♀ ,205,
64);木 (1♀ ,20∝.5.24;2♀ ,21X6.6.2),復 (1♀,205,6.1,2♀ ,2CX15 5 21);谷 田 (1♂,2CX4.512,1♂ ,

201b.6,71.

[ノ ー ト]日本では今十と佐渡島・対馬・種子島・屋久島に分布 千葉県では各地に広く分布,成虫の野外活動は4月 下
旬～ 6月 上旬である。白井市での採集個体の訪花植物はミズキ。マユミ・ガマズミ・ツグ・クリであつた,本種にはこ

れより早い活動期で一時混同されていたヤマ トヒラアシハナバチがいるが,白井市からは見つからなかった。

19,効 騨"曜
丞ワ 肋デ死潮θ駒凸ば�ctHintim コガタホオナガヒメハナバチ

防礫剤録]折立 (1♀ ,2005,4.9;2♀ l♂,2006.4.14);神々廻 (1♀ ,20054.8);神 々廻市民の森 (1♀ 2♂,205,
4.8);木 (1♀ ,2006.4.22);復 (2♀ 3♂,2004.44;1♂ ,2CICX 4 17; 1♂ ,2CX17 3 26);谷 田 (3♀ 3♂,20064.
8, 2♀,2断.4〕0.

[ノ ー ト]碧り‖|・ 四国 。翔寸‖に分布する種.千葉県では各地に分布,狭訪ね陛で 3月 下旬～4月 くヽ のウグイスカグラの

開花時期に見られる.自井市では雑木林内に小株の木が見られるが,訪花個体はどこも少ない.民家には庭木として値
えられていた,スイカズラホオナガヒメハナバチ・ウグイスカグラヒメハナバチ・ウジキホオナガヒメハラLバチとも呼

`】

砕tる。

Halictidae コハナバチ科
コハナバチ 1梢図鋤 科のハチは名前のとおり小型中心のハナバチ群で,ヒ メハ)′ チヾ科に似た種であるが寄坐性種もい

る.体毛は比較的短く,少ない。前翅の亜縁室は3室I通常基脈は強く湾曲する,中舌は通常市動 基節より短く畑 線ま尖
る,触角挿入孔と醐菅を結ぶ縫合線は1本である,顔子日まなぃ,中随脚版の鯉爾森1蠅常髄起謙より下部に発達する,腹都
背節の尾節板伽雌に存在する,非寄空隆種の雌および多くの雄に基睡節板をもつなどの特徴を具えている.孤独性。前家族
性または他の′サ ′ミチの巣に寄生するなど,それぞれの群で生活は異なる.寄と性種以外の増ま地中に穴を掘って花粉と蛮
を巣に貯え,その上イづ Fを生む.巣は別々の場所を選ぶ )ヽの とコロニーを助戎するく)のがいる。世界には 4亜科76属 3,_S44

種記録されている Wicralg,2007J。 日本には 2亜科 6属 119種が記録されているが (寺山,20041,分類解明度の多少
遅れが見られるグループもあり,新種を含む学名の未決定種・再検討種が存在する。ただし,近年の研究で追加種もあるが

未整理のためここでは外した.ヒ メ′ヽナバチ科のハチは通常出現劇間が短いが,本科のハチは多fヒ性の種 t)多 く出現期間の
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長い種もあり,比較的広訪花性である。モモブトハナバチ亜科では前翅の第 3亜縁室は第 1弱縁室と同等ないしより長く,

第 2亜縁室より長い.中胸側板の縫鞍溝は縦走溝の下方にはない。コノ‐ 夕＼チ亜科では前翅の第 3亜縁室は第 1亜縁室より

短く,第 2亜縁室より長い,中胸側板の縫毅溝は縦走溝より下部に発達する.筆者は本科の千巣県のハチを各地で記録して
いるが,近似種が多く同定が困難なため一部のグループを未整理 ,同定を保留していた。この影響もあり「千葉県産動物総

目

`剤

額 田,203)には稗 産は 5属 23種の記録に止まっている。その後の「市サ|1市のッ′ヽ究騎 額 田,2004)ではi塵

加種を含む 2亜科 4属 22種を報告している。ただし,この両文献には一部学名の未決定種を含んでいる.今般の白井市の

生息実態調査ではこれまでは同定を保留していた種など 6種の新記録を含む 2J日半6属 27種を報告することができた。そ
の結果,これらを整理するとこれまで記録された本科の千葉県産種名確定のハチは 2亜科 6属 31種となる。今般の白井市

採集個体のすべてを報告できたのは,筆者には同定不可能な小型種などの数種を羽田義任氏の同定・確認を受けたことにてk

る。この標本については*マークを記した。

的miinae モモブトハナバチ亜科

1,二舛滋訪潜

"磁
胞筋 呻  ヤスマツコンボウハナ′ミチ

朧 記録]白井市運動公園 (1♀ ,2051023);復 (1♀ ,201493).
[ノ ー ト]本州・九州に分布する種 千葉県内には広く分布しているようであるが賄謂班地は余り多くない。自井市での

確認個体は 1♀づつと少なかったが,これまでの知見で場所によつては1加弗こ多数の個体が飛翔していることがある.

これまでの千葉県の記録では8月 下旬～9月 下旬にかけて見られたが,白井市運動公園の 10月 干旬に見られたことは異

常に遅い記録である.本種の雌曲睡節の用J毛のほ力渡削嘆面にも刷毛が発達する花粉運搬毛となっている.本働まヤス

マツフシダカコンボウハナバチとも嘲■れている。本属の日本産種は 2種,他の1種は日本では九州イ彰Miする.

2廟 α口 り 物 開 り PI“伽 /M IttlaTon ア オ ス ジハ す′ミチ

際 嗣 平塚 (1♀ 1♂,205,92, 1♀ ,2006.9.15);手賀沼畔 (ユ ♀,200692, 1♀ ,2断 915);折立 (1♂ ,

2∞5728;2♂,2∞5814;2♂,21X15912;2♀ ,20059努 ; 1♀ ,刑5101212♂,2006827);白 井市運動公

園 (2♀ ,2Ch.8.21; 1♀ ,20069,101;木 (1♀ ,2005.8,8; 1♀ ,如

“

9,19; 二♀ l♂,2006.726; 1♀ 1♂,20116

94);所沢ふるさとの森 (1♀ ,205,9,19);復 (1♂,21X15.84,1♀ ,2∞5,102;2♀ ,21X49.3;l♀ ,20%919).
[ノ ート]日本でイ渉樹11・ 四国・九州・対馬 '種子島・屋久島に分布する種.千葉県では各地に広く分布,腹部に青緑な
いし菌緑色に光る横帯をもつた美しいハチを気をつけて探せI式 者臨 (ヒした住宅街以外の場所でもいろいろのところに

見られるようである 本種がいろいろの場所に乞息している1つの理由は,本種が好んでマメ科,特にハギをよく好ん

で訪花するため,里山の民家・道端・公園・寺院・林縁部・沼縁などによく見られるからである,自井市での採集個体
の訪花植物はミツハギ・アズキ・ヘクツカズラ・ナス・ヤマハギ・エダマメ・キツネノゴマ・クズ・アカシン・ヤプマ

メ・ゴマなどであった.白井市の調査コースでは谷田地域では見つからなかった。総体的に生息個体教は余り多くなく,

1本のハギに多数が訪花ないし飛翔する光景は見られなかつた,千葉県における本種の野外活動期間は7月 ヽヽ ～10月

下旬である。白井市で採集した30頭 (19♀■♂)の うち 4頭 (2♀ 2♂)に 1～13頭のダニの寄生があり,寄生率は
13.3%(♀ =10.5%;♂=182%)で あった.この寄生率はh~lH市の326%(14/43)よ り低かつた。かつて本種はアオ
スジヒメノ、れベチと呼ばれていた.本堀の日本産種は 3種,他の1種は琉球分布種,lTkluかなり希少と思わ務 種である。

Halictinae コハナバチ亜科

3.肋廟伽 Fr9rrcvd9勧叩 切翻 節 Smdア トラを コハ )バ チ

働嚇ζ証蒟咽手賀沼畔 (1♂,21X411.18),白 井市運動公園 (1♀ ,2006.7.13,1♀ ,2006.9,101i谷日 (1♀ ,2CXX5 6 28;

2♀,知∝ 7";1♂ ,2CX4 8′ Ю ,1♀ ,2006.32り ;科崎ナ|1左津 !地絲 妊 (1♀ ,知∝.426;1♀ ,2006.82り ,

[ノ ート]日本では北海道 。本州に分布する種である。千葉県の文献記録からすると分布確認地tWkf代市・言りII市のみ

と思われるが,筆者の手元には南房総を含む県内各地の標本を保存している.ただしこれまでの観察例から分布確認地

での生臥個体数はいずれも多くない.通常多くのヨハナフベチ類の腹部に見られる白帯斑紋は第2背節以降の基部にあり,

環節の縮み加減では隠れてしまうが,本属は第1背節以降の後端にあるため白帯斑紋は常に明瞭である.ただし,ハナ
バチ類の微毛による白帯斑紋は濡れると毛が寝てくっつき白い色が消えてしまう。このため採集して作成した標本が本

来の形質を表さないく)のとなってしまうことがある。白井市での採集個体の訪花植物はノゲシ・シロツメクサ・オオジ

シ′ヾヅ・ヒメジョオン・アカツメクサ・アメリカセンダングサなどであった。千葉県におけるこれまでの記録から,本
種の野外活動期間は通常4月 中旬～10月 中旬であるが, 1♀のみ3月 下旬の記録もある.市川市での採集個体は翅を中

心にダニの寄生率が37.5%(9/241も あつたが,白井市の採集個体にはまったく付いていなかった。本属の日本産種

イよ2種いる。

4膨:随肋力停励腸ヮ 99/ry/TPrd(SnaidlJ アカガネコハナバチ

跡集認刺 甲啄 (1♀ ,2CX15.818;l♀ ,2006.522;l♀ ,2CX4 6 1,1♀ ,2CX3 6 17,1♀ ,200fJ 7 3;1♀ 1♂ ,

2CX3.72);手 賀沼畔 (1♂,20058盤 ;2♂,錮

“

112;2♀,2006418,1♀ ,2CX4.54;2♀ ,知∝ S22i2♀ ,

200661, 2♀ 1♂,2006617,2♀ 2♂,21X473, 1♀ 2♂,2006722; 1♀ 2♂,2CXX5.92; 1♂ ,20CX5 9 15;

1♀ 1♂,200610,9;1♂,21S,1021):折 立 (3♀ ,2005.59;2♀ ,知縣 527;1♀ ,2005.6.6;2♀ ,2∞5728;
2♀ 1♂,20059,12; 1♂,20059,23; 1♀ 1♂,2嚇 lα 12; 1♀ 1♂,200S1021; 1♀ ,2015428; 1♀】2臨 620;

〕♀,20∝ 714; 1♀ ,21Hj 827);“神々廻 (2♀ ,2∞5.54i2♀ ,20“ 526; 1♂,20510.14);白 )「可,運動公園
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(1♀ ,20“.5.4;2♀ ,200_55.26; l♀ ,20∞ 727, 1♂,2∞ 5,10.14; 1♂ ,20051023, 1♀ ,20∝ 64; 1♀ ,

20∝.624;2♀ ,20∞ 713; 1♂ ,20“ 928),神 廻々市民の森 (1♀ ,20016.4),木 (2♀ ,21XJ5 8 8; 1♀ ,200_S

819;1♀ 1♂,2005,919,1♂,2∞510"; 1♀ 1♂,2∞5■ 4;2♀ ,26∝ 55; 1♀ ,2CXX5 5 24; 1♀ ,20∝ 6

2; 1♀ 1♂,2CX3.6.19, 1♀ 1♂,20067.■ : 1♀ 1♂,20∝.726; 1♀ ,2006.9,4; 1♂ ,2CD6 10.8);復 (2♀ ,

200561, 2♀ 1♂,20“ .■21;2♀ ,20058.4,2♀ ,2005817, 1♀ 1♂,剛5102, 1♀ 1♂,2005■ 1; 1

♀,2006.51,2♀ ,2006521, 1♀ ,200fD 6.14, 1♀ ,2鵬 72; 1♀ 1♂,20Ch 9 3, 1♀ 1♂,2断 919, 1♂ ,

2006.1016);谷 田 (1♀ , 2006.512; l♀ , 如幡 525, 1♀ , 2006 628i l♀ , 201671S, 1♀ ,21X3.95, 1♂ ,

2CXX5.Ю.26;1♂,205,ll19;榊御曜誹シ!地橋付近 (1♀ ,2CX3 5.稔 ,1♀ ,2Ch 5必 ;1♀ ,郷∞ 628:1♀ ,

20∝.7.15, 1♀ ,知∞.729, 1♀ ,20068.10; 1♀ ,2006.8.22; 1♂ ,200fj 9,5; 1♀ 1♂,20069,21, 1♀ 1♂ ,

20061010, lι p, 200610,Iう 。

[ノ ート]日本では今十と対馬・屋久島・奄美大島・沖縄本島などに分布.千葉県には各地に普通に分布している.本種
は明るい開n‐ C・U」してぃることから白井市でも森林部には見られなかった,適当に踏み固められた露地面と適当な

野草の生える手賀沼畔や神崎川小池橋付近には営巣も確認され 個体数も多かつた。自井市での成虫の野外活動は5月

上旬～m月 中旬まで長期にわたつて確認できた,雄は草間を飛び回つていることが多く,雌は通常花に来たものを採集
した。白井市での採集個体の訪花植物を季節順に記すとノvレジョオン・オオ4′ ヌノフグリ・ノグシ・ハコベ・ニガナ・

タンポポ・アカツメクサ・ノイノミラ・カタバミ。オオジシバリ・オオキンクイギク・ヒメジョオン・ヤグルマツウ・マ

ーガレット・ヤブカラシ・スペアミント・シロツメクサ・ニラ・ツルマメ・ヌルデ・ウスユキツウ・アオシツ・イノコ

ズチ・グリア・グンノショウコ・アメリカセンダングサであった,採集した 135頭 194♀41♂)の うち6頭 (♀ )に 1

～17頭のダニの寄生があり,寄生率は 44%(♀の比較では 64%)であった.また, 3頭 (2♀ 1♂)にネジレバネ
の寄生が確認され,寄生率は 22%(♀ =21%,♂ =24%)であつた。この寄生ネジレバネは合計 1♀ 3♂ a見出殻)

の 4頭を確認した.寄生場所はすべて腹部背面4-5節間く 1頭が2例・ 2頭が1例であつた。なお,本種の学名
については従来使用した肋′,θ徳隣lα繭 けから,膨歳肋ri2を属に昇格,こ の基に6亜属を置く lPsalko201X5)と いう
新基準を採用した,

5.効 卿 脇 ρ 崩 肋 り LilVr占 》似 例 θ(Stmo コ ウシ ユ ウチ ビバ ナバ チ

際 記録]平塚 (1♀ *,2006猛 3);白井市運動公園 (1♀ *,20鮨 624);神々廻市民の森 (1♀ *,郷05727);
谷田 (1♀ *,2αる5,25),

Eノ ー ト]日本では北海道・ラ樹liに分札 千葉県では初記録の種である.筆者の手元にはコハナバチ類の未整理の標本が

多数あるため,恐らく他地域での記録があると思われる.採集個体のうち 1♀ は崖面付近を低く飛翔, 1♀はヒメジョ

オンに訪花していた.コ ウシュウチビコハ),ミチ・シナチビコハナバチは本種の同物異名.本属のもとに日本には 4亜

属に分類され,このもとに合計58種が記録されている.

6.鈎98嫁Vtt ρ廟腕りpprri101avp ⑤mp ォパヶチビハナバチ

勝蒋籍程録]耳鶏療 (1♀ ,2006.522,2♀ ,209.61, 1♀ ,2CX3 6 17, 1♀ ,20157,3, 1♀ ,2CXX5 7 22, 1♂,2臨
915);手賀沼畔 (1♀ ,2055,22;1♀ ,2006.61; 1♀ ,2CX/.6.17,1♂ ,20髄 7.3,2♀ 2♂,20“ 722; 1♂

,

20m10,91;折立 (1♀,205.4.14:3♀ ,2005.527, 1♀ ,2005.6.6, 1♀ ,別

“

8.14;2♀ ,2005,10211 1♂ ,2005■
5,1♀ ,2006714,1♀ ,20皓 827);神 廻々 (1♀ ,2005,4.8;4♀ ,2005526;ユ ♂,2005,10.14i2♀ ,2005.1023;

1♀ ,2006.6.4,1♂ ,2006.6";ユ ♀,205821;1♂ ,20∝,928)i白井市運動公園 (2♀,200554,1♀ ,2005
727, 1♂,2∞ 5.■ 8;l♀ ,2CX3 4 24,1♂ ,21X4.6.24;2♀ ,200687,1♂ ,201X5,9,28);神 廻々市民の森 (1

♀,2005.54,1♀ ,20510.14,1♀ ,20146.4);木 (1♀ ,2CX15 10.20,1♀ ,205.422;1♀ ,2006.5.1;2♀ ,

2006524,3♂ ,21X4.619,2♀ ,20067.11);所沢ふるさとの森 (2♂,別

“

1020,1♀ ,20鶴 42,ユ ♀,20∝,6.19);

復 (2♀ 1♂,205,84;2♀ 2♂,2005、 8,17;2♂ ,2005,■ 1, 1♀ ,200644;3♀ ,2CX3.4.17; 1♀ ,2唖 51;
3♀,2CXM.521,1♀,2096.14,1♀ 1♂,20067.2,1♀ ,200693):谷 田 (2♀ ,2006.426,2♀ ,20065,12;
1♀ ,205.5.25, 1♂,20066.7; 1♀ ,20066.28, 1♀ ,21XX5 9 21),ネ中崎川左岸小池橋付近 (1♀ ,2CXX5 4 26, 1

♀,21X6.512; 1♀ ,21X4628).

[ノ ー ト]日本でイ調随 道。本州・四国と却需・屋久島・伊豆諸島などに分布,千葉県には各地に普通に分布しているが,

アカガネコハナ′ミチほどではない。白井市での生起活動域はアカガネコハナバチとほぼ同一環境であつた。また,成虫
の野外活動は4月上旬～11月 上旬まで長期にわたって確認できた。採集個体の訪花植物を季節順に記すとオオイヌノフ

グリ・オオジシケベジ・タンポポ 'タチヤナギ・ハコベ・ハルジョオン・カタバミ・ノイバラ・ヒメジョオン・オオキン

ケイギク・ノグシ・ネズミモチ・ヤブカラン・ノプドウ・アキノタムラツウ・ニラなどであった。本種の雄の類の後方

下部の形状変異はV字状 :H頭,U字状 :10武 無突起状 :3頭であつた。採集した 100頭 176♀ 24♂ )の うち 2頭

(♀ )にネジレパネの寄生が確認され,寄生率は 20%(♀ の比較では 2,6%)であった.この寄生ネジレバネについて

調べたところ,合計 3♀ を確認した.寄生場所はすべて腹部背面4-5節間あつた。オバケチビコハナバチは本極の同
物異名.

7.肋師9働陛 ″ρ崩肋り ra9Fr9FtprrP"●盟 け  ヒラタチ ビハナバチ

隣 記録]平塚 (1♀ ,2006418,2♀ ,201X55,4,1♂ ,2006.617,1♀ ,20∝.109,1♂ ,2051118);手賀沼畔

(2♀ ,2005,4.612♀ 2♂,2CX3.617; 1♂ ,2006隻 15; 1♀ ,20CM 10 21,2♂ ,2CX/D■ .18,3♀ ,2鰤 323),

折立 (3♀,2005,4,14,1♀ ,200559;1♀ 1♂,2m_58.14;3♀ ,2006428,1♀ 2♂,2006,6郷 ;1♀ ,20髄 827);
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神 廻々 (1♀ ,20“ 48i l♀ ,2055.4,2♀ ,如

“

5.261;白井市運動公園 (1♀ ,2∞54,8),ネ申々 廻市民の森 (1
♀,205,10,14, 1♀ ,2006424);木 (1♀ ,2∞5919;2♀ 1♂,2∞51020, 1♀ 2♂,2∞5114;3♀ ,20餌 4

li 3♀ ,2006422,2♀ l♂,2Cr1 6 19;1♀ ,200694);所沢ふるさとの森 (1♀ ,2CXX5.6.19);復 (1♀ ,2∞ 5

7,21;1♀ l♂,205102,1♀ ,2C筋 11.1,1♀ ,2006.321;2♀ ,200644;2♀ ,2006.4,17,1♀ ,2006521;
1♀ ,2006.6.И ;2♀,2006.9,D;2♂ ,21XX5 H 10;谷田 (2♀ ,劉∝ 5乾 ;1♂,21XXS.67;1♀ ,21X3628;1
♀,205■ 291i神崎チIIフ匂■!地橋付近 (3♀ ,知∝ 426; 1♀ ,2006512; 1♀ ,200CD 6 7;2♀ 2♂,2006628;
2♀ ,2006921, 2♂ ,2(忠a1026, 2♂ ,2臨.■ 13;2♀ ,20073p6).
[ノ ート]日本では全十と対馬に分布.千葉県には各地に前種同様普通に分布しているが,体長 5～ 6111111程 度のこのグルー
プのハチはよほど注意して見ないと目に入らない。また,野外では前種と混棲していることもあるが区別できない.白
井市の戎虫の野外活動は調査期間の3月 下句～11月 下旬まで長期にわたって確認できたが,夏季は一時生自網体教は激
減するようである.採集個体の訪梱TMを季印順に記すとオオイヌノフグリ・タチヤナギ・アプラナ・ノvレジョオン・
ハヨベ・ヒメジョオン・ツグ・ノグシ・ナナカマド・ヘクツカズラ・月

‐
オジシバリ・アレチウリ・ツユクサ・アオシツ・

アカシツ。キジタ。ヒメムカシヨモギ・チャなどであった,標本とした本種の雄の類の後方下部の形状変異はV字状 :

11頭iU字状 :8頭,無突起状 :5頭であつた。前種では体内寄生のネジ/′沫 の寄生を受けたハチが見つかつたが,

本種には見られなかった。一方 前種では体外寄生のダニのついている個体はまったく見られたが,本種には見られた,

特に本種では腹部第1背節に多数のダニがついていることが多く,その数は 2-9Kl頭位まであった.採集したハチ 94

頭 170♀24♂)の うち14頭 (12♀ 2♂)にダニの寄生があり,寄生率は 149%(♀ =171%,♂ =83%)であった。
ヒラタチビコハナバチ・ヒラタンマチビコハナバチは本種の同物異名 .

8.痢9♂わ】解
"ρり脱型炉ψ鋸ね解 tDalaToneJ ニ ッポンチ ビハナ′ミチ

[採集嗣 平塚 (1♀ ,2005 8 5s l♀ l♂,2∞5.8.18;3♀ ,20%522, 1♀ ,200661:2♀ ,20%617,1♀ ,

20CX5,7.22,1♂ ,20910.9;手賀沼畔 (1♀ ,200CD 6.17);折立 (S♀ ,2∞5.59;4♀,20“.527;2♀ ,2∞566;
ユ♀,2∞58.14,3♀ ,2∞S.912,2♀ 3♂,205923, 1♀ 2♂,2∞51012,3♂,馴5.10211 1♂ ,2005■ 5,
2♀ ,20066.20i l♀ 1♂,20∝ 8271;神 廻々 (2♀ ,2005526;1♀ ,2∞51014;2♀ ,20CF.6.4,1♀ ,20068.21;
1♀,2006.9,10, 1♀ ,2CXX5,928);白井市運動公園 (2♀ ,2∞5.54; 1♀ ,21Xb.526; 1♂ ,2∞510,23,1♀ ,釣∝
424; 1♀ ,2006,6.4;3♀ ,2006821);神 々廻市民の森 (1♀ ,205526; 1♂,200_51023, 1♂ ,2005H.8; 1
♀,2CX3.64; ユ♀ 2♂,20岱.928);木 (1♀ 1♂,205 819Ⅲ  l♀ ,2005919, 1♀ 1♂,2∞51020, 1♀ l♂ ,

2005.11,4;2♀ ,2006422,2♀ ,21X4.5.5;3♀ ,2006.524;3♀ ,200662,2♀ ,2006619;1♂ ,2C勝 726;
1♂,2006.9.4),所 沢ふるさとの森 (1♂,2059,19; l♂ ,2005.1020;2♀ ,2CM.5.5;1♀ ,20∝ 5,24;2♀ ,

2鵬.62, 1♀ ,2006.6.19; 1♂ ,2006仏 26; 1♀ 1♂,205,9,4, 1♂ ,20910.8);復 (1♀ ,2∞561,3♀ ,

2005.817, 1♀ ,200510.2, 2♀ ,20X.51,4♀ ,2006521,2♀ ,2αる614; 2♀ 1♂,2006.93, 1♀ ,20061016);
谷田 (4♀ ,別縣 5.12;1♀ ,2006525,1♀ ,20X.67,1♀ ,2006628,1♀ *,20067.29,1♀ ,2CX16.810;
1♀,20∝ 1026),神崎ナIIΣ酵皆!地橋付近 (1♀ ,20眺,6.分 .

[ノート]日本では本州・四国。九州と屋久島・対馬・伊豆諸島などに分布.千葉県には各地に普通に分布していると思
われる.本種は前種に比較すれ,劇勤うヽこ体長も大きいが,野外では識別できない。このため,類似種の採り損ねをなく
すため, 1か所での採集個体が増えることもあつた。白井市の調査で分かつたことだが,本種は直射日光が強く当たる
手賀沼畔や神崎川小池橋付近にはほとんど見らば ,森林部の半日陰の道端・林縁の草間や花上に多く活動していた。

白井市での成虫の野外活動は4月 ヽヽ ～■月士旬までであった.採集個体の訪花植物を引帥贋に記すとタンポポ・オオ
イヌノフグリ,シロヤシオ・ハコベ ,′ッレジョオン・エゴノキ・ニガナ・カタバミ・イボタ・ヒメジョオン・オオキン

ケイギク・クリ・ノグシ・ノブドク・ムラサキシキプ・ナナカキド・ヘクノカズラ・イヌザンショウ・キツネノゴマ・

オオイヌタデ・イノヨズチ・ヌルデ・ミズヒキ・イヌタデ・ノコンギクなどであった。採集した 129頭 (100♀ 29♂ )

のうち 2頭 (1♀ 1♂)にネジレノミネの内部寄生が確認され,寄生率は 16%(♀ =1,0%,♂ =34%)であつた。こ
の寄生ネジレパネについて調べたところ,腹部背面4-5節間に各々 1♀づう顔を出していた。また,外部寄生のダニ

も 9頭 (8♀ 1♂)に付着しているのを朧 寄生率は 70%(♀=8.0%,♂ =3.4%)であった.ニッポンチビコハ

ナバチは本種の同物異名である.本亜属のもとに日本には34種が記録されている。

9カ幽勢 潔″D力幽ル/T'H盛脱盟dS歳叩雨 オオエチじヘナフベチ

籐 記録]平塚 (1♂ *,200FD 7 3),神 崎川霧 シ子ヽ池橋付近 (1♂ *,200610101.

[ノ ート]北海道・本州・九州に分布.千葉県では初記録と思われる種である.分類が難しく筆者の同定では本種を探し

出せなかったが専門家の協力によつて本種が特定できた。オオエチビコハナバチは本種の同物異名である.

10盈葡9gttv〃 ρり施り PrrmJrtrtt s由騨�戯Tadani コビトチじ′ヽラLベチ

[我鰺筒記廃湖 木 (2♀ , 2α万819; 1♀ , 20059.19)。

[ノート]北海道・本州・九州に分布.千葉県では耳JII市から記録されているが,よ く調査すれば分布地は広がると思わ
れる.県内の調査報告が見られない理由ti外長が 4～ 5o411と余りにも小型のため野外では見つけにくいからのようで
ある。恐らく筆者の未整理の同属のアヽチを整理すれば産地イ部曽えそうである コビトチビコ′サ ′ミチは本種の同物興名
である。

11ゑ 弘弦 翌 孫 詔 〃 ρ り 確 り 了瀾財呼 椴ダ

'勉
穴 C碇 闘 リ ツ ヤ チ ビ ハ ナ バ チ

隠 記録]平塚 (1♀ ,20X418,2♀ ,知∞ 54);折立 (4♀ ,2CX15 5 9,2♀ ,21X1566;ユ ♀,2006428);ネ 中々
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廻市民の森 (1♀ ,20S.4,8;ユ ♀,20∝.327;2♀ ,2006424);木 (2♀,郷髄.55, 1♀ ,20幡 5.24);所沢ら、る

さとの森 (1♀ ,2αる.422;2♀ ,2006524),谷 田 (1♀ ,2αX 5%).

[ノ ー ト]日本今十と屋久島に分布する種で,千葉県では市川市の公園中心に記録され′ているが,よ く調査すれば県内の

分布地は広がると思われる。白井市での成虫の野外活動は3月 干旬～ 6月 士旬までであったが,市川市の記録では夏季

～秋季出現の個体も確認している。白井市で確認した一部の個体の訪花値物はタチヤナギ・カエデ ,エゴノキ。タンポ

ポであつた.成虫の生′騨地脱慕林部中心で,台地から日回を隔てた手賀沼畔・神崎川イヾ 也1翻哺圧には見られなかった,

ツヤチビコハナ′ミチは本種の同物異名である.

12.五繭9gね脱ど″Fり脱咽ル激糊力Y″ 減的 se(駒耐め ケナガチビハナバチ本土琉球亜種

際 記録]手賀沼畔 (3♀ ,2006.7_22);白井市運動公園 (1♀,205.526,1♀ ,2∞S.727:2♂ (1♂ *),2∞SH
8,2♀ ,2CX4,7.13,1♂ ,200687,1♂ *,20∝,821,1♀ ,20∞ 9,10);木 (1♀ ,20CX5,9.4);復 (1♀ ,2006.4.17;

l♀ , 205521).

[ノ ート]日本では北海道・AJlヽ∬・ラUJと屋久島・伊豆諸島・沖縄諸島・人重山諸島などに分布.千葉県では市川市から

記録されているが,よ く調査すれず県内の分布l也は広がると思われる.ただし,基本的には少ない種のようである.白

井市で確認した一部の個体の訪花植物は′vレジョオン・ヒメジョオン・プタナであった。白井市では運動公日のサクラ

広場の野車の花と革間でよく見つかつた。恐らくここの露地面に営巣地があつたものと思われる。ケナガチビコハナバ

チは本種の同物異名である.

13.二a″知 μρリカリψl シモフリチビバナバチの近似種 Gr_6J

際 記録]手賀沼畔 (1♀ ,201X.522,2♀ (1♀ *),20066.1;1♀ ,21XX5 7221;木 (1♀ ,20“ 94),復 (1

♀,205.■ .1;よ♀,2006.9.3);谷 田 (1♀ *,21X3.6.7),

[ノ ート]ハナパチ研究者にはよく知られている種のようt学 名は未決定ながら通しナンバーのH-6と 呼ばれている

シモフリチビハナ′ミチによく似た種である.白井市で確認した個体の訪穂値物イン コヽベ ,ノ vレジョオン・ヒメジョオン・

ノプドウ。ミズヒキ・ニラ・タンポポであった.

14.ゑ漸軽魅v〃ρりねりり施 CSmihJ ズマルコハナバチ

麟 嗣 磁  (1♀ 1♂,2005818,3♀ ,2006.73,3♀ ,2CX3 7 22; l♀ 1♂,20069151 1♀ ,2006109,2
♂,知∝ lIB);手賀沼畔 (1♂,2∞5,■ .2,1♀ ,200fD 5 4;3♀ ,20065.22,1♀ ,2臨.6比 1♀ ,2006617;
3♀ 3♂,200673,3♀ 2♂,2CXX5 722,1♂ ,2CX4 10.9;1♂ ,2006.10,21;2♂ ,2006.■ 18);折立 (1♂,205,1012;
1♂,2005,10,21, 1♂ ,2005,■ .5, 1♀ ,2006.4,28, 1♀ ,205.6.20, 1♀ ,2Ch`8271i神々廻 (1♀ ,200510.14;

1♂,2005118),自 井市運動公園 (1♀ ,2005,7.27; l♂ ,20_S.1023; 1♂ ,2005.■ .8);神々廻市民の森 (1♀ ,

2CX4 6.41i木 (1♀ 1♂,205919,2♀ 3♂,2005.10.20;1♀ 3♂,20ω ll,4,2♀,20655,2♀ ,20%.524;
ユ♀,21XT,6.19,2♀ ,郷∝ ,7.■ ,2♀ ,2CX3,94;2♂ ,2CM 10,8,2♂ ,206.■ 21);復 (1♂,別

“

.8.17;2

♂,2005,10.2,1♀ 2♂,205,ll.1,2♀ ,2055.21;2♀ ,20鶴.6.14, 1♀ ,20∝.72;2♀ ,200693; 1♂ ,20∝
9.19;ユ ♂,20∝,10.1611谷 田 (3♀ ,2CX4.5.26i l♀,2006.67,2♀ 1♂,2006.6.28;l♀ ,2GX5,729,1♀ ,2006.

8.10;2♂,21Xh.1010, 1♂,200CD 10 26, 1♂ ,2006.1129);神崎川妙 JW也構付近 (1♀ ,2006623).
[ノ ート]日本金十≧屋久島に分布する種t千 葉県には各地の日向部に見られる普通種である。したがつて所沢ふるさ

との森に記録がないのはこのためである.神々廻市民の森の1例は入日の日当たりのよい場所で見つけたものである.

白井市の今般の調査で本種の野外活動は4月 下旬～■月ヽヽ まで長期にわたつて生息していたが,雄は6月 下旬以降の

生まであった。白井市採集個体の訪花植物を季節順に記すとオオイヌノフグリ・サンショウ・ハルジョオン・ノゲシ・

カモミール・オオキンケイギク・クノ・ツグ・タンポポ・カタバミ・ヒメジョオン・アカメガシフ・オミナエシ・刻―オ
マツヨイグサ・ヤプカラシ・オオジシバリ・アキノノグシ・ニラ・イノコズチ。キクイモ・コスモス・ノコンギク・ア

メリカセンダングサ・セイタカアワダチツク・ユガナなど多種類であつた.本種には翅の裏表にダニがついていること

が多く,その数は 2～80頭位まであった.採集したハチ lCXl頭 67♀名♂)の うち37頭 136♀ 1♂)にダニの寄生が

あり,寄生率は37.0%(♀ =632%,♂ =23%)であった.キュウダイコハナ′ミチは本種の同物異名である。また,ヅ
マルコハナバチの不「名が使われることが多いが,本種は頭部の形状が丸まっていることに因んで名が付いていることか

ら,頭はズであるからズマルコハナバチの方がよい.

15_ゑ漸 錮 ね 湿 防 帥 り ぬ弗 OalЙ TOneJ ホ ク ダ イ コ ノサ ′ミチ

朧 記録]平塚 (1♀ ,2016.4.1832♀ ,206617; 1♂ ,2006.7.22);手賀沼畔 (1♀ ,2006418);折立 (2♀ ,

20054.14,1♀ ,2∞559,1♀ *,2005.6.6,2♀ ,20「j4,28;1♀ ,2CXX5 6 20);白井市運動公園 (1♀ *,20%.424;
1♀ ,2006624);神 廻々市民の森 (1♀ ,21XX5 4.241;木 (1♀ ,20“ 1020,2♀ (1♀ *),21X3.4,1;ユ ♀,2006422;
2♀,20066.19;2♂,2断,7.261;復 (1♀ ,20064.4;2♀ ,2随.417,1♀ ,201X.521;2♀ ,2臨 6.14),

[ノ ート]日本全十と佐渡島・対馬に分布する種で,千葉県には各地に広く分布しているようであるが,生息個体救は余
り多くはない。白井市では谷田地域で|ま確認できなかつた。本種は野外ではズマルコハナフベチと区別できにくいが,前
種より明らかに顔が長く,難では触角が長い。白サ辛市採集個体の訪花植物はアプラナ・ホトケノザ・タンポポ・ ドウダ
ン・ノツレジョオン・イボタ・ヒメジョオン・ノゲシ。オオジシバリ・オミナエシ・セイタカアフダチツウであつた。採

集したハチ29頭 96♀ 3♂)の うち 1頭 (♀ )にダニの寄生があり,寄生率は 34%(♀のみの比率=3.8%)であっ

た.ハラナガコハナバチ・クビレヒメハナバチは本種の同物異名である。

16跡 98娩翻
"D柳

触り 37brrim閉 oMttn キオ ビコハナバチ
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醸 証錦]神々廻 (1♀ ,2CX4.6.24);白 井市運動公園 (1♀ *,201X5,327;1♀ ,20∝.6241;復 (1♀ *,2CX3 5 1);

谷田 (1♀ ,20064,8,1♂ *,知∝.6.7).

[ノ ート]日本では全上と伊豆諸島・種子島・屋久島など広城に分布.千葉県からはこの報告が初記録と思われるが,隼
者保存の未整理標本の中には恐らく千葉県の他地域採集の標本があると思われるが,少ない種である。採集個体の訪花
植物はオオイヌノフグリ・ヒサカキ・クリ・ムラサキシキプであった。

17卵
"pり

ねり″″η″0取→  ニセキオビヨハナバチ

際 記録]平塚 (ユ ♀,20073.23);復 (2♀ ,知∝.3.21:4♀ ,2CX5 4 4,2♀ ,2006.4171 1♀ ,21X1651);谷 田
(3♀ (2♀ *),2断.6.分 .

[ノー ト]日本では北海道・本州・四国に分布する種 千葉県では司 |1市の記録があるが,本種も鍋 絲 の未整理標本
を検査すれば恐らく千葉県の他地域採集の標本があると思われる。本種も少ない種のようである.採集個体の訪花植物
はアブラナ・オオイヌリフグリ・クノであった。

18立鶴嵯ヵ曲 脇 仲瀬 釦 腕脇 〃 翻 ど励″ CachalJ サ ビイ ロカ タ コハサ バ チ

防静臨騨剰 平塚 (1♀ , 2CXX5.418, 1♀ , 2006522, 1♀ , 200661; 1♀ , 2CX3 7.22);折 立 (2♀ , 21X156.6; 1
♀,205,620;神 廻々市民の森 (1♀ ,20“.7271,木 (1♀,2006.62,1♀ ,20∝,94);復 (1♂,2005,■ 1;1
♂,20069.3).

[ノー ト]日本企土と佐渡島・対碍・種子島・屋久島など広域に分布.千葉県にも広く分布しているが多くはない。本種
は後掲のシロスジカタコハナ′ミチに似ているが腹部背面は黒色に鋪色を帯びることと中胸背板の点刻が細かいことから
区別できる。採集個体の訪花植物はドウダン・ノグシ・′ソレジョオン・ゴンズイ ,ムラサキシキブ ,ォミナエン・ボタ
ンクサギ・アメリカセンダングサであった。シロスジヨハナバチモドキは本種の同物異名である.本亜属のもとに日本
には 14種が記録されている.

19ゑ�9知 ″仲灯鱈力朗r〃″抑Й拉海SakagzHHi oTadmai ニッポンカタコハナバチ

跡集認劇 平塚 (1♀ ,知∝.5.22);復 (1♀ ,2005,6.1);谷 田 (2♀ (1♀ *),2006.525)。

[ノート]日本全土と併豆諸島・対馬・屋久島などに分布.千葉県からはこの報告が初記録と思われるが,筆者保存の未
整理標本の中に千葉県の中部 。南部など未発表の他地域採集の標本がある。しかし,産地も少なく個体数も少ない種で
ある.白井市採集個体の訪花植物はエゴノキ・ヒメジョオンであった,

20盈 漸 鱈 ね 廟 開 卵 砂 爾 と協 懸(SntidlJ シ ロ ス ジ カ タ コ ′サ ′ミチ

籐 記録]平塚 (1♀ 1♂,20“ .8.5, 1♀ ,2005.8,18; l♀ ,2006522, 1♀ ,20066.1, 1♀ ,20CD 6 17; l♀ ,

2閣,7.3; 1♀ 2♂,2甑 722, 1♀ ,2臨,9.2, 2♂ ,2006915; 1♀ 1♂,2鵬 109);伺彰雲1徹畔 (1♀ ,知∞ 10

9,折立 (3♀ ,205.5.9,2♀ ,2005.5.27,2♀ ,200_56.6,2♀ 2♂,2005.7.28;l♀ ,2005,8.14;2♀ 2♂,200_5.

9,12;2♀ 1♂,205.9,23;2♀ 2♂,2005,1012, 1♂ ,2005.10.21; 1♀ ,20C6.6捌 ; 1♀ 1♂,2006.8.27);神々

廻 (3♀ ,2005.526;ユ ♀2♂,知05,7.27,1♂,205.1014;1♀ ,21D6.64,1♀ ,20066,24;l♀ ,20∞ 7,13;l

♀2♂,21X4.8.7, 1♀ 1♂,知∞,821);白井醜 園 (2♀ ,2005.52612♂ ,20“.727; 1♀ ,郷∝ 64; 1
♀,2006.6.24;2♀ l♂,2006.8,7; 1♀ ,2CXT,8.21;1♀ ,20069.28);神 廻々市民の森 (1♀,20055,26;1♀ ,

2006.6.4, 1♀ ,20066:泌 ; 1♀ l♂,2CX3.8.21; 1♂ ,2006.928);木 (1♀ l♂,2005.88, 1♀ ,2005.8,19;

♀2♂,205,9.19, 1♀ 1♂,20051020, 1♀ ,20065、 5, 1♀ ,21M.524; ユ♀,20∝ 62; 1♀ ,21X4.6.19;

2

1

♀,2006.7.H;1♀ 2♂,知笛,7.26,1♀ 1♂,知∝.9.4, ユ♀ 1♂,205108);所沢ふる さとの森 (1♀ ,2臨 5.24;

l♀ 1♂,2006,7.%;1♂ ,2006.9,0;復 (2♀ ,2005.61;2♀ 3♂,2005,721,1♀ 1♂,200584,1♀ ,2CD_5

8,17; 1♀ 2♂,2(Ю5.10.2; 二♀,2006.51, 2♀ ,2αる.521, 1♀ ,20Ch 6 14; 1♀ ,2006,7.2, 1♀ ,2006.身 3, 1
♀ 1♂,郷∝.919,1♂ ,205。 10.161;谷 田 (1♀,206.5,12,1♀ ,2CX3.5.25;1♀ ,2066.7;1♀ ,21X3628;
1♀ 1♂,2随.7.15; 1♀ 1♂,郷 7.29; I♀ 1♂,2CXX5,8,10, ユ♀ 1♂,朋 .822, 1♀ ,200695; 1♀ 1♂ ,

2014921; 1♀ ,20061010);神 崎サ|1左岸ィ1地橋付近 (1♀,20%,6.28,1♂ ,20“.810).

[ノー ト]日本では全十と佐渡島・対馬・種子島・屋久島などに分布,千葉県の本属のハチでは最優先種で,各地に広く
分布している。カタコハナバチ類は前胸背板の側隆起部が明瞭であるが,本種は非常に発達し鋭角を示していること,

前胸背板の前縁中央部が頭部に向かつて伸びていることなどから他種と区別できる.自井市の生誘 所は道端・空地・

公園・集落地・畑など日当たりのよい開放域で多く見られたが,水田を挟んで遠く離れた手賀沼畔・神崎サIレト池橋付近
では極端に少なかった。また,各調査地とも森林部の内部ではほとんど確認でき或 探し得た場所は林縁部・開墾地な
どであつた。白井市の今般の調査で本種の野外活動は5月 上旬～10月 下旬まで確認できたが,雄は7月 中旬以降に出現
した。白井市採集個体の訪花植物を季節順に記すとオダマキ。ノースポール・ノvレジョオン・キツネアザミ・ゴンズイ・
エゴノキ・ツグ・ヒルガオ・マーガレント・オオキンケイギク・イボタ・クリ・ ドクダミ・ブラシノキ・ネズミモチ・

タチアオイ・ムラサキシキプ。オオジシバジ・ガクアジサイ 。ヒメジョオン・ナンテン・ヤブカラシ・ナツメ・ヒマワ
リ,オミナエシ。ムクグ・キュウリ・ミツハギ・イヌザンショウ。キキョウ。ノブドク・ハツユキノウ。キクイモ・ヘ

クノカズラ・ヌルデ・ユラ。キパナコスモス・アオシツ。コスモス・イノコズチ・アレチウリ・アキノノグシ・ボタン
ボウフ・アメリカセンダングサ・セイタカアワダチノウ・シオンなど多種類に及んでいる。採集した 140頭 190♀50♂ )

のハチに 9頭 (5♀ 4♂)にネジレバネの寄生が確認さオ転 寄生率は 64%(♀ =56%,♂ =8.0%)で あった。この
ネジレパネの寄生場所はすべて腹部背面4-5節問t i頭のハチに対して 1頭のみ寄生していたものが 7頭 (3♀ 4

♂),2頭寄生していたものが 2頭 (♀),ネジレバネは合計 11頭 (♀), 1寄主 0ヽ力 に対する寄生者 (ネジレバネ)

・

，

ｏ
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の平均寄生数は 16頭であつた。シロスジヨハ)′ミチ・チャスジヨハナバチは本種の同物異名である.

21 Lαす9掬骸″F藤慾 :οSttr〃 的倣/fι″(StllidlJ フタモンカタコハナ′ミチ

際 集 認劇 甲 啄 (1♀ ,2α汚 11.2,1♀ ,2C縣.54,1♀ ,2唖 522,1♀,2傲561,1♀ ,200fJ 6 17;1♀ ,200FD

73,3♀ 1♂,2臨,7.″ ,1♂,2006.9.2;1♀ ,20069い ,1♀ 2♂,2006109;手賀糾 (1♀ ,200FD 5 4,1

♂,20%73;1♂,20樋 7.22,1♂ ,200610,9);折 立 (1♀ ,別筋,414,1♀,20559;2♀ ,2∞5527;ユ ♀,

2005,6.6; 1♀ ,2∞5.9,12; 1♀ l♂,2∞59.23; 1♀ 1♂,20“ .1012;l♂ ,2005.10.21; 1♂ ,2∞5口 5;2♀ ,

2006428;I♀ ,2006.6.20;神々廻 (1♀ ,200662つ ;木 (1♂ ,200_Sl1 4;1♀ ,如鮨.5";1♀ ,21X36妙 ;

復 (1♀ ,200561,2♀ ,知鶴.521;1♀ ,2006614;1♀ ,20067.2);谷 田 (1♀ ,知∞.512;2♀,201667;
1♀ 1♂,2CX/628; l♀ ,205,9.21);ネ 悧奇サ|1左岸小池橋付近 (1♀ ,2065.25; l♀ ,20∝.10261.

[ノ ート]日本では今十・佐渡島・口永良部島・種子島・屋久島などに分布 千葉県内では各地に広く分布,少なくない.

白井市の調査では平塚・折立によく見られたが,神 廻々地域では 1♀ しか見つけられなかつた。白井市の出現潮は4月

中旬～11月上旬までであつたが,盛夏は見つからなかった。採集個体の訪花植物はタンポポ・ノツレジョオン・ノゲシ・

マーガレント・シロツメクサ・ヒメジョオン・ダールベルグデージエ・クリ・ノグシ・ニラ・ハナトラノオ・アキノノ

グシ・アレチウリ・アメリカセンダングサ・カタバミ・イヌタデ・セイタカアワダチゾウなどであった。採集した 51

頭 08♀ 13♂)のハチに 6頭 (♀ )に 2～26頭のダニの寄生が確認され,寄生率は■.8%(♀のみの比較=158%)で
あった。コガタノシロスジヨハナバチは本種の同物異名である.

22 Lasy9gragbvrpみ 煙鱈b翻〃pp― p SakagamictMFa ノvレノツヤコハナタベチ

際 記録]平塚 (2♀ 4♂,2006418);白井市運動公園 (6♂,2∞548; l♂ ,213327);復 (1♀ ,20∝ 521);

谷田 (1♀ ,2CX3.426).

[ノ ート]本州に分本する極 千葉県では祠 |1市の記録があるが,よ く調査すれば産地は広がると思われる。市川市でも
3月 Ftl～ 5月 下旬に出現していた。運動公園では雄がシャクナゲ群生地の葉上を多数飛翔していた。ハルジョオンで

訪花を確認した。ノvレノカタコバナバチは本種の同物異名である.

23.Lr減留伽骸μ仲 瀬 鋸 航 V〃 ″砿 肋励
"CSmihJ 

ズ マル ツヤ コハナ バ チ

働集証寄d平塚 (2♀ ,21X15.46;1♀ ,2006.4.18,1♀ ,20065.4);折立 (2♀ ,2005.414i l♀ ,2005527;1
♀,21X1566;2♀ ,2006.428);神々廻 (1♀ ,20筋 48);白井市運動公園 (1♀ ,2005。 4,8;2♀ ,20“ 54;2
♀,20∝ 3.27);神々廻市民の森 (1♂,2005,7,27;4♀ ,20∝ 327),木 (2♀ ,2CX5 422)i所 沢ふるさとの森 (1

♀,2006.41,2♀,205,42);復 (1♀ ,知%4.17);谷田 (1♀ ,2006.4,26;1♀ ,207.3.26).

[ノート]日本全土と対馬・屋久島などに分布する種 千葉県からの記録報告は少ないが,筆者の手元には県内数か所の

未発表の標本がある.千葉県内の記録を見ると春季の出現が多いが,7月 にも雌雄が確認さテ疵 最終では 10月 干旬に雌

を記録している.白井市採集個体の訪花植物はスミレ・アブラナ・煮☆ムヌノフグリ・ノグシ・カラスノエンドウ・ハ

ルジョオンであった.神々廻市民の森では入口近くの池側の崖面露地に営巣地があつた。採集した30頭 Q9♀ 1♂)の
ハチに 1頭 (♀)に 2頭のダニの寄生が確認さオ転 寄生率は 33%lrlLcみの比較=3.4%)であった.プマルカタコ

ハナバチは本種の同物異名である.

24彰脇 蹴 お 》腱婉 STStndti チ′ミヤ ドリコノサ バ チ

陽集認劇 復 (1♀ ,2006.6.14).

[ノ ート]本州に分布.千葉県の下総治地の数か所から記録されている。白井市採集個体は市民農園の露地面で見つけた。

市川市では本種がニセキオビコバナバチのコロニーで巣坑を窺つていたのを観察している。恐らく寄主と寄生者との関

係と思われる.本属のもとに日本には51種が記録されている。千葉県には種名判明しているもの 7種と未確定のもの 3

種が記録されているが,今般の白井市の調査で後掲のオクエツヤドリコハナ′ミチが記録され 種名確定は 8種となった.

ただし,チバヤドリコハナバチを含む本属の分類には多少疑問があることもあり,今後の専門家による分類再検討次第

では変更が有り得る.チパヤドリコハナバチは基模式産地の千葉県に因ん諏 !靖 と和嘉をもつた希少種であるが,極
端な特徴もなく近似種も有在サ

‐
ることから,シノエムとして消えてしまう可能性もある.本属のハチは一般に腹部背面

数節が赤色を呈する。この特徴から不「賂tυ ラヽアカハナバチが付けられたが,一部の種の雄に赤色が出ず全体黒色のた

めヤドリコハナバチに改称された.したがって,チ′ラ ラヽアカハナバチは本種の同物異名である。また,過去に寄主が

分からないためこの属の′ヽチをアカヒメハナバチ・ヒメハナバチヤドリの和名が付けられていた.

25.勲疵印晩1メリ"わ
容C10Ckall ミズホヤドリコハナ′ミチ

眸 記録]平塚 (1♀ ,20661,3♂,200673);手賀沼畔 (1♀ ,20偲 522;2♀ ,20∝.61; 1♀ ,2006617;
2♀ ,2006.πり ;折立 (4♂,2005912;l♀ ,2006.714);ネ 申々 廻 (1♀ ,2005.5,26,1♀ ,20縣 64);神々廻市

民の森 (1♀,珊5_7271;木 (2♂,20058.19, 1♂ ,2005,919; 1♀ ,200510.20,2♀ 2♂,2014726,2♂ ,

201b,9,つ ;復 (1♀ ,2CX15 6.1;1♀ ユ♂,知
“

721,2♀ 2♂,20510,2;2♀ ,2Ch 5狐 ,1♀ ,2縣 6μ ;2
♂,200693,2♂,20∝ 9.19);谷田 (1♀ ,20%525, 1♀ ,2GX5 9 21).

[ノ ート]日本全土および対馬に分布.千葉県には各地に分布しているが,比較的日当たりのよい車間を寄主の巣穴を探
し地面すれすれに飛翔しているれ 花上に見られる.白井市の調査では5月 ヽヽ ～10月 中1旬に出現していた。自井市採

集個体の訪穂植物はヒメジョオン・ハルタデ・スペアミント・ミツハギ・ヤプカラン・ニラ・アオシツ・イノコズチ・

イヌタデ・シオンであった。採集した44頭 123♀ 21♂)のハチに 3頭 (2♀ 1♂)に 2～ 4頭のダニの寄生が確認さ

れ,寄生率は 6.8%(♀ =8,7%,♂ =48%)であった。本種イれ雌・雄と()に腹部に赤色部がある,この属では大きい
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種である。ミズホハラアカハナバチ・アサクラハラアカハナバチ・ハ トガユハラアカハナバチは本種の同物異名である.

26.e/放駆ぬη才蓼ガ蝕ぬ仏Ш�側戯Hishilna ヤマ トヤ ドリコ′寸 ′ミチ

[採集記録]平塚 (2♀ 1♂,2CX15.85; 1♀ ,200fj 6 1: 1♀ ,2006617; 1♀ ,200673);折立 (2♀ ,2∞5527;
2♀ ,20056.6, 1♀ lc‐

4,21X158.14;2♂ ,200_59D3;2♀ ,2006620);や 伸々廻 (2♀ ,200_5526; 1♀ ,2甑 624);

白井市運動公園 (1♀ ,20CM.64;1♀ ,20066t24);神 々廻市民の森 (1♀ ,20066.4; 1♂ ,20∞ 928),木 (4♂ ,

2005919,2♀ ,20CX5 5 24;1♂,20067261;所沢ふるさとの森 (1♀ ,200588);復 (2♀,200_561,1♂ ,知

“7.21;1♂,20“ 102);谷田 (1♀ ,知∝ 6.7;2♂ ,2006.Я 21).

[ノ ー ト]日本今十に分布.千葉県には前種に次いで見られる種で,各地に分布しているが,比較的半日陰部の道端。林
縁部で活動しているようである。白井市の調査では5月 下旬～10月 士旬に出現していた。白井市採集個体の訪花植物は
ハルジョオン・マーガレット・ヒメジョオ

~ン・アカメガシフ・スペアミント・ハツユキンウ・イノコズチ・アオシソ。

オミナエシ・シオンであった.採集した38頭 124♀ 14♂)のハチに 1頭 (♀)に 1頭のダニの寄生が確認され 寄生
率は 2.6%(♀ のみの比較=42%)であった。本種の雌は腹部に赤色部があるが,雄

`剖

帥 も黒色である,この属では
大きい種■ 前種と比較すると働 こヽ大きい。ただし,寄坐性の本属のハチの体長は変異幅が大きい.ニッポンとメハ

ナバチヤ ドリ・ヤマトハラアカ′寸 ′ミチは本種の同物異名である.

27.勒9θ捌称誠り鮎7ど 灼隠� オクエツヤドリコハナバチ

際 記録]手賀沼畔 (1♀ *,205.4.6,1♀ *,20“ 418);神々廻市民の森 (1♀ *,2014327).

[ノート]北海道・本州・四国に分布する種で,千葉県からは初記録のハチである.5～ 6 11ullのア理 蝿 であるが,筆者は
千葉県内で未整理の小型種を多数保存している。恐らくこの中に各地の本種が含まれていると思オ研化る.小型種である
ことから採集するのも難しいが,それ以上に特徴差が微妙で分類が困難な仲間である。

M91ittidae ケアシハナバチ科
ケアシハすバチ (毛脚花蜂)科のハチは小～中型のハナバチで前3科に外見上似ている。前3科とI土 前翅の麹脈は直線

状である,中舌は下唇前基節よりかなり短く先端尖っている,弔唇緊各節の形状はほぼ同じ,顔面に尻 いま存在しない,触
角挿入口と頭盾を結ぶ縫合線は各 1本である,中4a」TRltXの縫蝕溝と縦走溝の大部分は存在しない,雌の後脚刷毛は発達し胆
節イつjヽさな基睡節板がある,雌の腹部第6背節に尾域板があるなどの特徴を具えている。巣は地中に掘孔する。世界には 3

亜科 13属 157衝記録されている lMidADg,2CD.こ のうち日本には 2亜科 3属 5種記録されている (寺山,2004).一
方,千葉県には今般の白井市で記録されたのみの 1亜科 ユ属 1種である。フデアシハナ′ミチ亜科のハチは前翅の亜前縁室
は2亀 第2室は通常第 1室より短い.室を分ける第1肘間脈は第2逆走脈に近接する.千葉県未記録のケアシハナバチ亜
科に含まれるハチイ剖鰯 および本州分布種であるが,北方 う山地性であることから,分布の可能性は低い。

Dasypodainae フデアンハナバチ亜科
ユ

"働
C劇臨』  シロスジフデアシハナ,ミチ

睡 記録]平塚 (1♀ ,2006.1021);手賀濶畔 (1♀ 1♂,201b.10,9);白井市運動公園 (4♀ 4♂,20051014,3♀ 3

♂,200510.23,3♀ ,2005.■ .8,3♀ 4♂,20∝ 9.28),復 (1♀ 2♂,2005.10.2,2♀ 1♂,20061016);谷 田 (2
♀,2006.1010, 1♀ ,駆 .10〕0.

[ノー ト]日本では本州 。九州と種子島から分布が記録さオしている種で,千葉県からの産地の記録は余り多くないが,特
に南都中心の調査が蜘 i広 域に産するものと思われる。/JOて本種の記録が少なかった時代には山地性である
と思われていたが,千葉県北部にも分布することから平地にも乞自する種であることが分かつた。本種が見つけにくか
つた理由は本種の訪花静止時間が極めて短いこと,活動時間も短いことが大きい.千葉県のこれまでの記録では9月 中
旬～4月 ktlに出現している。この時期,気温上昇とともにアキノノゲシが咲きだすが,昼ごろになると最早花は萎ん
でしまう.この筐か3時間ほどの問しか野外では見掛けない.しかも極めて速く飛ぴ回る.本種は千葉県では各地に見
られるアキノノゲシに好んで訪花する狭訪花性を示す典型種である。白井市運動公目のサクラ広場には余り大きくない
コロニーがあり,雄はその近くのカナメモチの木の上を巡回飛翔したり巣坑付近を低窒飛翔していた。 1♂だけであっ
たがプタナに訪花していた。本種はかつてシロスジケアシハす′ミチと嘲■れていた。

Megachilidac ハキリバチ科
ハキリバチ 0細刀JO科のハチ|シ」理～大型のものまでいるが,中型の種類が多い,太めでがっちりした形の仲間である。

中舌が長く,上唇が幅より長い,頭盾上部に伸びる亜触角縫合線は1本で触角挿入孔の外縁方向に接する,大顎先端懃隔広
く通常3ないしそれ以上の歯をもつ,顔面に痴 日utTvIしない,前翅の亜縁室は通常同じ長さの2室をもつ,非寄空ltrtの

胸部は毛に覆われ雌の腹部復板に花粉収集の長く揃つた刷毛を具えている,後脚に刷毛・基艇節板がない,寄仲性のものは
皮膚が固く体毛は短く少ない,などの特徴がある..学名の瞼騨訥聰 とは大きな唇をもつたことを意味し,不「略のハキリパ

チとはこの代表的な醜額ぬ脆属のハチが育室材料として葉を切つて作るからである.営巣は竹筒。既存孔・隙間を不1阿す
るもの,自 ら朽木に掘るt)の,土中に作るもの,他のハキリバチに労働寄生するモ)のなど多様である.世界には 2亜科 80

属 3,198種記録されている CMi競,20071,こ のうち日本には 1亜科 7属 56種記録されている (寺世1 2CX4).一方,

千葉県には 1亜科 5属 23種記録されている (須田,2003)が ,その後ホソバ トガリアヽナバチ (長瀬,2∞3)・ トモンハナバ
チ (斉藤 2071カ濡蒟tさ れ 1亜科 5属 25種となった。今般の白井市の分布確認調査では後掲の 1亜科 5属 17種を記録
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したが,他調査地を含め更に徹底調査す相預確認種イ』曽えると思われる。日本に分布していないFidellinaeは 3属 17種から

なるノトさな亜科で通常亜縁室は3室から成る。本科のハチはほとんどがハキリバチ亜科に属し,この基に5族があり,日 本

にはキホリハナバチ族・ツツハナバチ族・モンハナフベチ族・ハキリバチ族に含まれる種を有している。

Megachilinae ハキリバチ亜科

1.力みrttFp励昭り爾蹴 sSmth シロオビキホリハナ′ミチ

際 記録]木 (2♂ ,20∝ 720;復 (1♂,2005,721)。

[ノー ト]日本では全十から琉球諸島にかけて分布する種である。本種は堅い樹幹や寺社など木造の古い建物に穿孔して

巣を造ることが知られている.千葉県の観藤では一重のムクグによく訪花するが,白井市ではアメリカフヨウにも見ら

れた。千葉県での本種の出現期は7月 中旬～8月 下旬で,ムクグの開花期と関連しているが,本種の活動終了時期は早

く,ムクゲは lo月 になっても咲いている木があつた.アナバチ群のカリバチにハヤバチという名前の非常に速く飛び回

るハチがいるが,キホリハナバチはバナバチ群で 1・ 2を争う素早い飛翔のハチである.雌は黒いものが飛んで来たと

思うとランパ状の花の奥深くに消えてゆき,雑は飛んで来たと思ったら花の入口を覗いては次の花に消えてゆく.筆者

は本種の野外晋陛の無知と採集技術不足から千葉県各地の記録が少ない,白井市での記録は2例だけであつたが,人千

代市や市川市の分制 ∪謗 らヽ推測すると,千葉県内各地に広く分布している模様である.本種は長い問,単にキホリハ

ナ′ベチと昭まれていた種であるが,古書にはビロウレ キヽリバチの和嘱もある。日本の本属のハチは2種,他の1種は

万ヽ笠原固有種である。

2.彿″ねr9dpり 勉獄「Smih マ′L/バ ツツハナバチ

際 嗣 平塚 (2♂,206.4,18);神 廻々 (2♂,2005,48;1♂ ,2006424);木 (1♂,2CM.4、 22;1♀ ,2006524)。

[ノ ート]日本では今十・対馬に分布する.日本の本属のハチ 7種はすべて春季に出現するが,その中でこ‐番個体教が多
いと思われる種である。千葉県内では4月 に各地で記録されているが,雄では3月 Ttlから,雌では5月 くヽ まで活動
している,自井市での確認は林縁部や道端の笹・章闘や野草などに雄の巡口飛翔が見られ 訪花はタチツポスミレ。モ

ミジイチゴ・シダルケアで確認できた。通常本屈のハチはタケやアシなど既存の筒内・コウチュウの材部からの悦出孔

などに営巣するが,千葉県未分布のマイマインツバカベチはカタンムリの空き殻の中に営巣する千葉県分布種で白井市

からイま確認できなかつたヒトツパツツハナバチ (マメヨパチ)イ拶田ヒのリンゴ園などで受粉に活用されている.千葉県
の本属の分布確認種は 3種であるが,他の 2種とも近年の分布状況イま極度に悪化している.少なくとも早春に注意して

観察すれば各地によく見られたのが,マノ1/バツンハナバチである。恐らく昭和の前半には自井市にも普通に生息してい

たのではないかと推測する.本種はしばしば体いつItt Чこダニを付けている個体を見掛けるが,白井市採集個体にはま

つたく寄生していなかった。本種はツツタヽキジバチ・ツツハナパチ・アカツツハ予,ミチなどの和堪が用いられていた。

3 Dttbt7Styrrssits― j ハラアカヤドリアヽキリバチ

醸 記録]平塚 (1♀ ,2005.85; l♀ ,2006.92);神々廻 (2♂,2005,727,2♂ ,2058,7,2♂ ,2006.821);
神々廻市民の森 (1♀ ,2006.9.10, 1♀ ,20069.28);白 井市運動公園 (1♂,20“ 727; 1♂,200CJ,87;2♀ ,20笛
821),木 (1♂,20067%);復 (1♂,2m5721;l♀ 1♂,205.84;1♀ ,20蛹.93);谷田 (1♂,21X16729;
2♀ ユ♂,2006.8.10, 1♂ ,200CD.8.22),

[ノート]日本では今十。対馬に分布する.千葉県では7月 上旬～9月 干毎にかけて各地に見られる。本種はオオハキリ
バチの巣を改造して自分の幼虫を育てる労働誰 ペチである.寄生ベチは寄主ベチより目だつた色形を塁することがあ

るが,腹部はほぼ真っ赤の美しVソ チヽである.成虫の体長は寄生時の食物の量C絃卜の個体差ができ,小型種劇喚部の

赤いヤドリコノ‐タミチのように見える.白井市採集個体の訪花植物はイヌザンショウ・ラベンダー・ミツハギ・アキノ

タムラノウ・オトコエシ・グンノショウコ。キツネノゴマ。キバナコスモス・オミナエシなどであった。採集した 24

頭 (10♀ 14♂)のハチに 12頭 (4♀ 8♂)に 3～約 岬硼 頭のダニの寄生が確認され 寄生率は 50.0%(♀ =400%,
♂=57.1%)であつた。特記すべきはダこの数が多いことで, 100頭以上付いていたハチは 6頭もいた,また,後掲の

寄主・オオハキリバチの採集個体29頭 (14♀ 15♂)にはまったくダニは付いていなかつた,ハラアカノヽナフ′湖「・ハラア

カハキリヤドリ・テヽラアカハキリバチヤ ド)は本種の同物異名である.日本の本属のハチは2種,他の1種は日本では

人重山産の種であるが,南西諸島には2種いる可能性もあるという。

4Gを:め卵ω 釘が議曲 NagPH ヒロバトガリハナバチ

朧 記録]平塚 (1♂,2C861);折立 (1♀ ,205,7.28,1♀ ,21X3912);ネ 申々 廻 (1♂,2005526;l♂ ,20CX5

713, 1♂,20∝ 871i木 (1♂,20%.9.4, 1♀ ,2006.lα  8).

[ノ ート]日本では今十に分布する種で,千葉県で,シJ理の本亜属の仲間では最も広く各地から記録されている。従来は
ヒメトガリハナ′ミチとしてぃた種であるが,近年長瀬博彦氏 12006Jの研究でこの1種が,実は酷似する4種が混同さ

れていることが分かつた。この4種のうち千葉県には3種記録されている。また,本属では白井市で3種であつたが,

千葉県では5種の分布が確認されている.白井市採集個体の訪移植物イン ルヽジョオン・ヒメジョオン・シオン・エラ・

ヤマハギ・キンネノゴマなどであった.

5Q訪 釘ズ 御 B∂ω″αttJITPtt Mmmura ャ ノ トガ リハ ナバ チ

[採集記録]平塚 (1♀ ,200692,1♀ ,20∝ 915);折立 (2♀ ,205814;1♀ 1♂,20X827);神 々廻 (3♂ ,

2GXS 8 7,1♀ ,2006.821);白 井市運動公園 (1♂,2006.8,7,2♀ 1♂ ,2006.821,1♀ ,215910);卒 申々 廻市民
の森 (1♀ 1♂,2098,21, 1♀,知

“

910);木 (1♀ ,2嚇 88, 1♀ ,2005,919; 1♀ ,200694);所沢らゝるさ
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との森 (1♀ ,2005,819i l♀ ,20069,4);復 (1♀ ,21X1693);谷 田 (2♂ ,2006.810,1♀ 1♂ ,2006.8.22;1
♀,20∝ 95).

[ノ ート]日本では本州・四国・サJllと 屋久島に記録される種.千葉県では本属では一番よく見られッる種で, 7月下句～
10月 士旬にかけて各地で記録されている。本種はスミスハキリバチに労働寄生することが知られている.雌はよく切り
通しの崖面を低空飛翔しているのを見掛ける.白井市では台地の山林部から水田を隔てた手賀沼畔・神崎ナ|レト池橋付近
には見られなかった。自井市採集個体の訪花植物はイヌザンショウ・ラベンダー・ミツハギ・キツネノゴマ・ヤマハギ・
ボタンクサギなどであった。

6.蝕
',岬

F9PFilViF7距Stta(罰nidつ オオトガジ'甘)＼チ

朧 記録]神々廻 (3♂,20「j8.71;谷 田 (1♂,20∝ 8.101.

[ノート]日本では今十と甑島・種子島に記録される種.千葉県での分記録は余り多く見られない。日本の本属では最大
種.本種の寄主はオオハキリバチであるが,この寄主には本種とハラアカヤドリハキジバチの寄生種が存在する。前掲
のとおりこの白井市の調査期間中ハラアカヤドリハキリバチは24頭 (10♀ 14♂)であったのに対し,オオトガジハナバ

チは 4頭 (♂)だけであった。しかし,筆者のこれまでの観藤から,白井市でのオオトガリ′サ′ミチの確認比率は高い
方である。つまり,オオトガリハナバチはかなり稀な種である。白井市採集個体の訪花植物はイヌザンショウ・ミツハ
ギであった。また,採集した 4頭 (♂)のハチに 1頭 (♂)に約30頭のダニの寄生が確認さ

'比

寄生率は25,0%であった。
7控♂初力β財

"墜響力りd9r″″′財SStth 斎☆,ヽキヅバチ

陳 記録]平塚 (1♀ ,2006.915);手賀濶畔 (1♀ ,20%109),折立 (1♀ ,2005728,1♀ ,2005814);神 廻々
(1♀ 3♂,2068,7, 1♂ ,206.821);白 井市運動公園 (2♂,2∞5727, 1♂,20∝ 6.24; 1♀ 1♂,20687;

ユ♀,知∝.9.10;木 (1♀ ,200588; 1♂,2016619; 1♂,20∝,726);所沢ふるさとの森 (1♀ ,20%、 94)i復
(1♂,20∝,7.2,1♀ ,2016.919i l♀ ,20510.16);谷田 (1♂,2C8628;2♂ ,206.715,2♀ 1♂,21X4810;

ユ♀,2006.9,21).

[ノ ート]日本全土から南西諸島に広く分布する大型種.千葉県では里山の人家朝 御』司辺でよく見掛ける種で, 6月
中旬～10月 中旬に力Hすて出現している。本種1望腑 ・コウチュウの脱出孔・電柱のネジ穴など既存出こ営巣する.ハキ
リバチというが本種は巣の材料に葉を使わず,マツやスギのヤニなど絲 で独房を造ることからヤニバチともいわれて
いる.白井市の採集個体の雌でヤニの塊をくわえていたもの,ヌルデの樹液に来ていたもの,ヤニの出たスギの回りを
飛翔していたものがいた。雄は訪花するより雌を求めてほとんど巡回飛翔していた。白井市採集個体の訪花髄物はキサ
サグ・アカメガシワ・ネズミモチ・ヒマワジ・ラベンダー・ミツハギ・イヌザンショウ・セイタカアフダチノウ・アザ
ミであった,オオヤニバチは本種の同物異名である。日本の本属のハチは33樋 千葉県記録種は 14種である.

8拗斃解劾】♂

「

緒肪肋孵的灼∬S曲徴朋g』  ヒメハキジバチ

際 嗣 折立 (1♀ ,2005,728);ネ 中々 廻 (1♀ 2♂,2005727,2♀ ,20068.の ;木 (1♂ ,2006.7.26;ユ ♀,200FD
941.

[ノ ー ト]日本では今十と対馬・種子島・屋久島に分布.千葉県には6月 上旬～ 9月 中旬に力導すて出現,広く各地に分布
している。かつて人の生活が自然材料のみ利用していた時代には人家の周辺,例えば茅葺き。葦費 ,竹垣・節穴・釘穴
など本種の営巣環境が整っていた.以前はごく普通に見られた本種が,白井市の今回の調査でこれほど乞息数が少なく
なっている現実を実感させられた。白井市採集個体の訪花植物はイヌザンショウ・ミツハギ・ヨウシュヤマゴボウ・ヤ
マハギであった.本種の雄の前脚付節は白色で偏平に広がっている.

9効 ルpr施筋撤つり92腕的  キヨウトキヌゲハキリバチ

酵謗覇曹剌 折立 (3♀ 2♂,郷

“

.912);ネ申々 廻 (3♂,2006.821;1♀ ,2臨,9101;白井醜 園 (1♀ ,2006.821);
木 (1♂,20鶴,9,41:谷 田 (1♂,205,8.22).

[ノ ート]ラ判‖ヽ・四回・九州と種子島に分布.千葉県では下総台地からの記録が多い。本亜属の千葉県記録種は3種であ
るが,白井市でも他の地域を調査すオ研ぎ少なくともヒメンツハキリバチは見つかると思われる.白井市採集個体の訪花
植物はイヌザンショウ・ヤマハギ・ヒメジョオン・ニラであったが,圧倒的に見る機金の多かつたのはヤマハギである.

キョクトハキリバチは本種の同物異名である.

10卵 】θω り Ыr滋翻 TI近滴面411tt C体徹 癒 ス ミプ メハ キ リバ チ

際 記録]平塚 (1♀ 1♂,2CX4 6]分 ;折立 (1♂,2005912,2♀ 3♂,2CX3 6即);神々廻 (1♂,20“ 65);
木 (1♀ ,2005,8.8;2♀ 1♂,20∞ 61動 ;復 (1♀ 1♂,20∞ 6.14, 1♀ ,20“ 72);谷田 (1♀ ,20066.7).
[ノ ート]本種の学名・不「おについては分類が再検討されるべき種と思われ この件に関する私見を祠 |1市の報文で述べ

た (須田,2004),そ こで,暫定的に記録種は利寸|。 四国・九州の分布とする.雌の体毛が真っ黒な本種ti 1950年代
までは恐らく千葉県には分布していなかったか局地的に僅力Wこ分布していたと思われる。筆者が千葉県ないし東京都心
部で目に見えて種を確認し始めたのが 1990年代からである。今般の調査の白井市では決して産地も個体数も多くはなか
つたが,千葉県各地では2tW年代には6月 中心に人家の周辺・/A4・ 林縁部などでよく見られる種となっている.これ′
までの調査では千葉県の出現期は5月 上旬～8月 上旬であるが, 7～ 8月 になると見掛ける機会は極端に減り雄はいな
くなる.本種は好んでラッパ状の特にホタルブクロにはよく訪花している。白井市での採集個体の訪花植物はクサイチ
ゴ・イボタ・アジサイ・コンフリー・マツバギク・サヮギキョウ・タチアオイ・ホタルブクロ・ハギ・シロッメクサ・
ミツハギなどであった。採集した 17頭 (9♀ 8♂)のハチ I頭 (♀ )に 3～約70頭のダニの寄生が確認されⅢ寄生率
は 59%(雌のみの比較では=111%)であった。本種の雄の前脚fヽ∫節はに1色で偏平に広がり,中・後膊節は太く変形し
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てヤヽる.

■.弦騨粉i拷脚 デαVAIIktcn ヤマ トハキリバチ

麟 記録]木 (1♀ 1♂,20∝.55);復 (2♂,20∝ 5,1);谷田 (1♂,20∞ 4261.

[ノー ト]日本全土に分布.千葉県内の記録は北都中心であるが,特に安房地方の記録がないのは出現時期の調査不足に

起困している.本種の千葉県での出現期は本属のハチでは一番早く4月 中旬～ 5月 中旬と活動期間が非常に短い.この

点も本種を見掛ける機会を少なくしている.白井市の採集個体はフジ・タンポポに訪花していたものであるが,特に本

種はフジによく集まる.かつて千葉県でこの時期フジの花にクマバチ・ヒゲナガハナバチ・ミツバチと本種が見られる

のが普通であつた。近県で本種の減少から絶滅を危瞑する情報もある。通常本種は河原や砂地面の小石の下に穴を掘っ

て造り,ノイバラやクリなどの葉を切つてきてコップ状の育房を造り巣坑に並べる。営巣場所の砂地面や空地などの減

少と本種の減少は比例しているようである.本種の雄の前脚付節は白色で偏平に広がり下縁に飾り毛を具え,触角先端

節は偏平となる.

12."憩渤膨卿 HediCkC クズハキリバチ

朧 記録]折立 (1♂,2CX4.82の ;白井市運動公園 (2♂,21X487; 1♂,2006.821),谷田 (4♂,200FD.8.10).

[ノ ー ト]/JJヽ‖・AJl‖‖と対馬・種子島・屋久島などに分布.千葉県内の産地の記録は少なく,生息個体教k)余り多くない.

千葉県のこれまでの観察では7月 中旬～ 8月 下旬までと出現期間は短い。一見斌 ハキリバチに似るやや大型の種であ

るが,本種は竹筒やコウチュウの材部からの脱出孔など既存孔にクズなどの葉で育室を造り幼虫を育てる.白井市採集

個体の訪花植物はアカメガシフ・ラベンダー・ミツハギ・ヒマワリ・クズであつた.採集した 8頭 (♂)のフヘチに 3

頭 (♂)に 1～21頭のダニの寄生が確認され,寄生率は375%であった.過去にニホンズグロハキリバチと嘲激tてい

たのイよ本種である。

13.潮む詢切》″″′テ,Smih スミスハキリバチ

[採集記錦]平塚 (1♂,20067.22,1♀ 1♂,2006.9,2);手賀沼畔 (1♀ 1♂ ,21XX5 9.2),折立 (1♀ 1♂,知∞ 827);

神 廻々 (2♂,200687;1♂ ,2006.821);白 井市適勤公園 (2♂,2∞57.27;2♀ 3♂,206.8,7,2♂ ,2014821);
神々廻市民の森 (1♂,知∝.821i l♀,206.9101;木 (3♂ ,2CX4 7.26;1♀ ,20069,0;所沢ふるさとの森 (1

♀,2006941;復 (1♀ ,2006.9,3);谷 田 (3♂,2C06.8.10,2♂ ,218822, 1♀ 1♂,20“ 9.5).

[ノー ト]日本では今十と対馬・屋人島に分布.千葉県内には各地から記録されている.小太りの種で雌の顔面の毛は黒

色である。これまでの観察で千葉県の本種の出現劇は7月 ミヽ ～10月 上旬までである。白井市採集個体の訪花植物はオ

ミナエシ・ミツハギ・ラベンダー・アキノタムラノウ。イヌザンショウ・ヒマフリ・ヤマハギ・クズ・サルスベリ・ツ

ルマメなどであった.ハキリバチ類はマメ科の花を好んで訪花しているが,自井市で本種が一番多く見られたのはクズ

であった,

14弦駆けデ】♂″″ο筋翻堕ηが的 etM雲れ サカガミハキリバチ本土亜種

醐礫筆卸g平啄 (1♀ 1♂,2006.9.15);手賀沼畔 (5♀ ,20069.2,1♀ ,21X4915);折立 (1♀ 3♂,2005.912;
1♀ 3♂,20%.8.271i白井市運動公目 (3♀ ,2005.7.27,1♂ ,2006.7.13);神々廻市民の森 (1♀ ,2006.87:3♀ 2

♂,2006.928),木 (1♀ ,2005.9.19,2♂ ,知∞.7■ ,3♂,206.94),p腿るさとの森 (1♂,209,711)。

[ノート]日本全土と対馬・種子島・屋久島に分布.千葉県に広く分布すると思われるが記録は余り多くない。これまで

の観察で千葉県の本種の出現期は7月 下旬～10月 上汽まで■ 前種に酷似するため恐らく混同されてVるため3請つオ拓 .

白井市採集個体の訪花植物はラベンダー・ミツハギ・アカシノ・ヤマハギ・アレチウリ■ 大半はヤマハギであった.

15卿 鹿嚇雰病鉗′,上″
"j∽

0硼證』 バラハキリバチ本土亜種

躁 記録]平塚 (1♂,2CM.1021);手 賀沼畔 (1♀ 1♂,2CX15 8.5,2♀ ,2005818, 1♀ ,218,722; 1♀ 1♂ ,

200692,2♂ ,20%,9。 15;l♀ ,205,109;ユ ♂,2006.H.18),折立 (1♀ l♂,2005.6.6;1♀ ,2005,728;1
♀ 2♂,2005814; 1♀ ,2005,923, 1♀ ,2m510.12, 1♂ ,20∝.428; l♀ ,2CXX5.6.20, 1♂ ,21X48,271i神々

廻 (1♀ 1♂,2006.6",1♀ ,2006.猛 13,2♀ ,2CM.8,7;1♀ ,20069,101;白 井市運動公園 (1♂,2CX4 7 13;

1♀ ,21XX5,9.28),木 (1♂,2005.8.19,1♀ ,2005,9,19; 1♀ ,20“ 10,20; 1♂ ,20∞.524,1♂,2C862,2♂ ,

20067■ ;2♀ 1♂,20067.261 1♀ ,200610,16),復 (1♂,20“.102, 1♂,2005■ 1,2♂,2006614;1♂ ,

201F.93);谷田 (1♂,2006.628, 1♀ ,20067.15; 1♀ ,206.9.5; l♂ ,20∝ 921).

[ノ ート]日本では今十と対馬・屋久島に分礼 男町名亜種が琉球に産している.千葉県内には広くかなり生息しているよ

うであるが,久種よりは少ない.出現期は4月 下旬～■月中旬までと長期にわたる.個体により次種と紛らわしい場合
がある.白井市採集個体の訪花植物インⅥん狛オン・ヒメジョオン・バラ・ウツボグサ ,ラベンダー・ミツハギ・ヒマ

フリ・ヤマハギ 'コマツナギ・ハツユキノウ・イノコズチ・ニラ・ツルボ・ミヤギノハギ・アオシツ・メドーセージ・

アメリカセンダングサ・セイタカアワダチノウなどであった。採集した51頭 岱 ♀26♂)のハチに25頭 (9♀ 16♂)

に 2～約 400頭のダニの寄生が確認さ才t寄生率は49,0%(♀ =360%,♂ =615%)であった。♂は主に体内の交尾

器についていた.

16.弦即 力れηtt COdrgc4 ンル′ガハキリバチ

籐 記録]平塚 (1♀ ,20058.5; 1♂ ,20∝.8,18,2♂ ,2006522; ユ♂,200661, 1♀ ,21X4617, 1♀ l♂ ,

2006.9.15,1♀ ,201b.1091i手 賀沼畔 (1♂,2005.8,18,1♂ ,21X6.522);折 立 (1♀ ,2005.59;2♀ 2♂,2005
66; 1♀ ,2∞5,8,14;2♂ ,2005912,2♀ 2♂,2005,923, 1♀ ,20_510.12i l♂ ,20068.27);ネ 申々 廻 (2♂ ,

21X15526;2♀ 1♂,20“,87,2♀ 2♂,209821,2♀ ,201M_910);白 井市運動公園 (1♂,20055.26;2♀ ,
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2005,7.27, 1♂ ,209624, 1♀ 3♂,2CXX5.821),神 々廻市民の森 (1♂,2005.5,261 1♂ ,20∝ 64; l♀ ,20∝
910,2♀ 1♂,2CX6.928);木 (6♂,2CX15 8 19,2♀ 2♂,2∞5919, 1♀ ,2∞S1020, 1♂,21X6524; l♀ ,

2006619, 1♀ ,2006.726;2♀ 1♂,20%9.4; 1♀ 1♂,20笛 10.8);復 (1♀ ,2005。 721;3♀ ,2005,84; 1
♂,2058,17, 2♀ ,200510.2,2♂ ,201X5.5.21; 2♂ ,20X,6.14; 1♀ 1♂,2006,9.3;3♀ ,2006919; 1♀ ,

2CX3.1016);谷田 (1♀ 1♂,2006525; l♀ 1♂,2CX4 8 22,2♀ ,200695,2♀ ,20%921; 1♀ ,2aX5.1010).
[ノ ート]日本今十と対弱。屋久島に分布.千葉県では4月 中旬～10月 中旬に各地分布する.白井市採集個体の訪花植物
イヤゾん狛オン・エゴノキ・オオキンケイギク・ハコベ・ヒメジョオン・アカメガシフ・スペアミント・ラベンダー・
オミナエシ・イヌザンショウ・キバナコスモス・ヤマハギ・ミツハギ・コスモス・ツリガネニンジン・キツネノゴマ・
ヒマツジ・ニラ・ツルボ・タチフウロ・ォミナエシ・アキノノグシ・メレ ギヽ・アオシツ・ノコンギク・セイタヵァヮ
ダチノウ.

17.財む瘤ルメ湖開ぬガ Hirsllinaa ヤスマツハキリバチ

際 記録]折立 (1♂,2005,9,23).

[ノート]本州 。四国。九州に分布.千葉県内の記録は少ない.採集個体はアオシツに訪花していた。

Apida9 ミツパチ科
ミツバチ (蜜蜂)科のフヘチは小型～やや大型のものまでいるが,非SyLJ性種には体毛が密集・長毛のものが多く見られ,

寄生性種には体毛力Чよとんど無く斑紋・色彩の日立つ種が見られる,本科のハチは中舌は通常手唇前基節は長く伸び先端は
尖る,下唇表1,2節は長いが3,4節は非常に短い,上唇は一部の寄生蜘 を除き長さよりI隔広い,頭盾上部に伸びる亜
触角縫合線は1本で触角挿入孔の内側ないし中央に接する,花粉収集の刷毛は腹部腹面になく非寄色性種は後脚に具える,

前翅の亜縁室は通常2・ 3室などの特徴がある。分類体系については諸説が存在する。特に本科に関しては異説もあるが,

本報告書のミツバチ群はすべて 町確Becs oFdlcWOrld"lMid4Cag,2007)に 準拠し, ミツバチ科の基にクマバチ亜科・キマ
ダラハナバチ亜科・ミツバチ亜科に分類する。したがって粗即剛甲磁 ofulewttdAniと�馳由艤 gIEidCb Fanlillcs"lGod∝

&Hubcr,1993)の 基塩 ここで示すミツバチ科を2つの科に分けたコシブ トハナ′ベチ科 (こ の基にクマバチ亜科・キマダ
ラハナバチ亜科・コシプトハナバチ亜科)・ ミツバチ科 (この基に Euglossillae,M勘 碑曲購・マノ1/7ヽナバチ亜科・ミツバチ
亜科)と は異なる分類縣 である。新林系に基づく世界のミツバチ科は 3亜科 176属 54辺種記録されている.また,日 本
からは 3亜科 13属 132種記録されている (寺山,20041.一方,千葉県からは 3亜科 11属 40種記録されているが (須田,

2003)その後レンニョキマダラノサ ′サ とサクラキマダラハナバチの 2種は記録種内の同物異名,イカズチキマダラハナパ
チとミヤマキマダラハナバチを新分布として追加 lMitai&TadaBchi,20071したため種類は変わるが 3亜科 11属 40種であ
る。今般の白井市での調査結果は 3亜科 10属 29種であった.日本産のクマパチ亜科はやや大型で刺 上,枯れ憐嘲囲こ営巣
するグループ (大大郵 と,非寄生性のミンバチ科では極端に毛が少なく滑沢,小型で主に草茎内に営巣するグループ 1/1ヽ

大■
~■

Tlが分布している。日本産のキマダラハナバチ亜科は花粉運搬毛のない寄坐陛で,ほぼ小型種が多い.寄主はほとん
どの種がヒメハナ′ミチ科のハチであるが,他にはムカシハナバチ科・コ′サ ′ミチ科・ミツバチ科を対象としている種もいる.

日本産のミツバチ亜科は旧コシプトハナバチ科のコシプトハナ′ミチ亜科と旧ミツバチ科を含む構成で,非寄坐睡 では体毛
の多い太めの中型種が多い.営巣は主に地中であるが,飼育ミツバチに見られるように高度に発達した社会生活を営む種ま
でいる。

Xylo∞pinae クマバチ亜科
1.巧ん彎即

“

Iわり脱ηり留解滋協肋噴α
"η

碑誠躍甫mih キムネクマバチ本土亜種

躁 記録]平塚 (1♂,21X4.52≧ ; 1♂ ,2CM.6.1, ユ♀,2006617, 1♀ ,20067.3, 1♀ ,200692);手賀沼畔
(1♂,2006.6.口 ;1♀ ,知∝ 9分 ;つ位 (1♂,205.59,1♀ ,21X1566;1♀ ,200591;1♂,郷∝ 620;

神 廻々 (1♀ ,205。 624;1♀ ,2006713; 1♀,2006.87;1♀ ,2006821);白井市運動公目 (1♂,20554;
1♂,20055,26,1♀ ,2005,7.27;1♀ ,2006.6.24i l♀ ,鉤鮨.871;ネ申々 廻市民の森 (1♀ ,20“,7`27,1♀ ,20%
9,10);木 (1♀ ,2α万.819,1♀ ,2005.114; l♀ ,20∞.524;1♀ ,20066.2,1♀ ,20066.19,1♀ ,20137H;
1♀ ,20067.26,1♀ ,200694),所沢ふるさとの森 (1♂,201M.524);復 (1♀ ,2∞5.721,1♀ ,200584; 1
♀,205817;1♀ ,2005.文0.2;1♂,20X.51; 1♂,20%.521;1♀ ,21X16.7.2; 1♀ ,2CX4,93),谷田 (1♂ ,

20Ch.5,必 ,1♀ ,201X5,6.28,1♀ ,2006.7.bi l♀ ,2006.7.妙 ,1♀,2Mj8陸 ;l♀ ,21X4.95,1♀ ,20069餌 ).

[ノー ト]下般にクマバチとクマンバチという名をす緒のものと課認している人がいる。このクマンパチと昭まれている
怖いイメージをもつのはスズメバチの俗名である.クマンバチは胸が黄色の毛で覆われたやや大型の黒ヤソ チヽで,よ く春
の公園のフジ棚の花の下などでホノミリングしているのを見掛ける種である。このホバリングしているのは雄であるから
刺されることはない。また雌にしても人に向かつてくることはなく,手でつかまない限り束Jされることもない,営巣は
古い家や神社仏閣の垂木や丸太などの材をかじってトンネルを掘り,何世十単こもわたってその孔を利用する.したがっ
て本種の生息はそのような生活環境が持続・保全それる力斗こよつて変化することになる.本種は年2世代ほどを繰り返
し成虫で越冬する。半社会性を示■ヘチである。日本全土と併豆大島・対馬・大隅諸島など広く分布する.千葉県では
4月 上旬～11月 上旬に力ヽすて各地に広く分本しているが,多く見られるのは5～ 6月 頃で,10～ ■月頃の活動個体は非
常に少なくなる。白井市採集個体の訪花植物はフジ・エゴノキ・スイカズラ・ウツギ・ネズミモチ・シロツメクサ 。キ
ササグ・ボダイジュ・ウツボグサ・アカメガシワ・サンゴジュ・ナンテン・ムクグ・ホウセンカ・ヤブカラシ・ラベン
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ダー・ボタンクサギ・ノウゼンカズラ・アキカラマツ・イヌザンショウ・メドーセージ・ミツハギ・サルスベジ・ツリ

ガネニンジン・オミナエシ・ヤマハギ・アオンツ・ヤグ′レマテンニンギクなどであった.採集した4fJ頭 (35♀ H♂)の
ハチに 28頭 (17♀ 11♂)に 1～約 550頭のクマバチコナダニの寄生が確認され 寄生率はω9%(♀ =48.6%,♂=
100,0%)であった.クマバチ・マルクマバチは本種の同物異名である。

2.ftprrriJ4,β♂ぉ崩ワ Mか Yaslmatsuサ トウチビツヤハ)バチ

際 集記録]平塚 (1♂,20∝,617);手賀沼畔 (2♀ ,2CXIS 6.17,1♀ 3♂,21Xb 4 18,2♀ ,200fD 5 22,ユ ♀ l♂ ,

2006.7.3;2♂ ,2006.7.22;1♂ ,2007.3.%):折立 (1♀ ,20“ .661;孝中々 廻 (1♀ 4♂,2∞55.4;1♂ ,20“ 424)i

白井市運動公園 (1♂,2005,48, ユ♀,20055.26,2♀ 1♂,2∞5727, 1♂,20∝,424);復 (1♂,20_561;
1♂,2005721,3♀ 4♂,20065.1,3♀ 3♂,2006521);神崎川左岸小池橋付近 (1♀,20甑 628;1♀ ,20∝ 715;

2♂,2CX3 8.10, 1♂ ,2臨 921).

[ノ ー 同 日本では今十と南西諸島・人丈島など広く分布する.千葉県では下総台地の数か所から記録されているが,房
総丘陵もよく調査すれば分布していると思われる.白井市で本種が各地から記録されているが,これ′は意識して体民僅

か 4～ 5 11ullの本種を探して採集したためである.特に本種は次種のイフタチビツヤハナバチに酷似しており,野外での

識別は不可能で,顕微鏡下でないと分類ができない.本種を探し出すためには本種より各地に多産する次種も積極的に

集めなけオリ鶏 柔が出せない。このため多く見つかる場所では採集個体数を増やした。本種は3月 下旬～ 9月 T/Ruに か

けて出現していたが木地域では見つけられなかった.白井市採集個体の訪花植物ヤンvIん狛 オ
‐ン・タンポポ 。ヒメジョ

オン・タカサブロウであった。本種はススキの髄に巣を造る.サ トウツヤヒメ′サ ′ミチ・サ トゥツヤハナバチは木極の

同物異名である.

3.O知肋 ,β館力 り ,MttYasuna飩 イ ワタチ ビツヤハ ナ バ チ

隊 記録]平塚 (3♂,21D5,4.6;2♀ ,20064.18:1♀ 1♂ ,20066.1; 1♀ ,2CX5 7 3);手 賀沼畔 (1♀ 2♂,2005,

85, 1♀ ,201b.54; I♀ 1♂,200fD 5.22;2♀ 2♂,2CrD 6.1;2♀ ,2CX3 6.17,2♂ ,2CXX5。 73; 1♂,2Ch 9
2);折立 (1♀ ,2∞5.5,9,2♂,205527,1♀ ,200S.66;1♀ ,200S728,1♀ ,2005814,2♀ ,2∞51012;
1♀ ,2006.7.141;神 々廻 (1♀ ,200_5,7.27,1♂,201X,4.241;白井市運動公園 (1♀ ,2005■27, 1♂,2006713);
神々廻市民の森 (1♀ l♂,21Xb.54; 1♀ ,20055.261;木 (3♀ ,2005,819;2♂ ,2∞59.19; ユ♀ 2♂,2006
55,2♀ ,2016.524, 1♀ ,2CXb,726;3♀ ,21X310,8);復 (3♀ ,2CX15 6 1; l♀ ,2∞5.7.21, 1♂ ,2a1584;
2♂,20058.17,3♀ 1♂,20“.10,2;2♂ ,20∝.44,2♂ ,2014.417; 1♀ 2♂,200651, 1♂,20∝ 521):

谷田 (1♀ ,2006.5.12;1♂ ,20Ch,7291;神崎川左岸小池橋付近 (2♀ ,200fD.628;1♂ ,2006715;2♀ ,20067.29;

l♀ 2♂,2006.8.10, 1♀ ,2006.10101.

[ノー ト]日本では今十に分布する.千葉県では前種局臨 南房総の調査不足であるが広く分布していると思われる。こ

れまでの調査では4月上旬～10月 中旬に力Wすて出現している.本種もほぼ真つ翻 卜種で日立たないが、継統的に野

車が保存されている地域ではかなり多く乞息しているようである。白井市でluTR沼畔・神崎ナ1/J地橋付近,自動車の

往来の少ない里山の道路際,水日の畔道などの花上でよく見られた,白井市採集個体の訪花植物はタンポポ。オオイヌ

ノフグリ,ハルジョオン・カタノミミ・ヒメジョオン・ヤプカラシ・スペアミント・イヌザンショウ・ヘクノカズラ・ア

オシツ・ミズヒキ・アメリカセンダングサ・シロツメクサ 。ノグシなどであった。イワタチビヒメハす′ミチ・ィヮタチ

ビハナパチ・イフタンヤハナ″ミチ。チビツヤバナバチは本種の同物異名である.白井市でツヤハナ′ミチ亜属のハチは前

種と本種の2種であったが,千葉県にはこの他クロツヤハナバチが記録されている。

4 Cerm猾の ヵ 仰 slnh キオビツヤ′サ ′サ

聴 記録]折立 (1♀ ,2005.5.27,2♀ ,2005.6.6; 1♀ ,2005,9,23Ⅲ l♂ ,2006.428, 1♀ ,201XS 6 20);神々廻 (1

♀ 1♂,2005.5,4;1♀ ,205.7.27);白 井市運動公園 (1♀ ,2005.5,4;2♀ ,200_S.526,1♀ ,205,727;l♀ 3

♂,2006.424; 1♀ ,2CXb.6241;神々廻市民の森 (1♀ ,20∝.4t24);木 (1♂,200655;2♀ ,205.5〕);所沢

ふるさとの森 (1♀ ,20065.5);復 (2♀ ,2005,6.1;l♀ 1♂,2005,102i l♀ ,2016.4,4;l♀ l♂,20064.17;
1♀ 2♂,2006.5,1, 1♀,郷 521:2♀ ,2晰 6.14);谷田 (1♀2♂,20065,12;2♀,2055,%, 1♀ ,2006628):

村1昭

"II左

芳ウト池縦    (3♀ ,2鵬 512, 1♀ 1♂,2C16525; 2♀ 1♂,2鵬 628,2♀ ,2014.8101.

[ノ ー ト]日本では今十と対馬に分布する種 全国的には普通種のようであるが,開発の進んだl也や白期呆全が脅かされ

た地では少ないようである.千葉県内の調査もあまり進んでいないが広く分布が確認されている。体長は 6～ 9 11ullと 前

2種より少し大きく体に黄斑を具えるの■ よく探せば見つかる種である。白井市では4月 上旬から10月 上旬に力ヽすて

見られたが,多く見られた地域でも/LttTの出朗朗に毎回見られるところはなかった。白デイ市採集個体の訪柁植物は

モクレン・タンポポ。ノツレジョオン・ハコベ・ハコネウツギ・ノイバラ・ヒルガオ・クリ・ムラサキシキブ・ヒメジョ

オン・シロツメクサ・イヌザンショク・イノコズチなどであった.本種の営巣はススキ・ヨモギ ,ア ワダチツクなどの

髄芯をもつ枯れ枝や茎に造られる。力つ て使われた和贈のキオビヒメハナバチは本種の同物具名である.白井市でオビ

ツヤハナ′ミチ囲隅のハチは本種のみであつたが,千期翻側 には少ないながらヤマトツヤハナ′ミチも生息している.

的mdinae キマダラハナバチ亜科
5,脆 脇 減 瑠 騨 吻 節 TDcki ア ス フ キ マ ダ ラ ハ ナ バ チ

限 典嗣 鞍  (1♂,舶 4.18, 1♀ 6♂,2嚇.54;2♀ ,2CXX5 5 22; 1♀ ,2縣 61);白引寸帽範彪洞  (1♂ ,

2∞554);神々廻市民の森 (3♂,20055_4;1♀ 3♂,20∝ 424,1♀ ,20964);木 (1♂ ,21X6.55)i復 (1
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♀,206521);谷 四 (1♀ 2♂,20065.12).

[ノ ート]北海道・本州 。九州・対馬・屋久島などに分布する種 千葉県では下総台地の数か所から記録されているが,

筆者の手元には未発表の房総丘陵地域の標本も保存している。ただし,本種の産地は限られるようであまり多い種では

ないが,生増地では多産していることがある.本種の活動場所は木漏れ日の当たる雑木林の下床部や林縁部の枯れ葉の

落ちている所 。露地面の多い車問などで,雄は地面すれすれをゆつくり飛翔している。本種の千葉県における出F■lJlは

4月 中旬～6月 上旬までのようである。白井市採集個体で訪花を確認したのは2例 (♀ ),ノ ッレジョオンであった.キマ

ダラハナバチ属はミツバチ科では最大の属で世界に 795種も記録されている lMdlgag,2071.日 本のキマダラバナ
バチ属は細分され過ぎていて76種 (寺山,20μ)も記録されていたが,大I隔に整理され49種 lMitai&TadFttIClli,2071

となつた。なお,本報では基本ベースの概説を旧の分類に基ずく数字としているため,本屈では実質27種も増えた計算
になっている.

6ハ功徽力伽晦タセ瘤0湖α』 ヤマトキマダラハナ′ミチ

D蘇覇蒟咽手賀沼畔 (1♂,21X3.6.17);神々廻 (1♀ ,200548,2♀ ,20054.91;白井市運動公園 (2♀ 1♂,20蒟
624),木 (1♂,21X4.6.191;復 (1♀ ,2006.4.4).

[ノ ート]日本でイ』解輔象本州。九州とer7‐島に分布する種.千葉県内の記録は下総台地に多く,房総丘陵は少ないが,

これは調査の頻度差によるもので各地に広く分布していると思われる。千葉県における本種は彩度の高い色彩を放つ春
季個体が3月 下旬～4月 下旬,低彩度の初夏個体が6月 中旬～7月 中旬の2回出現している.本種の寄主については筆

者が佐倉市でコハナバチの1種ではないかと推測したのを市川市の報告書 (須田,204)で経緯と訂正しているが, ミ
ツクリフシダカヒメ′サ ′ミチと確認されている。また,本種については千葉県佐倉市を正模式標本としたサクラキマダ

ラハナバチ (♂)か記載されたが,別の標本で常州携次博士にヤマトキマダラハナバチの雄と同定されたものと変化が

なかった。レンニョキマダラハすバチも雄を確認し,この両種が実はヤマトキマグラハナ′ミチであったということで疑

問が解決した。

7.かり脇 滋 ra財卿 腔 筋 Clodka4 ウ シ ヅ ノ キ マ ダ ラ ′寺 Lペチ

財判案調 平物粛(1♀ ,2∝胤&1).

[ノ ート]日本全土と共氏・種子島・屋久島などに広く分布する種.千葉県内でも広く各地から記録されているが,あま
り多い種ではない。これまでの記録から千葉県では4月上旬～6月 上旬に出現している.体長は 10 mm前後と本属では大

型であり,特に雌の後脚腿節先端が一姑の牛角状の突起をもつ本属では特異な形質を具えている。本種の寄主としては

ミカドヒメハカベチ・クロツヤヒメハすバチではないかとの観察があるが,千葉県内には両種の分布が確認されていな
いことから,恐らく複数種に寄生するものと思われる.唯一の白井市採集個体は切り通し崖面を低空飛翔していた.

8.か吻翻″ン取即 低址粉 ヒメキマグラハナバチ

醸 翻 平塚 (1♂,2007.3必 ),ネ申々 廻 (1♂,20“.48, 1♀ ,20064.241;白 井市運動公園 (3♀ 1♂,200_S.4

8,3♂,2006.3.27,2♀ ,20∝ 42);木 (2♀ ,20065.5).

[ノ ート]日本全土と種子島・屋久島などに広く分布する種 千葉県内でも広く各地から記録されているが,あまり多い

種ではない。体長 5幽程度O/J踵 ,出現翔で色彩が多少異なる2型がある。千葉県では3月 干旬～5月 士旬に鮮や
かな赤色を具えた春型個体が出現しているが,晴赤色の夏型個体の記録は少なく6月 上旬に数頭見つけているだけであ

る。白井市で,欝申々 廻地域の特に運動公目の草間を飛刻していた.本種の寄主については分かつていない.

9ハめ胸徽力gi17rpP TMdci ギンランキマダラハラL′ミチ

醇鰺零閣荊 穆  (2♀ 2♂,2臨.418, 1♀ 2♂,20∝.5.4; I♀ ,2055t22);折 立 (2♂,2005_4.14; ユ♀,20“
5,9,2♀ ,2∞5.5,27;1♀ 1♂,20064.28);ネ 申々 廻 (3♂,2CD5 4 8,1♀ ,2005,4.9,1♀ ,2006.424);白井市

運動公園 (1♀ ,205.4,8,1♀ ,2055.4;3♀ ,2CXb 5 26;2♀ 2♂,20甑 424J;神 廻々市民の森 (1♀ ,200_S4
8; 1♀ ,21X3.4.24);木 (1♀ 1♂,2006422; 1♀,20%.55);所沢ふるさとの森 (1♀ 2♂,218422; 1♀ ,

2006.55);復 (3♂,21X4,4.4;2♀ 2♂,2006.4.17,1♀ ,205.51,1♀ ,21X6.5,21);谷 田 (2♂,200648,2
♀,2006.4,26;2♀ ,2006.5.12).

[ノート]日本では今十と対馬に分布する種 千葉県では各地に広く集落地・耕作地・道端・木漏れ日の当たる林床部な
どにやや普通に確認される。千葉県では3月 干旬～5月 ヽヽ に出現している.体長はこの属としては中位の 8剛前後.

雌は特に鮮やかな赤色で黄斑がないことと前伸腹節背面の絹状飾毛が密で長いことで翻棚ま簡単である。ところが雄は

腹部に黄斑をもち体色も褐色味を帯び個体による変異幅が広く雌とは別種ではないかと思える種である.地表近くを飛

翔したり生垣の上や花の回りをよく飛び回つているが,自井市で確認した訪花脳物はユキヤナギ・タンポポ・アブラナ 。

ハコベ ,オニタビラコ・ノvレジョオンであった。これほどよく目にする種であるが,本種の寄主については分かつていない.

10,,聰躍翔ク肋 翻曲Cockau ヒゲナガキマグラノヽナバチ

[保集記録]平塚 (1♀ 4♂,2CX4.418:2♀ ,20幡 5.41,手賀沼畔 (1♂,2006.418);折 立 (1♀ 2♂,2005,414:
2♀,21M.428);神 々廻 (1♂,20∝ 4241i白井市運動公園 (1♀ ,知∝ 4124).

[ノ ート]日本では今十と対馬の低池から山地にかけて分布する種.榔 内各地から3月 ヽヽ ～5月 上旬に力Чすて記α設

されている,今般の白井市の調査では確認場所 。個体数とも少なかったが,千葉県では次種とともにかなりよく見つか

る.体長 6剛前後,細身で触角の長い種である.本種の寄主も不明.ヒ ゲナガマダラヤドリハナバチは本種の同物興名
である。

H.N蝋ぬ肋肋昭�(lockc4 ハリマキマダラハナバチ
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隊 記録]平塚 (1♂,2005,4.6; l♀ ,2006.418,2♀ ,20073.23);折立 (1♀ ,205.414,1♀ 3♂ ,20鶴 324);
神 廻々 (1♀ ,20548;1♀ 2♂,2006.327);白 井市運動公園 (1♀ ,2∞554;2♀ 1♂,2006327,1♀ ,200fj
4.24),木 (1♀,200641,1♀ 1♂ ,2CX17 3 22),所 沢ふるさとの森 (2♀ 3♂,20髄.41,2♂ ,2007322);復
(2♀ ユ♂,2006321;2♀ ,2006.441i谷田 (1♀ 1♂,20∝ 4,8, 1♀ ,20073261.

[ノ ート]日 本では全十に分布する普通種 千葉県では3月 下旬～5月 上旬に出曳 各地に広くやや普通に分布している。
体長 7111111前 後,前種に似てやや触角が長いが体はやや太身である。白井市で前種は3地域しか確認できなかったが,本
種は各地域置確認できた。確認場所は木漏れ日の当たる雑木林の林床部・林縁部・道端・切り通しの崖面 。押「れた車聞
などを低空飛翔していたが, 2例のみオオジシバリ・オオ/rヌ ノフグリのi減軸 体を採集した。

12 NottittTslndci イカズチキマダラハナバチ

[塀集認刺 木 (2♀ ,釧勝 422).

[ノート]日本では利 Nヽ・ 四国・A41寸‖と対馬に分布が確認されているが,記録は少ない種である.千葉県では長生郡一宮
町軍茶利山の 1♀ に次ぐ2番目の記録である。

13,ハリの 餌滋V Sanih ダイミョウキマグラハナバチ

隊 記餌g平塚 (1♀ ,200546,2♀ ,21X3,418, 1♀ ,2Ch 5 4, 1♀ ,郷∝ 522);手賀沼畔 (1♀ ,2CX16 5 22;

1♀ ,2006.6.1);折立 (1♀ ,劉筋.4,14,2♀,2005.5,9,1♀ ,2005.527,1♀ ,2016.428);ネ中々 廻 (1♀ ,2∞55
4;2♀ ,21X15.5 2fJ; l♀ ,201b`424; l♀ ,20∝ 6.4);白引市運動公園 (2♀ ,20055,4;2♀,畑5526; 1♀

,

20∝ 424)i神々廻市民の森 (2♀ ,20055.4,1♀ ,205.526);木 (1♀,205422,1♀ ,21X45S,1♀ ,2CXb
524);復 (1♀ ,2005,61,1♀ ,2006417,1♀ ,2006.51;1♀ ,200fj 5 21;1♀ ,別%614);谷 田 (2♀,2Ch
4%,1♀ ,2006.5,12,1♀ ,2006.525).

[ノ ー ト]日本では今十と対碍・種子島・沖縄島などに広く分布する普通種,本種は本属のハチでは体長 H～ 13 mmと 大型
で日に付きやすいこと,出現期が4月 上旬～6月 中旬までと本属では長いことから千葉県内各地から記録され′ている.

本種は雄を欠き,単為生殖をする。寄主はニッポンヒゲナガハナ,汁柴シロスジヒゲナガハナバチであるが,手賀沼畔
では寄主の巣坑口付近にも見られた.白井市採集個体の訪花植物はキイチゴ・タンポポ・ハルジョオン・エゴノキ・シ
ロツメクサなどであった。かつて単にキマダラハ)ベチといわれていたのは本種である。

14肋滅 肋 能胸,Tstrdci ミヤマキマダラハナバチ

[採集記録]平塚 (1♂,鮒
".323);神

々廻 (1♀ ,20054.8);白 井市運動公園 (1♂,2006327;2♀ ,206424;
I♂,如鮨.641;木 (1♀ l♂,200fJ 4.1);復 (4♂,2006.4.4, 1♀ ,21X3.4.1の .

[ノ ート]北海道・オ嘲‖|・ 九州に分布する種 千葉県では千葉市緑区誉田町の 1♂の記録があるが,筆者の手元には三田
井克志博士に同定して頂いた未発表の北総4地域の標本を保存している,本種は体長 5 11ull前 後の小型種で,本種と出現
期,体長・形態もヒメキマダラハすバチと酷似している.このため,筆者の未整理漂本の中に千葉県内の他の地域でヒ

メキマダラハナバチと混同したままとなっている可能性がある。しかし,恐らく千葉県ではヒメキマグラバナバチより
生息密度は低いようで,かなり少ない種のようである。深山 (ミ ヤマ)と いうが,余り高山ではないようで,千葉県で
は低地帯で分布しているように垂直高度力部副鞘 種ヽのようである。白井市での採集確認は明るい開放域であつた。本種
は年 2イZ性である.千葉県の手元の標本からは3月 下旬～4月 T/FiJ, 6月 上旬～6月 中旬に活動している。

15.勒 鵜 雰 廟 ∽ YasRIWaleth康 尚 盟  ニ ッポ ン キマ ダ ラハ すバ チ

聴 記録]平塚 (1♀ ユ♂,21h.5.4);手賀沼畔 (1♂,21XT,5,4, 1♀ ,2006522);神々廻 (2♀ 1♂,2005526);
白井市運動公園 (1♀ 3♂,2CX5.5,4i4♀ ,21b.526,1♂ ,2006424),木 (1♂,21X3.55),復 (1♂,20∝ 5

1),谷田 (1♂,2006.512).

[ノート]日本では今十と対馬・種子島・疸ン、島に分布する普通種.千葉県内でも各地にやや普通に見られるが,やはり
都市開発地域ではほとんど見られなくなってきている.白井市での調査は里山の自然の残る地域を中心としたが,やや
期待外れの結果であった,体長は 7 1wu前後と本属では中型の部観 腹部の地色は他種ほど赤くなく橙色,雌の後脚睡節
先端は先の揃ったイ輝Jの束を具える特徴ある種である。また,出現期は同属の他種より少し遇仙 千葉県では4月 中旬
～6月 上旬である.この出現翔は本種の寄主に関係するものである.つまり本種はキバナヒメハナバチに労働寄生する
ためである。白井市での採集個体は地表近くの草間を飛翔するものが多かつたが,一部の個体がアプラナ・オオジンバ

リに訪花した。

16距滅 誠肪,腔 T―ki コキマダラハナバチ

[採集記録]手賀沼畔 (1♀ ,2006.522,3♀ 2♂,21X37.3);折立 (1♀ ,20∝ 620);ネ 中々 廻 (1♂,21XJS 4 8; l

♀,205,526;1♀ 2♂,20“ 727),白井市運動公目 (1♀ ,20b.624);木 (1♂,2055.5,3♂ ,20%6.19,1
♂,21X5726),所沢ふるさとの森 (1♂,200655);復 (1♀ ,2005817; 1♂ ,20064.17, 1♀ ,20髄 51;2
♂,200672).

[ノ ー ト]日本では今十と対馬・騨 、島に分布する普通種 千葉県内でも各地にやや普通に見られるが,体長が 5田m前後
と小型のため,意識して確認しないと普通種とは思えない。白井市の直前に調査した市川市では各地で度 確々認できた
が, 白井市の今般の調査地域で

`餘
り多産する所もなく,確認地も限定された。春の個体は林縁部の枯れ葉の上や車岡

を低空飛翔する個体 夏季はヒメジョオンに訪花する個体を確認できた。本種は多イヒ性であるが,千葉県のこれまでの

採集記録から4月 上旬～10月 上旬まで活動を確認している。恐らく年 3～ 4回の発生期があると思われる.本種の寄主
にはコケシチビハナ′ミチが記録されている。しかし,千葉県のこれまでにコキマダラハナバチが確認され′た産地に寄■
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のコケシチビハナバチが確認されていないことから,本種は複数の種類のコハナノミチを寄主としている模様である。

17ハリ
"肋

ン,脇肪YaslalmtsuctHiraslaim シラキキマグラハナ′ミチ

際 記録]平塚 (2♂,20∝ 54; l♀ ,20鮨 61);折立 (2♂,20559;2♀ ,2∞566:2♂ ,20%4.28).

[ノ ート]日本今十と対馬の平地～山地に力Чナ分布が確認されている種.千葉県内でも平地～丘陵地に力ヽす各地に分布し

ているようである。白井市では2か所しか確認できなかったが,千葉県内の大都分の地ではこれほど見力ヾすなこく では

ない。本種も千葉県に見られる本属の′ヽチとしては出現期が少し遅く4月 中旬～5月 下旬である.本種の寄主について
コガタウツギヒメノ‐′子 の巣坑付近を飛ぶシラキキマダラノキ )済の雌が巣坑に入るのを観察したという記録がある。

筆者もかねてから寄主と寄生者の体サイズ・出現期・生臥場所などからこの両者の関係を予測している.

18 ηψ∽加 w″勉力
`徴

∬∽い Walbl シロスジヤドリハナバチ

際 記録]手賀沼畔 (1♀ 2♂,2CX4.9.2);神々廻 (1♀ ,20∝ 910,木 (1♂,20∝ 94).

[ノ ート]主な文献で日本で14jlヽH・ 九州に分布するというが,北海道の記録報告もある.千葉県内での記録は少ないが,

鹿児島県本上部では普通という。千葉県のこれまでの記録は8月 干旬～9月 中旬までである。自井市採集個体は車間を

飛翔していたものであるが, 1♂はヤマハギに訪花していた。本種はミツクリヒゲナル′ヽナバチに労働寄生するようで

ある。この寄主とされるミツクリヒグナ澪′＼ナ′ミチは特に千葉県南都中心にかなりよく見掛ける種であるが,寄生者の

本種はなかなか見つからない。シロスジヤドリミツバチ・シロスジムカシ′ヽすバチヤドリは本種の同物異名である.

19。 つ∽燃 β″功り」甲開
'閉

B鰤 ヤマトムカシハナバチヤドリ

働麟誦妻翻手賀沼畔 (1♂,20∝.9.15;1♀ 1♂ ,20∝.109);折立(4♂,20059閉 ,1♀ ,200510.12,2♀ ,2005,1021);

神々廻 (1♂,20051014,3♀ ,2a15.102_3);白井市運動公園 (1♀ ,2∞5Ю.23);神 廻々市民の森 (2♀ ,20051014;
1♂,2069.28);木 (4♀ ,20“ .1020;1♀ ,200511.4;1♀ 3♂ ,2006.10,8);復 (2♂,200510.2;2♀ ,2005.H.1)

[ノ ート]本州・九州と宅岐・対馬に分布する。千葉県では下総台地から記録されているが,南部もよく調査すれば生′也、

していると思われる.本種は一時発見場所 '個体教が非常に少なかったため,初期の千葉県レッドデータプック (千葉

県,20001ではカテゴリーBの重要保護生物として選定した。しかし,これは秋季の調査不足によるもので,見つけに

くかつた本種を,その後下総台地から場所・個体数とも多く見つた。このため21X16年の改訂版では本種をリストから削

除した。白井市の調査では9月 中旬～■月上旬まで生息が確認された。草問・崖面・落葉上などを低空飛翔しているか,

オミナエシ・ヒメジョオン・アメリカセンダングサ・アカシツ・ノコンギク・ヤイタカアワダチノウなどに集まってい

た。本種の寄主はムカシハナ′ミチでぁる。また,ヤマトシロスジヤドジハナ′ミチ・ヤマトヤドリバナバチは本種の同物

異名である.

20身陶肱 F砕渤り腔肱V効施Ymmaul シロモンムカシハナバチヤドリ

麟集認刺 木 (1♀ ,21X4.6.191.

[ノート]日本全土と種子島から分布が確認されている種.千葉県では清澄山・市原市 ,市川市などの記録があるが,筆
者の手元には3か所ほどの未報告地の標本が保存されている。これまでの観察から本闇ま寄主がコロニーを作つて営巣
している場所近くでは多数個体が見られる。寄主についてはエサキムカシハナバチヘの労働寄生が知られ ババムカシ
ハ井′`チが寄主としても示唆されている。千葉県での信太利智氏の観察も筆者の観察もノラミムカシ,′ ナヽパチのコロニー

であった.この関係から高い山のない千葉県では本種は6月 頃中心に見つかつている.一方,垂直高度の高い山梨県や

北方緯度の青森県などでは8月 中心に見つかつている.白井市での寄主′ラ ムヾカシハナ′ベチは復で見つけた 1♀ だけで

あつたが,寄生者のシロモンムカシヶ′ヽすバチヤドジは隣接地の 1♀だけであつたことから,白井市での両種はかなり生

息数が少ないものと考えられる。なお,本種はヒメジョオンに訪花していた。また,シロモンヤドリ′寸 ′ミチは本種の

同物異おである。

Apinae ミツバチ亜科

21.翫健rtvω切 り v″〃匈中明 P蜆  シ ロスジ ヒゲナ ガハ ナバ チ

酵筋覇閣剥 】乾素(1♀ 1♂ ,2CXX5 4 18, 1♀ ,2阻 5,4; 1♀ 二♂,2006 522i l♀ ,200661; 1♀,知∝.617)i

手賀濶畔 (1♀ 1♂,2CX3 5,4,1♀ 1♂,2006.522,1♀ 1♂,20066,1;1♀ ,20∞ 61の ;折立 (1♀ ,釣

“

5,27;

1♀ 1♂ ,2006.428);ネ 申々 廻 (2♀ 1♂,2005.54);白井市運動公園 (1♂,郷樋.424);神々廻市民の森 (1♀ 1♂ ,

2005.5.4, 1♀ ,21S.64),木 (1♀ 1♂,20%422,2♀ l♂,20鶴 55,1♀ 1♂,2014.5み牝 1♀ 1♂ ,20066.
2;1♀ ,21XM.6,19);所 沢ふるさとの森 (1♂,2006.5,20;復 (1♀ 1♂,20“ 61;2♂,205417,1♀ 1♂ ,

20C65,1;1♀ 1♂,2006521,1♀ 1♂,拗%614,1♀ ,2Crj,7.2);谷 田 (1♂,20064:%; 1♀ 1♂,2006512;
1♀ 1♂,2006.525; 1♀ 1♂,2066.7, 1♀,駆 .628),鶴)1睦≠切地繊   (1♂ ,2006,426; 1♀ 1♂,2006
525,1♀ 1♂,21X66.7;1♀ ,20B.628).
[ノート]本州 。四国。九洲と屋久島・沖縄島に分布が確認されている種 千葉県内では次種とともに各地に普通に見ら

れ′る種で,白井市の調査では4月 中旬～7月 上旬まで/L息が確認された.白井市の調査地すべてで確認されたが,基本

的には明るい開放域κ活動,森林部分は林縁部ないし明るい開墾域滞見られただけである.触角の長い雄は花から花ヘ

と巡回飛翔するものが多いが,時々訪花もしていた.雌中心に見られた白井市の訪花植物を記すとカラスノエンドウ・

ムラサキケマン・フジ。ジュクニヒトエ・ヒメオ ドジヨツウ・シロツメクサ・アヤメ。′ソレジョオン・アカツメクサ・

タンポポ・コンフリーなどであった.手賀沼畔の革に覆われた通路には車際に造られた巣坑に戻る雌もいた。本種は次

Trkと似ているが,前翅の亜縁室は2室刊復部背節後縁の白毛帯は明際である.単にヒゲナガハナバチと呼ばれていたの
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は本種である。本種に酷似しやや大きVソ▼ イロヒグナガ′ヽナバチは千葉県には発見されていない。
22 Ftv解 ぉカカα/9rPワ 効塑開蝕歯 α鎌づ  ニ ツポ ン ヒゲナ ガハ ナバ チ

[採集記録]平塚 (2♂,200546;2♀ 1♂,20∝ 418, 1♀ ,20∝ 54;2♂ ,2007323);折立 (1♂,2∞549:
2♀ 2♂,2005,414; 1♀ ,2005.5,9; 1♀ ,20“ ,6.6; 1♀ 1♂ ,2CX16 4 28),ネ中々 廻 (1♂,2005,4,8; I♀ ,200_S
54,1♀ 1♂,2054.24);白井市運動公園 (1♂,2∞548;1♀ ,200S S 4,1♂ ,20∝,327,1♀ 1♂,2CX4 4 24);
神々廻市民の森 (1♂,205.4.8;1♀ ,2CX15 5%;ユ ♂,20Ch 3曼7:1♂,20∝,4");木 (1♂,200641,ユ ♀ 1

♂,2CXX5 4 22;2♂ ,207.3221;所 沢ふるさとの森 (1♂,20幡 5,5);復 (1♂,20鮨 4.4, 1♀ 1♂,2006417;
l♂,20065.1)i谷田 (1♂,別縣 48,1♂,2006.4.26;1♀ ,200fj 5 12,1♂ ,2007.326);布 榊奇チ|1鶏杉j地橋付
近 (1♀ ,2臨.5.12;1♀ 1♂,2鰤 45)

[ノ ート]本州・四国。九州と紬零・種子島・屋久島・口永良部島などに分布が確認されている種 千葉県内には前種と
ともに各地に普通に分布している。野外では前種と区別しにくいが多勿硬部背節後縁の白毛帯が弱く見える.採集して
よく見ると前翅の正縁室は3室で別種と分かる.本種は前種と混棲して活動することもあるが,白井市では調査区域の
手賀沼畔にまったく本種が見られなかったこと,活動期が3月 下旬～6月 上r旬までと早いことなどで微妙に異なってい
た.白井市採集個体での本種の訪花植物はショカッサイ・ヒメオドリコツク・カラスノエンドウ・アセビ。ホトケノザ・
キイチゴ・ ドウダン・ジュウニヒトエ ,タ ンポポ・ツツジ・アヵッメクサ ,イ ボタなどであった。過去にノvレヒゲナガ
ハナバチの和賂が用いられていた。

23 TcD抽肋 ,9肋 pJEsTJbpic蜘  ミツ ク リヒゲ ナガハナバ チ

日,謗亀嗣 平塚 (1♀ ,郷∝.915);手賀沼畔 (2♀ 2♂,200692; 1♀ ,21X16.915);折立 (2♀ ,2005,912);ネ中々
廻 (1♀ ,21XX5,910),白 井市運動公園 (2♀ 1♂,20069,101;神 々廻市民の森 (1♀ ,2CX4.910,1♀ ,2CXX5 9,28);

木 (1♀ ,2005.919, 1♂ ,2006.94);復 (2♀ 2♂,20069.3, 1♀ ,2006919).
[ノ ート]日本では本州・四国。九州と種子島・屋久島に分布が確認されている種.千葉県内では各地に分布するが,白
然環境の豊かな地方では普通種である。前翅の亜縁室は3室であるが,前 2種とは明ら力Wこ出現翔を異にするガ』!種で
ある。白井市では9月 のみで見つかつたが,千葉県では最長8月 焉ヽ ～10月 中旬までの生息が確認されている。今般調
査した谷田地域では確認できなかった。本種は好んでヤマン′`ギに訪花していたが,一部ミツハギ・ツルマメにも来ていた。

24И″η♂】ち協θ贈り肋密SmidlJ スジボノコシブトハナ,ミチ本土亜種
際 集記録]平塚 (1♂,200_S818);折立 (1♂,2005814);白井市運動公園 (1♂,201X5.87,1♂,206821, 1
♂,2006.9,101;谷 日 (1♂,20068,10,

[ノ ート]日本で膨判寸‖・四国・九州と対馬・種子島・屋久島などに分布する種 千葉県内には広く分布しているが,余
り個体数を多く見掛けることはない.千葉県では 7月 下旬～9月 中旬までの出堺期が確認されている。白井市採集個休
の訪花植物はアキノタムラノウ・ギボウシ・ヒルガオであった。スジハナバチ・スジボシフトハナバチは本種の同物異名.

25励 ぉp"めりぉ9洵弯伽 呻  セイヨウオオマノL/ハナバチ

陳 記録]平塚 (1♂,2006.6171i復 (1♂,20056.1; lw,20蛹 321).
[ノ ート]ヨーロンパ原産の外来種 本種は本来日本の “野生"には活動していない筈のハチである。白井市の採集個体
は調査コースでアブラナ・ノッレジョオン・ネズミモチに訪花していたものを採集した。特に注目したのは3月 21日 に復
の市民農園のアプラナに来ていた lwである。当地のマ′レ ナヽバチで一番早く営巣活動を開始するコマノレ ナヽバチでも
働きバチの外役活動が4月 下旬からであるのに, 1カ羽 も早くから見つかつたことである.ンチマ′レ ナヽンベチは本種の
同物異名。日本のマノレ ナヽ′′サ 属は本種を含んで 16種 千葉県には本種を含んで 5種が記録されているが,現在確実
に土着している在来種は次の2種のみのようである.

26駒め,β n際ね
"肋

りρ滋密 ryrtFa・ Smih コマノレ ナヽノベチ櫛

D駒爵謳剌 平塚 (lQ,"∝.4_18, lw,20鶴お 4,2w2♂ ,20066.17);折立 (2w,20“ 66, lw,2006428;
lQlW l♂ ,2006620):神 廻々 (lw l♂ ,206624),自井市運動公園 (2w,2005.54,lwl♂ ,知∝ 624);神々
廻市民の森 (lQ,20∞.3.27;lQ,2006,64);木 (lw,2CX5 422, lw l♂ ,20066191;所沢ふるさとの森 (1
wl♂ ,20∝.5夕l; lw,2C86.1, lw,別 鶴 6.19);復 (lw,21XX5.51; I♂ ,知鮨 6.14);谷田 (lQ,20064
8;lQ,20%.4.26;lw,2006.67;lw 2♂ ,21X3628).

[ノ ート]日本における本亜種は本州・四国・九サ11と屋久島に分布,北海道と対馬にそれぞオ胡!賂亜種が記録されている。
千葉県内の各地に比較的普通に見られる種であるが,都市化の進展とともに過密住宅地域から姿を消しつつある種の と
つである.白井市では台地から水田を狭んで離れた調査地の印緒沼畔と神1呵 |1小池橋付近には活動が見られなかった.

木種|ま営巣活動が短く,白井市で確認できた成虫の野外活動期は3月 千旬～6月 ミヽ までであった,白井市採集個体の
訪花植物はヤマブキ・グミ・サツキ・ツツジ・モミジ・エゴノキ・カキ・イボタ・ナワシロイチゴ・ウツギ・プラシノ
キ・ネズミモチ・ムラサキシキブ・クリ・ボダイジュ・アカメガシフ・サンゴジュなどであった.採集した 35頭 (6
♀19w10♂ )のハチのうち 8頭 (5♀ ―w3♂ )イ蘇勺30～ 1,000頭のダニの奇生が確認され,寄生率は229%(♀ =833%,
w=0%,♂ -300%)であった。この結果 同じメスでも女王バチは離 _率が高く,働きバチではまったく寄生が見
られなかった.

27♭ あ 郎 pttpbPrsy加 卿 ど詢 衛 19 smih トラマ ″ カヽ ミチ本 』 随

際 集記録]平塚 (lw i♂ ,2005112;lw,200692;lw,2CX16 9 15;2w,20∝ 109))i折立 (lw,2∞5814;
lw, 2005,9.12;  1、v, 20051012,  1むp, 20051021 ;  1む n, 200511 5,  1、v, 2006620,  lw, 2006 7.14; 2w, 200fJ
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8271;神々廻 (lw,2005.5.26; 1♂ ,20∞ .10.23, 1♂ ,2005.■ 8; ユw,2006.7.13; lw,206910; lw,
9,28);白 井市運動公園 (lw l♂ ,2CX15 10 23);木 (lw,郷

“

,919; lw l♂,2005.1020, lw,2∞ 5■ 4;

2006524,lw,20066.19,lw,20“ _9.4;lw,20∝ 108);復 (lw,知
“

H_1;lw,20鮨 ■16);谷田 (

2006.5,1,ユ w,20165.25i lw,206.729; Iw,2068101;神呵 H左岸小池橋付近 (lw,20∞.6.28).

[ノ ー ト]本種の本迫咽囲多樹1卜 四国・ブLJlイ‖と対馬に分布しているが,弐彗礎 ・千島列島にイ朗 1賂亜種が記録されてい

る.千葉県内の各地に分布するが,前種同様都市部での減少が日立ってきている.千葉県内での成虫の野外活動期は4
)]中旬～ll月 中釘まで観察されている。白井市採集個体の訪花植物はヒメオ ドリコンウ・スイカズラ・ハコネウツギ・

ショウブ・タチア//r・ アカツメクサ・ムクグ・ホウセンカ・アキノタムランウ・アカシツ。キツネノゴマ・キクイモ・

ヒマフリ。フヨウ・イヌコウジュ・メドーセージ・アキノノグシ・アサガオ・ホトトギス・コスモス・アザミ・アメリ
カセンダングサ・ホトケノザ・ツワブキなどであった。採集した38頭 (2♀29w7♂)のアヽチのうち 4頭 (1♀ lw 2
♂)に 2～約 530頭のダニの寄生が確認され,寄生率は 105%(♀ =500%,w=34%,♂ =286%)であった.

28./4Pi婢
"MOndwski 

ニホンミツパチロ本駆種

駐窪柴記錦ヨニp啄 (lw,2CX15,■ .2, lw,2CM.418, lw,2α 万54; lw,21X3.5.22, lw,21X36.1; lw,2α る
617; 1郁/, 20067.3,  lw, 20067.22, lw, 20069.15 ;  1■v, 2006109;  lw, 20061021 , lw, 20061118: 1

w,2007.323);手 賀沼畔 (lw,2a15.4.6;lw,20“.11 21 lw,20CFD 4 18;lw,2006617:lw,20“,73;1
、v, 2006.722i  lw, 2006.9,2;  lw, 2006.Я 15 ,  lw, 200610 9i  lw, 2鮨 1021 ,  lw, 200611,18,  lw, 2007

323);折立 (lw,2∞5,4,14; lw,200559;2w9♂ ,2a155.27i lw,200566; lw,2∞5728, lw,20“
814,  lw, 2005,912;  lw, 2CX15、 9.23 ;  lw, 20051012;  lw, 20051021 ,  lw, 200511.5 ;  lw, 2006 324,  1

w3♂,2CXX5 4 28;lw,21XX5,620,lw,2006,7.14;lw,2006827,lw,200611.25);ネ 申々 廻 (lw,20_5526;
lw, 2005 727; 1、v, 200510.14; lw, 20051023; lw, 2006.11.8, lw, 2006.6.4; lw, 2006624; Iw, 2006

7.13, lw,2006.928);白井市運動公園 (lw,2∞5.48; lw,200_554; lw,2CX15 5 26; lw,20051014; l
w,2CX4 6.4;lw,2CXrD 6.24;lw,2069.101i神 々廻市民の森 (lw,20051014,lw,2CX16 4.24,lw,200fj
713);木 (lw,2005,8.8; lw,2005.819, lw,205919; lw,200_510,20, lw,2a15,114; lw,200641;
1、v, 20064,22,  1、 v, 20065,5 ,  lw, 2006.524;  Iw, 2006 62,  1、 v, 2006 619,  lw, 朋  7.11 ;  lw, 2006

726, lw,20069.4, lw,21XX5,108, lw,2006■ 21, lw,21D7322);所沢ふるさとの森 (lw,20051020;
lw,2005.n4, lw 3♂ ,20X.41; lw,2006422; ユw,20065,5; lw,2臨 521; lw,2臨 62, lw,
2006.619, lw,2006.7■ ; lw,21X4.726; lw,2CX3 9 4; lw,2閣 10 8i lw,2016.■ ,21, lw,20073.22);

復 (lw,20“ 8.4, lw,2005.8.17; lw,2005,102; lw,2∞5,■ 1; lw,2CX/.321; lw,20∝ 44; lw,
2006.4.17, lw,2006.521, lw,2006.614, lw,2CX4 7.2, lw,2嚇 93; lw,2鮨 919, lw,21X31016);
谷田 (lw,20∝.4.8, lw,2CX3.4.26; lw,20幡 5.25; lw,20∝ 628, lw,20∞ 7.29; lw,20∝.810; 1
w,213.822, lw,20595; lw,2CX3 921, lw,2∞ 6.1026, lw,2051113).

[ノ ー ト]利 ‖ヽ,四国 ,九州と対馬・屋久島・奄美大島などに分布する在来極 千葉県内の各地に普通に分布,真冬を除
いてほぼ周年活動している。本種は久種よりやや小型で褐色部が少なく黒味が強く感じられるが,決定的な違いは後翅
の脈が異なつている。白井市の調査コースではほぼ毎日どこかでは見掛けたようであるが,神崎川小池橋付近では期間

中まったく見られなかった。白井市採集個体の訪花植物を季節順に記すと,オオイヌノフグヅ`アプラナ・ヒサカキ・

タンポポ・ツメイヨシノ・カラスノエンドウ・マユミ・ハルジョオン・ムラサキカタノミミ・ヤマツコギ・エゴノキ・ウ
ツギ・ツグ・マーガレット・ヒメジョ刀

‐ン・シロツメクザ・ネズミモチ・ネギ・クリ・アカメガシフ・ヤブカラシ・ム

クグ・ノブドウ・ミツハギ・サルスベジ・ニラ・ヌルデ・アレチウリ・アカシノ・ウド・シオン・セイタカアフダチツ

ウ・アメリカセンダングサ・チャ・カタバミなどであった.単にミツバチと称していた和略は本種で, トウヨウミツノミ

チ・アジアミツバチも本種の同物異名である.入種のセイヨウミツバチは尾端嚇 1‐に逆さ声Jがあるため, しばしば人に

薫↓したりするとその針が抜けなくなり,腹部がちぎれ
~Cハ

チが死んでしまうことがある。このため `ウ チヽは一度刺
―
l~と

死濯'と思っている人がいるが,このようなことは例外である。一方本種は逆さ束Wまあるが,体を回幡させるようにし

てうまく抜き取る技を具えているので死ぬようなことはない。特に秋口になると天敵のオオスズメバチがミツバチ類の

巣を襲うが,本種は運動することによつて発する体温を上げて,集団でオオスズメバチを覆い尽くし,高熱で蒸し殺す

という防御法を発達させている。こういつた習陛と都市部におけるセイヨウミツバチの減少の影響か,近年全国の寸苛野

地でも日立って本種の分布の確認と生妃数のuJRが報告されている。

29独方″3打ちつ櫂LimctJs セイヨウミツバチ

[採集記録]平塚 (lw,2005.46;lw,別
“

■2; lw,20岱.418;lw,20“ ,54,lw,2006522;lw,20∝
6 1 , lw, 213 617i l、v, 2CX/j 7 3, lw, 2臨,722, lw, 21Hj 915, lw, 瓢 10 9i lw, 20061021 , 1

w,20径.■ 18;lw,20073男 );千賀沼畔 (lw,20054.6;lw,郷
“

112;lw,20“ .418,lw,2CXX5 6 17;
lw,2006.73, lw,21XX5,722, Iw,2臨 .109; lw,20061021; lw,2006■ 18; lw,2007323);折 立 (1
w, 2005414, lw, 2005 5,9; lw, 2005.527: lw, 20056.6,lw, 2005 7.28; 1、v, 2005.814; 1、v, 21XJ5 9 12;

lw, 21X15,923; lMた, 20051012; 1、 v, 2005 1021i lw, 郷 11.5, Iw, 2006428; 1、 v, 2006620;  Iw, 2006

714;lw,205827;lw,206.H25);神 々廻 (lw,2∞548,lw,2∞ 554;lw,2∞ 55.26;lw,20051014;
1、v, 200510.23, lw, 2006. 327i  lw, 2006.424, lw, 2006624;  lw, 2006 713;  lw, 2006 910,  1、 v, 2006.

928,lw,2CXXS.1122);白 井市運動公園 (lw,2∞5_48,lw,知
“

526; lw,2005727; lw,200S1014:

瓢
咤
咤
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lw, 2005. 11.8; ユw, 20064.24, 1、 v, 2006.624,  lw, 2臨 ,7,13, 1、v, 2006 8 7;  lw, 2006910,  lw, 2006.

928; lw,2006.11.22);神 々廻市民の森 (lw,2005,48, lw,20554,lw,2∞5526, lw,2006424; 1
w,2006.64);ク ト (lw,2鰤 819, lw,2嚇 9.19, lw,2∞ 51020; lw,2恥.114, lw,20064,1: 2w,
2臨.4.22; lw, 200655; lw, 21X4524; lw, 21X16.62i lw, 20rD 6 19, Iw, 2006,711, lw, 2006726;

Iw,2006.94,lw,200610.8;Iw,206.■ 21;lw,2007.3.22);所 沢ふるさとの森 (lw,20%,422);復 (1
w, 2005.6.1; lw, 205 721; 1、 v, 2005,84; ユw, 2005 817, lw, 2005102, lw, 2005,11 1, lw, 2006321 ;

lw, 200644;  1、 v, 2006417,  lw, 2006 5 1 ,  lw, 2006521 ,  1、 v, 2006.614;  lw, 20067 2,  lw, 2006 9,

3, lw,20069.19; lw,2α る1016;lw,2006.11161;谷田 (lw,2αる.48, lw,2006426; lw,2006512;
lw, 2006525; 1、v, 2006. 6.7; ユw, 2006.628, lw, 20067.15; 1郡ら 2006729, lw, 2006810; lw, 2006
822, 1、v, 200695;  1、 v, 2006921,  1、 v, 20061010; lw, 20061026; 1、v, 20061113;  Iw, 20061129, 1
w,20".3.26);神 崎川左岸小池橋付近 (lw,2006.4.26;lw,2006.5,12, lw,21X16525, lw,20∝ 6,7; lw,
2鵬 6.28; lw,2∝ 准■15, lw,2KXX5.810, lw,2CXX5 8 22, lw,21X49.5, lw,2006.9.21, lw,20061010;

lw,20910.26; lw,2006.■ 13, lw,2006■ 29, lw,2CX17 3 26; lw,2117.45)

[ノ ー ト]日 本全土と主な脚囃報こ広く分布するヨーロッパ原産の導入種.千葉県各地に普通に分布.白井市の調査でも

園芸・野生種問わず多少まとまった花}々 が咲いている各所に見られた。特に明確に前種と訪花する花を分けている訳で

はないが,混棲 している場合より, どちらかの種が独占するか極端に占有することが多かつた。白井市採集佃体の訪花

植物を季印慣に記すと,ヤブツバキ・アブラナ・オ所 ヌノフグリ・タチヤナギ・タンポポ 。キイチゴ・ソメイヨシノ・

カラスノエンドウ・ウワミズザクラ・ジュウエヒトエ・ハルジョオン・ポピー・ムラサキカタバミ・ミカン・エゴノキ・

シロツメクサ・ネギ・イボタ・クリ・ング・ヒメジョオン・ネズミモチ・アカメガシフ・ナツメ・ノバ・ラベンダー・
ホウセンカ・ヤプカラシ・プ,＼ザクラ・ヒマワジ・サルスベリ・アカツメクサ。キクイモ・ニラ・ツルボ・ヌルデ・ア
オシツ・キツネノゴマ・ガガイモ・アレチウリ・ウド・シオン・コスモス・セイタカアフダチツウ・アキノノグシ・ボ
タンボウフウ・アメリカセンダングサ・スイートバジァレ・サザンカなどであった。セイヨウミツバチは明治初期にハチ
ミツを採る目的の養蜂として導入されたが,近年は白井市のナシ園でも実施しているように,有益な花粉媒介昆虫とし
ての役割も力口わり飼育されている。しかし,暖地・亜熱帯では分封 (巣分かけ により逃げ出したものが野生化して営
巣していることもある。ところが,秋口になるとオオスズメバチやキイロスズメバチの襲撃を受けることがあり,その

結果,巣は全滅を被ることになる.飼育種は人に守られることがあるが,野外営巣種は無防備であるためスズメバチに

見つかり易く全滅させられてしまうことがあるため,長続きしないことが多い。白井市の調査でも防御策を持つニホン

ミツバチは多くの自然営巣を見つけたのに紺して,無防備なセイヨウミンバチの自然営巣は1巣だけであつた。この件な
どに関しては後記の知 章で詳しく解説する.
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7.調査結果と考察

(1)白井市のハチ類の種類数 (表 2参照)

前章で 2005年から2007年にわヽす筆者が 105日 間にわたり白井市で調査した定点・定翔調査の6地

域 (平塚・折立・神々廻・木・復・谷田)に 5特定調査区域 (白井市運動公園・神々廻市民の森 。所

沢ふるさとの森 。手賀沼畔・神崎川左岸小池橋付近)を含む,ア リ科を除くハチ類の目録を記録した.

この目録においてハチロ (膜翅目)の下にハバチ亜目 (広腰亜目)とハチ亜目 (細腰亜日)の 2亜目,

各亜目の下に上科,各上科の下に科,科の下に亜科 (亜科に分類されない科もある。亜刑の下に族に

分類されるグループもあるが,科によりばらつきがあるので除外した),亜科の下に種 偉名・和名)

の西υ呼の下に採集データを記録した。その結果,今般の白井市の調査でノ′`チロ (ア リ科を除く)の下

に『2亜目14上科 40科 598側の分布を確認した。これを簡略に利男けに種類数を“表 2"にまとめた。

地球規模で自然環境の破壊・悪化の進行が現実化し,動植物の種の多様性を保全していこうとして

いる昨今,少なくとも白井市のハチ類はこの時点で 2亜目14上科 40科 598種が生′自、していた訳であ

る。ただし,今般の調査で微小種は対象外としたため,特にコバチ上科などの専門家が調査すれば更

に多くの種類が生′自、していた筈である。ところが日本のハチ類は基本となる種の分類がほとんど解明

されていないグループもあり,未解明分野では大型種でさえ,すべての種名が分かることになるのは

何年先になるかはまったく分からないといっているのが現状である。一方本調査は,野外調査 (105

日間)⇒標本作成 (展翅→乾燥→ラベル取付け)⇒標本整理 (雑分類→同定 ,同定依頼→記録)⇒報

告書作成という一連の経緯の期間と時間的余裕が余りにも短すぎる。このため分類の解明が遅れてい

るグループを中心に,亜科名や属名も分からないハチ, 1頭のみしか見つからず専門家に同定依頼で

きなかつた種,雄しか見つからなかったヒメバチ科で雌との組み合わせが分からない多くの種,同定

上での疑問種など一部の記録を保留した。特に,分類解明の遅れている有錐類の一部においては専門

家の同定が間に合わなかったものを含め,sp.1,sp.2,sp.3,・ ……とせざるを得なかつた。このため

本調査分だけでも分類の解明が進展す潮ず,も う少し種として増えることになる。なお本掲載分の未

同定・不明種については今後種名が確定次第,別途専門雑誌で明らかにしてゆく所存である。

白井市でのハチ類は2亜目14上科 40科 598種であつたが,前述のとおりこの結果は種名 (学名お

よび和名)が分からない種を含んでいる数字である。確力ヽ こ名前が分かつたものも名前が分からなか

つたものも含んでこの調査では2亜目14上科 40科 598種が確認できた。しかし,学術面からは世界

(もちろん日本でも)に統一された学名がなけれぼ種を特定できない。これらの実情を踏まえ,“表 2"

では種名 (学名および和名,ただし和名はまだ付いていないものもある)判明分を別途記録すること

とした。この結果, 自井市で『 2亜目11上科 35科 403種』の種名の分かる分布を確認した。

因みに「千葉県動物総目鈍  (須田,2003)には亜目および上科の記載はないが整理してみると,種

名不明分を含み「2亜目15上科 38科 510種」,種名判明分のみで「2亜目15上科 38科 446種」で

あった。この結果が示すとおり,近年まで千葉県内のハチロ相は有剣類以外の調査が進んでいなかった。

たつた一人で白井市を3年間,限定条件下の調査のため,見逃した種や取り逃がした種もある。特

に草木に溶け込んで静止している種,数ミリの微小種は採らなかつた。しかし,この調査地において

は可能な限り徹底した調査活動を実施したので,同条件でこれ以上の結果を望むのは不可能であろう.

更に徹底した調査を行うためには複数の専門家集団の導入が肝要である。その上で市内企域に広めた

調査地・調査範囲, 1か所当たりの調査度数,更なる複数年度,標本作成・整理・分類 。同定期間,

余裕ある報告書作成期間,之、要経費などを配慮した最低 5年間の調査期間が必要であろう。

もしも上記の十分な条件で調査したとすれ 武 筆者の専門とした有剣類のハチで+30～40種類,ハ
バチ亜目のハチで+30～40種類,ヒ メバチ上科などの大～小型種グループで+loo～ 200種類,コバ

チ上科などの徴小種グ′レープで十数百種類も追加種がでると推測される.
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表 2.白井市と近隣地域で分布が確認されたハチ類の種類数比較
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図 2.白井市と近隣地域で分布が確認されたハチ類の種類数比較
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(2)近隣地域のハチ類と白井市のハチ類調査比較 (表 2・ 図2参照)

近年,都市化・宅地化の進行やライフスタイルの変化など人的要因が及ばした自然環境の悪化が,

人と共生する多種多様な野44物へ影響 。変化あるいは一部で衰退の危機へ追いやっている。そうし

た兆候を懸念し,その生物に与える影響を最小限にとどめ,生態系の保全・保護・確保・回復を希求

すべく自然環境保全への取り組みが見られる中,現状の地元の自然環境を実態調査する自治体が散見

される。この調査は該当地域 (市)の環境基本計画に基づき全体の基礎的データを得るために野生生

物全体のファウナを調査する目的と,対象を限定し水辺の自然環境の実態や変化を調査する2つの目

的が見受けられる。また,この調査に取り組む体制も環境基本計画の基礎的データとして重視する必

要性から人・もの・金 。年月を使い結果を将来に生かそうとする自治体, 目的を余り認識せず形式的

に調査をしているように見受けられる自治体もあるように思える。また,こ ういつた基礎的データは

学術的価値はあるものの報告書は各地方自治体によつて発行されるが,時として内部資料にとどめ印

刷物として世に出てこないこともある。このため,この類いの調査報告書は下般には入手しにくい。

そこで,手元保管の調査報告書と千葉県立中央図書館の郷土資料室にある蔵書に市川市・人千代市・

船橋市・鎌ケ谷市・我孫子市・佐倉市・千葉市・市原市・習志野市・印西市などの調査報告書にハチ

類の分布記録があることを確認した,そこでこれら近隣地域を含む千葉県内各市の調査記録と白井市

の調査結果を比較することによつて本調査実態を明ら力Wこするため “表 2・ 図2"を作成した。

序文でも述べたが,ハチ類の分類は一般には困難を極めるため地方自治体の発行する調査報告書の

中には `そのまま引用できない種が含まれている'こ とがある。つまり,ハチ類の研究家が記録種を

見ると,採集データや分布地などから明ら力Wこ疑問L感じる誤同定種がリストアップされているのが

散見されるからである。そこでまず,各調査報告書についてその内容を点検し,その間違いを正して

近隣地域のハチ類の種を確認することとした。この調査比較表には調査量 (延べ日数)の大小が種類

数の大イWこ影響するため日数記載のないものは採集日から何日かを数えた。また,調査報告書の中に

は種々の理由でこのための調査を行わず文献から種をリス トアップするものもあつた,調査年度は種

の多様性が失われている実盾を踏まえて必要であり,自然豊かな昔であれば今との比較にはならない。

千葉県は標高の高い山がないためほとんど低地帯であるが,本報告書を全国の調査から見た場合,た
とえ低地帯でも少し高い台地もあり必要と考え記録した。標高についてはほとんどの調査報告書に記

載はなかつたが,記録艶賂を便りに1:10,000の都市計画ないし,25,000の地形図より標高を出した。

表 2・ 図2の結果に示した近隣市別の種類数では,市川市 (6181動 >白井市 (5981④ >人千代

市 (3081動 >船橋市 (70種)>千葉市 (64種)>鎌ケ谷市 (521働 >市原市 (33種)>習志野市

(30種)>我孫子市 (28]§ >佐倉市 (8種)>印西市 (5種∋ となる.ただし,司 |1市の記録の

うち近年のみの調査結果で比較すると,自井市 (598種)>司 |1市 (564程り と順位は入れ替わる。

この調査結果の中で人千代市と佐倉市は水辺という狭い範囲内の調査である。科数では白井市 140科 )

>市川市 (34科)>人千代市 (28科)>千葉市 (20科)>船橋市 (18科)>鎌ケ谷市 (14科)>習
志野市 (13科)>市原市・我孫子市 (10利)>佐倉市 (8科)>印西市 (3科)と なり,白井市の

調査は幅広い科に及んでいる。また,調査報告書によつては専門家の同定を得られず,昆虫図鑑など

に掲載されていない採集種をリストから外していると推測されるものがある.種ネ判明分のみで比較

した順位は,白井市 (403種)>祠 |1市 (396種)>八千代市 (254種)>船橋市 (60種)>千葉

市 (55種)>鎌ケ谷市 (52種)>市原市 (31種)>我孫子市 (28種)>習志野市 (2010>佐倉市

(8種)>印西市 (5種の となる。なお,市川市の種類数は1956年以降の結果であり,近年だけで

は 362種となる。これらの結果は刊 |1市・白井市・八千代市と他市に見られる調査日数量の違いが要

因となつて種類数に表れている`以上の結果からも分かるよう1こ,近隣の各自治体でも質・量とも高い詳細

なハチ類の調査を実施したところと,基礎資料にはならないのではないかと思わオ啜うところも存在している。

①市川市のハチ類



市川市・TttH市自然環境調査会の発行のもと「T初 |1市自然環境実態報告書 2003」 の第二分冊 (2004)

に本調査と同じ須田博久が,FtJII市のハチ刺 として 34科 618種を記録している。また,同誌で同

じハチロスズメバチ上科に含まれる「アジ科」を井上尚武氏が44種報告している.祠 |1市の調査は筆

者の出生地であることもあり1956年からハチ類の記録があり,これらが文献に記録されている。また,

この頃からの採集個体で種名が分からないもの中心に未報告標本を保存していた。これらのことから

現在は絶滅したと思われる種が含まれている20世紀の採集記録を文献による記録と20世紀の未記録

分とに分けて記録してある。この過去の記録と対比して 2001～ 2003年に白井市の調査日数をやや上回

る ■6日 をかけた採集分を 21世紀初頭の記録として項目を分けて記録した。リスト掲載の信頼度は

各部門の専門家の同定を受けていることもあリデータに関する正確性も問題はない。ただし,最近の

分類研究によつて一部の種でシノニムとして変更されている種,新記載種,種名が判明したものもあ

る。この報告書は市の環境基本計画に基づき全体の基礎的データを得るための自然環境実態調査とい

う地方文献でありながら,執筆形態・内容 (分布記録 。新知見など)と も学術的価値のある報文であ

る。白井市の本報の記録を比較して見ると,これまで同定上でまつたく手の付けられなかつた最大の

科・ヒメバチ科のハチを専門家の同定・教示によりかなり種名判明分が多くなったこと,クモバチ科

でも専門家の同定によつて種名判明率が上昇し質的に高まったこと,また,基本的には調査対象外と

していた微 jヽ個体群のコバチ類を市川市では記録掲載を控えたが,自井市では専門家の同定を受けリ

ス トに掲載したため,科・種類の差も生じる結果を生んだ。市川市では古くからハチ類の調査活動が

行われていたため,筆者の調査日数だけでも延べ 295日 にもなる。このため種類数では白井市より19

種多い 618種が記録された。しかし,多 くの種が記録されたものの種名の判明率では白井市 67.4%

(403/598)>司 |1市 64.0%(396/618)と 僅力Wこ高い。しかし,20世紀代の調査記録を持たな

い白井市の記録と今は絶滅したと思われる種類を含む詢 |1市の調査記録ではある面比較にならない。

そこで,ほぼ同条件下の市川市 鬱001～2003年)と 白井市 (2005～ 2007年)を比較できるように表2

を作成した。この結果
` 

白井市 包0科 598種)>祠 H市 (32科 564種)と ,科も種も多く記録でき

た。また,種おの判明率でも白井市 67.4%(403/598)>祠 |1市 64。 1%(362/564)と高かつた。

大きな科の種類数ではヒメバチ科=白井市 (207/ml>祠 |1市 (204種,21世紀分では 181種),ハ
バチ科=祠 |1市 俗3種,21世紀分では 61種)>白井市 (39鶴 ,コマユバチ科=司 |1市 に2種,21
世紀分では 38種)>白井市 (37働 ,クモバチ科=白井市 (37種)>市川市 ●2種,21世紀分では

301⊃ ,ミ ツバチ科=市川市 (32種,21世紀分では29程ゆ >白井市 (29種),コハナバチ科=白井市

(27種)>市川市 (22,魔 21世紀分でも22/ul,ギングチバチ科=市川市 Q4種,21世紀分では 21

種)>白井市 (21働 , ドロバチ科=白井市 (22種)>市川市 (21種,21世紀分でも21種)などと

なつていた。細々と見ると,市川市で記録されているが白井市での記録になかった科にヒラタハバチ

科 (1種)・ マツハバチ科 (1種>ク キバチ科 (3寵Dがあったが,これらすべては更に範囲を広

げて締密な調査をすれば見つけられる可能性がある種である。一方,祠 |1市で記録されていないが白

井市では記録された科がヤ ドジキバチ科 (1種)。 ヤドツタマバチ科 (1種)・ タマゴクロバチ科 (2
種)・ コガネコバチ科 (2種>オナガコバチ科 (1種)。 マノb/ハラヨバチ科 (1働・ヒメコバチ科

(1種浄 ツノヤセバチ科 (1櫛・ケアシハナバチ科 (1種)と多くを記録することができた,全
体的な概観では多様な植物と関係する (食草・約 するハバチ亜目の種類が,刊 |1市 ●2種)>白
井市 (65種)と大差が付いていることは植生や森林の保護 `管理面と関連性があるように思われる。

有錐類のハチに関してはもともと専門外で司 |1市の調査より白井市の調査の方が熱心に,特に雑木林

内での調査活動時間差が種類数に影響したように思われる。有剣類のハチではカリバチ類の種類数は

全体で余り変わらないが,ハナバチ類で白井市のコハナバチ科が 5種多く記録することができた。

②八千代市のハチ類

千葉県環境財団の編集のもと人千代市経済部環境保全課の発行する ワ(千代市水辺の自然環境調査
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報告書」(2002)に本調査と同じ須田博久が,『新川沿しWこ生′留、するハチ制 として 2000～ 2001年に実

態調査をした 28科 308種を記録している。表題にもあるように本調査は主に田園地帯を流れる籾 ||

の上手の 10励道を定期的に 60日 間調査したもので,調査対象を限定した部分調査である。しかしな

がら何の変化もない水田地帯を流れる土手面を中心とした自然界だけで,予緻期こ28科 308種類も

の生′自、を確認することができた。この面でも貴重な学術的データを記録した報文である。調査は 10

kmほどのコースを新川に架かる 10本の橋を基準に10分類,更に右岸と左岸に分けてその違いを表し

た。この水辺の調査は白井市での調査に参考比較できるよう,敢えて特定調査区域に手賀沼畔と神崎

川左岸小池橋付近を調査対象とした要因でもある。したがつて別項で示された両区域の結果比較に大

いに参考になる.記録種での訂正は司 |1市 (須田,2004)で も述べた新種記載に伴うホオナガヒメハ

ナバチをコガタホオナガヒメハナバチと変更することと,再検討されたヒメトガリハナバチを新種の

ヒロバ トガリハナバチとすべき2種である。本調査地の特徴はほとんどが開放域で,南部住宅地寄り

に桜並木・公園がある程度で木陰もある。大抵は日当たりのよい野草中心に生′目ヾするハチ類を確認し

たことになる。この点で多様な自然環境課を調査した白井市の結果とは直接比較には無理が生じるが,

参考までに比較してみた。全体では白井市の確認種類数の 51,5%(308種 /598種)であったが,

有剣類のカヅバチ類で 74.8%(119種/1591壺 ,ハナバチ類で72.5%(74種/10210と ,高い

比率で活動していた,一九 森林部に多く見られるヒメバチ類を中心とした有錐類のハチは28.3%(77

種/272種)と予想通り少なかつた。また,上手や土手際の公園などに見られたハバチ亜目では中間

的な58.5%(38種/65種)の比率であった。なお,ノ (千代市の新川沿いに生,自でするハチ類を大別した

構成は,カリバチ類(38.6%)>有錐類(25.0%)>ハ予ブ＼チ類(24.0%)>ハバチ亜目(12.3%)であった。

①船橋市のハチ類

新日本気象海洋株式会社の調査のもと船橋市環境部環境保全課が編集発行する「船橋市自然環境調

査報告書」(1995)に文献調査と現地調査の両面から種をリストアップしている。まず,『文献におけ

る記録種一覧』の表には (掲載どおり記すと)ハチロとして20科 94種記録されている。この文献で
ハチロに引用してあるのは8誌であるが,大半は大規模開発計画に伴う環境影響評価調査書による特

殊なもので,恐らく専門家の目を通していない報文であることが推演!される。このリストにはハチロ

にはまったく知見のない人が担当したと思われ,その記録の取り扱いについては刊 |1市 額 田,2004)

で科の取り扱い,種の誤同定・重複種・疑問種など問題含みの点を詳しく述べている。なお,ハチロ
の中にアリ科が20種含まれている。一方,脇地調査結果』の表には (掲載どおり記すと)ハチロと

して12科 40種記録されている。この中にアヅ科 8種が含まれている。表には5地域に確認された種

を夏季・秋季に分けて0印で示している。したがって,春季出現種は調査されず,基本的な採集デー

タも記録されていない。同定に対する問題点は文献における記録種一覧と変わりない。この文献のハ

チ類に関してはそのままでは引用でき或 近隣地域の分布種などを考慮して 18科 70種に訂正した。

この18科 70種という数字は専門外の調査担当が記録した他市と比較して遜色ないように思えるが,

この種類数は白井市の種類数の 11.7%(70種/598働 ,市川市の種類数の11.3%(70種/618働
にしか過ぎない。因みに2005年 9月 23日 の 1日 に白井市折立地域で筆者が確認したハチ類は21科

70種である。このことからも船橋市に生′自ギする生物種の実態を調査し,これを基礎的データとして保

全すべき動植物の種類や地区を選定するという目的には程遠い調査内容であると思える。その後市民

参加の「船橋市内環境調査報告書」優002)が発行され,特定地域調査確認一覧表に (掲裁どおり記す

と)ハチロで21科 70種 (ア ツ科の 7種含むが現在の分類基準では22科になる)記録されているが,

ミカドアジバチ・ヒメハナバチモドキなどの分布上疑問種も含まれている。

C鎌ケ谷市のハチ類

鎌ケ谷市教育委員会・鎌ケ谷市史編さん事業団自然部会編集委員会の編集のもと鎌ケ谷市発行とし

て「鎌ケ谷市史資料編Ⅵ (自然)」 (2000)に山崎秀雄氏が昆虫類目録の中の 形 チヽロ』に12科 62種



を記録しているが,その内アリ科を 10種含んでいる.本来はコウチュウロを研究している山崎秀雄氏

がまったく専門外のハチロを含む昆虫綱全般を担当している。こういう無茶苦茶な要求に応じて作成
した跡が見られる内容である,リ ス トにはハチ類で 1998～ 1997年までの 20日 間で採集した粟野 。中

沢・鎌ケ谷カントリークラブの記録,文献引用の「千葉県産有剣類のハチ」 (須田,1999)の 1960年

代 6日間の鎌ケ谷市 (鎌ケ谷 。初富)の記録をリス トアップしている。リス ト中の唯―の不明種のホ

ノアシナガ′バチ類としているのをムモンホンアンナガバチに訂正,分類体系を訂Iしてのハチ類は 14

科 52種になる。リストを見ると図鑑だけでは同定が困難なハバチ亜日と有錐類のハチは記録されてお

らず,有剣類のハチのみである.52種という結果は白井市の種類数の僅か 8。 7%(52種/598種),

市川市の種類数の 8,4%62種/618程∋の比率しかならず,本格的な調査がまったく進んでいない

ことを意味している.

⑤職孫子市のハチ類

株式会社緑生研究所の調査編集によるものを我孫子市経済環境部環境保全課発行として「我孫子市

自然環境調査昆虫調査報告書」(1992)に我孫子市昆虫目録の中に 勝 チヽロ』を 9科 61種記録してい

るが,その内アヅ科 32種を含んでいる。調査者は緑生研究所の僅か6名で全昆虫を担当している。調

査地煮は樹林地 。日聞朝色。耕作地・水辺など幅広い環境から48地点もの場所に及んでいる。目録のデ
ータからハチロを調査した日を数えると20日 間.調査年度 1991年の僅か 1年間, しかも,その翌年
の3月 に報告書が発行されているという早さである.報告書は野外調査と文献記録から作成されてい

るが,このうち調査した緑生研究所が野外採集で得られたハチロは僅か 8科 23種にしかならない。

因みに白井市のハチ類活動の初期,一番早く調査した復の2006年 3月 21日 で 7科 15種,も う殆ど

活動が見られなくなる終期に谷田で2006年 11月 29日 の調査でさえ 7科 24種も採集確認をしている。

もちろんハチロを研究対象としている担当がいないと思われるのでやむを得ないかもしれない.言馳

しておかなければならないことは,これだけでは我孫子市の自然保護活動の基礎的データの参考には

ならない, ということである。目録中の誤同定 。疑問種については祠 |1市 (須田,2004)で詳しく述
べたとおりである。これにより分類体系も修正したこの報告書における我孫子市のハチ類は 10科 28

種となる。この種類数は自井市の僅か 4。 7%(28種/598櫛 ,司 |1市の種類数の 4.5%優8種/618
種)の比率しかならず,この報告書のハチ類の調査に関しては本格的な調査が行われていない結果を

示している。 一方私的な調査研究として,米田洋斗氏は千葉県昆虫談話会会誌の「房総の昆虫 30」

(2003)イこ「東葛飾地区のハチ 1」 として 21科 70種 (掲載どおり記すと),同 34(2005)に 「我孫

子市のハチ 1」 として 22科 96種 (同)を記録した.前報の東葛飾地区のうち我孫子市採集分のハチ

は21科 67種である。ところがこの両リス トには明らかな誤同定があるため,筆者が一部同定をやり

直したがいまだにその訂正が報じられていないため,科の数も種の数も特定できず,このままでは文

献として引用できない。また,青木直芳氏は岡発戸・都部の谷津を愛する会の「我孫子市岡発戸・都

部・谷津の昆虫相調査第 2次報告書」 (2004)イこ「ハチロ」として 23科 179種 (掲載どおり記すと)

を記録している。この中にアリ利・23種を含んでいるので,実路ハチ類は22科 156種になる。この報

告書は著者が一人で全昆虫綱を精力的に調査 。同定をするという力作であるが,図鑑で絵合わせ的な

同定で種名を決定したため,科を違えて種名を間違えているもの,山岳地帯にし力追 息しない種,春
にしか出現しないのに秋に記録されている種などもある。同氏の標本の一部は筆者が同定をやり直したが,

リストにあつて標本が存在していないものもある。リストは“目撃"および採集によるというこであるが,ハチ類
の確認は目撃では無理である。この文翻も訂正が報じらた後でないと信頼できず引用文献にならない.
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C性倉市のハチ類

アジア航測株式会社環境部エコロジカルデザイン課の調査・編集,中村武久東京農業大学教授監修
のもと,佐倉市経済環境部環境保全課発行する「佐倉市水辺の生物」(1995)に昆虫類目録の中に 『ハ

チロ』を 6科 12種記録している。その内アリ科 4種を含んでいる。沼辺 。
)|1辺の4地域という水辺

の/L徹嘉覧に特定したものであるが,10月 に僅か3日間調査しただけでの記録である。昆虫の中には

成虫の野外活動期間が1か月にも満たない期間のものもいる,このような,ほんの一時期だけの調査

では全体像はまつたくつかめない。結果は種類数が示している。同じ水辺を調査した人千代市と種類

数を比較すると 2.6%(8i種/308働 にしかならない。全域対象とした種類数では白井市の僅か

1.3%(8種/59810,司 |1市の種類数の 1,3%(8種/618種)の比率にしかならない。なお,

その後「佐倉自然環境調査報告書」(佐倉市自然環境調査団,1998)を発行しているが,昆虫のリスト
の中にハチロは記録されていない.

C千葉市のハチ類

千葉自然環男調査会の編集のもと千葉市環境衛生局環境部が発行する「千葉市野生動植物の生′自状

況及び生態系調査報告書」(1996)に鈴木康彦氏が『千葉市のハチ類』に文献調査の 18科 60種をベー

スに野外調査 (1日 )の 4科 7種を加えて18科 64種記録している。調査した文献の中に大規模開

発計画に伴う環境影響評価調査書にジストアップされている種もあるが,一部でそのままの引用では

同定に疑間が残る種が含まれている。その種の取り扱いについては市川市 (須田,2004)で科の取り

扱い,種の問題含みの点を詳しく述べている,こ ういつた問題点を探して文献リストを修正するのは

専門外の人が担当すれば分からないのが当然である。筆者はかなり慎重に種の取り扱いをして種名確

定分をを 17科 55種,未確定分を含み20科 64種と直した。鈴木康彦氏がおわりにに記しているよう

に,この結果は現在市内に生息する種の一部にしか過ぎない,つまり,64種という結果は白井市の種

類数の僅か 10。 7%(64種/598働 ,祠 |1市の種類数の10.4%(μ 種/6181動 の比率しかならな
い。精度を高める本格的な調査をするためには,ハチ類専門の担当を置き十分に野外調査日数をかけ
て実行しなければ結果が伴わない.

③市原市のハチ類

千葉県立中央博物館友の会内・市原市自然環境実態調査団の編集のもと,市原市環境部環境保全課
が発行する「市原市自然環境実態調査報告書」(1994)に宮野伸也氏が『膜翅目』を分担執筆,文献調

査を含み 10科 51種を記録しているが,その内アリ科17種を含んでいる。一部に同種があることから

実際のハチ類は10科 33種となる。調査地では標高 295mま である自然環境に優れた地域を訪れてい

る。リストから読み取ると調査日数は 16日 間,採集者は5人。しかし,ハチ類担当の宮野伸也氏は僅
3日 しか採集に参加できていない。やはり,多にな方々に短期に結果を求めると質の高い内容のもの

が得られないのは当然である。報告書のハチ類の種類数比較では白井市の僅か 5,5%(33種/598
働 ,市川市の 5,3%(33種/61819の比率しかならない。

@習志野市と印西市のハチ類 (表 2には未醐

I習志野市】習志野市民生経済部公害センターと (株)環境管理センターの調査・取りまとめによ

り「習志野市自然環境調査報告書」(1990)に『膜翅目』として 13科 41種 (掲載どおり記すと)記録
しているが,その内アツ科 11種を含んでいる。ホノアンナガバチ・ヤマトハムシドロバチ・ツヤクロ

ジガバチほ力凱略・学名を含む疑間の種もあり,再確認しないとこのままの種名は活用できない。分

類体系を直して習志野市のハチ類は “13科 30種 (種名判明分では8科 20種)"と なる,

I印西市】はエヌエス環境株式会社の協力,印西市市民経済部生活環境課の編集による「印西市自

然環境調査報告書」(2006)イこ降 チヽロ』として僅か “3科 5種'しか記録していない。最も昆虫類
全体でも52科 129種という,近年調査としては非常に少ない報告書である。

(3)白井市のハチ類の特色



分布確認した種類で白井市には一体どういう種類のハチが多かったかを整理する。まず,比較面で

分かりやすい系統分類単位の「科別」に多し‖贋に,種類数と全体の構成率 (括弧内)を記すと,

①ヒメバチ科 207種 ●4,7%)>②ハバチ科 55種 (9,2%)>③コマユバチ科 37種 (6,2%)=③
クモバチ科 37種 (6.2%)>⑤ ミツパチ科 29種 (4.8%)>⑥ コハナバチ科 27種 (4.5%)>⑦ ド
ロバチ科 22種 (3,7%)>③ギングチバチ科 21種 (3.5%)>③ ヒメハナバチ科 19種 (3.2%)>
⑩琳キリバチ科 17種 (2.8%)な どとなる。司 |1市の構成懃0ヒ メバチ科>②ハバチ科>③コマユバ

チ科>④⑤クモバチ・ミツバチ科>⑥ギングチバチ科>⑦コハナバチ科>⑥③ ドロバチ・ハキリバチ

科>⑩ヒメハナバチ科とほぼ白井市に似ているが,ギングチバチ科は白井市より2ラ ンク上がり 3種

多い.種類数では白井市の方が市川市よリコハナバチ・クモバチ科 (5櫛 , とメバチ科 (4種)な
どで多かった。反対に白井市の方がh~JII市よリハバチ科 (8働 ,コマユバチ科 (5働 ,セイボウ科

(4種), ミフシノソミチ・クキバチ・ツチバチ・アリマキバチ・ギング子メ＼チ・ハキヅバチ・ミツバ

チ科 (3種)などで少なかった。

次に,全体像を大ま力斗こかつ分かりやすくするために更に大別してみた。ここでは系統分類基準を

崩して レソミチ類・有錐類・カリバチ類・ハナバチ類」の4分類としたるハバチ類はハバチ亜日 (広

腰亜目)全体のもので―部のグループを除きほぼ食植性であるから,植物相との関わりを持っている。

そのため草本の緑地帯,特に多様な楢性の有無といったことのことの判断基準になる。有錐類は寄生

蜂下目に相当するもので,ハチ亜目 (細腰亜目)の うち最も分類研究が遅れているグループであるが,

種類数は圧倒的に多い.この有錐類のハチはいわゆる捕食寄生バチで大部分の種類が食虫性であるが,

一部に植物体に虫えいを形成させる食植性のものもいる。そのため寄主の対象となる多様な昆虫類・

クモ類といつた寄生者の種類 e個体数が豊富であるか貧弱であるかといつた判断基準になる。有剣類

(有剣下目)は一般の人がハチという種を認識しているグループで,その種類・生態も多様なものが

存在する。この中で有錐類に近い捕食寄生性の仲間から,捕食・咀啜したものを与える家族性狩蜂を

カヅバチ類6vasps)と した,カ ヅバチ類は狩りの対象とする多様な昆虫類・クモ類の量的生息,適合

した営巣場所 。使用材料の有無 。多少・継続性などの関係で,生息・自然環境の豊かさが種の存続に

影響する。ハナバチ類 ●ees)は子育てのための花の花粉・蜜が必要なことに併せ,営巣場所 。使用

材料の有無 。多少・継続性などの関係で,生息・自然環境の豊かさが種の存続に影響する。このよう

な生態的特性の相違から4分類した結果 (括弧内は構成利 ,

①有錐類 272種 (45,4%)>②カリバチ類 159種 (26.7%)>③熔ナノベチ類 102種 (17.0%)>④
ハバチ類 65種 (10。 9%)となつていた,一般の人には余り認識されな・蛹 有錐類が5割近い数字を

示したが,実際に調査対象外となつていた微小コバチ類が生′g、するため数字は5割を大きく上回る。

有錐類のハチが多いことは,本種が寄生する相手となる昆虫相やクモ相の種類が多いことを示してい

る。有錐類のハチは多様な昆虫・クモ類に寄生する益虫という見方からすると,有錐類のハチが多く

みられることから多数発生してくる昆虫・クモ類の生自数を抑制していることになる.逆にいうと有

錐類のハチがいなくなると昆虫・クモ類の発生数が増加し,生態系のバランスが崩れることになる。

②のカリバチ類も捕食の形態の違いはあるものの多様な昆虫 aクモ類に寄生する益虫と見憲すことが

できる。ただし一部のスズメバチ ,アシナガノ′ミチ類は基本的には益虫でありながら,攻撃性の強い種

が害虫扱いされる。この益虫の①有錐類・②カヅパチ類で全体の3/4を占める。③のハナバチ類は

大型の雌′ミチでも手でつかまない限り刺傷されることはなく,間違って刺されたとしても毒性は強く

ない,有益な植物の受粉昆虫として大切であり,果樹園での活用,蜂蜜の採取など人間生活に強い関

係もある。④のハバチ類は農芸などで大量発生する場合は害虫として嫌われる種もいるが,幼虫は野

鳥の重要なエネルギー源ともなついる.全体の構成率は市川市と大差はなかった。

(4)白井市の定点 B定期調査地6か所の種類数比較 (表 3・ 図 3参照)

6か所の定点調査地を前半と後半分けて月 2回という同一条件の基本調査を各 17日 間(一部地域で
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別に下見調査・補完調査あり)実施した。 1日 の各調査地のコース距離は 7.5～ 9.5 kmであつたが,

各調査地の調査時間がほぼ同一のため,調査距離の多少の違いは採集結果とは殆ど影響は出なかつた。

調査結果から,各調査地の自然・生′喜i栄境の違いが実際のハチの種類数にどのような変化があつたの

であろうか ?。 その詳細は「白井市のハチ類分布目鈍 に示したが,全体像をつかむためこの結果を

6か所の調査地別に “科丹T'に “朗 'をまとめたのが表 3および図3である。なお,分布目録の

前書きで説明してあるとおり, 5か所の特定調査区域を別に記録してあるため,寇点・定翔調査地は

これを含むことになる。つまり,手賀沼畔は平塚,白井市運動公園・神々廻市民の森イ欝申々 廻,所沢

ふるさとの森は木,ネ卿醐|1左岸′J地橋付近は谷田に含まれる。

今般の6調査地で分布が確認されたハチ類を種類数が多かった順に示すと,

①榊々廻 (35科 306イ⊃ >鉢 田 (28科 303不動 >③磁  (30科 301イ動 >餅 立 (31科 296種)

>⑥木 (30科 263種)>⑥復 (28科 252種Dと なる.因みに科別で1滸申々 廻>折立>平塚・木>谷

田・復となる。①榊々廻・②谷田・③平塚 。④折立と昔ながらの里山風景が残る自然豊かなコースを

調査した4か所は 300種前後の種類が確認された。一方,⑤木・⑥復は 260～ 250種台であつた。木

と復というこの白井市役所近くの開発が進行しつつある地域は種類が少ないことになつた。ただし,

調査コース自体は直接大規模開発がなされている地域を避けているものの,近隣に住宅団地や計画的

商業施設が迫つていること,雑木林の大規模伐採の見られること,道端の野草処理に薬剤散布が見ら

れることなどが種類数を少なくしている要因のようである。とはいえ,まだまだ自然豊かな調査コー

スであつたため,最多数を確認した神 廻々と晶′よヽ数を確認した復での差は54種,比率では82.4%と ,

まだまだ極端に減少しているとは言えない。

ハチロの系統分類を一部無視して大まかなハチ類グループを4分類にし,一目瞭然の概観が分かる

ようにしたのが図3である。

この4分類と科の結果から地碗棚こ以下に考察する。

①神々廻地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 51,1%(306種 /598種)であった。4分類では (括弧内

は全体の構成瑠 ,有錐類 103種 ●3.7%)>カ リバチ類91種 (29.7%)>ハナバチ類77種 (25,2%)

>ハバチ類35種 (11.4%)である,因みに有剣類は 168種 64.9%)になる,種類数では6地域中,

有錐類・ハナバチ類・ハバチ類は2番目,カ ヅバチ類は3番目と平均的に種類が多い。これは,この

ほぼ台地の調査コース 9.5 kmに 白井市運動公園 (調査地は競技施設外の林縁部・草地・空地・道端・

花壇など),神々廻市民の森 (谷津部分・雑木林・広場 。崖面。花壇など)の特定調査地があり,両区

域で 2.4 kmほどの調査地を時間を掛け,コースを2度見回る場所を多くした結果でもある。その他の

コースも殆ど住宅が見られない場所を回り,特に各調査地には見られなかった広大な草原を持つこと

や畑道を通ることなど変化が見らる場所を調査したことにもよる。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,有錐類 (45。 4%⇒33.7%)がかなり少なく,

ハナバチ類 (17.0%⇒ 25。 2%)がかなり多くなっている。この傾向は他の地域でも出ているが,これ

は有錐類が同二種が見つかる個体数が少なく複数地域で見つからないが,ハナバチ類は各地域で多数

個体が重複して見られることによる,6地域中の種類数が一番多かったとともに科の数が35科と断然

多かつたこともこの地域の特色であった,こ のため 10種類以上見つかつた科で6地域を比較してみる

と,総体的に種類が多い結果を示した。主な科では (丸数字ldll贋イ切 ,Oハキヅバチ科,②琳バチ科・

ヒメハナバチ科・ミツバチ科,③コマユバチ癬・クモバチ科・ドロバチ科・コハナンベチ科,④ヒメバ

チ科,⑤ギングチン′ミチ科であつた。

564



表 3.6か 所の定点・ 定期調査地と5か所の特定調査区域の種類数比較
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図 3.白井市の定点・ 定期調査地 と特定調査区域の種類数比較
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②谷田地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の50,7%(303種/59819,一番多く見られた神々廻地域と

は僅力Wこ 3種しか違わなかった。4分類では (括弧内は全体の構成利 ,有錐類 122種 140.3%)>
カリバチ類 91種 00.0%)>ハナバチ類 65種 (21.5%)>ハバチ類 25種 (8.3%)である。因みに

有剣類は 156種 61.5%)になる.種類数では6地域中,有錐類が1番目,カ リバチ類が4番目,ハ
バチ類が5番目,ハナバチ類が6番目と有錐類が圧倒的に他地域より多く見つかつている。筆者は有

錐類の採集を最も不得手としていることから,この類にも力を入れて (専門家が加わり)調査したの

であれば 骸Vヾチ類も同開 ,恐らく谷田地域が一番種類が多く生息していると思われる。調査地コー

スイま 9.5 kmと最長距離を移動するため,ゆっくり調査すべき場所と速や力ヽ こ移動してゆく場所がある.

このコースには標高の低い水田や谷津,台地の山林や耕作地・空地などのある里山の自然と特定調査

区域として神醒 |1耕小池橋付近を調査した。水田の間を流れるこつ |1辺の調査区間は僅か 0.5 knほ

どであつたが,こ こを調査区域t勤日えたことも種類数を増やした要因でもある。また,白井市の東南

で,隣接する印西市武西地域も同様の自然環境が保全されていたためでもあつたようである。本調査

では殆ど基本調査コースの順序を変えなかったが,も しも逆の順序で回るコースに日数を掛けていた

のであれイi耳ヒ側の雑木林・車地では年前中に活発に活動する数々の種が見つかつていた筈である。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,有錐類 (45.4%⇒40,3%)・ ハバチ類 (10,9%

⇒ 8,3%)が僅力Wこ少なく,ハナパチ類 (17.0%⇒21.5%)・ カリバチ類 (26.5%⇒30.0%)が僅力Чこ

多くなる程度であった。科の数では6地域中5番目の少ない結果となつた。10種類以上見つかつた主

な科で6地域を比較してみると (丸数字はす同り ,①ヒメバチ科・コマユバチ科,③クモバチ科・ギン

グチバチ科,④コハナバチ科・ハキリバチ科,⑤琳バチ科・ヒメハナバチ科,⑥ ドロバチ科・ミツパ

チ科であつた。特にヒメバチ科の 93種類はこの地域全体の 30。 7%も 占め,一番少なかった復地域 (50

倒 の 2倍近し蕩岸 を示した。

③平塚地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 50,3%(301種/598働 ,一番多く見られた神々廻地域と

は僅力斗こ5種しか違わなかつた。4分類では (括弧内は全体の醐 ,有錐類 102種 (33.9%)>
カリバチ類 84種 127,9%)>ハナバチ類 79種 126.2%)>ノ Vヾチ類 36種 (12.0%)である。因みに

有剣類は 163種 (54。 1%)になり,神々廻地域の構成と殆ど同一であつた。種類数では6地域中,ハ
バチ類・ハナバチ類が 1番目,有錐類が4番目,カ リバチ類は6番目であつた。調査地コースは 7.5

knと 最短距離であつたが,基本的には同じコースを往復で 2度見て回ることが多かつた結果で,これ

を1度見て終える調査区域を広げた範囲にすれば一番の種類数を探し出せたかもしれない。自井市の

北東部に位置するこの調査地は,昔ながらの里山に広がるのどかな農村風景・生活が見られる自然環

境豊かなコースであった,水田・畑地 。梨園・農家・古寺・鎮守の森・台地の山林・斜面林などの巡

回と,調査コース中に特定調査区域として手賀沼のほとりを加えた。このため標高は 3～24mと なつ

た,コースの最初と最後は白井聖地公園付近であつたが,大型霊園の周辺はかなり緑地帯がそのまま

保全されていることが多く,特に斜面林南面の日だまりでは珍しい種を見つけることができた。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,有錐類 (45.4%⇒33.9%)がかなり少なく,

ハナバチ類  (17.0%⇒ 26.2%)がかなり多く,ノソ チヾ類 (10.9%⇒ 12.0%)・ カリバチ類 (26.5%⇒

27.9%)は殆ど変わらなかった。科の数では6地域中3番目と種類数と同じ結果であつた。10種類以

上見つかつた主な科で6地域を比較してみると (丸数字劇I贋イ〕 ,①ノソ彰呼半・コハナバチ科 。ミツバ

チ科,②ヒメバチ科・ヒメハナバチ科,③ ドロバチ科,④コマユバチ科・ギングチバチ科,⑤クモバ

チ科・ハキリバチ科であつた。→番多く見つかつたノツ チヾ科の 33種類はこの地域全体の 11.0%を占

め,一番少なかった木地域 (18種)よ り15種 ●3.3%増)の数字を示した。
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C析立地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 49。 4%(296種/59819,300種には届かなかったが一番

多く見られた神々廻地域とは僅かに 10種 しか違わなかった。4分類では (括弧内は全体の構成率),

有錐類 103種 (34.8%)>カ リバチ類 96種 (32.1%)>ハナバチ類 65種 像2.0%)>ハバチ類 33

種 (■.1%)である。因みに有剣類は 161種 (54.1%)になる,全体の構成は1番目の神々廻地域に

似ているがハナバチ類は 12種類も少なかつた,種類数では6地域中,有錐類・カリバチ類が2番目,

ハバチ類が3番目,ハナバチ類が5番目であつた。調査コースは斜面林下の南西面の道端,木漏れ日
の当たる林道・墓地・開墾部の市民農園。雑木林内の立枯本など山林部と,谷津の湿地部から台地上
の畑地・梨園周辺・草地など他の地域同様に見られる場所も回つた,基本的には太陽の動きを考慮し

て,神崎川の折立橋から同じ場所を通らないように回つて戻る 3.5 kmの コースとした。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,有錐類 (45.4%⇒34.8%)が かなり少なく,

カリバチ類 (26.5%⇒ 32.1%)・ ハナバチ類 (17.0%⇒22.0%)がやや多く,ハバチ類 (10.9%⇒■,1%)

が殆ど変わらなかつた,科の数では6地域中2番目に多い 31科であった。10種類以上見つかつた主

な科で6地域を比較してみると (丸数字は1阿⊃,①ギングチバチ科・ヒメハナ,＼チ科,②ヒメバチ科・
コマユバチ科・クモバチ科 。ドロバチ科,③熔バチ科・ハキリバチ科,⑤ミンバチ科,⑥コハナバチ

科であつた。

③木地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の44.0%(263種 /598種),一番多く見られた神々廻地域よ

り43種も少なかつた。4分類では 側 内は全体の醐 ,カ リバチ類 102種 (38.8%)>有錐類・

ハナバチ類70種 優6,6%)>ノ Vミチ類21種 (8,0%)と なり,カ リバチ類が1番となる。因みに有

貧1類イま 172種 (65,4%)になり, 6地域中1番になる。種類数では6地域中,カ リノミチ類が1番目,

ハナバチ類が4番目,有錐類が5番目,ハバチ類が6番目とカリバチ類が圧倒的に他地域より多く見
つかつている,調査距離はやや長く 9,O kmであるが,コース取りは種々のスポットを順々に回るが,

途中に特定調査区域の所沢ふるさとの森を加えてある。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,カ リバチ類 (26.5%⇒ 38。 8%)で極端に多く,

ハナバチ類  (17,0%⇒26.6%)も 多い。反対に有錐類 145.4%⇒26.6%)は極端に少ない。科の数

では6地域中3番目に多い 30科であった。10種類以上見つかつた主な科で6地域を比較してみると

(丸数字硼慣位)①クモバチ科 Bハキリバチ科,②ギングチバチ科,③ ドロバチ科・ミンバチ科,⑤
ヒメバチ科・コマユバチ科・コハナバチ科,⑥ノツミチ科・ヒメハナバチ科であった。

C復地域のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の42.1%(252種/598種),一番多く見られた神々廻地域よ

り54種も少なかつた.4分類では (括弧内は全体の構成瑠 ,カ リバチ類87種 (34.5%)>ハナバチ

類71種 Q8。 1%)>有錐類65種 (25.8%)>ハバチ類29種 (11.5%)と なり,木地域に近い傾向を

示した。因みに有剣類は 158種 (62.6%)になる.種類数では6地域中,ハナバチ類が3番目,ハバ

チ類が4番目,カ リバチ類が5番目,有錐類が6番目となる,コース取りは白井市役所を起,点に下長

殿までの各ポイントを探しつつ巡回して戻る調査距離 8.5k■lの道程である。このコースの市役所付近
の雑本林は伐採が進んでいた。

白井市の調査地全体を4分類の構成率で比較すると,ハナバチ類 (17.0%⇒ 28,1%)・ カリバチ類

(26.5%⇒ 34.5%)と かなり多い。反対に有錐類 145.4%⇒25,8%)は極端に少ない。刊の数では6

地域中5番目の 28科であつた。10種類以上見つかつた主な科で6地域を比較してみると (丸数字は

順イの,① ドロバチ科,②コハナバチ科,③琳バチ科,④ヒメハナバチ科・ミツバチ科,⑤ギングチ′ベ

チ科,⑥LX/ヾチ科・コマユバチ科・クモバチ科・ハキヅバチ科であつた。
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(5)白井市の特定調査区域 5か所の種類数比較 (表 3・ 図3参照)

前項で説明した通り,前半と後半分けて月 2回という同一条件の基本調査を各 17日 間,5か所の特

定調査区域で実施した結果を “科別"に “種類震'を表 3および図 3にまとめた。この特定調査区域

はスポーツ公園施設 。自然環境保全林・水辺の自然という形態の異なる3つのカテゴリーから5か所
の特定調査区域を選定した。具体的には市のスポーツ公園施設の白井市運動公園,植林や雑木林など

の植生や地形を現状のまま保全する神々廻市民の森 。所沢ふるさとの森,人と水との関係で白井市を

代表する手賀沼と神崎川の水辺の生物の観点からの手賀沼畔・神崎川左崩小池橋付近を定点基本調査

地と並行して調査した。5か所が同じ施設や公園などであればその開設面積や対象面積,あるいは調

査距離や調査時間などの大小との関連で考察できるが,白井市の調査では同類のグループ調査は最大

で2か所である。

この3カテゴジーに含まれる5エ リアで分布が確認されたハチ類を種類数が多かつた順に示すと,

①神々廻市民の森 Q5科 188種)>②白井市運動公園 (27科 178種)>③手賀沼畔 (19科 113 tkl

>④所沢ふるさとの森 (20科 107種 )。 神嘲 |1左岸小池橋付近 (20科 10710と なる。1番 目の神々

廻市民の森だけで自井市全体で確認されたハチ類総数の31,4%(188種/598種)いたことになる。

また, 1番目の神々廻市民の森は4番目であつた所沢ふるさとの森・神崎川左岸小池橋付近より 71

頭,75,7%(188種 /107種)も多くの種類が生′自、していた。

ハチ類の観観が読み取れる4分類では, 1番多い種類が確認された神々廻市民の森で他より多かつ

たのは有錐類 `ハバチ類, 2番目の白井市運動公園ではハナバチ類・カリバチ類が一番多いという,

自然環境の違いがハチ類のグループによる生活場所の違いを見せる興味深い結果となつた。

ただし,こ ういった結果はそれぞれのエリアに適合した生活をするハチ類を確認することであるが,

この現状がどうであるかが判断できない.確認された種それぞれの所感については分かる範囲でハチ

類の分布目録のノー トに記した,また,その希少性などについては後項で分かりやすくとりまとめる.

次に5か所の特定調査区勁朔こ表 3・図3の結果をもとに示すが,5か所間の比較は参考程度として,

一部で刊 |1市の公園施設などの調査 (須田,2004)と人千代市の水辺の調査 (須田,2004)も参考に

比較してみた。

①白井市運動公園のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の29.8%(178種/598種),神々廻地域全体で確認されたハ

チ類総数の 58。 2%(178種ノ/30619であった。4分類では (括弧内は全体の構成瑠 ,ハナバチ類

63種 (35。 4%)>カ リバチ類 62種 ●4.8%)>有錐類40種 Q2.5%)>ハバチ類 13種 (7.3%)
である。この結果,有剣類は 125種 (70。 2%)に もなり,神々廻地域全体の 74,4%(125種/168
種)と 多く見られ,反対にハバチ類は37.1%(13種/35働 ,有錐類は38.8%140種 /103種)と
種類が少なかった,科の数で1欝申々 廻地域全体の77.1%(27科/35科)であった。10種類以上見つ

かった主な科を神々廻地域全体の種類数に対する割合で多し鞘贋に記すと,ミ ツバチ科95,8%(23種/
24働 >コハナバチ科 80.0%(16種/20種)>ヒ メハナバチ科 76。 9%(10種/13種)>ドロバチ

科 73.3%(11種/15種)>クモバチ科 66.7%(12網該
/18種)>ヒメバチ科 39.2%● 1種/79働

>ハバチ科 36.7%(11種/30種)と なり,ハチメミチ類の科を中心とした有剣類のハチがいかに多く

生′自、しているかが示されている。この運動公園は台地の山林を開発し,一部をそのまま残した形で施

設が造られている。調査場所は花壇・草原・道端・林床部など日向部中心である。調査コースには残

された山林部もあるが,杉・檜の植林樹が多かつた.市民プーノalllこ コナラ中心の雑木林もあつたが,

私有地のため入れず山林部は道なりに調査しただけのため, 日陰都活動のハチ類は余り見掛けなかっ

た。この運動公園内には計画的な植樹も行われている。周囲は山林・梨園・公園墓地など静かな自然

環境下であつた。

白井市内には同類の施設はもちろんない。また,今般の他の5か所の特定調査区域では比較するに
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は施設などの形態が余りにも異なる。刊 |1市の調査では重点調査地として7か所を調査した。そこで,

施設は異なるが「里見公園」 (開設面積83,684∬)を参考に比較としてみることにした。この里見公

園には大型の建築・造作物はないが,白井市の運動競技施設部を除くと多少似通つた一面も見られる.

里見公園では24科 156種 (白井市運動公園は 27科 178 THlが確認された。4分類では (括弧内は白

井市運動公園),有錐類 48種 140種)>ハナバチ類 45種 (63種),カ ヅバチ類 45種 (62種)>ハバ

チ類 18種 (13種)となつた。里見公園で有錐類・ハバチ類が多かつたのは特に樹木の値生の違しWこ

よる。つまり,台地部の白井市運動公園の曲林は単調な杉・檜林が中心であるが,里見公園は台地斜

面に複雑な樹相をそのまま保全してきたことが影響している,特に移動性の少なしワ バヽチ類には多様

な食草が必要である.反面,移動性のある有剣類のハチが圧倒的に白井市運動公園に多かつたのは,

野車の繁茂する場所が非常に多いこと,草原がかなり長期に維持されていること,露地面が多いこと

など野趣に富む環境が維持されていることに大きな要因があると思われる。一方,里見公園は台地部

の公園が人工的に計画された花壇造りや植樹の庭園型公園になつていること,この公園を美的に管理

するため野草を排除,草刈りも頻繁に行われるため適応するハチ類の生活環境が維持されないこと,

近接地まで市街地化されていることなどが影響しているようである。

②神々廻市民の森のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 31.4%(188種/598種),神々廻地域全体で確認されたハ

チ類総数の 61.4%(188種/306種)であつた。科の数でイ諄申々 廻地域全体の 71.4%(25科/35
科)であつた.4分類では(括弧内は全体の構成射 ,有錐類 62種 (33.0%)>カ リバチ類 58種 ●0,9%)

>ハナバチ類 44種 (23.4%)>ハバチ類 24種 (12.8%)である。この結果,有剣類は 132種 (54,3%)

になる。ネ申々 廻地域全体との比較では,ハバチ類 68.6%(24種/35働 ,カ リバチ類 63,7%(58種

/91種),有錐類 60.2%162種/103種),ハナバチ類 57.1%144種/77種)とハバチ類を始め総

体的に多種類確認できた。10種類以上見つかつた主な科を神々廻地域全体の種類数に対する割合で多

い順に記すと, ドロバチ科 73.3%(■ 種/15種9>ハバチ科 70。 0%(21種/30種)・ コハナバチ科

70,0%(14種/20程∋ >ク モバチ科 66.7%(12種/18種動 ヒメバチ科 65.8%(52種/79種)>ミ
ツバチ科 54.2%(13種/24種)と なり, ミンバチ科以外は多くの種が分布していた。特にハバチ科

で 24種も確認できた数は,木地域のハバチ亜目 3科を合わせた種類数と一致するほどの好生′徴地を

意味する。

神々廻市民の森は名称では同類の「所沢ふるさとの森」と一見同じように思えるが,谷津部に湿地・

ノより||・ 溜池があり,こ この周辺地域を中心に多様な動植物が見られる,点でかなり自然環境は異にして

いる。このため調査範囲は狭いながら,昔ながらの自然環境が保全されているためここだけで確認さ

れた種も多く, 6か所の特定調査区域では最も多くのハチ類の生自、を確認できた。このような場所は

永年かかつて形成されてきたものであるから,現状の自然を維持したまま保全し後世に残したいもの

である。参考までに 聴 ふるさとの森」と比較してみると,生急確認総数で 71種多く 166.4%(178

種/107働 , 4分類でもすべて 134.9～ 266,7%と 多い。神々廻市民の森は日陰部が多かったが,

市川市では大規模な谷津の地形をそのまま残す形で造られた「大町自然観察園」 (開設面積 113,868

ポ,このうち調査対象面積 100,00010がある。ここでは谷津部が広く日向部が多いが,かなり似通

つた自然環境部分を具えているので比較してみた。大町自然観察園では 26科 207種が確認され,神々

廻市民の森 (25科 18810よ り19種しか多くなかつた。4分類では (括弧内は大町自然観察園),有

錐類 72種 (6219>カ ヅバチ類 58種 6810>ハナバチ類 48種 (44働 >ハバチ類 29種 (24櫛

となる。大町自然観察園では湿地面積が多かったがカヅバチ類では同数に達し,全体的には同様の構成

を示していた。

③所沢ふるさとの森のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 17.9%(107種 /598種),木地域全体で確認されたハチ類
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総数の40.7%(107種/2631∋ であった。科の数では木地域全体の76.7%(23科/30科)であっ

た,4分類では (括弧内は全体の構成到 ,カ リバチ類 43種 砲0,2%)>有錐類 28種 (26.2%)>ハ
ナバチ類 27種 (25,2%)>ノ▼ミチ類 9種 (8.4%)である.この結果,有剣類は 70種 165,4%)に
なる。木地域全体との比較では,ハバチ類 42.9%(9種/21働 ,カ リバチ類 42.2%143種/102
種),有錐類 40,0%鬱8種/70鶴 ,ハナバチ類 38.6%Q7種/70種)であった。lo種類以上見つ
かつた 3科を木地域全体の種類数に対する割合で記すと,クモバチ科 52.4%(■ 種/21種)>ミ ツ
パチ科 43.5%(10種/熟 10>ヒ メバチ科 41.5%優 2種/53種)となる。開設面積僅か 9,00o∬
の所沢ふるさとの森の柵に囲まれた園内は樹高のある杉・檜林で,下草も生えていない。調査確認は
本漏れ日のある道路際,対面の雑木林側,住宅団地面でこの結果が得られた訳であるが,種類が少な
かった割には珍しい種も得られている。

幣申々 廻市民の森」との種類数比較は前述の通り少なく,60。 1%に過ぎない。帯JII市の重点調査地
とした「柏井青少年の森ヨは開設面積 48,■6∬もあるが,同類の保全林であることから比較してみた,

柏井青少年の森では 28科 242種が確認され,所沢ふるさとの森 (23科 107,回 の 226。 2%, 135
種も多い。4分類では (括弧内は所沢ふるさとの拘 ,有錐類 97種 (281口 >カリバチ類 76種 (43種)

>ハナブミチ類 46種(2710>ハバチ類 23種 (9潅Dであった.

④手賀沼畔のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 18.9%(113種/598種),平塚地域全体で確認されたハチ

類総数の 37.5%(113種/3011∋ である.科の数では平塚地域全体の63.3%(19科ノ/30科)であ
る。4分類では (括弧内は全体の脚 ,ハナバチ類 43種 (38.1%)>カ リバチ類 33種 (29.2%)
>有錐類 31種 Q7.4%)>ハバチ類 6種 (5,3%)である,この結果,有剣類は 76種 67.3%)に
なる。平塚地域全体との比較では,ハナバチ類 54.4%(43種/79鶴 ,カ リバチ類 39.3%(337
8419,有鋒類 30.4%● 1種/1021動 ,ハバチ類 16。 7%(6種/86程⇒ とハナバチ類以外は総体
的に少なかった.10種類以上見つかつた科は僅か 3科 しかなかつた。この 3科を平塚地域全体の種
類数に対する割合で記すと,コハナバチ科 60.9%(14種/23種)・ ミンバチ科 53.8%(14種/26 fEl
>ヒ メバチ科 29.3%Q4種/82種)>となる。沼辺ではないが人千代市の籾 |1沿を調査した「左岸
松保橋付近」 a可査距離は同じ 0,9 kmlと 比較してみる。新川左岸松保橋付近では 22科 82種が確認
されたが,手賀沼畔 (19科 113程∋より31種も少なかった。4分類では (括弧内は手賀沼噂 ,有錐

類 14種 (3110>カリバチ類 36種(3310>ハナバチ類 24種 (431壺 >ハバチ類 8種 (6鶴であった。

⑤榊崎川左岸小池橋付近のハチ類

白井市全体で確認されたハチ類総数の 17,9%(107種/598種),谷田地域全体で確認されたハチ

類総数の 35。 3%(107種/30310である.科の数では谷田地域全体の63.3%(20科/Q8科)であ

る.4分類では (括弧内は全体の構成瑠 ,有錐類 45種 僻2.1%)>カ ヅバチ類 36種 ●3.6%)>ハ
ナバチ類 22種 像0.6%)>ノ Vヾチ類 4種 (3,7%)である,この結果,有剣類は 58種 64.2%)に
なる,谷田地域全体との比較では,ハナバチ類 33.8%(22種/65働 ,カ リバチ類 39.6%(36種/
9110,有錐類 36.9%建5種/122働 ,ノソミチ類 16.0%(4種/25種)である.10種類以上見つ

かつた科はヒメバチ科の 37種だけで,谷田地域全体の同科 03種)の 39.8%になる。

人千代市の新川沿を調査した「左岸大和橋付近」(調査距離は同じ 0.5 km)と比較すると,新川左岸大和

橋付近では 23科 100種,神崎川左串小池橋付近(20科 107,囲 より7種少ない。4分類では有錐類 14

種 (手賀沼畔,31働 >カリバチ類 36種 (同,33禰 >ハナバチ類 24種 (同,43櫛 >ハバチ類 8種 (同 ,

6樹であった。

(6)白井市で確認されたハチ類の月度別種類数 (表 4・ 図4参照)

多くの人がハチが活発に活動しているのは夏期あるいは盛夏だけだと思つている。事実筆者は早春
や晩秋にネットを持参して歩いていると,関心を持つ住民の方から,今はハチなんか飛んでいません
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よ !,夏になるといつぱいいますが,と進言してくれる。その場合,いちいち採集したハチを見せて

あげると,それアブじゃないですか?と か,そんなハチは初めて見ました,と いう答えが返つてくる。

そのようなやりとりと説明をしつつ採集を続けることも多い。ハチに限らずすべての昆虫がそれぞれ

のライフスタイルを持つていて,成虫として野外活動が見られるのは,大まかには科,細かくみれば

種で異なつている.分布確認・採集記録の日付で活動期間を見るとこのことが明確になつている,そ

れではなぜ多くの人がハチは夏に見られるとイメージするかというと, 1つは身近なハチとしてT
V・ 新聞で再三とりあげる刺傷性や攻撃性の強さをクローズアップしたスズメバチ・アンナガバチが

イメージされるからである。この類は春は家族が少ないため活動個体も少なく目立たないが,夏～秋

季に最大の家族になり飛翔が目立ち,これにともない夏期以降に盛んに報道されることがある。一方,

夏期に出現するハチが比較的大型種が多く, しかも色彩豊かな種が目立つという視覚的訴求力の強い

ことも要因のようである。ただ,よ く考えてみるとフジ棚でクマバチは目にしている筈であるが・・・.

千葉県では総体的に春期・秋季に活動している有剣類のハチに小～中型種で色彩も単調・目立たない

種が多いからかもしれない。例えば春期活動の代表種である小型中心のヒメハナバチ科では,ほんの

一部の雄の顔面に黄斑があるが,ほとんどが灰色～灰褐色毛に覆われた単一色である,クモバチ科も

黒色の小～中型種で,美 しいベッコウ色の翅をもつた種はいない。秋季出現のムカシハナバチやケア

シハナバチも基本的には灰褐色毛の単一色である.大体において下般人は中～大型のカリバチ・ハナ

バチ類,つまり,有剣類のハチだけを “ハチ"と思つている.ハチとアブと区別が付かないのは仕方

ないが,春期多数出現しているノVミチ類はハチとは認識していないようで,種類が一番多い有錐類の

ハチに至ってはその存在すら分かつていないのが実情である。

千葉県はもちろん市町村という自治体単位でハチ類全般にわたつて「月度と種類数」を調査した記

録はない。ただし,人千代市の翔 |1沿いという調査区城を限定した記録 (須田,2002)は存在する.

そこで,今般の調査で確認・採集した目録掲載のハチを『科別と月月叫こ種類数を調剖 ,表 4と 図4に

まとめた。この分析はあくまで確認・採集個体に基づいて作成したもので,例えばキイロスズメバチ

が 5,8,9,10月 で記録されているが,本来であれば当然 6,7月 も活動している。目撃していても採

集できなかつたものは除外している。したがつて,調査日数を増やし採集機会を増やせばさらに正確

性が増す。

白井市では何月に,どのくらいの種が確認されるのか?.―番多くのハチが確認された順に示すと,

5月 (27科 223倒 >9月 (27科 209櫛 >8月 (30科 19810>6月 (28科 194T動 >7月 (30

科 185不動 >10月 Q5科 178鶴 >4月 (18科 174種)>11月 (19科 ■8禰 >3月 (16科 71働 。

4分類では (科・種数は省略),

ハバチ類 :4月 >5月 >6月 >3月 >9月 >7月 >8月 >10月 >11月
,

有鎌鶉社 10月 >5月 >11月 >4月 >9月 >6月 =7月 =8月 >3月
,

カリバヂ類 :8月 >9月 >7月 >6月 >10月 >5月 >11月 >4月 >3月 ,

ハナバヂ類 :5月 >6月 >4月 >9月 >7月 >8月 >10月 >3月 >■ 月となつた。

本調査結果は筆者自身にも新知見をもたらす興味深い結果となつた.一番多くの種類が活動してい

たのは5月 であつた。3月 下旬からの調査でも 16科 71種が見つかり,ハチの活動がほぼ終わる ■

月でも 19科 118種も活動していた。白井市のハバチ類はほとんど4～ 5月 に出現し,夏期～秋期は

多化性の数種が活動するのみである。有錐類は4～■月にかけ多種類出現してるが,晩秋に多かった。

有剣類ではカリバチ類は圧倒的に夏期に多種類出現し,ハナバチ類は春期に種類数が多く見られる,
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表 4.白 井市 で確認 され たハ チ類 の月度別種類数

月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 確認数

調 査 日 数 6日 14日 12日 12日 12日 13日 12日 12日 12日 105日

1.ミフシ V淵 2 2 3 3 1 4

2.コンボツV淵 1 2 1 2

3.ノ Vヽ月辟 38 32 5 4 8 5 3 55

4.ヤ淵 2 1 3

5.ヤドリヤ 淵 1 1

6.ヤドリタマ▼利 1

1シリ炒 クロ淵 1 1 2 1 2 2 4

& 瘤 E′竜研粥 2 2

9,シリアダタ淵 2 1 2

10, ア↓ち〆卜潤レ彰研斗 1 2 2 3 4 3 4 2 2 9

11・ 力 淵 1 1 2

12."淵 1 1

13,マツラフ▼辞 1 1 1

14.じフ 淵 1 1

15.り淵 18 60 66 45 a9 38 42 62 61 208
16 コ硬こげ竜綱叫 2 3 6 5 8 9 12 15 4 37

7,癖 ラ 淵 1 1 1 1 1

18.や 淵 1 1

1&セ汐ウ″▼セ′彰明斗 1 1

別・コンドプロプ▼利 1 1 1 1 1

21,ツノヤセバカ科 1 1

22.アリガタサ科 1 1 1 2 4

23.セイが州 2 4 1 4 2 3 9

24, 沖ゞ 悧 1 2 3 6 7 6 4 2 12

25.アレ▼利 3 3 4 3 6

26.クつ淵 4 4 6 8 16 20 20 5 37

21 ゥリリ淵 I 1 2 3 5 6 6 3 2 7

28.凸ツ▼科 1 2 12 13 14 15 8 4 22

劉,翔 悧 1 4 8 8 8 9 8

制.ア″ ▼利 2 4 8 9 7 3 2 9

34.アリ撃ヤ淵 1 3 7 1 6 4 4

翌.ギが 夕淵 2 2 9 12 9 8 2 21

乱 Hフ▼モ肖副 1 a 2 1 2 5

34・ フ滋先ν捌 1 2 4 4 4 5

35,ムな″リリ▼科 5 6 3 2 4 5 2 9

盈 しυヽ″▼利 10 13 12 5 19

37.ヨ′、カラ科 7 16 20 20 18 12 16 13 10 27

乱 うヴンウ 淵 1 1 1

39,ハキリパ夢科 3 5 5 10 13 4 1 17

40`ミツ淵 9 20 19 19 9 9 5 5 29

合計
博需肇

71 174 223 194 185 198 209 178 118 599
16 18 27 28 30 30 27 25 19 40
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図 4.白 井市 で確認 されたハ チ類 の月度別種類数
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4分類では種類数の大きな科が全体の数値を左右し,ハバチ類ではノVヾチ科,有錐類ではヒメバチ

科でほ副1吐を決定付けている,カ ジバチ類ではコツチバチ科・クモバチ科・ツチバチ科・アナバチ

科などでは典型的に夏期の種が増加するが, ドロバチ科・スズメバチ科・ギングチバチ科ではかなり

毎月平均化している。ハナンベチ類は科によってかなり違いが見られ,総体的には春期出現種が多くな
つた。その典型はヒメハナバチ科で殆どは3～ 5月 , 6月 は 1種, 7月以降の出現は全くなくなる,

コハナバチ科は多少初夏頃の種類数が増える。ハキリバチ科ではカリバチ類同様夏翔出現種が増える。
ムカシハナバチ科では初夏と秋期に種類が増え, ミツバチ科は全体的な傾向を示す。

人千代市の新川沿いの調査では,6月 >9月 >8月 >5月 >7月 >10月 >4月 >11月 という順位で

夏期出現種が多かつた。これは田園地帯を流れる川縁という特別な区域の調査のため,こ こに生′自す

る日向部を好む種と飛翔力 (移動力)のあるハチ類が中心のため,当然白井市とは違う結果が出た。

特に台地部に生息するハバチ類・有錐類がいないことが要因である.

(7)白井市で長期間にわたって活動していたハチ類

通常多くのハチは年 1化乱 一定の時期にしか成虫が野外活動しないことが多く,その時期を逃し

てしまうと見られなくなる.しかし,中には年数化のサイクルをもつ種i長期間家族生活を続ける種

もいる。もちろんその期間中の出現個体は種によって多い時期も少ない時期もある,

そこで,今般の白井市の調査で 6カ現 以上継続して確認されたハチで,種名の判明しているものを

期間の長ヤⅥ贋に記録する。したがって,本来であれば継続して生息しているにも力謗 わヽらず採集でき

なかったために記録できなかった種,一時見られなくなる月もあるがその時期を挟んでよく見られた

種も除外している。また,一部の種では調査期間以外の月にも継続して活動している種もいる。

①9か月間 (3～■月の調査期間中の毎月)

キアシブトコノミチ,マイマイヒラタヒメノミチ,ヒ メハラナガツチバチ,フ タモンアシナガバチ,

ヒメコオロギバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ニホンミツノミチ,セイヨウミツバチ・
②8か月間

ハグロノVミチ (4～11月 ),セグロカブラハバチ (4～11月 ),シロテントガヅヒメバチ (4～ 11

月),カタグロチビドロバチ (4～11月 ),キボシアンナガバチ (4～■月),コアシナガバチ (4～
11月 ),ク ロスズメバチ (4～11月 ),アカガネコハナバチ (4～ 11月 ),ニ ッポンチビハナバチ (4
～11月 ),オバケチビハナンペチ (4～ 11月 ),ズマルコハナブミチ (4～ 11月 ),バラハキリバチ (4～
11月 ).

③ 7か月間

カブラノVミチ (4～ 10月 ),ナミヒメクモバチ (5～ 11月 ),キンケハラナガツチバチ (5～ 11月 )

キアントックノバチ (5～11月 ),ムモンホノアシナガバチ (5～■月),コガタスズメバチ (5～■

月),オオスズメバチ (5～ 11月 ),サ トジガバチ (5～ 11月 ),キムネクマバチ (5～11月 ),イ フ

タチビツヤハナバチ (4～10月 ),サ トウチビツャハナバチ (3～ 9月 ),キオビツヤハナバチ (4
～10月 ), トラマ′レ ナヽバチ (5～■月),

④ 6か月間

ルツチュウレンジ (5～10月 ),マダラヒメバチ (5～10月 ),オオコンボウヤセバチ (5～ 10月 )

オオシロフクモバチ (5～10月 ),ミ カドトックリバチ (5～10月 ),ムモントックリバチ (5～ 10

月),ヤマジガバチ (5～10月 ),アノミタァジマキバチ (5～ 10月 ),ク ララギングチバチ (5～ 10月 ),

マツムラメンハナバチ (5～10月 ),シロスジカタコハナバチ (5～ 10月 ),ミ ズホヤ ドリコハナバチ

(5～10月 ),ヤマ トヤ ドリコハナンベチ (5～ 10月 ),ヒ ロバ トガヅハナ′ミチ (5～ 10月 ),ツルガノ′`

キリバチ (5～10月 ).

(8)自井市で1日に何種類のハチ類が見られたか (表 5。 図 5参照)
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過去に白井市のハチ類を精力的に調査した記録はないため,数十年前と今般の調査でどのように変

化したかが考察できない。しかし,少なくとも今般の調査が今後数年先の調査上のテータベースとな

り得る。有剣類のハチ類を専門としている筆者が,2005年から2007年に力斗すて白井市で基本調査 102

日間と下見・補完調査の 3日 間を加え 105日 間の調査を実施した。その結果に基づき前々項で自井市

のハチ類の生息 。活動種を “月度別"にまとめ,一番種類が多く活動していたのは盛夏ではなく5月

で,活動する種類が少ないのは調査初期の3月 ,調査終期の■月であることを示した。次に前項で長

期間活動が見られた種を期間の長しⅥ贋に示した。しかし,現実には成虫の野外活動が長期に及ぶ種は

少なく, 1か月ほどで姿が見られなくなる種,年数回に分けて活動する種など様々な生活を営む種が

見られる。調査結果に示された記録は,ハチ類採集に関する知見・技術力は筆者―人で一定している

が,特に気象状況による優劣がその採集日の種類数に大きく影響した。つまり,その日の採集結果が

最高の気象条件下の場合もあれイi最低ではないかと思われる気象条件になってしまった場合もある.

そこで,具体的に基本調査 102日 間の採集結果を『地域と日別の科・塩鉱戟期に分けて表 5に示した。

ただし,この表に示した種類数には分布目録に記録できなかったヒメバチ科の組み合わせ不明の雄も

数えてある。また,2006年 4月 8日 の谷田の調査でイ普鯛 |1左岸小池橋付近は調査していない。

この基本調査で (1日 平均 7.5 kmを約 6時間力斗すて調査して)下記の結果が得られた。

☆最も早い調査日の 3月 21日 で 7科 15種 徹 ),最 も遅い調査日の■月 29日 で 7科 15種 蛤 田)。

☆最も多く見られたのは 5月 4日 で 14科 75種 (朝 ,最も少ししか見られなかったのは 3月 24

日で 5科 14種 (折∋ ,白井市の 1日 で最高 75種確認できたというのをうまく評価できないが,

市川市柏井町で2002年 9月 19日 の 20科 71種 (須田.2003)の記録がある。

☆どの地域が 1日 の平均種類数が多かつたか?.神々廻 149,4種)>谷田 (47.9種)>折立 147.4

種)>平塚 律7.2種)>木 (46.119>復 (42,710であった。この結果は年間の期 のゝ確認

種類数の慣位にほぼ同一である (年間では微差で折立と平塚が逆になる).

☆各地域で最も多かつたのは,平塚 (14科 75樹 ,谷田 優0科 72樹 ,折立 01科 70働 ,神々廻

(22科 69働 ,本 (19科 69働 ,復 (18科 64鶴 .

☆期間中の 1日 の平均種類数は46.8種見られた。

次に表 5の結果から各月の3旬 (上旬 。中旬・下旬)丹町に最多数のハチ類が確認された日と5章で

示した各採集日の気温 (最高 。最低)を組み合わせて『 白井市で最多数のハチ類が確認された日の種

類数と気温』の図5を作成した。この口により視覚的に概観が得られた.

★図4で示された月別種類数と当然類似ではあるが,気温とともに凹凸の結果も出ている.月 を旬で

細分しているためさらにその変化が読み取れる。例えば白井市では5月 が最高に種類が増えたが,

5月 上旬に最初のピークがある。

★年間の種類数と極端な違いが出るたのは,4分類の全体構成率 45,6%を示した有錐類がその傾向が

出ていたのは晩秋だけであつた,また,全体構成率 26.5%のカリバチ類では逆に6月以降ほとんど

50%前後の出現率を示している,これは,有錐類はある時期に1頭しか見つからないことが多いが,

カヅバチ類では複数回にわたって重複して見つかる種が多いことによる。

★4分類では,ハバチ類では4月 中旬から5月 上旬に殆ど出現し,夏～秋期はほとんど多化性の数種

が見られるだけである.有錐類では少々掴みにくいデータであるが傾向としては春期と秋期に多く

夏季は少ない。カリバチ類では夏期～初秋,ハナバチ類では春期～初夏の種類が多い。

★白井市では最高気温が 15℃の晴れて無風の頃,あるいは霜の終日から初日頃に活動個体が目に見え

て出てくるが,早春と初冬のハチ類は平年の温度より高い日に種類が多い。盛夏のハチ類は種類も

多いが,猛暑日のように気温が高いと活動が弱まり,種類が多い日はすべて猛暑日ではなかった。
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表 5.白井市で採集 したハチ類の地域・ 日別の科・ 種類数

調 査 地 域 平 塚 折 立 神々廻 木 復 谷 田

3月

上旬

年・月・日

科・種類数

中旬

年・月 。日

科・種類数

下句

年・月 。日 2007- 3-23 2006- 3-24 2006- 3-27

8科 22種
2007-3-22

6科 18種
2006-3-21

7科 15種
2007-3-26

科・種類数 11科 31種 5科 14種 14冷 I 29棗重

4月

上句

年・月 ,日 2005- 4- 6 2005- 4- 3 2006- 4- 1 2006- 4- 4

8禾斗  36瀬重

2006- 4- 8

科・種類数 8科 21種 13科 37距重 7科 22種 7科 22種

中旬

年・月・日 2006- 4-18 2005- 4-14

科・種類数 11科 57藁奎 9科 34お重

下旬

年・月・日 2006- 4-28 2006- 4-24 企
υ

Ａ
Ｖ

Ａ
υ 2006- 4-26

科・種類数 11罪斗  63瀬重 一科 51種 12科 49驀重 11科 47牽重

5月

上旬

年・月・日 2006- 5- 4 2005- 5- 9

15科 61種
2005- 5- 4 2006- 5- 5 2006- 5- 1

科・種類数 14浴| 75准重 14科 49お重 13科 50種 12科 52種

中旬

年・月 。日 2006- 5-12

14科 69種科・種類数

下旬

年・月・日
Ａ
υ 2005- 5-27 2005- 5-26 2006- 5-24 2006- 5-21 2006- 5-25

17科 57種科 ・種類独 15科 66お重 16科 41種 19科 57お壷 15科 56種 17科 57准菫

6月

上旬

年・月・日 2006- 6- 1 2005- 6- 6 2006- 6…  4 2006- 6- 2 2005- 6- 1

16科 35種
2006- 6- 7

17科 43種科・種類数 20琴斗  63牽重 17科 52種 21利 59藁重 14科 36種

中旬

年・月・日 2006- 6-17 2006- 6-20 2006- 6-19 2006- 6-14

16科 45種科・種類数 19科 56種 16科 43れ重 19利 57准重

下旬

年・月・日 2006- 6-24

22罪斗  69兼重

2006- 6-28

17科 59種科・種類数

7月

上旬

年・月・日 2006- 7- 3 2006- 7- 2

科・種類数 14科 50お重 17科 41種

中旬

年・月・日 2006- 7-14 2006- 7-13 2006- 7-11

16科 40種
2006- 7-15

科・種類数 18科 44種 48科 60種 15浴 I

種Ｏ
Ｏ

つ
０

下旬

年・月・日 2006- 7-22 2005- 7-28 2005- 7-27

14科 47種
2006- 7-26

19科 69種
2005- 7-21

15科 41種
2006- 7-29

科・種類数 43科 42種 一科 49藁重 18科 53種

8月

上旬

年・月・日 2005- 3- 5 2006- 8- 7 2005- 3- 8

15科 41種
2005- 8- 4

15科 36種
8-10

60牽重科・種類数 16利 47種 19科 66牽重

中旬

年・月・日

科・種類数

2005- 3-18

17科 51種
2005- 8-14

19科 63種
2005- 8-19

20科 61種

下旬

年 ・月・日

科・種輻教

2006- 3-27 2006- 8-21 2006- 8-22

18科 64種 15科 60牽重 15科 53牽重

9月

上旬

年・月・日

科 ,種類数

2006…  9…  2 2006- 9-10 2006- 9- 4 2006- 9- 3 2006- 9- 5

13科 54種 14牟1 59種 17科 67種 18科 64牽重 17科 52種

中旬

年・月・日 2006…  9… 15 2005- 9-12

15科 61種

2005- 9-19 2006- 9-19

科・種類数 18科 62種 18科 65種 15科 49種

下旬

年・月 ,日 2006- 9-23 2006…  9-28 2006- 9-21

科・種類数 21科 70兼重 19科 63種 20禾斗 72れ重

10月

上旬

年・月・日 2006-10- 9 2006-10- 8

18科 44種
2005-10- 2

18科 62種
2006-10-10

18浴1 55種科・種類数 15科 50種

中旬

年・月・日 2005-10-12 2005-10-14 2005-10-20 2006-10-16

16科 43種科 ,種類数 17科 57種 15科 53藁重 15科  43種

下旬

年・月・日 2006… 10-21

13科 28種
2005-10… 21

15科 45種
2005-10-23 2006-10-26

18科 46種科・種類数 一科
一３ 41種

11月

上句

年・月・日

科・種類数

2005-11- 2 2005-11- 5 2005-11- 8

12科 34種

2005-11- 4

13科 43種

2005-11- 1

14科 37種12科 28種 13科 38種

中旬

年・月・目 2006… 11-18

11科 23種
2006-11-16 2006-11-13

科・種類数 8科 19種 11科 35准重

下旬

年・月 ,日 2006-11-25 2006-11-22 2006-11-21 2006-11-29

科 ・種類教 5科 16種 6冷1 14,睡 7浴1 22】睡 7科 24種
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図 5.白井市で最多数のハチ類が確認された 日の種類数と気温

種類数 温 度

最

高

気

温

槻
　
　
嘲
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(9)白井市の調査で 1頭だけしか見つからなかったハチ類

ここには,調査期間中にたった 1頭しか見つからなかった種をピックアップする.つまり,それぞ

れを採集した日にその場所でたつた一度見かけたのみで,これ

"‖
こは発見できなかつた種である,

この種は白井市内において `1生息個体数が非常に少ない"こ とを示しており,「希少種」ランクとして

位置付けられる。もちろん調査地以外で種に適合した生自環境が維持されている場所があれば,市内

に複数個体が生急する可能性もある。

この中には千葉県内や一部本州でも分布が限られている貴重種や,生J自組体数の少ない希少種と見

られているものも含まれている。その反面,近隣地域や県外でもかなり個体数が多く見られる (普通)

のに,それぞれの種の生′雹財 が維持されず極端に少なくなっている種も散見される。この 1頭だけ

しか記録されなかった種は,生息環境が維持・保全される力故日何によっては絶滅につながることもあ

り得る。そのため特に認識を高めておく必要のあるジストである.

種のピックアップに際し種名が判明していない種は除外した。なお,不日名の後の括弧内に確認地域

名を入れるが,平は平塚 。平沼は平塚の内の手賀沼畔,折は折立,神は神々廻・神運イ欝申々 廻の内の

白井市運動公園。イ申森イ言申々 廻の内の神々廻市民の森 本森は木の内の所沢ふるさとの森,谷は谷田 。

谷川は谷田の内の神崎川左岸小池僑付近を簡冊割監して標記する。

ニレチュウレンジ a,キ イチゴヒメノソ チヾ (復),ウマノアシガタノVミチ (木),ムネアカキアシ
ハバチ (平),ルイスアカマノL//vミチ (復),ヤチダモハバチ 9物翔 ,チャイロハバチ (復),オオツ

マグロノVミチ (谷),ニホンキバチ (折),シリアゲコバチ (復),ハエヤドリアシブトコバチ (ィ動 ,

クロウマゾラアシブトコバチ ② ,ォニアシブトコバチ 3鵜動 ,アカアシブトコバチ (谷),ク ロア

シブトコバチ (平),?み叩И″ι
“

め い (谷),キンイロホノコバチ (。⊃ ,幼切ガ
"ヵ

ヵガ協se

(オ守∋,ヒ ゲナガウスマルヒメバチ (平),サッポロウスマルヒメバチ 得晰鋤 L印肋 歩郵sis々ガカ

(折),呼gag■弾 妨″xOCOssa帥翔 ,キアシオナガトガヅヒメバチ (神D,シ ロモンチビトガリ

ヒメバチ (平),虎施/2rrFd′均 郎 (折),キマダラコシホノトガリヒメバチ $帆動,ツヤハラアカヒ

メバチ (谷)ID,ホンクロトガヅヒメノミチ 3申),アシブトクロトガジヒメバチ 9動 ,肋ηttg/J ιЭgashガ

(谷)|り ,分所力肋θ勁∽ ιカカ′Pi5・ 9晰菊 ,ハキヒメバチ (谷),シロテンアカヤガヒメバチ (折),

サキジロヒトリバヒメバチ 働 ,キマダラマルヒメバチ (神),ム ラサキメンガタヒメバチ (谷),ム

ラサ キ ウス ア メバ チ (平),保 j/P叩ダ膠 s�とθ (神森 ),陽駆 解 ガ し艤 sc/P/Lrui僻晰剣 ,λ翻 弛 直 リ カ

臣a抒笠脚 oご
=Irr7(谷

), ヒメタマノオバチ (神),Иプ9」
iοね∂∽″餌

“
 3鵜動,ホンセダカヤセバチ

l■l,ホシツヤセイボウ (平),ムンバセイボウ a,ス ダミツノミセィボゥ (谷)ID,アキコツチバ

チ (神森),ヒ ゴコツチバチ (谷),マメコツチバチ (谷),ヒ ゲボツトゲアンクモバチ (平),ペ レー

ヒゲクモバチ (谷),シロトゲヒゲクモバチ 爛 ,ニ ッポンとゲクモバチ (復),ナガセヒゲクモバ

チ l■l,オオフタスジクモバチ 僻指鋤,ナガセ トゲアシクモバチ 確湖|),マエアカクモバチ ヒ夏),

れ碧■i“ pθガダ露is(折),ヒ ラカタクモバチ ∩ ,フタモンクモバチ (谷),ナ ミカバフドロバチ

l■l,キオビチビドロバチ a,ハ ラナガハムンドロバチ 1申),シフヨコバイバチ 9申),ク ロア

シマエダテバチ (平),ヒ メイスカバチ (容川),ヒ ロズハヤバチ (木),ク ロユビギングチ (折),ク
ビワギングチ |り ,ニッポンツヤアナバチ (谷),ババムカシハナバチ 徊 , トゲアシヒメハナバチ

(平沼),カオジロヒメハナバチ (折), トゲホオヒメハナバチ (折),チッベヤドリコハナパチ (復),

ヤスマツハキヅバチ (折),ウシジノキマダラハナバチ (平),イ カズチキマダラハナバチ lAl,シロ

モンムカシアヽナバチヤドリ.

以上種名判明分でたつた 1頭しか見つけることができなかつたのは 79種であつた。したがって,自

井市の種名判明分の 403種から見ると,実に 19.6%に もなる。この数字は市川市の調査の 49種より

多かつたが,これは特にヒメバチ科とクモバチ科で種名判明種が増えたためである。この中には,例
えばかつては北総地方には普通に多く見られた トゲホオヒメハナンベチが 1頭しか見つからないという
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種の数量面の少なさに唖然とさせられる。4分類では有錐類の 34種が一番多いが,種名が判明す湘 ず

2倍以上になる。次にカリバチ類の小型種中心に27種,ハバチ類とハナバチ類は 9種と少なかつた.

調査した白井市6地域で 1頭しか見つからなかつた (希少種と思われる種が見つかつた)順序は,

①神々廻 18種 (内,運動公園 4種 ;市民の森 8種)>②谷田 16種 (内,神崎川小池橋付近 5倒
>③復 15種>④平塚 ■種 (内,手賀沼畔 1種)>⑥木 10種 (内,ふるさとの森 2種)>⑥折立 9

種となる。

(¬ 0)白井市の調査で 1地域だけに複数見つかつたハチ類

前項に類f以 したハチ類のピックアップであるが,こ のハチは生息地から大きく移動することがなく,

一定の生割也には `雅致 (多産も含む)"見つかつたが,その環境が変わってしまえば全く見られなく

なってしまう種である。つまり,同一地域内では2頭以上の複数が確認されたが (同 日ないし別の日

も含羽 ,他地域では全く見つからなかつた種である。

かつて自然豊かな時代には多様な生息味境が現在のように分断されることなく,面的広がりをもち,

恐らく幅広い生徴域をもち多様なハチ類が多数活動していたものと想像される。その後,山林伐採と

単純植札 農林業での薬剤散布や開拓,都市化の流れの基に多様な営巣場所や複雑な緑地帯は減少し,

そこの環境改変とともに生息種が絶滅していったと考えられる。しかし,分断化された狭い生′自馘で

も運良く細々と生活できる自然環境要素を備えていたため生′自、力式確認された種でもある。種それぞれ

の生息環境から白井市内では唯T残された?,その地域だけの『限定地生制 である。したがつて,

今後の生息環境の改変如何によつては,自然環境破壊に耐えられない種を中心に “絶滅"の道を辿る

ことになる。

特に,市レ■レではなく,これまでの調査でも県レベルで希少種に選定されている種,情報不足で

リストアップを控えた希少種などは「重要保護生物」候補として位置付けられる。なお,種のピック

アップに際しては,前項同脳 が判明していない種は除外した。なお,和名の後の括弧内の簡略化

した標記も前項同様とした。

アカスジチュウレンジ (折),ヒ メムネアカノソミチ (平沼),ウツギハバチ (平),アカアシクロノVミ

チ (折),コ シアカノVミチ (平),ク ロムネアオハバチ (平),ヒ ゲジロキバチ (平),キベツチビアメ

バチ 9俗サID,シ ロスジヒメバチ (ラ杓翻 ,モ トキヒメバチ 爺・谷)ID,シヨクホシアメバチ (テ朽鋪 ,

クロコブフシヒメバチ (神・神魏 ,エゾオナガバチ 常申・オ申D,キ オビクモバチ a,ヒ ゲブトク

モバチ (折),コモンツチバチ 9申・神舅射 ,ムナグロチビドロバチ 常申森),モンスズメバチ (折),

アメリカジガバチ (谷・谷ナ|り ,キアシマエダテバチ (谷)ID,ホ ノメンハナバチ (平・平沼),ウプキ

ヒメハナバチ (折),ヤマブキヒメハナバチ 9申iXl,コ ビトチビノ′`ナバチ l■l。

リス トを整理した結果,該当するハチが 24種いた。この白井市の 1地域にだけしか見つけられなか

つた割合は (種名判明の 403種中)6.0%になる。この数字は司 |1市の調査の 34種,種名判明の割

合の 8.6%よ り少なく,司 H市ほどハチ類の生活の場を奪われていないことを示した。

調査した白井市6地域でこれらの貴重種が生息していた順序は①平塚 6種 (内,手賀沼畔 2程動>
②③折立 5種・神々廻 5種 (内,運動公園 2種 ;市民の森 3種)>④谷田 4種 (内,神嘲 H小池橋

イ哺丘 4種)>⑤木 3種 (内,ふるさとの森 2種)>⑥復 1種であった。4分類ではハバチ類とカリ

バチ類が各 7種,有錐類 5種,ハナバチ類 3種と,種名が判明している有錐類が少なかった。分類

解明の遅れているヒメバチ科やコマユバチ科でジス トアップできなかった種が多いが,こ ういう中に

も農林業で有益な寄生バチや地理分布 卜重要な種が含まれていることもあり得る。

(11)白井市の全調査地域に広く分布していたハチ類

白井市の6地域の定点を定期的にハチ類の生息実態調査を実施したが,具体的には3年間の野外調



査期間中に,それぞれの種がいつ つどこに生掲、していたかを採集によつて確認していつた。この間,

ある種のハチはほとんどの調査地にある程度の密度 (個体数)で現状の自然環境に適応し,広く生活

の場を得ていた。ただし,特定調査区域としたところではその生′自塀鏡跨性から当然適応する種もい

れば不適応の種もいた。生自網体数についても種や場所によつて,多い・普通・少ない 。まれと実感

した。調査した6地域についても共通した自然環境もあるが,その構成は全く異なる。例えは耕作地

や草地・サ||や沼など日向部が多い場所を含んだ地域,雑木林や林道など日陰部が多い場所を含んだ地

域,住宅地や神社仏閣など人の生活に直結した場所を含んだ地域などそれぞれ環境が異なつている。

しかしながら 7.5～ 9.5 kmの 6調査地域は極端に環境が違つていないため,ハチの多い少ないは別と

して『全調査地域に広く分布していたハチ (どこにも見られたハチ)』 が多数見られた。そこで分布目

録から全6調査地域に共通して生息していたハチ類を下記のとおリピックアップした。なお,特別調

査区域は寇煮・定期調査地域内とした,また,種名 備賂ないし学名)不明の種についてはリストか

ら除外した。

ルリチュウレンジ,オスグロハバチ,カ タアカスギナハバチ,イハバチ,ハグロハバチ,セグロカ

プラハバチ,イヌノフグリハバチ,カブラハバチ,コ クロハバチ,オクタニキモンノソミチ,コ シアキ
ハバチ,キアシブトコバチ,乃陣材叩郎 し那 ab∝工us,S瀬っ

"ガ

EFJ bttZ銀″工trs,シロテントガリ
ヒメノミチ,ァシマグラヒメノミチ,ガァレガワヒメノミチ,キオビコンブトヒメノミチ,マイマイヒラタヒメ
バチ, クロヒグアカコマユバチ,スズメヤドリコマユバチ,オオコンボウヤセバチ,マメコガネコン

チバチ,ニカコツチバチ,ナミヒメクモバチ, ミヤコヒメクモバチ,イ シカフトグアシクモノミチ,コ
トゲアシクモバチ,オオモンクロクモバチ,モンクモバチ,オオシロフクモバチ,キオビツチバチ,

ヒメハラナガツチバチ,キンケハラナガンチバチ,ア トボシキタドロパチ,オオフタオビドロバチ,

ミカドトックリノミチ,キアシトックリバチ,ムモントックリバチ,エントツドロバチ,スズバチ,カ
タグロチビドロノミチ,ムモンホノアンナガバチ,フタモンアシナガバチ,キボシアシナガバチ,コア

シナガバチ,コガタスズメバチ,ヒ メスズメバチ,オオスズメバチ,キイロスズメバチ,ク ロスズメ
バチ,コ クロアナバチ,ク ロアナバチ,サ トジガバチ,ヤマトアレツジガバチ,モンキジガバチ,オオ
エンモンバチ,アノミタアリマキバチ,ヒ メコオロギバチ,オオハヤバチ,オオジガバチモドキ,ヤマ

トトゲアナバチ,イ ワタギングチ,ヒ メツチスガヅ,ナミツチスガヅ,マルモンツチスガジ,アンブ

トムカシハナバチ,オオムカシハナバチ,ス ミスメンハナバチ,マツムラメンハナバチ,コガタウツ

ギヒメハナバチ,キバナヒメハナバチ,ヤ ヨイヒメハナバチ,シロヤヨイヒメハナバチ,カ グヤマメ

ヒメハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ,ンヤマメヒメハナバチ,ナカヒラアシヒメハナバチ,ア
カガネコハナバチ,オバケチビノ′`ナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ニッポンチビハナバチ,ズマルコハ

ナバチ,シロスジヨハナバチ,フタモンカタコハナバチ,ズマルツヤヨハナバチ,ミ ズホヤドヅコハ

ナバチ,ヤマトヤドリコハナバチ,ヤノトガリハナバチ,オオハキリバチ,ス ミゾメハキリバチ,ス
ミスハキヅパチ,バラハキリバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ,イ ワタチビツヤハナバチ,

ギンランキマダラハナバチ,ハリマキマダラハナバチ,ダイミョウキマダラハナバチ,シロスジヒゲ

ナガハナバチ,ニ ッポンヒゲナガハナバチ,コマノL/ハナバチ, トラマ′L/ハナバチ,ニホンミンバチ,

セイヨウミツバチ,

以上の 106種を各地に分布していた種として記録する。4分類ではカリバチ類 44准ユ ハナバチ類

40種,ハバチ類■種,有錐類■種となる.種名判明分から見ると,カ リバチ類は28.9%,ハナバチ

類は39,6%,ハバチ類|ま 22.4%,有錐類は10.9%が広域分布種となる。

(12)自井市に比較的多数が分布していたハチ類

前項の全地域に分布していた種の中で,その種の出現潮に「白井市内に比較的よく見られた」乞急

密度の高かつたハチ類をこの期間中の実感から選出した。基本は全地域でよく見られた,であるが,
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一部の種については1地域では余り多くなかつた場合も含んだ。分布目録では採集データの数で表し

ているものの採集個体を制限しているため,生息状況を加味してリストアップした。その結果,この

調査期に比較的多く生忌していたハチ類は下記の “40種"である。この40種を4分類すると,ハナ

バチ類 18種,カ リバチ類 15種,ハバチ類 5種,有錐類 2種となる。なお,この40種のうち『白井

市内でかなり多く見られた (普通ないし多産)』 とすべき種は 6種であつた。この 6種については和

名の後に*マークを記した。

オスグロハバチ,カタアカスギナハバチ,ハグロノソミチ,セグロカブラハバチ,カブラハバチ,マ

イマイヒラタヒメバチ,ク ロヒゲアカコマユバチ,マメヨガネコツチバチ,ニカコツチバチ,ナ ミヒ

メクモバチ,オオモンクロクモバチ,オオンロフクモバチ,ヒ メハラナガツチバチ*,キンケハラナ

ガツチバチ*,キオビツチバチ,オオフタオビドロバチ,カタグロチビドロバチ,フタモンアシナガ

バチ,コアシナガバチ,コガタスズメノミチ,サ トジガバチ,ヒ メコオロギバチ,ア シブトムカシハナ

バチ,コガタウツギヒメハナバチ,キバナヒメハすバチ,カグヤマメヒメハナバチ,アブラナマメヒ

メハナバチ,アカガネコハナバチ*,オバケチビノ′`ナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ニッポンチビハナ

バチ,ズマルコハナノ′ヾチ,シロスジヨハナバチ*,パラハキリバチ,ノルガハキリバチ,ギンランキ

マグラハナバチ,ダイミョウキマダラハナバチ,ニッポンヒゲナガハナバチ,ニホンミツバチ*,セ

イヨウミツバチ*.

(13)自井市のハチ類に見られた寄生

ハチを採集していると,時には全く異なる種類に見える赤みのある色をした個体を見つけることが

あり,よ く見ると『ダニ』が付着している。ダニの付着は種によつてかなりの比率で寄生するものと,

全く寄生を受けない種があるが,全体的には寄生を受ける種は少ない。ダニの付着場所は体毛,胸・

腹部,環節部や体表の凹部,脚部,翅面,交尾器などいろいろの場所に見られるが,ほぼ種によつて

決まつた場所に付着している。ダニの数も数頭だけついているものから, 1,000頭 を超える単位のダ

ニ団子状になつたものまで見られる.同じハチの種で寄生ダニが付着していれば原則的には新鮮個体

に多く,老齢個体に少ない。ダニの種類もかなり違う種もいるようであるが,専門外のためここでは

種については触れないこととする。

ここではこの「ダニの体外付着寄生を受けた種」を下記にリストアップする,リ ストには種名と括

弧内に寄生を受けた数と検査総数,寄生率を記した,

トサヤドリキバチ (6/6=100.0%),キアシブトコバチ (1/53=1,9%),ツヤアンブトコバ

チ (1/2=50.0%),タ マヌキケンヒメノミチ (4/11=36.4%),シ ロテントガリヒメバチ (5/75

=6.7%),マイマイヒラ痺ヒメバチ (1/41=2.4%),Sc蕊
“
sp.1(2/30=6.7%),サ ッポロ

オナガバチ (3/14=21.4%),艤k沸♂sttr∝si♂ (3/6=50,0%),コ トグアシクモバチ (3

/29=10.3%),ア トボシキタドロバチ (29/46=63.0%),ア ジアキタドロバチ (4/5=80.0%),

オオフタオビドロバチ (1/89=1,1%),ヤマトフタスジスズバチ (3/5=60.0%),カ タグロチ

ビドロバチ(1/118=0,8%),ク ロスズメバチ(2/61=3.3%),ク ララギングチ(14/33=42。 4%),

イフタギングチ (16/31=51.6%),シ ロスジギングチ (6/21=28.6%),ナ ミツチスガリ (1/26

=3.8%),マルモンツチスガリ (23/46=50.0%),ム ツパセイボウ (1/1=100.0%),マ メコガ

ネコツチバチ (1/34=2,9%),ニカコツチバチ (3//27=11.1%),カ グヤマメヒメハナバチ (2

/62=3.2%),ツヤマメヒメハナバチ (1/53=1,9%),アプラナマメヒメハナバチ (1/100=
100.0%),ア オスジハナバチ (4/30=13.3%),アカガネコハナバチ (6/135=4.4%),ヒ ラ痺

チビハナバチ (14/94=14.9%),ニ ッポンチビハナバチ (9/129=7.0%),ズマルコハナバチ (37

/100=37.0%),ホ クダイコハナバチ(1/29=3.4%),フ タモンカタコハナバチ(6/51=11.8%),

ズマルツヤコハナバチ (1/30=3.3%), ミズホヤドリコハナバチ (3/44=6.8%),ヤマトヤド



リコハナッベチ (1/38=2.6%),ハラアカヤドリハキリバチ (12/24=50,0%),オ オトガヅハナバ

チ (1/4=25.0%),ス ミブメハキリバチ (1/17=5,9%),ク ズハキリバチ (3/8=37.5%),
バラハキリバチ 優5/51=49.0%),キ ムネクマバチ (28/46=60.9%),コ マノレ ナヽバチ (3/35=
22.9%), トラマノL/ハナバチ (4/38=10,5%).

この結果,今般の調査ではヤドヅキバチ科 1種,アシブトコバチ科 2種,ヒ メバチ科 6種,クモ

バチ科 1種, ドロバチ科 5種,スズメバチ科 1種,ギングチバチ科 3種,フシダカバチ科 2種,セ

イボウ科 1種,コンチバチ科 2種, ヒメハナバチ科 3種,コハナバチ科 10種,ハキリバチ科 5種 ,

ミツバチ科 3種の14科45種のハチにダニの寄生を確認した。因みに市川市の調査では13科 43種で,

アリガタバチ科 。アナバチ科・アリマキバチ科のハチも含まれていた。

ハキリバチではマノL//ミッッハナブ＼チで全くダニの寄生を確認できなかったが,本種はしばしば体い

つぱいダニに覆われていることがある,シロオビキホリハナバチは採集数が少なくダニの寄生も見ら

れなかつたが,刊 |1市では46頭中24頭寄生していた,バラハキリバチの雄では26頭中16頭のゲニ

タリアの周辺に多数の寄生ダニが付着していた。ところが本種に形態の酷似したツルガッ′ヽキリバチ45

♂のグニタリア周辺には (他にも)全くダニは見られなかった。

ハチにダニが体外付着している寄生がある一方,ハチの腹部の環節の間から頭を覗かせているのが

体内寄生した『ネジレバネ』である。この寄生を受けるハチは一部の種に限られるが,ハナバチの中

には寄生を受けることにより形態変化を起こす種も見られる。寄生するネジレバネの種類は寄主によ

って異なつた種が見られるようであるが,専門外のためここでは種については触れないこととした。

野外で採集したハチの中にはこの寄生を受け,腹部を太く変形させているものがいるが,実際には採

集時点では気が付かない.1頭のハチに寄生するネジレノベネは1～ 4頭で,ほとんど雌を確認するが,

時折雄の脱出後の空薦が残つている。

ここではこの「ネジレバネの体内寄生を受けた種」を下記にリストアップする.リ ストには種名と

括弧内に寄生を受けた数と検査総数,寄生率,総ネジレバネの性別 (雄は空繭)を記した,

オオフタオビドロバチ (12/89=13.5%,13♀ 7♂),フカイオオドロバチ (2/12=16.7%,3
♀ 3♂),コガタスズメバチ (4/49=8.2%;4♀ ),キイロスズメバチ (1/10=10.0%;1♀ )

アカガネコハナバチ (3/135=2.2%,1♀ 3♂),オバケチビハナバチ (2/100=2.0%;3
♀),ニ ッポンチじ′ヽナバチ (2/129=1.6%;2♀ ),シロスジカタコハナバチ (9/140=6.4%;
11♀ )。

この結果,今般の調査ではドロバチ科 2種,スズメバチ科 2種,コハナバチ科 4種の 3科 8種の

ハチにネジレ>部の寄生を確認したが,ネジレバネの寄主記録のあるアナバチ科とヒメハナバチ科の

種からは寄生が全く見られなかった。因みに刊 H市の調査では 3科 4種であった。

寄生場所は通常腹部3-4, 4-5背節間に見られるが,オオフタオビドロバチの 1♂には4-5
背節間に 2♂ と3-4腹節間に 1♀ と「腹面節」にもネジレバネの寄生が見られた。また,別の 1♀

には2-3背節間に 2♀ , 3-4背節間に 1♀,4-5背節間に 1♀ と合計 4♀ ものネジレバネの寄

生を受けていたものもいた。フカイオオドロバチでも同様の3か所から 2♀ 2♂の寄生を受けていた。

スズメバチではすべて5-6背節間に各 1頭ずつであつた,小型のコハナバチにはネジレバネが通常

1頭であるが,中型のシロスジカタコハナバチには 2♀に2頭のネジレバネが寄生していた。

(14)白井市の花に来ていたハチ類

野車や樹木,花壇や庭木などの花は多種類の昆虫たちを誘い,集める.ハチロでイン ナヽバチ・カリ
バチの有剣類 (ア リ科を含む)をはじめ,種類は限定されるがハバチ類や有錐類も花に集まる。花に

来る目的は花粉や蜜を成虫の栄養源としたり,幼虫の食料とするためであるが,中にはここに来る雌
バチの交尾相手を探すため巡回飛翔する雄,訪花した種々の昆虫類やクモ類などを幼虫の食餌とする
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ための一部のカリバチ類の雌が見られる。白井市の調査時の訪花記録などは極力,分布目録中に種別

イこ“ノート"に分かる範囲で記録した。ただし,筆者の植物に関する知見は非常に浅いため,種名に

おいて一部正確性を欠く点があることはお許し願いたい,

ここでは,特に多種類のハチが集まっていた数種の植物に注目して,ハチ類を整理して記録した。

アプラナの花 (各地域の畑際・市民農園など,3月 21日 ～ 5月 9日 )

シロヤヨイヒメハナバチ, トゲホオヒメハナバチ,ヒ コサンマメヒメハナバチ,カ グヤマメヒメハナ

ノミチ,マメヒメハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ,ツヤマメヒメハナバチ, ミツクリフシダカヒ

メハナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ホクダイコハナバチ,ニセキオビコハナバチ,ズマルツヤコハナ

バチ,ギンランキマダラハナバチ,ニッポンキマダラハナバチ,セイヨウオオマノL/ハナバチ,ニホン

ミツバチ,セイヨウミンバチ,

オオイヌノフグリの花 (各地域の道端・草地など.3月 21日 ～ 5月 21日 )

フタモンアシナガバチ,ヤヨイヒメハナバチ,シロヤヨイヒメハナッ″ミチ,ァブラナマメヒメハナバチ,

ミツクリフシダカヒメハナバチ,アカガネコハナバチ,オノ′ミケチビハナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,

ニッポンチビノ″`ナバチ,ズマルコハナバチ,キオビコハナバチ,ニセキオビコハナバチ,ズマアレツヤ

コハナバチ,イ ワタチビツヤハナバチ,ハリマキマダラハナバチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

カラスノエンドウの花 (各地域の道端・車地・沼縁・サH縁など,3月 23日 ～ 5月 26日 )

ヒメハラナガツチバチ,ク ロスズメノミチ,ズマルコハナバチ,ズマルツヤコハナバチ,シロスジヒゲ

ナガハナバチ,ニ ッポンヒゲナガノ′`ナバチ,ニホンミツノミチ,セイヨウミツバチ,

タンポポの花 (各地域の道端・草地など,4月 8日～11月 21日 )

ヒメハラナガツチバチ,キンケハラナガツチバチ,ケブカスジドロバチ,フタモンアンナガバチ,ヨ

ーロッ′くメンハナバチ,キバナヒメハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ, ミツクリフシダカヒメハ

ナバチ,アカガネコハナバチ,オバケチビハナバチ,協si9」7ο郎切 律Vy■a蝕ジ sp.1,ニ ッポンチビ

ハナバチ,ツヤチビハナバチ,ズマアレコハナバチ,ホクダイコハナバチ,フタモンカタコハナバチ,

ヤマトハキリノヾチ,イ フタチビツヤハナバチ,サ トウチビツヤハナバチ,キオビツヤハナバチ,ギン

ランキマダラハナバチ,ダイミョウキマダラハナバチ,ンロスジヒゲナガッ″ヽナバチ,ニ ッポンヒゲナ

ガハナバチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

ハコベの花 (各地域の道端・草地など.4月 9日 ～10月 2日 )

フタモンアシナガバチ,マツムラメンハナバチ,キノミナヒメハナバチ,ヤヨイヒメハナバチ,シロヤ

ヨイヒメハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ,アカガネコハナバチ,オバケチビ/′ ナヽバチ,ヒ ラタ

チビハナン′ミチ,ニ ッポンチビハナバチ,協si%乃郎閉 帥 a蝕ジ sp■ ,ツルガハキリバチ,キオビ

ツヤハナバチ,ギンランキマダラハナバチ,

カエデの花 (各地域,特に寺院内など,4月 22日 ～ 5月 9日 )

キコシホゾハバチ,ウゾキヒメハナバチ,シロヤヨイヒメハナバチ, ヒコサンマメヒメハナバチ,カ

グヤマメヒメハナバチ,ツヤチビハナバチ,コマアレ ナヽバチ,

ハルジョオンの花 (各地域の道端・草地など.4月 28日 ～ 6月 17日 )

クロヒゲアカコマユバチ,ヒ メハラナガツチバチ,ア トボシキタドロノミチ,フ トカギチビドロノミチ,

キボシトックリノヾチ,キアシトックリノミチ,ヤマジガバチ,サ トジガバチ,ク ララギングチ,ホ ノメ

ンハナバチ,ス ミスメンハナバチ,マツムラメンハナン′ミチ,ヨーロッノくメンハナバチ,キバナヒメハ

ナバチ,アカガネコハナバチ,太′＼ケチビノ′`ナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ニッポンチビハナッ′ミチ,

ケナガチビハナバチ,力訂ガ oss阻 随 a鉗ジ sp.1,ズマルコハナバチ,ホクダイコハナバチ,サ
ビイロカタコハナノミチ,ニッポンカタコハナノミチ,シロスジカタコハナバチ,フタモンカタコハナバ

チ,ハァレノツヤコハナバチ,ズマルツヤコハナバチ,ヤマトヤドリコハナバチ, ヒロバトガリハナバ

チ,バラハキリバチ,ツアレガハキリバチ,イ ワタチビツヤハナバチ,サ トウチビツヤハナバチ,キオ
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ビツヤハナバチ,アスワキマダラハナノ′ヾチ,ギンランキマダラハナバチ,ダイミョウキマダラハナパ

チ,シロスジヒゲナガノ′`ナバチ,セイヨウオオマノレ ナヽバチ,ニホンミツパチ,セイヨウミツバチ.

アカツメクサの花 (各地域の道端・草地など,5月 12日 ～■月 16日 )

キンケハラナガツチバチ,カ タグロチビドロバチ,ア トジマコハナバチ,アカガネコハナッベチ,シロ
スジヒゲナガハナッベチ,ニッポンヒゲナガハナバチ, トラマアL/ハナバチ,セイヨウミツバチ,

シロツメクサの花 (各地域の道端・草地など,5月 25日 ～10月 10日 )

キオビツチ,＼チ, ヒメハラナガツチバチ,サ トジガノ′ヾチ, ミツクリフンダカヒメハナバチ,ア トジマ
コハナバチ,アカガネコハナバチ,フタモンカタコハナッベチ,ス ミゾメハキリバチ,キムネクマバチ,

イワタチビツヤハナンペチ,キオビツヤハナバチ,ダイミョウキマダラハナバチ,シロスジヒゲナガノ′ヽ

ナバチ,ニホンミンノミチ,セイヨウミツノミチ。

マユミの花 (平塚 。木・復・谷田の主に道端.5月 21日 ～ 5月 25日 )

セグロカブラハバチ,コ シアキハバチ,キアシブトコバチ,オオホシオナガバチ,オオコンボウヤセ
ノミチ,ムモンホソアシナガバチ,キボシアシナガバチ,コアシナガバチ,コガタスズメバチ,ク ロス
ズメバチ,イ ワタギングチ,ヒ メツチスガリ,ナカヒラアシヒメハナバチ,ニホンミンバチ.

エゴノキの花 (各地域の山林部・寺社など。 5月 21日 ～ 6月 6日 )

キンケハラナガンチバチ,ニッポンチビ/′ ナヽバチ,ツヤチビハナバチ,ニッポンカタコハナバチ,シ
ロスジカタコハナバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ,ダイミョウキマグラハナバチ,コマル
ハナバチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

ツゲの花 (平塚・ネ申々 廻・木・復の生垣など。 5月 24日 ～ 6月 19日 )

オオコンボウヤセバチ .ォォフタオビドロバチ,ムモントックリバチ,カタグロチビドロバチ,フタ
モンアシナガバチ,ャマトトゲアナバチ, ヒメツチスガノ,ナミツチスガヅ,ス ミスメンハナバチ,

マツムラメンハナバチ,ニッポンメンハナバチ,コガタウンギヒメハナバチ,マメヒメハナバチ,ナ
カヒラアシヒメハナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,ズマルコハナバチ,シロスジカタコハナバチ,ニホ
ンミツバチ,セイヨウミツバチ.

カタバミの花 (各地域の道端・草地・林縁部など.5月 24日 ～■月 13日 )

ヒメハラナガツチバチ,キバナヒメハナバチ,アカガネコハナバチ,オバケチビハナバチ,ニ ッポン

チビハナバチ,ズマルコハナバチ,フタモンカタコハナバチ,イ ワタチビツヤハナバチ,ニホンミツ
バチ,セイヨウミツバチ.

クリの花 (折立・ネ申々 廻・谷田のクリ園など,6月 4日～ 6月 24日 )

ヒメハラナガツチバチ,キンケハラナガツチバチ,キアシトックリバチ,エントツドロバチ,キボシ

アシナガバチ,サ トジガバチ,ャマトトゲアナバチ,ク ビワギングチ,ヒ メツチスガヅ,ス ミスメン
ハナバチ,マツムラメンハナバチ,ニ ッポンメンハナバチ,ノ ウメンメンハナバチ,ヨーロッパメン
ハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ,ナカヒラアシヒメハナバチ,ニッポンチビハナバチ,ズマアレ
コハナバチ,キオビコハナバチ,ニセキオビコハナバチ,シロスジカタコハナ′ミチ,フ タモンカタコ

ハナッバチ,キオビツヤハナバチ,コマアb/ハナバチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

ヒメジョオンの花 (各地域の道端・車地など.6月 4日～11月 1日 )

クロヒグアカコマユノミチ,ハラアカマルセイボウ,オオセイボウ, ヒメジョオン,ヒ メハラナガツチ
ノミチ,オオフタオビドロノミチ,キアシトックリノミチ,カバオビドロノミチ,フカイオオドロノミチ,カ タ
グロチビドロノミチ,フ トヵギチビドロノミチ,フタモンアシナガバチ,ヤマジガバチ,サ トジガバチ,

ヤマトトゲアナバチ,ク ララギングチ,ナ ミツチスガヅ,マルモンツチスガヅ,アシブトムカシノ″`ナ
バチ,ホ ノメンハナ,ミチ,ス ミスメンハナバチ,マツムラメンハナッ′ヾチ,ヨーロッノくメンハナバチ,

キバナヒメハナバチ,アブラナマメヒメハナバチ, ミツクリフシダカヒメハナバチ,ア トジマコハナ
バチ,アカガネコハナノ′ミチ,コ ゥシュウチビハナバチ,オバケチビハナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,
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ニッポンチビハナバチ,オオエチビハナバチ,ケナガチビハナバチ,乃誠軽ん郎勁 (隣yユβθpsl sp.1,

ズマアレコハナバチ,ホクダイコハナバチ,シロスジカタコハナバチ,フタモンカタコハナバチ, ミズ

ホヤドリコハナバチ,ヤマトヤドリコハナバチ,ヒ ロノミトガリハナバチ,キ ョウトキヌゲハキリバチ,

スミゾメハキリバチ,バラハキヅバチ,ツアレガハキリバチ,イ フタチビツヤハナバチ,サ トウチビツ

ヤハナバチ,キオビツヤハナ′ミチ,ヤマトキマダラハナバチ,コキマダラハナバチ,ヤマトムカシハ

ナバチヤドリ,シロモンムカシハナバチヤドリ,ニホンミツバチ,セイヨウミツノミチ.

ネズミモチの花 (平塚 e谷田の生垣と田国際の大木など,6月 17日 ～ 7月 15日 )

オオフタオビドロバチ,ムモントックリバチ,フカイオオドロバチ,コアシナガバチ,アメリカジガ

バチ, ヒメツチスガリ,オバケチビハナバチ,シロスジカタコハナバチ,オオン″`キリバチ,キムネク

マノミチ,セイヨウオオマノL/ハナバチ,コマノレ ナ`バチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

ノブドウの花 (各地域の道端 。草地・沼縁 。サ|1縁など.6月 17日 ～ 9月 23日 )

ルツチュウレンジ,シリアゲコバチ,キオビコシブトヒメバチ,オオモンクロクモバチ,アカスジツ

チバチ,キオビツチバチ,オオフタオビドロバチ,キアシトックリバチ,ムモントックリバチ,ナミ

カバフドロバチ,カタグロチビドロノミチ,フタモンアシナガバチ,キボシアシナガバチ,コアシナガ

バチ,ヒ メスズメバチ,ク ロスズメバチ,コ クロアナバチ,ヤマトルリジガバチ,キゴシジガバチ,

アカアシ′ヽヤバチ,オオハヤバチ,ク ララギングチ,イ ワタギングチ,アカアシツチスガリ,ナ ミツ

チスガヅ,マルモンツチスガリ,マツムラメンハナバチ,オバケチビハナバチ,ニッポンチビハナバ

チ,カゴ鋸んss蜘 隣 yユaθロジ sp.1,シロスジカタコハナバチ,ニホンミツバチ。

ハギの花 (各地域の住宅際・林縁部 。沼際など.6月 20日 ～ 9月 28日 )

アトボシキタドロノミチ,スズバチ,アオスジハナバチ,ヒ ロバトガリハナバチ,ヤノトガリハナバチ,

ヒメハキリノミチ,キョウトキヌゲハキリバチ,ス ミゾメハキリバチ,ス ミスハキリバチ,サカガミハ

キヅバチ,バラハキリバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ,シロスジヤドリハナバチ, ミツク

リヒゲナガハナバチ.

アカメガシワの花 (平塚・神々廻・復・谷田など,沼縁 。)H縁も含む。 6月 24日 ～ 8月 7日 )

オオコンボウヤセバチ,オオセイボウ,キオビツチバチ,キンケハラナガツチバチ,オオフタオビド

ロバチ,ナミツチスガリ,マツムラメンハナバチ,ズマルコハナバチ,ヤマトヤドリコハナバチ,オ

オハキリバチ,クズ八キヅバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ,コマ′L/ハナバチ,ニホンミツ

バチ,セイヨウミツバチ,

ナツメの花 (谷田にあつた1本.2006年 6月 28日・ 7月 15日 ・29日 )

オオンロフクモバチ,キオビツチバチ,オオフタオビドロバチ,ミ カドトックリバチ,ムモントック

リバチ,エントツドロバチ,フカイオオドロバチ,力 タグロチビドロバチ,フタモンアンナガバチ,

クララギングチ,イ フタギングチ,ナミツチスガリ,マツムラメンハナバチ,シロスジカタコハナバ

チ,セイヨウミツバチ.

ヤブカラシの花 (各地域の道端 。生垣付近など,6月 28日 ～10月 12日 )

ルジチュウレンジ,オキナワシリアゲコノミチ,マダラヒメノミチ,スズメヤドリコマユバチ,ク ロとグ

アカコマユバチ,オオモンクロクモバチ,モンクモバチ,フタモンクモバチ,アカスジツチバチ,キ

オビツチバチ,ヒ メハラナガツチバチ,キンケハラナガツチ′ミチ,ウチダハラナガツチバチ,オオフ

タオビドロノミチ,ミ カドトックリノミチ,ムモントックリバチ,スズバチ,ムモンホゾアシナガバチ,

フタモンアシナガバチ,セグロアシナガバチ,キボシアシナガバチ,コアシナガバチ,コガタスズメ

ノミチ,モンスズメノミチ,ヒ メスズメノミチ,ォォスズメバチ,キイロスズメバチ,コ クロアナバチ,ク

ロアナバチ,ヤマトルヅジガバチ,アメリカジガバチ,キゴシジガバチ,ク ロケラトリノミチ,ヒ ロズ

ハヤバチ,アカアシハヤバチ,オオハヤバチ,ヤマトコトガタノミチ,ク ララギングチ,イ ワタギング

チ,シロスジギングチ,キスジツチスガリ,ナミツチスガジ,マ/E‐ ンツチスガリ,アカガネコハナ
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バチ,オ/ベケチビハナバチ,ズマルコハナバチ,シロスジカタコハナバチ,ミ ズホヤドリコハナバチ,

キムネクマノミチ,ィ ヮタチビツヤハナバチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ.

オミナエシの花 (平塚・折立・神々廻 。本の畑 。住宅回り・花壇など.7月 11日 ～ 9月 28日 )

オオセイボウ,コモンツチバチ,ヒ メハラナガツチバチ, ウチダン′`ラナガツチバチ,ムモントックリ
パチ,フカイオオドロバチ,カ タグロチビドロノミチ,ヤマジガバチ,サ トジガバチ,ャマトトゲアナ
バチ,ク ララギングチ,マルモンツチスガヅ,アシブトムカシハナバチ,ニンポンメンハナバチ,ズ
マアレコハナバチ,ホクダイコハナバチ,サビイロカタコハナバチ,シロスジカタョハナバチ,ヤマト
ヤドツコハナバチ,ハラアカヤドヅハキリバチ,ス ミスハキリバチ,ノ峨 )ヽキリバチ,キムネクマ
バチ,ヤマトムカシハナバチヤドリ。

ミソハギの花 (各地域の田畑際・花壇・市民農園など,7月 11日～10月 12日 )

キオビツチバチ,カタグロチビドロバチ,フタモンアンナガバチ,サ トジガバチ,アオスジハナバチ,

シロスジカタコハナバチ, ミズホヤドリコハナバチ,ハラアカハキリバチヤドリ,ヤノトガリハナバ

チ,オオトガヅハナバチ,オオハキヅノミチ,ヒ メハキリバチ,ス ミゾメハキリバチ,ク ズハキリバチ,

スミスハキヅバチ,サカガミハキリバチ,バラハキリバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ, ミ
ツクリヒゲナガハナバチ,ニホンミツノミチ.

アオシソの花 (各地域の畑・市民農園など,7月 13日～10月 2日 )

クロヒゲアカコマユバチ,ヒ メハラナガツチバチ,オオノ′`ラナガツチバチ,キンケハラナガツチバチ,

アトボシキタドロノミチ,アジアキタドロノミチ,オオフタオビドロバチ,ミ カドトックリバチ,キアシ

トックリバチ,ミ カドドロバチ,スズバチ,カ タグロチビドロバチ,フ トカギチごドロノミチ,ク ロア
ナバチ,ヤマジガンペチ,サ トジガバチ,マルモンツチスガリ,ス ミスメンフ′ヽナ′ミチ,アカガネコハナ
ノミチ, ヒラタチビハナバチ,シロスジカタコハナバチ, ミズホヤドリコハナバチ,ヤマトヤドリコハ

ナバチ,バラハキリバチ,ツルガハキリバチ,ヤスマンハキリバチ,キムネクマバチ,イ フタチビツ

ヤハナバチ,セイヨウミンパチ.

スペアミントの花 (神々廻・木・復の畑・道端・花壇など,7月 21日 ～ 9月 4日 )

セイドウマルセイボウ,オオセイボウ,ヒ メハラナガツチバチ,キンケハラナガツチバチ,ア トボシ

キタドロバチ,キアントックリバチ,カノミォビドロバチ, ミカドドロバチ, フカイオオドロバチ,カ
タグロチビドロノミチ,キオビチビドロノミチ,フタモンアシナガバチ,ク ロアナバチ,ャマジガバチ,

サ トジガバチ,ヤマトトゲアナバチ,アカアシツチスガリ,ナ ミツチスガヅ,マルモンツチスガヅ,

アカガネコハナバチ, ミズホヤドリコハナバチ,ャマトヤドリコハナバチIツルガノ′`キリバチ,イ フ

タチビツヤハナバチ.

イヌザンショウの花 舘申々 廻にあった1本,2005年 7月 27日 ・2006年 8月 7日 。21日 )

クロヒゲアカコマユバチ,アカスジツチバチ, コモンツチバチ,キオビツチバチ, ヒメハラナガツチ
バチ,オオフかオビドロバチ,カバオビドロバチ,コガタスズメバチ,サ トジガバチ, ミカドジガバ

チ,ナミツチスガリ,ニ ッポンメンハナバチ,ニッポンチビノ′`ナバチ,シロスジカタコハナバチ,ハ
ラアカヤドリハキリバチ,ヤノトガリハナバチ,オオトガヅハナバチ,オオハキリバチ, ヒメハキリ
バチ,キ ョウトキヌゲハキリバチ,ス ミスハキヅバチ,ツルガハキリバチ,キムネクマバチ,イ フタ
チビツヤハナバチ,キオビツヤハナノミチ,コ キマダラハナバチ.

ニラの花 (各地域の畑 ,市民農園など.8月 5日～ 9月 23日 )

ァレツチュウレンジ,セイドウマルセイボウ,マメコガネコツチバチ,キオビツチッ′ミチ, ヒメハラナガ

ツチバチ,オオハラナガンチバチ,キンケハラナガツチバチ, ゥチダッ′ヽラナガツチバチ,ア トボシキ

ダドロノミチ,ォォフタオビドロノミチ,ヵバォビドロバチ, ミカドドロバチ,カ タグロチビドロノミチ,

フタモンアンナガバチ,コアシナガバチ,コガタスズメノミチ,サ トジガバチ,ャマトトゲアナバチ,

クララギングチ,ニッポンハナダカノミチ,キスジツチスガリ,マルモンツチスガヅ,ニ ッポンメンハ
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ナバチ,アカガネコハナバチ,オバケチビン′`ナバチ,力訂%ん郎閉 IEvyとa鉗ジ sp.1,ケナガチビハ

ナバチ,ズマアレコハナバチ,シロスジカタコハナバチ,フタモンカタコハナバチ, ミズホヤドリコハ

ナバチ,ヒ ロバ トガリアヽナバチ,キ ョウトキヌゲハキリバチ,バラハキリバチ,ツアレガハキリバチ,

ニホンミツバチ,セイヨウミツバチ。

イノコズチの花 (各地域の道端・草地など.8月 19日 ～10月 2日 )

オキナワシリアゲコバチ,ク ロヒゲアカコマユバチ,オオシロフクモバチ,キンケハラナガツチバチ,

アトボシキタドロノミチ,ォォフタオビドロバチ, ミカドトックリバチ,キアントックリバチ,カ タグ

ロチビドロバチ,フ トカギチビドロバチ,ムナグロチビドロバチ,サ トジガバチ,アカアシツチスガ

ヅ,キスジツチスガリ,マルモンツチスガジ,ニッポンメンハチブ＼チ,アカガネコハナバチ,ニ ッポ

ンチビハナバチ,ズマルコハナバチ,シロスジカタコハナバチ, ミズホヤドリコハナバチ,ヤマトヤ

ドヅコハナバチ,ノミラハキリパチ,ツルガハキリバチ,キオビツヤハナバチ・

アレチウリの花 (各地域の沼rin・ サ|1縁・道端なと.8月 19日 ～10月 8日 )

オオセイボウ,オオフタオビドロバチ,キボントックリバチ, ミカドトックリバチ,キアシトックリ

ァミチ,スズバチ,フカイオオドロノミチ,カ タグロチビドロノミチ,フタモンアンナガバチ,コアシナガ

バチ,コガタスズメバチ,ヒ メスズメバチ,ク ロスズメノミチ,ク ロァナバチ,イ ワタギングチ,マツ

ムラメンハナバチ,ニ ッポンメンハナバチ,ヒ ラタチビハナバチ,シロスジカタコハナバチ,フ タモ

ンカタコハナバチ,サカガミハキリバチ,ツルガハキリノミチ,ニホンミツバチ,セイヨウミツノミチ.

コスモスの花 (各地域の畑・市民農園・花壇・寺院など.8月 19日 ～10月 21日 )

キンケハラナガツチバチ,オオムカシハナバチ,ズマルコハナバチ,シロスジカ痺コハナバチ,ハラ

アカハキリバチヤドリ,ンルガハキリバチ, トラマアレ ナヽバチ,セイヨウミツバチ.

アカシソの花 (各地域の畑 B市民農園など,8月 27日 ～10月 8日 )

オオセイボウ,オオフタオビドロバチ,ミ カドトックリバチ,キアシトックリバチ,マルモンツチス

ガヅ,アオスジハナパチ,ヒラタチビハナバチ,ツルガハキヅバチ,ト ラマノレ ナ`バチ,ニホンミツパチ,

アキノノゲシの花 (各地域の道端・車地など,9月 21日 ～■月 4日 )

キアントックリバチ,アシブトムカシハナバチ,オオムカシ′ヽナバチ,ズマルコハナバチ,シロスジ

カタコハナバチ,フタモンカタコハナバチ,シロスジフデアシハ予夕＼チ,ツアレガハキリバチ, トラマ

ァレ ナヽバチ,セイヨウミツバチ.

セイタカアワダチソウの花 (各地域の道端・草地・沼縁 。)|1縁など。10月 8日 ～11月 25日 )

マメコガネコツチバチ,ヒ メハラナガツチ,｀チ,キンケハラナガツチバチ,ケブカスジドロバチ,ム

モントックリノミチ,スズバチ,アタモンアンナガバチ,コアシナガバチ,ク ロスズメバチ,キゴシジ

ガバチ,アシブトムカシハナバチ,オオムカシハナッベチ,ズマルコハナバチ,ホクダイコハナバチ,

シロスジカタコハナバチ,フタモンカタコハナバチ,オオハキリバチ,バラハキリバチ,ツルガフ′ヽキ

リバチ,ヤマトムカシハナバチヤドリ,ニホンミツパチ,セイヨタミツバチ.

8.白井市のハチ類に関する注目種

(1)白井市から記録した千葉県初記録のハチ類

千葉県のハチ類は有剣類では比較的調査されているものの,ノツミチ亜目や有錐類はほとんど調査さ

れていない。これは有剣類では比較的日本種の分類研究が進んできたため,一部のグループを除き,

同定可能種が増えたためである。一方,ハバチ亜目は特に多種類が存在するハバチ科の分類研究が確

立されておらず,これまで同定手引きとなる文献が発行されていなかつたことが主因のようである。

また,山地や北方に多種類分布するハバチ類が千葉県には乏しいため興味を持つて採集しないこと,

ないし研究心を起こさないことも要因である。有錐類に至ってはおよそ専門家に頼らぎるを得ず,趣

味人にはお手上げ状態である.こ ういつたハチ類の分類研究の解明度の違いから,正式報告の乏しい

ハバチ亜目や有鋒類は専門家の同定を得られれイiかなりの千葉県初記録が発表されることになる。
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ここでは専門家の同定と筆者自身の同定に基づき「千葉県から初記録と思われる種名 (和賂ないし学

名)」 “11科 73種
力
をまとめてみた.“思われる"と したのは,主要学術文献類は調査しているが,県

立中央図書館にないような地方雑誌などには目も通せず,慎重を期し思われるとした。また,専門外
のハバチ亜目や有錐類の学術文献は所蔵しているものの見落としがあることも含んでいる。ただし,

少なくとも「千葉県産動物総目鈍 額 田,2003)に は記録されていない種である。前述のとおリノソミ

チ亜目と有錐類はこれまで未開拓の分野であるため,本来であれば千葉県初記録でなく (他の地域で

採集した未発表の標本を多く保存しているため),千葉県の分布地も生息数も多い種を含んでいる。千

葉県で比較的調査が進行している有剣類では“初記録≠希少種・分布域限定ぽ'と みることができる,

ただし,有剣類でもクモバチ科・コハナバチ科は同定上の問題から,これまで発表を控えていた種で

あるから,一部県内他所でも分布が確認されている,やや普通種も含まれている。こういった状況か

ら『千葉県新発見ではなく,未記録種あるいは未報制 と捉えた方がよいかと思われる。

防▼ミτ蒻斗]:ナガスギナノVミチ,ムネアカキアシンハバチ,アレイスアカマ′L/ハバチ,ヤチダモハバチ,

ウツギノVミチ,乃3鞭0とas=s hiyod∝iゴ ,2っ♂ιeris_  Eヒ メコバチ科]:キンイロホノコバチ.

[コガ ネ コバ チ 科 ]:乃 叩 乃 ιas,s力飽 sttlrd?. [ヒ メバ チ科 ]:タ マ ヌ キ ケ ン ヒメバ チ ,幼 伽 ガ 9rP

n主♂ibatt Иガ中ユa∂滋 ノ錮症pθガダ洒 鳥ヒゲナガタスマルヒメバチ,イ シカワウスマルヒメバチ,

わ 9P/7Lrp琵釘 鳴 L9p施 肋 〕韓 sis ppp9rP″蝕 力 ″ ,ム 々 ガ カ ,Liss噸 ″ 珈 お 訪 rrf犠 キ ベ リ チ ビ

アメバチ,多騨虜〃″ 願cr9F9bWsp,シ ロモンチビトガヅヒメバチ,及務施 us mfip鍋 キイロトガ

リヒメバチ,アシナガバチャ ドリヒメバチ,ンヤハラアカヒメノミチ,マダラホツトガリヒメバチ,ホ
シクロトガヅヒメバチ,アシブ トクロトガリヒメバチ,キ ョウトマルヒメバチ,シロスジヒメバチ,

励 Υ ιθ歩銘 鰤 ガ jeFPθθダ 0盟ヶぉ ,ル ガ c/2冊勁 切 ιゴわゴa′れ ン ロ テ ン ア カ ヤ ガ ヒ メ バ チ ,サ キ ジ ロ

ヒ ト リバ ヒ メ バ チ ,キ マ ダ ラ マ ル ヒ メ バ チ ,レ 訪 攣 ゴ 膊 貿 ″ ノθ ,肋

"″

中 LrJ n三触 οttsls,キ マ ダ

ラフシオナガヒメノミチ,ク ロコブフシヒメバチ,ユ領単 こj/PοvJ》ゴガ ?,シロモンヒラタヒメバチ,

P5・θyJ9p三岬ユaダβ抒力地即め切 障噛 tttia,■即 ゴ% ミノオキイロヒラタヒメノミチ,マダラコブ

クモヒメバチ,シロスジクチキヒメバチ,随sガ∂
「
碇静力為サッポロオナガバチ,エゾオナガバチ,

肋 ∝ F9J sttsib体 ,サ ッ ポ ロ マ ル ズ ヒ メ バ チ ,た ガ 施 ♂ s蝉 螂 iS・ [ツ ノ ヤ セ バ チ 科 ]:

乃 盟 嘘

"孤

6・/FrFd搬ぬ 塑 盟 航   [コ ツ チ バ チ 科 ]:ヒ ゴ コ ン チ バ チ . [ク モ バ チ 科 ]:ナ ミ ヒ メ ク モ

バチ,ペレーヒゲクモバチ,シロトゲヒゲクモバチ,ナガセヒゲクモバチ,ムネジフクモバチ,ンヤ
ムネジワクモバチ,力叩力LrdP9しiO■aris,イ シカワトグアシクモバチ,チビトゲアシクモバチ.[ア
リマキバチ科]:シフヨコバイバチ. [ムカシハナバチ科]:ノ ウメンメンハナバチ?. [ヒ メハ

ナバチ科]:ト グアシヒメハナバ九 コマチマメヒメハナバチ,ヤマブキヒメハナバチ. [コハナバ

チ科]:コ ウシュウチビハナバチ,オオエチビハナバチ,キオビコハナバチ,ニ ッポンカタコハナバチ,

オクエツヤドリコハナバチ。

(2)白井市のミツパチについて

以前は平地の野外で見られるミツバチは主にセイヨウミツバチで,山問地中心にはニホンミツバチ

が生サ自、していた。千葉県内でも1990年頃まではニホンミツバチの生息状況は殆ど見らげ ,恐らくこ

の頃からニホンミツバチの都市部 (平地)への進出 。拡大力勒台まったものと想像される。近年の情報
ではところによリニホンミツバチがセイヨウミツバチより量的占有権を得ているのではないかともい

われている。しかし,このような現象が起きると,その注目したものに目が行き,視覚 。感覚的には

現実と異なる見方をすることが多い,事実筆者は人千代市の新川沿いと市川市の調査をした際,ニホ
ンミツバチの方が優先種ではないかと思つた。そこで,両市の各調査地域でこれを確かめるため,野
外でも分類可能なこの2種を意識的に採集した。一つの見方として,各調査地域で 1頭でも確認でき

たらこれをカウントし,両種の比率を確認した。

2000～2001年に60日 間調査した人千代市新川沿いではセイヨウミンバチ 69%)>ニホンミツバ



チ (41%),2001～ 2003年に 116日 間調査した市川市ではセイヨウミツバチ (57%)>ニホンミツバ

チ (43%)と ほぼ同率でセイヨウミツバチの方が優先種であつた。つまり,推預Iは誤りであった。

白井市の 2005～ 2007年に 105日 間でも同様の調査を実施した。その結果,

セイヨウミツバチ (53%(97})>ニホンミツノミチ 147%(86})で あつた。ところが自井市ではニホン

ミンバチの営巣を多数確認し巣口で毎回採集することも多く,この点で人千代市 (調査地に営巣未発

見),市川市 (たまに訪れる調査地などに4巣発見)と採集条件が異なつていたため,一般の人が目に

する “訪花するミツバチ"で推測すると,セイヨウミツバチは60%の比率を超えることになる.

2006年 7月 26日 には野日の集落地の屋根上付近の空中で「ミツパチの分封」を目撃した。

ミツバチの自然営巣は下記の7か所で確認した。そのうちの1か所の巣で『セイヨウミツバチの放

棄巣をニホンミツバチが再利用したと思われる』興味深い観察もあつた,

Cセイヨウミツパチの巣.ヒ ノキの樹洞.地上 20 clll鮭確ヨ60 cm)1こ 3X10 cmの長楕円状巣日(東向き)

折立.林道の開墾地付近で巣日は道と平行にある。2005年 5月 9日 ,巣発見,8月 14日 まで確

認.9月 12日 ,オオスズメバチが占拠しミツバチはいない.10月 21日 ,まだオオスズメバチがい

る,11月 5日 ,艦いない。⇒⇒2006年 4月 8日 ,同じ入日から「ニホン↓ルミチ」が活発に出入りする

のを発見.以降■月25日 までニホンミツバチが継続して活動しているのを確認して調査終了,

②ニホンミツバチの巣.ヒ ノキの樹洞.地上 1.2m(直径 70 cm)に 3 cmの丸い巣日 (東南向き).

折立.竹薮のある道路面で巣日は道と平行にある。2005年 5月 27日 ,巣発見.9月 27日 ,キイロ

スズメバチが巣日付近を飛翔していた.2006年 6月 20日 ,ミツバチは襲 か見られず.7月 14日 ,

全く見られず。しかし 8月 27日 には活発に出入り。以降 11月 25日 まで継続活動を確認して調査終了。

③ニホンミツパチの巣.スギの樹洞。根元 (直径 30 cm)に 3× 15 cmの三角状巣日 (南向き).

木.七次台南側の所沢ふるさとの森,道路面とは少し離れた場所,巣日は道側,2005年 10月 20日 ,

巣発見.2006年 7月 26日 まで継続活動を確認.しかし 9月 4日 には既に放棄済であつた。

④ニホンミツパチの巣,シラカシの樹洞.根元 (直径 50 cm)に 4× 10 cmの長精円状巣日 (東向き),

本.七次台西側の所沢ふるさとの森,道路面とは少し離れた場所 (③の巣とは 30m離れる),巣 日

は道側。2006年 5月 24日 ,巣発見。2007年 3月 20日現在継続活動を確認して調査終了.

⑤ニホンミツバチの巣.スダジイの樹洞.地上 3m鮭確第O cmlに 3× 10 cmの長楕円状巣日(西向き)

木,七次台に抜ける雑木林の道路際。2006年 11月 21日 ,巣発見。2007年 3月 22日現在継続活動中.

⑥ニホンミツバチの巣.ヒ ノキの樹洞.地上 25 clll鮭確鍋O clll)に 3× 10 clllの三角状巣日南東向き),

復.仏法寺脇の道路際,巣日は道側,2006年 6月 14日 ,巣発見,7月 2日確認.9月 3日放葉済.

②ニホンミツバチの巣.雑木林内の飯綱権現の社の床下,

谷田.2006年 4月 26日 ,巣発見.5月 25日 ,活動鞠 ,11月 29日 ,放棄済,

(3)白井市のセイヨウオオマザレ ナヽバチについて

セイヨウオオマブレ ナヽバチは特に温室トマトの有効な受粉のため,日 本でも1992年からオランダや

ベルギーより本格的に輸入を開始した。この優れたポリネーターとしてのセイヨウオオマアレ ナヽバチ

は,振動受粉が結実に有効なトマトなどの栽培における作業の管力化と品質の向上に貢献しいてる.

このため温室 トマト農家では全国的にセイヨウオオマアレ ナヽバチを活用するようになつた,一方セイ

ヨウオオマノL/ハナバチは,原産地や導入国で上着種を刺殺・乗つ取り,営巣場所や花・蜜の取り合い

などでミツバチを含むすべてのハナバチ類のバランスを崩した例が報告されている。このことから,

日本でもトマト・ファームから逃げ出し,も しも野生化した場合, 日本の在来種を駆逐し生態系を乱

すのではないかと心配されていた。ところが,セイヨウオオマノ1/ハナバチの野生の生増職 に適した

北海道では 1996年に野生の巣が見つかつたのを皮切りに,全国各地の野外でも次々に野外で本種が確

認されるようになった。特に北海道では場所によつてはかなり優先的な個体数を生じている報告も見

られるようである。この実態は,特に農業関係者には浸透が高まつており,ボランティアによる補獲
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を中心とした駆除活動も行われている。事実筆者が北海道内でハチ類の採集・調査を実施している際,

セイヨウオオマノレ ナヽバチは見つかりましたか?, と何度か聞かれたこともある。

千葉県における実態についてはあまり詳しく調査されていないが,これまで富津市豊岡松節・佐倉

市大篠塚 。人千代市保品・司 |1市 (国府台・中国分・柏井町)・ 我孫子市青山台などの報告がある.筆

者の富津市 。人千代市・祠 |1市の採集例からすると, トマ ト・ファームから出入りの際たまたま逃げ

出したものと考えられ,野生化しているとは考えにくかつた。今般の白井市の調査でも平塚・復で3

例,野外で見つかつてしまつた。すぐ近くにはトマ ト・ファームはなかったが,市内ではトマ トの温

室栽培も実施していることから,こ こからたまたま逃げ出してきたものと考えられる。

環境省では 2005年にセイヨウオオマノL/ハナバチを外来生物法の特定外来生物に指定することを発

表した。これにより,本種を使用する場合は,飼養許可申請や野外逃亡防止策,使用後の巣箱の処分

などが義務付けられ,放出源は規制されるようになったが,中
!・ 改めて本種の生態系に与える影響力

を再認識し,一層の管理・取扱上の注意・徹底が望まれる。

(4)白井市でもモンキジガバチは台湾亜種

モンキジガバチは日本の他,ロ シア翻 H・ 朝鮮半島・台湾・中国 。東南アジアからインドまで分

布する種である,本種は地理的色彩特徴から8史種が記録されている。一般に日本本上のものはニッ
ポンモンキジガバチ (モンキジガバチ本由団□ ,中琉球 (沖縄島)のものはタイワンモンキジガバチ

(モンキジガバチ沖縄亜種ないしモンキジガバチ台湾亜種)と されている。しかし,琉球の分布はそ
の後の記録もなく疑間視されている。

ところが,千葉県各地に分布する個体群は色彩・斑紋の鮮やかなモンキジガノベチ台湾亜種が分布し

ている。白井市の今般の調査でも平塚・折立・神々廻・木・復 。谷田の全調査地域で確認したものは

もちろんモンキジガバチ台湾亜種であった。本亜種の千葉県以外からの記録は確認していないが,千
葉県内に広く分布している実態から,少なくとも近接した東京都西部 。埼玉県西部・茨城県南部を徹
底調査すれば分布を確認できると考えられる。

千葉県のモンキジガバチ台湾亜種自体は決して珍しい種ではないが,どこにでもよく見られる種で

もないようである。雄は日向域の木の枝や塀・物千し竿の上などをせわしなく飛んでは歩いているが,

雄は日陰域の欄 II縁に営巣用のドロを集めに来ているが,共に余り目立たない。本種の営巣場所や

幼虫を飼育する獲物のクモも昔ほど条件に恵まれなくなってきている.特に近年では山林の林道や農

道でも舗装がなされるところもあり,露地のまま保全されている場所は少なくなり,湿つた ドロを営

巣材料としているドロジガバチ類には生活しにくい環境のようである。

(5)白井市に生息する千葉県レッドリス ト選定のハチ

地球上の多種多様な野生の動植物は,人と自然環境を構成する生態系に不可欠な要素である。とこ

ろが近年地球規模での自然環境破壊が進行し,多くの種が絶滅の危機に瀕している現状に,野生動物

の保護活動は先進国・後進国問わず国際的な課題となつている。このような状況下,千葉県では千葉

県環境基本計画に掲げた『 自然との共生』の理念の基に “生物多様性の確保"という観点から千葉県

内における絶滅の恐れのある野生生物の現状と保護の在り方を明ら力Wこ した,

具体的には,千葉県の保護状重要な野生生物として,昆虫類の中でハチロは2000年 3月 ,「千葉県
レッドデータブック動物編」 (千葉県環境部自然保護課)でカテゴリーA(最重要保護生物)5種 ,

カテゴジーB(重要保護生物)9穐艶 カテゴリーC(要保護生物)13種の16科 27種が選定された,

その後,2006年 3月 ,「千葉県レッドリス ト動物編の改訂胸  (千葉県環境生活部自然保護課)でカテ
ゴリーA6種 ,カテゴリーB7種麟カテゴリーC15種の 16科 27種が選定された,

白井市の今般の調査結果では,千葉県のカテゴリーA(最重要保護生物)のハチは発見できず,カ
テゴリーB(重要保護生物)でチバヤ ドリコハナバチ (コハナバチ科)の 1種,カテゴリーC(要保
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護生物)でヒゲジロキバチ (キバチ科)・ トサヤドリキバチ (ヤ ドリキバチ科)・ セイ ドウマルセイボ

ウ (セイボウ科)。 キボシトックリバチ (ドロバチ科)・ ニッポントゲアワフキバチ (ドロバチモドキ

科)。 シロスジフデアシン′`チ
'ミ

チ (ヶァシハナバチ科)・ シロスジヤドリハナバチ (ミ ツバチ科)の 7

種,合計 8科 8種であつた。

因みに刊 H市ではAラ ンク 3種,Bラ ンク 2種,Cランク 6種の 11種が記録されているが,Aラ
ンク 3種,Bラ ンク 1種,Cランク 1種は40年前に記録されているため,21世紀爛 査ではBラ

ンク 1種,Cランク 5種の合計 6科 6種となり,現状では白井市の方が希少種が多く分布している

ことになる.ノ(千代市では新川沿いだけの調査であったが 4科 4種の該当種が見つかつている
`

白井市のレッドリスト選定種はほとんどが 1～ 2地域だけと分布域が狭く,生息個体数も少ない種

であった。このわず力Wこ生,自、している種でも,それぞれの種が将来,生息可能な自然環境が保持され

ていくか否力斗こよつては,レンドデ~夕種が増殖していく場合もあるし姿を消してゆく場合もある。

その面で生物多様性の保全という観点から,対象種の特性, 日本・県内の分布状況,保護対策を知る

ことにより絶滅の危機から避けられることを念願し,種ごとに紹介しておくこととした。

B.チバヤ ドリコハナバチ (コハナバチ科)

体長 9～ 10111111の腹部が赤いヤ ドヅコハナバチ。近似種が多く識別は難しいが,千葉県佐倉市を正模式

産地とする種で,これまで記録された産地は佐倉市・成田市・刊 H市である。まだまた調査不足であ

ることから産地は増える可能性はあるが,同属の他種に比較し極めて少ない。白井市の今般の調査で

も復の市民農園の露地面を低く飛翔していた 1♀ しか見つけることはできなかつた。現段階では本種

は千葉県固有種となつているが,も ちろん他県の生息は有力である。ただし,本属の分類には問題点

もあり,今後の分類再検討によってはシノニムとして名前が消えることもあり得る。本種はコハナバ

チ科のハチに寄生すると思われるが,市川市のじゅん菜池緑地ではニセキオビコハナノ″ミチのコロニー

で採集したことから,恐らく寄主と寄生者の関係にあると思われる。過去に記録された本種の主な産

地,佐倉市は国立歴史民俗博物館,成田市は新東京国際空港の建設時にほぼ全滅した。

C.ヒゲジロキバチ (キバチ科)

体長は雄 15～ 23111111,雌 20～ 30 11ullと やや大型,体は黒色で多少藍色を帯びる.後頭両側の大紋・腹部

第 8背節両側・歴節基半 B触覚末端部を除く先半は黄白色.成虫は6～ 8月 頃,寄主植物のマツ・エ

ゾマツ・アカ トドマツなどから発生するが,総体的に松林はどこでも減少している。このため,本種

の生急環境は悪化の一途をたどつている現状を踏まえ,種の多様性を確保していくという観点から保

護種として選定されている。日本では北海道。AJl‖・四国にかけて広く分布しているが余り多くない。

千葉県の記録としては船橋市大神保町で2例の記録がある。本種などが含まれるノVヾチ亜目について

は県内の調査が不十分なため余り調べられていないのが実態であるが,かなり少ない種のようである。

白井市では平塚で 2♀ を見つけたのみである。発生源は農家内であったようだが,ブロック塀で完全

に覆われていたため樹種などを確認できなかつた。

C.トサヤドリキバチ (ヤ ドリキバチ科)

体長 5～ 1311111と 個体差が大きい,体は円筒形.全体は黒色で粗い点刻に覆われ,部分的に網目状とな

つている。触覚の付着位置が頭盾の下方にあり,前翅に明瞭な幅広い黒褐色帯がある,この科のもの

はハバチ亜目中唯一肉食性の生態的に注目する科で,タマムシ・カミキリムシなど穿孔性コウチュウ

の幼虫に外部寄生する変わつた習性を持つている。成虫は6～ 8月 頃,寄主の生息する枯木の幹を上

下にせわしなく歩き,一見アリと見間違える。本州・四国に散在して分布している。千葉県では囁割H

市・船橋市で記録されているが,まだまだ調査不足のため,産地は自然林や雑木林の多い地域で見つ

かる筈である,白井市では折立と神々廻で生急が確認できたが,この雑本林がそのまま保全されれば

寄主を含む動植物の生態系が崩されることがなく保護されてゆくと思われる。

C.セイドウマルセイボウ (セイボウ科)
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体長 10囲内外.緑・青・童・赤・金色など金属性の光沢が美しい種が中心のセイボウの中にあって,

鈍い青銅色を帯びた黒色で,決して美麗とは言えない,ある種のハエのようなハチである。日本の別

名亜種は千葉市が正模式産地の種である,本州に分布するが,あまり目立たないノ|チのためか,県外
の記録は余り多くない。ただし,千葉県の北西部では畑作地帯でかなりよく調査されており,産地は

決して少なくない.白井市では木と復の畑で複数個体の生′自、が確認された。成虫の出現劇は8月 中旬

～ 9月 中旬と短いが,この頃の野菜の花や付近の車花によく訪花している。寄主のキスジツチスガリ

は決して県内各地に見られるほどではないが,産地によっては個体数が多いことがある。セイドウマ

ルセイボウの保全はキスジツチスガリの保全が必要条件になる.寄主は踏み固められた地面に営巣す

るが,農地の減少で上の露出面積がますます狭まつていることから,公園や公共広場などの安易な舗

装化は必要最小限に止どめ,露地や草原のある自然の姿を残していくことが望ましい。

C.キボシトックリバチ (ドロバチ科)

体長 13～ 17111111.黒色の体は光沢鈍く,黄白色の微毛が生えている.腹部は首の太い徳利状で,第 2背

節両側に大きな黄色紋があり,脚は大部分黄褐色を呈している.幼虫の食餌にガの幼虫を狩り,車木

の枝などに徳利状の巣を作る。日本では本州・四国 。九州に分布する。千葉県では5～■月にかけて

出現,船橋市・佐倉市 。人千代市などの記録がある。環境アセスメント報告書などにも他の市町村で

本種の記録があるが,近似の小型でやや普通種のキアントックリバチと間違つている可能性がある。

白井市では平塚・復で生息が確認されたが,一番よく見つかつたのは手賀沼畔であったが,それでも

一番多く見た日で2頭であつた,本種は人家近くに巣を設けない。本種の保全に当たっては測 |1敷・

土手面・草原などの確保と,草むらや樹梢など営巣地の長期にわたつて保全することが望ましい.

C,ニッポントゲアワフキバチ (ドロバチモ ドキ科)

体長 10～ 13111111.体は黒色であるが,腹部第 1背板の2紋, 3・ 4後縁の横線,前胸背板後縁の横線,

後胸盾板の小紋は黄色.雄の性比は低く,筆者はまだ採集したことがない.本種には近似のオオ トゲ

アワフキバチがいるが,千葉県ではニッポントゲアワフキバチより多く分布している。北海道・本州

の平地～山地に分布するが,生巳t数は少ない。千葉県では5～ 6月 に出現,千葉市で記録されている。

筆者は千葉県中部で他に未発表の標本を保存しているが,非常に少ない。白井市では折立と神々廻で

各 1♀記録した。巣は椎茸の腐朽したほだ木などに分岐孔を掘り,木暦で仕切る。幼虫の食餌として

アフフキムンを狩る。近年は倒木・伐採本・廃棄木などの腐朽木を焼却処分することも多いが,こ う

いつたものを巡る生態系の維持から,できれば自然のままにその環境を保全することが望ましい。

C.シロスジフデアシハナバチ (ケアシン′`ナバチ科)

体長 10～15皿L黒色のやや細長いハチであるが,頭・胸部は灰色の長毛を密生し,特に雌の背面では

黄褐色を帯びる。雌の後脚の花粉採集毛は長く柔らかい筆状である。日本では本州・九州に分布して

いるが,山地の記録が多い。千葉県では9月 中旬～11月 上旬に出現,既知産地は佐倉市・四街道市・

八千代市・市原市などであるが,この時期の県内調査が行き届けぼ産地はさらに増える筈であるが,

やはり分布地は制限される。白井市では平塚・神々廻・復・谷田の4地域から確認された。白井市運

動公園のサクラ広場の車地では,余 り規模は大きくないが集団営巣地を確認した。幼虫には主にアキ

ノノゲシの花粉回子を3個の脚のある特異な形にして与える。やや山地性と思われていた種が平地に

生′自す る千葉県の個体群は生急分布上興味深い.営巣地の安易な全面芝生化 。敷石・コンクリー ト化

を避け,露地面で規模のある広場を確保,野車の生える自然環境の保全が望まれる。

C.シロスジヤドリハナバチ (ミ ツバチ科)

体長 10 1BIl内 外.黒色の体に自色絨毛の斑紋を各所に具える太めのハチである。日本では北海i童・本州・

九州の平地から山地にかけ広く分布している.千葉県では8月 下旬～ 9月 中旬,主にヤマハギに訪花

している。これまで祠 |1市・船橋市・富津市の採集・確認記録しかなし明 なヽい種であるが,調査如何

によつては分布地は多くなる筈である。その裏付けは,本種の寄主とされるミツクリヒゲナガハナバ



チが,特に千葉県南部中心にかなりよく分布が確認されているからである。白井市では平塚・イ申々 廻・

本で少数の生息を確認した。本種の選定理由は分布の希少性と種の多様性の保護という観点であるが,

寄主は土中営巣のため,保全条件は前種同様である。
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